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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『北ほつ方ぽうの島とう嶼しよ地域から、ウィンフィール王国第二位の港こう湾わん都市、ラウズボーンに船で向かいました。その途と中ちゆう、嵐あらしに巻まき込こまれてデザレフという港町にたどり着き、私たちはそこで、大聖堂の宝を巡めぐる悪事を目まの当あたりにしました。紆う余よ曲きよく折せつありましたが、町の中で知り合った羊の化け身しん、イレニアさんと力を合わせ、無事に解決することができました……旅は順調です。御ご心しん配ぱいなく。トート・コル』

「ふう……」

　ペンを置いて、机の前で一息つく。開け放たれた木窓の向こうでは、夕暮れに差しかかった町並みが赤く染まっている。この辺りではもう春の気配が濃こく、夜の寒さも和やわらいできたせいか、町は随ずい分ぶん賑にぎやかだった。

　書き上げた手紙をもう一度見直すと、随ずい分ぶんそっけない内容に思える。もっと詳しよう細さいに書くべきだろうかと思いつつ、ペンは手に取らなかった。

　手紙のあて先は、放ほう浪ろう学生をしていた子供の頃ころ、路銀が尽つきて途と方ほうに暮れていたところを拾ってくれた、恩人のロレンスと、その妻ホロだ。ロレンスは元々行商人で、今は北の地の温泉郷ニョッヒラで〝狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭てい〟という湯屋の経営をしている。自分は都合十年ほどそこで働かせてもらっていたが、聖職者になるという夢を捨てられず、教会の改革が叫さけばれている世の中に打って出た。以来、旅で一区切りつくたびに近きん況きよう報告の手紙を書いているのだが、この手紙を書く時には、いつも若じやつ干かんの、いや、少なからぬ、良心の呵か責しやくがある。

　なぜなら。

「兄～様っ」

　部屋の扉とびらがノックもなしに開き、少女の声が元気いっぱいに響ひびいた。

　とたとたと軽い足音が続いたかと思えば、椅い子すに座すわっているところを後ろから抱だきつかれる。

「ねえねえ、外はもうお祭まつり騒さわぎだよ！　早く行こうよ！」

　少女はけたけた笑いながら、首に回してきた腕うででこちらの体を揺ゆすってくる。

「ねえ、兄様ったら！」

　恩人であるロレンスとホロの一人ひとり娘むすめであり、自分のことを兄と呼んで慕したってくれるこのミューリこそ、手紙を書く時の懊おう悩のうの原因だった。

　灰に銀粉を混ぜたような不思議な色合いの髪かみの毛けは父親から、綺き麗れいに赤味がかった瞳ひとみとその顔立ちは母親から受うけ継ついでいる。楚そ々そとしていれば貴族の令れい嬢じようかと見まがうばかりなのに、まだ幼いせいか、それとも生来のお転てん婆ばのせいか、少年の格好がよく似合う。今も町の工こう房ぼうの見習い小こ僧ぞうみたいな服を着て、髪かみの毛けを雑に括くくっているのが板についていて……と思ってふと気がつく。

「ミューリ、なぜそんな格好をしているのですか？」

　普ふ段だんのミューリはそんな地味な服ではなく、聖職者を志し、また兄代わりを自じ認にんする者からすれば破は廉れん恥ちとも言えるような服を着ている。

「なんでって、女の子はお祭りの途と中ちゆうまでしか参加できないって言われたから」

　お祭りという単語に、窓の外の賑にぎやかさが理解できた。

　しかし、ミューリの言うことには疑問が残る。

「……では、男の子のような格好をしたあなたは、祭りでなにをするつもりなのですか？」

「へえ？　そんなの決まってるじゃない。薪たきぎを積んで作った岬みさきまでの火の坂道を、おさかなさんの模型を担かついで登るんだよ。あ、兄様も参加するって伝えてあるからね」

「私も……？」

　思わず聞き返すと、ミューリは目を見開く。

「あったりまえでしょ!?　町の人たちは皆みな、兄様のおかげで数年ぶりにお祭りができると思ってるよ？　顔見せなかったら、失礼じゃない！」

　今自分たちが逗とう留りゆうしている港町デザレフでは、町の岬みさきに火の坂道を作り、そこを魚の模型が担かつがれて登り、最後には大聖堂で天に召めされるという祭りが名物になっている。漁業が盛さかんで、教会の教えが広まってもなお続く、古い時代の残ざん滓しだ。

　それがここ数年は、王国と教会の対立が激化して中止されていた。

　祭りを取り仕切る町の大聖堂は三年も門戸を閉ざし、あろうことか大司教は責務を放り出して逃にげ出だしていた。後に残されたのは、大司教が度たび々たび身代わりとして聖務を押おしつけていた、大司教に瓜うり二ふたつな元羊飼いだけ。しかも、そこに大聖堂の宝の密売を巡めぐる事件が持ち上がり……というところに自分たちは出くわした。

　最終的に宝を密売していた者たちを見つけ出したのが、十日ほど前のこと。事件解決からその間、元羊飼いの偽にせ司教は信しん仰こう心に目覚め、自らが大司教であるとの宣言の下、町との和解を提案した。

　教会と町との和解は素す晴ばらしいことだと思ったものの、王国と教会が真っ向から対立しているような状じよう況きようで、うまくいくのだろうかと不安があった。しかも、大司教と名乗っているのは偽にせ物ものの上に、町の人々にはそのことを正直に打ち明けると言うのだから。

　そして、結果はあっと驚おどろくものになったのだ。

　町の人々は以前から大司教が偽にせ物ものと入いれ替かわっていることにとっくに気がついていて、むしろ偽にせ物もののほう、つまり元羊飼いではあるが真面目なほうに好感を抱いだいていた。結果、話し合いは拍ひよう子し抜ぬけするほどうまくいった。自分が口くち添ぞえをして、なんていう必要さえも全くない。元羊飼いは、己おのれの人ひと柄がらによって十分に人々から尊敬されていたのだし、町の人々は教会に関わる者たちを無意味に憎にくんでいるわけではなかったのだ。

　そのことに気がついた町の低級司祭たちも、それぞれの礼拝堂の扉とびらを開け、人々を受け入れ始めたらしい。かくして、ウィンフィール王国の町には、数年ぶりに神の祝福が戻もどってくることになったのだった。

　修復不可能に見えるような争いも、どちらかが歩み寄れば案外簡単に解決することもあるという好例だろう。

　もちろん、町と大聖堂が和解しても、話し合うことは山積みだった。そもそも教会の総本山はこの和解を認めないかもしれない。そんな中、真っ先に議論されたのが数年間停止されていた祭りの再開というのだから、人々がどれだけ息苦しい生活をしていたかわかろうというもので、祭りの再開が提案されるやたちまち可決されたと報告を受けたのが、四日ほど前のこと。

　一連の事件を追ってみれば、そのどこにも自分の功績はなく、町に信しん仰こうと祭りが戻もどってきたのは、この町で暮らしてきた人々自身の行動ゆえと言えるだろう。

　そんなことを滔とう々とうと説明したのだが、喋しやべり終えるとミューリは感心するどころか、唇くちびるをひん曲げていた。

「兄様はいっつもそんなことばかり言って！　人からの感謝はきちんと受けないとだめなんだよ！　って、あー！」

　ミューリが耳元で大声を上げながら手を伸のばしたのは、机の上の手紙だった。

「もう、兄様は父様たちの手紙にまた噓うそ書いてる！」

　どきり、と胸むねの奥おくが鳴った。

「う、噓うそなどは書いていません」

　思わず早口になってしまう。半目になったミューリが、じっとりとこちらを見つめてくる。

「イレニアさんのことは書いてあるけど、私たちの大冒ぼう険けんが全然書かれてないじゃない。もっと書いてよ！　せっかくたくさん活かつ躍やくしたのに！」

「大冒ぼう険けんって……あんなこと絶対に書けませんよ……」

　ミューリは大恩ある主人夫ふう婦ふの一人ひとり娘むすめだ。自分の旅にくっついているせいで、何度も命が危あやぶまれるような騒さわぎに巻まき込こまれてきた。そんなことを正直に手紙に書けば、父親であるロレンスに一体どれだけ心配をかけるかわからない。そのために毎回当たり障さわりなく、可能な限り事実を省いて記していた。

　だが、それはミューリの言うとおり、噓うそなのではないか、という悩なやみがあった。真にロレンスたちのことを思うなら、本当のことを正直に書いて、娘むすめのことを案じている両親に真実を告げるべきなのではないか。

　そう思うものの、どうしてもできない。

　ひとつには、余計な心配をロレンスたちにさせるのが、本当に正しいのかという疑問。

　それからもうひとつは……。

　その原因が、赤い瞳ひとみをじーっとこちらに向けている。

「あと、私と兄様のことも書いてないよね」

「え？」

　聞き返した途と端たん、ミューリの頭の上からぱたぱた蝶ちようが羽ばたくような音がして、後ろのほうからは毛皮の束を振ふり回まわす音がした。

　見やれば、狼オオカミの耳と尻尾しつぽが生えていた。

「兄様が私に向けて、自分と恋こい仲なかになりたいのなら兄様ではなく別の呼び方で呼べ、って言ったとか」

「ぐふっ」

　変な風に咳せき込こんでしまい、「ごふ、ごほっ」と何度もむせる。血は繫つながらずとも兄妹きようだいの二人旅、と思っていたのは自分だけで、ミューリはそんな生ぬるい理由で旅について来たわけではない。それが狼オオカミの気き性しようなのか、それともこの年とし頃ごろの少女特有の思おもい込こみの激しさなのか、あの手この手で迫せまってくる。

　そんな旅の詳細を、ニョッヒラで娘むすめの身を案じているはずの父親のロレンスに、正直に書けるわけがなかった。

「ミ、ミューリ！」

「兄様はそう言ったでしょ？　でもまあ……その……私も呼べてないんだけど」

　ミューリは残念そうな顔をして、こちらの肩かたの上に顎あごを落とす。

　ミューリは自分のことを異性として好きだと言うのだが、自分としてはミューリと恋こい仲なかになる様子など想像もできない。そもそも、恋こい人びとを兄様と呼ぶのは明らかにおかしいが、ミューリから兄様以外の呼び名で呼ばれるところさえ想像できなかった。

　なので、たとえば恋こい仲なかになったとしたら、私のことをなんと呼ぶつもりなのですか？　と聞いたら、ミューリは散々もじもじした挙句、兄様としか呼べなかった。習慣とはそれくらい強力なことである。ましてや赤あかん坊ぼうの頃ころから世話をしているミューリを、妹としてではなく女性として見ろといきなり言われても、無理な話だった。

　しかし、当然、ミューリはそんなことでくじけたりはしない。

「まあ、そこはそれ。あとは、兄様とは一晩中、同じ毛布の下で熱い夜を過ごしました、とか」

　体をくねくねさせているのは、本人的には色っぽいことを言っているつもりなのだろう。無む邪じや気きな子供の可愛かわいさなら比類ないが、色気に関してはまだまだだ。

　冷静に、冷たく返事をする。

「熱い夜は熱い夜ですが、狭せまい部屋に閉とじ込こめられて、火を放たれていたからですよね」

「燃え上がるような恋こいって言うでしょ？」

　くすくす笑うミューリに、ため息をついてから、言った。

「なんにせよ、そんなことは書けません」

「もうー、兄様は恥はずかしがり屋なんだからー」

　からかいの体すらとっておらず、ミューリは尻尾しつぽを振ふりながら頰ほおずりをしてくる。無む邪じや気きを絵に描いたようで、妹としてならこんなに可愛かわいい子もいないのだが……と眉み間けんを押さえていると、ミューリは「あれ？」と小さく言った。

「ねえねえ、兄様。西の海の果てのことを書かないのは、なんで？」

　悪戯いたずらめいても、冗じよう談だんめかしてもいない口調だった。

　ミューリが言った西の海の果てとは、先日の聖堂の宝を巡めぐる話でともに犯人を追いかけた、羊の化け身しんであるイレニアが教えてくれたことだ。

　この世界の海を、ひたすら西に向かうと新しい大陸があるのだと言う。イレニアはそこに、人ならざる者たちだけの国を作ろうという壮そう大だいな夢を抱いだいていた。

「海の果ての大陸のことは、母様にしたほうがよくない？」

「そうなんですが……」

　ミューリの母であるホロは賢けん狼ろうと呼ばれ、数百年の時を生きる。見た目もいつまでも若いままなので、ひとつ所でずっと暮らすのは難しい。狼オオカミの耳と尻尾しつぽを隠かくせるミューリでさえも人の世では生きにくく、より古いにしえの精せい霊れいに近いホロにこそ、新大陸の話は相応ふさわしいかもしれない。

　しかし、話さないほうがいいと思ったのだ。

「へたに西の海の果てのことを教えて、ロレンスさんの耳にでも入ったとしたら、どうなると思いますか？」

　ミューリはきょとんとして、小首を傾かしげた。

「父様の耳に？」

「ロレンスさんのことですから、ホロさんのためになにもかもなげうって、西の果てに向けて船団を立ち上げようとしたりしそうじゃないですか？」

「あ～……」

　ホロとロレンスはニョッヒラでも評判のおしどり夫ふう婦ふだが、娘むすめの視点からすると両親のそんな仲の良さはちょっと暑苦しいらしい。

「ホロさんは静かな暮らしが好きですし、ロレンスさんはどことなく冒ぼう険けんに際しては危なっかしいところがあるでしょう」

　あまり人のことは言えた義理ではないが、と思っていると、ミューリは耳をぱたぱたと揺ゆらした。

「そうだね。だから母様も、たわけの雄おすの手た綱づなはしっかりと握にぎらねばならぬって言ってたよ」

　そう言って、ミューリがこちらの首を腕うででぎゅうっと締しめてくる。

　どういう意味かは、推測しないでおく。

「ですから、海の果ての大陸のことを手紙に書けば、ホロさんからいらぬ恨うらみを買うかもしれません。余計なことをうちの亭てい主しゆに教えおって……と睨にらまれる様子が想像できませんか？」

　ミューリは嫌いやそうに笑う。

「できる。すっごくできる」

「ですから、今は秘密です。いつか相応ふさわしい時期が来たら、伝えましょう」

　ホロの生きる時間からすれば、ロレンスと過ごす日々は、まばたきをするようなほんの一いつ瞬しゆんのことだろう。その短い時間を邪じや魔ましたくない。

「えへへ、ということは、また兄様と私の間に秘密ができるってことだね」

「ええ？」

「どんどん父様たちに教えられないことが増えていくね、兄様？」

　字じ面づらだけ見ればとても背徳的で、ミューリにはそんなことが楽しくて仕方ないらしい。

　やれやれと呆あきれ笑いながらミューリの腕うでを摑つかみ、扉とびらのノッカーのように軽く揺ゆすった。

「馬ば鹿かなことばかり言ってないで、そろそろ行きましょうか」

「ん？　どこに？」

「どこにって」

　本気できょとんとしている様子のミューリに笑い、立ち上がった。

「お祭りでしょう？　そろそろ日が暮れますから。祭りは夜に入ってからだと聞きましたよ」

「あ！　忘れてた！　そうだよ、早く行かなきゃ！」

「はいはい」

　こちらの手を引くミューリに、引っ張られるようにして歩き出す。

　机の上には、ホロとロレンスにあてた手紙を広げたまま。

　そこには、正直とは到とう底てい言えないが、精せい一いつ杯ぱいの気き遣づかいが込こめられている。

　今の自分は、それでよしだと信じることしかできない。

「兄様？」

「ああ、すみません。それより、お祭りは結構体力使うんですよね。先に露ろ店てんでなにか食べましょうか」

「え!?　お肉？　お肉でもいい!?」

　色気より食い気。

　早く大人になって欲ほしいと思いつつ、ずっとこんなままでもいいなと、つい思ってしまう。

「食べ過ぎてはだめですよ」

「はあい！」

　目を輝かがやかせるミューリには、釘くぎを刺さしたところで無意味だろうと苦笑いが出る。

　それに、叱しかるだけが正しいことだとも思えない。

「ほらほら、兄様！」

　こちらの手を引き、足りないと思ったのか腕うでにしがみついて引っ張ってくる。

　夕暮れの町はいつも以上の人出で、大おお騒さわぎだ。

「兄様、こっちこっち！」

　ミューリに手を引かれるまま、はいはいとついていく。

　やっぱり、ミューリとは恋こい仲なかになんてならず、このまま兄妹きようだいとして過ごしたいと思う。

　露ろ店てんを回り、串くし焼やきを三本も手にして満面笑え顔がおのミューリに、思わず笑う。

「楽しいね、兄様！」

　ミューリの無む邪じや気きさに眩まぶしく目を眇すがめながら、うなずいたのだった。
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　大おお騒さわぎのデザレフの町の祭りを終えた、数日後のこと。

　まだ夜も明けきらないうちに、ミューリの先導によって、こっそりと投宿先のデバウ商会の部屋を出た。

　背はい囊のうを背負った旅支じ度たくで、抜ぬき足あし差し足廊ろう下かを歩く。ミューリが周囲の様子を窺うかがい、音の鳴りそうな床ゆか板いたを指で示してまたぎ越こえ、暗くら闇やみでも迷わずに複雑な建物の中を進んでいく。最後に見習いの小こ僧ぞうたちが眠ねむる荷に揚あげ場を通とおり抜ぬけ、なんとか誰だれにも気づかれずに表通りに出た。

　振ふり向むけば、デザレフにいる間お世話になった、デバウ商会の商館が闇やみに佇たたずんでいる。

　挨あい拶さつをすべき商館の主はここにはいない。大聖堂の宝を秘密裏りに売りさばいていた犯人だったため、デバウ商会の大幹部であるヒルデが、後処理として商会の本館に連れ帰っていて不在なのだ。

　というわけで、薄はく情じような気もしたが、部屋には旅に出ることと、これまでのことを感謝する内容をしたためた手紙だけを残しておいた。

「脱だつ出しゆつ成功だね」

　いつもなら揺ゆすっても叩たたいても起きないくらい熟じゆく睡すいしている時刻だろうが、ミューリは目を爛らん々らんと輝かがやかせている。喋しやべるたびに牙きばの目立つ口から煙けむりのように白い息が出てくるのは、デザレフでは冬が終わったこの季節、陸地のほうから湿しめった暖かい空気が流ながれ込こんでくるからだ。

　それがいかにも雰ふん囲い気きたっぷりで、冒ぼう険けん譚たんが大好きなミューリにはたまらないようだった。

「黙だまって出ていくのはやや心苦しいですけど」

「旅に出るって言えば、きっとすごい見送りとお土産みやげがもらえたと思うけどな。もったいない」

「それが嫌いやなんですよ」

　ため息とともに言うと、ミューリは「ふーん？」とよくわからなげだ。

　自分はこの町では、薄はく明めいの枢すう機き卿きようなどと呼ばれている。

　王国と教会が対立し、王国から教会の火が消えて早数年。膠こう着ちやく状態だったところに颯さつ爽そうと現れ、人々を信しん仰こうの光で照らしてくれる曙しよ光こうのようなさすらいの聖職者。

　それが自分なのだと言うが、大おお袈げ裟さに過ぎる。

　自分は一いつ介かいの神の僕しもべであり、正式な聖職者ですらないのだから。

「兄様はもっと堂々としててもいいと思うんだけど」

「どう考えても過か剰じような評価ですし、こればっかりは性しよう分ぶんですから」

　聖典は謙けん遜そんの美徳を説いているし、そうあるべきだと思うが、単に注目されるのが苦手なのだ。薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様、などと尊敬のまなざしを向けられると、ひどく悪いことをしている気になってくる。自分はそんなに素す晴ばらしい人物ではないのに、と。

「まあ、お見送りで町の美人さんたちから花束を贈おくられて、口づけされてるところは、私も見たくないかな」

　ミューリが精いっぱい背せ伸のびをしたような物言いで、そんなことを言う。

　いつもはこちらのことを阿あ呆ほうだなんだとけちょんけちょんなのに、些さ細さいなことで兄を取られてしまうのではとやきもきするミューリは、それなりに可愛かわいいらしいものだ。

「きっと、兄様は顔真っ赤にしてあたふたするだろうからね。見てるこっちが恥はずかしくなりそう」

　前言撤てつ回かい。しかし、反論できないのが悔くやしい。

「まったく、あなたは……」

「んふふ。でも、私はそんな兄様が大好きだからね？」

「……はいはい、ありがとうございます」

「もう！　ほんとなのに！」

　そんなやり取りをしながら、もやの漂ただよう夜も明けていない町を、港のほうに進んでいく。

　そして、海の香かおりが鼻をくすぐるようになった時のこと。

　港は漁船が朝の漁に出た直後で、あちこちに篝かがり火びが焚たかれながらも閑かん散さんとしていた。

　そこに、人ひと影かげがぽつんとあった。

「あ、イレニアさん！」

　ミューリが駆かけ出して、人ひと影かげに飛びつく。もやの中から現れたイレニアは、ミューリより少し背が高く、真っ黒いふわふわの髪かみが特とく徴ちよう的な娘むすめだ。

　そのイレニアも旅装姿で、大きな行こう李りが脇わきに置いてある。

「イレニアさんも一いつ緒しよに来るんだよね？」

　ミューリが言うと、イレニアは困ったように笑う。

「えーっと……」

「こら、ミューリ。イレニアさんを困らせてはだめです」

「えぇ～……」

　イレニアは羊の化け身しんであり、そのことを活いかした羊毛の仲買人だった。旅装姿なのは、内陸部に羊毛の買いつけに向かうためだ。気の早いところでは羊の春の毛刈がりがすでに始まっているらしい。

「ミューリさん、またすぐに会えますよ」

「ほんと？」

「ええ、もちろん」

　華きや奢しやで、肉付きが薄うすく、少年のようなミューリに対し、イレニアはしっかりと女性らしい柔やわらかさを備えている。甘あまえるミューリのことを抱だきとめる姿は、実に微笑ほほえましい。

　だが、イレニアが見た目どおりのおっとりとした羊ではないというのは、先だっての騒さわぎの時によくわかっている。

　この娘むすめは、羊の皮をかぶった羊なのだ。

「イレニアさんが西の海の果てに行く時は、私も手伝うからね」

「ふふ。もちろんそのつもりで、期待しています」

　どんな夢想家もしり込ごみするような夢を、イレニアは本気で追いかけている。

　西の果てにあるらしいという新しい大陸に、人ならざる者たちの国を作るというのだから。

　狼オオカミであるミューリが、羊であるイレニアに遠えん慮りよなく甘あまえられるのは、イレニアの強さを理解しているからに違ちがいない。むしろミューリは、イレニアを自分よりも強い存在だと思っている節がある。

　イレニアは、ミューリにできた初めての、人ならざる者同士の友達だった。

「それで、お二人はラウズボーンに行かれるんでしたよね」

「はい。そこでお会いしなければならない人がいますので」

　自分の今の雇やとい主ぬしである、王族の血を引く貴族、ハイランドがそこで待っている。

　自分の目的は教会の改革を推おし進すすめることであり、その旗を振ふるのがウィンフィール王国であるため、ハイランドの下で働き王国の一助たらんとしていた。

　ハイランドの手紙によれば、ラウズボーンにてこの王国でも頂点に近い権力者、王位継けい承しよう権第一位の王子に引き合わせるつもりがあると言う。

　次期王と目される人物に、己おのれの信しん仰こうの道を説く機会などそうそうあるわけではない。これを機に、教会の改革を目指した王国の戦いに、より大きな弾はずみをもたらすことができるかもしれない。膨ふくらむ期待を抑おさえることができず、イレニアに返事をした時もつい気負ってしまう。

　柔やわらかい雰ふん囲い気きを崩くずさないイレニアは、少し年上の姉のように、微笑ほほえんだ。

「私としては、コルさんには私の計画に協力して欲ほしいのですけど……」

　対してイレニアは、王位継けい承しよう権第二位の王子に取り入ろうとしている。その王子はハイランド曰いわく正直な人物ではないらしいどころか、王位を力づくで狙ねらう敵だという。

　だが、そういう人物だからというべきか、山っ気が強く、誰だれもがお伽とぎ噺ばなしだと思うような、西の海の果ての大陸の話に興きよう味み津しん々しんらしい。イレニアはその王子を焚たきつけ、途と方ほうもない冒ぼう険けんのための船団を組織させようとしているのだ。

「そのことについては、私たちなりにも考えてみます」

　イレニアはうなずき、ミューリを抱だきしめていた腕うでを解くと、たおやかに微笑ほほえむ。

　しかしその目には真しん剣けんな光を宿して、言った。

「王国の南は、地理的にも大陸ととても近いです。特にラウズボーンは王国第二の都市です。積み上げられている歴史も、富も、この辺りとは桁けた違ちがいです。教会との争いも、苛か烈れつでしょう」

　今自分たちがいる地域は、大おお雑ざつ把ぱに北の地と呼ばれている。そこはつい最近まで異教徒が当たり前に暮らしていたような土地であり、今もその気配が色いろ濃こく残っている。先日の祭りなどもその一例だ。

　南に行けば行くほど、教会はその勢力を強めているし、人の数は多く、町は大きくなる。

　天てん秤びんに乗せられる物が増えれば、それだけ争いの規模も大きくなる。

「はい。心得ています」

　はっきりと返事をしたが、半ば噓うそでもある。自分は噂うわさを聞きかじり、知識でしかそのことを知らない。

　しかし、自分の理想のためには行くしかないし、イレニアはそのことを知っている。

　羊の娘むすめは、微笑ほほえんでうなずいた。

「ミューリさんもついていますし、大だい丈じよう夫ぶですよね」

「そうだよ。兄様は目の前のことがちょっとしか見えてないから、一人だったらあっという間に穴の中に真っ逆さまだけど、私がいるんだから。安心していいよ」

　ミューリのよく口にする言葉だ。世界には男と女がいて、自分は女のことはからっきしわかっていないので、世界の半分。その上、人の善意にしか目がいかないから、さらにその半分、ということらしい。

「もっともそれも、あなたがおいしそうな食べ物に目を奪うばわれていない時に限ってですけどね」

　やり返すと、ミューリは唇くちびるを引き結んで頰ほおを膨ふくらませる。イレニアはくすくすと笑ってミューリの肩かたに右みぎ腕うでを回すと、そのまま左ひだり腕うでをこちらの肩かたに回してきた。

　引き寄せられ、三人の額がこつんと当たる。

「お気をつけください。私はあなたたちとお会いできて、本当によかったと思っています」

「イ、イレニアさん……」

　ミューリの呟つぶやきは、イレニアへの想おもいが溢あふれてというより、イレニアの顔があまりにも近くどぎまぎしている自分を見て、獲え物ものを取られるのではという心配からのものだろう。

「ふふ。ミューリさんがいなければ、私もコルさんと二人で旅をしたいくらいです」

「だ、だめだからね、イレニアさんでも、それだけはだめっ」

「もちろんです」

　イレニアはこちらを見て悪戯いたずらっぽく笑い、腕うでを離はなした。

「では、旅立ちを長引かせるのは旅人失格ですから」

　イレニアは重そうな行こう李りを軽々と背負う。

　そして、「あっ」と言った。

「大事なことを伝え忘れていました。ラウズボーンでは、私の知り合いが徴ちよう税ぜい人をやっているはずです。徴ちよう税ぜいの仕組みを教えてくれたのはその方で、名をシャロンと」

「シャロンさん？」

　行こう李りを背負ったイレニアは、楽しそうに微笑ほほえむ。

「ええ。教会の改革の一助になれると思いますので、ぜひ会ってみてください」

「わかりました」

　きっと、そのシャロンも人ではないのだろうが、徴ちよう税ぜい人の伝つ手てができればなんにせよ色々助かるはず。
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「さて。もう日が昇のぼってしまいます。またお会いしましょう」

　そう言って、さっさと歩き出してしまう。もやは体にまとわりつくほど濃こく、十歩を数える頃ころには、イレニアのふわふわの黒くろ髪かみは微かすかな影かげになってしまう。ミューリはそんなイレニアの消えたほうをずっと眺ながめ、今にも走り出しそうな様子だったが、両手を握にぎりしめたまま動かなかった。

　旅先でできた友達と、旅暮らしならば避さけられぬ別れ。どちらもミューリには初めてのことだが、頑がん張ばって受け入れようとしているのだ。

　急せかさずに、この賢かしこい少女が飲のみ込こめるように待った。

　そして、賢けん狼ろうホロの娘むすめは、その血をしっかりと受うけ継ついでいた。

「兄様、私たちも行こう」

　つついたら今にも泣き出しそうなのに、笑え顔がおでミューリはそう言った。

「ええ。行きましょう」

　いつもはミューリのほうから手を繫つないでくるところを、自分のほうからその手を摑つかむ。

　ミューリは少し驚おどろいたように顔を上げ、すぐにぎゅっと力を込こめて握にぎり返してくる。

　けれど、泣かない。

　幼かったはずの妹は、また一つ大人になったのだ。

「ラウズボーンは、どんな街でしょうね」

　北の島とう嶼しよ地域から自分たちを乗せてくれていた船にまた乗のり込こみ、船長のヨーゼフと船員たちに挨あい拶さつをする。今回は他の客もおらず、船倉には自分たちだけだった。

　とはいえ、この町でなにか商機を摑つかんだのか、船倉は積み荷でいっぱいだ。

「大きな街なんだよね？」

　船倉に切られた窓からは、ほんの少しだけ光が差さし込こんでくる。夜明けが近いらしい。

　そのかすかな輪りん郭かくで、ミューリが狼オオカミの耳と尻尾しつぽを出していることに気がついた。

　他に客もいないし、船員は滅めつ多たに船倉に下りてこないので大だい丈じよう夫ぶだろう。

「ええ。王国第二の、賑にぎやかな都市だそうです」

「おいしい食べ物あるかなあ」

　腰こしを下ろすと、ミューリがいそいそと膝ひざの間に収まってくる。イレニアとの別れの後だから甘あまえたいのかと思ったが、体が随ずい分ぶん温かいので単純に眠ねむたいらしい。

「きっとありますよ。無む駄だ遣づかいはしませんけれどね」

　頭を撫なでると、毛布代わりの尻尾しつぽがふわふわと揺ゆれる。

「兄様は意地悪ばっかり」

　ミューリはそんな憎にくまれ口ぐちを呟つぶやき、体を少し横向きにすると、すぐに寝ね息いきをたて始める。

　船は夜明けを待たずに出航した。

　神の御ご加護がありますように。

　自分も静かに呟つぶやき、目を閉じたのだった。

　デザレフを南に越こえた海は、実に穏おだやかだった。

　ミューリは暖かい南風に髪かみを揺ゆらしながら、向かい風に抗あらがって進む操船技術に目を輝かがやかせたり、無風の時に櫂かいを漕こぐ船員たちの勇ましさに感動したりしていた。

　また、船は沿岸部を大きく離はなれずに航行するので、王国の風景がよく見えた。ミューリが生まれ育った山さん岳がく地ち帯たいとは真逆の、なだらかな平野が地平線まで続く様子は、ミューリにとっては相変わらず珍めずらしい光景だったようだ。

　ただ、ミューリは最初こそもの珍めずらしそうにしていたが、やがてあまり見なくなった。理由を聞けば、のっぺりしすぎていてなにか不安になる、とのことだった。狼オオカミなので、身を隠かくす木々がないと落ち着かないのかもしれない。

　そんなこんなで、のんびりとした船旅を三日ほど満まん喫きつした日の、昼前のことだ。

「ねえ～……兄様、まだ～？」

　ミューリは船の縁へりに顎あごを乗せ、つまらなそうにしていた。

　ラウズボーンにいよいよ到とう着ちやくする、と前日に言われていたので、ミューリは日の出前から起き出すと、日課の髪かみの毛けの手入れもそこそこに今か今かと甲かん板ぱんで待ち構えていた。

　それが、なかなか街に着かないので、すっかり飽あきてしまったらしい。

「ミューリ、ほら、あそこ、少し賑にぎやかですよ」

　不ふ貞て腐くされているミューリの肩かたを叩たたき、船の進む先を指差した。

　そこには、背は高くないが、海に突つき出でた岬みさきがある。突とつ端たんには木製の灯台があり、岬みさきが伸のびる陸地側には、建物が密集していた。道沿いにも露ろ天てん商しようが軒のきを連ね、煮に炊たきをする煙けむりがあちこちで上がっている、ちょっとした宿場町だった。

「え～……前の町のほうが断然賑にぎやかだよ……。それに、なあに？　あの小さなお城……。前の町の大聖堂と比べたら、納な屋やみたいだけど」

　そう言って、ミューリは肩かたをすくめてみせる。まるで自分は広い世の中を見て回ってきたから、こんな子供だましでは今いま更さら感動もしない、と言わんばかりだ。

　それに反して、こちらは年とし甲が斐いもなく、わくわくとしていた。

「あれはお城じゃありませんよ」

「えー？　じゃあなんなの？　なんか随ずい分ぶん薄うすっぺらいね。変な形」

　岬みさきの麓ふもとに広がる町の真ん中には、周りの建物より二回りは背の高い石造りの建物がある。ミューリが言うとおり、その建物は両側から手で押おし潰つぶしたかのように、薄うすっぺらい。

　だが、人の住む場所ではないのだから、当然だろう。

「あれは関所ですよ」

「関所？」

　ミューリが、狼オオカミの耳を持ち上げるように、片かた眉まゆを上げてこちらを見る。

「アティフでも見ましたよね。町を取り囲むように市壁があって、入り口に門があるのが」

「うー？　うん。でも、あの建物の向こうに町があるようには見えないけど……」

　ミューリは目を凝こらしつつ、そんなことを言う。

「あれは、その市壁の門に向かうための入り口ですよ。古く大きな町にはよくあるんですけど」

「……え？」

　ミューリが顔を上げてこちらを見る頃ころ、船は岬みさきをぐるりと回り込こもうとしている。灯台の下では旅人が景色を楽しんでいるのか、通りがかる船に手を振ふっていた。頭上の海鳥の数はいよいよ増え、何隻せきもの船がこれから大陸に向かう航海に出ようと、沖おきに向かっている。

　ミューリはようやく、空気の変化に気がついたようだった。

「え、えっ……」

　帆ほが操あやつられ、船が大きく回頭する。

　そして、岬みさきを越こえた瞬しゆん間かんだった。

「えーっ！」

　ミューリの声が響ひびき渡わたり、頭上の海鳥が驚おどろいたように鳴いて、飛び去った。

　船の進む先、ミューリの視線の先には、巨きよ人じんが搔かき集めたように無数の建物があった。背の高い立派な市壁がぐるりと建物の群れを取り囲もうとしているのだが、増ぞう殖しよくした建物は市壁の外にまで野放図に溢あふれ返っている。屋根が赤い瓦かわらで統一されているせいで、それこそ緑色の大地から、赤い温泉が湧き出ているような光景だった。

「うわー……！　山の中で、あんなふうにダニが群れてるの見たことある……！」

　ミューリが感かん嘆たんのため息とともに、的確なのだが不気味な表現をして、ちょっと鳥とり肌はだが立つ。

　とはいえ、船が近づくたびに建物の様子もはっきりしてきて、その雄ゆう大だいな光景にすぐに心を奪うばわれる。所々に尖せん塔とうが見えるのは、教会の鐘しよう楼ろうだろう。ある程度大きい街に行かなければ見られないようなそれが、何本も突つき出でている。

　どの建物もあまりに密集していて窮きゆう屈くつそうだが、時折、背が高くて四角い建物が胸を張るように建っている。おそらくは大邸てい宅たくか、大商会の商館だ。大きな街には、大金持ちも多いのだろう。

　それにしても、北の地で見かける町とは、規模だけでなく雰ふん囲い気きが違ちがっていた。人が生きていくのには過酷な北の地は、まだ黒い森の勢力が厳然と残っている。

　だが、ここまで南に来ると、世界は完全に人のものになっていた。

　人という種族の力を解き放てば、こんなふうに花開くのだという光景だった。

「すごい、すごい！　兄様、すごい！」

　大はしゃぎのミューリが、こちらの服を摑つかんで揺ゆさぶってくる。

　耳と尻尾しつぽが出てこないかハラハラするが、ミューリは大きく息を吸すい込こんだかと思うと、泣きそうな笑え顔がおという不思議な顔のまま黙だまり込こんでしまう。その目はまばたきすら勿もつ体たいないとばかりに、近づく街並みを見つめている。

　ミューリのこんな様子を見れば、可愛かわいい子には旅をさせよ、という言葉は本当だと思う。

　その頭をそっと撫なでながら、自分も町並みに目をやった。

　岬みさきの麓ふもとに関所があったのは、市壁がもはや市壁の体を為なしていないからで、溢あふれ出でた周囲の建物だけで、デザレフの町を何個か作れてしまうだろう。

　街の沖おき合あいには、北の島とう嶼しよ地域で見たような巨きよ大だい船せん舶ぱくが何隻せきも停てい泊はくしている。ひとつの町ごと運んでしまいそうな船だが、きっとそこに積み荷を満まん載さいにしても、この都市ならばすべてを飲のみ込こんでしまうのだ。

　ラウズボーンは、ウィンフィール王国第二の都市。

　これぞ大都市という、威い風ふう堂どう々どうとした姿だった。

　ラウズボーンの沖おき合あいは、海というよりも、船でできた海の町のようだ。

　巨きよ大だいな船せん舶ぱくは喫きつ水すいが深すぎるため沖おき合あいに停てい泊はくし、その周りに大小さまざまな船が集まっているのだが、そういう群れがいくつもあった。その隙すき間まを小さな船がひっきりなしに行き来している様が、賑にぎやかな町の光景そのままだ。

「こんな海の世界があるなんて、父様に言っても信じてもらえないかもね」

　ミューリは興奮で頰ほっぺたを赤くして、そんなことを言った。ニョッヒラの山の中にいては、絶対に見られない光景だろう。

　しかし、ミューリの父であるロレンスはかつて広こう範はんな地域を渡わたり歩あるいた行商人であり……と言いかけて、口をつぐむ。わざわざ指し摘てきするのも野や暮ぼというものだ。

「そうですね。きっとお話ししたら驚おどろくと思いますよ」

　興奮気味に港の様子を話すミューリを膝ひざに乗せ、嬉うれしそうにするロレンスの様子が目に浮うかぶ。それこそが、父と幼い娘むすめの正しい姿だ。

「あー、早く街の中にも行きたいな。きっとたっくさんすごいことがあるんだろうなあ」

　ぴょんぴょん跳はねるように話すミューリについ頰ほおが緩ゆるむが、気を緩ゆるめてはならない。

「遊びに来たわけじゃありませんよ」

「なにごとも楽しまねば損じゃ、と母様は言ってたよ？　あの賢けん狼ろう様のお言葉だよ？」

「……そういう時だけホロさんの言葉を出すのはやめなさい」

「んふふ。それに、これだけ大きな街なら、今度はどんな大冒ぼう険けんができるかなあ」

「もう大冒ぼう険けんはありませんよ」

「えー？」

　冒ぼう険けんがなくてなんの旅か、と言わんばかりだった。今まであれだけの目に遭あってきながら、まったく懲こりてないのは、若さなのかなんなのか。

「じゃあ、兄様はここでなにするつもりなの？」

「ハイランド様と落ち合って、王子様にお会いし、私の考えを奏上します。そうしたら……ハイランド様の伝つ手てを頼たより、この王国にいる神学者の方たちと交流を持ちたいですね。聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくの進展も確かめたいですし、学識ある方たちとお会いできる好機ですから」

　そのどれをとっても自分には身に余る光栄であり、心躍おどるようなことだ。

　しかし、ミューリはあからさまに顔をしかめていた。

「またややこしいお話ししたり、あのインチキしか書いてない本のお仕事するの？」

「ややこしいではありません。大事な神学のお話ですし、それから、聖典はインチキな本ではありませんよ！」

　ミューリはこれ見よがしに両手で耳を押さえ、聞こえない振ふりだ。

　この年とし頃ごろの子供が教会の教えを真面目に聞かないのは珍めずらしくないが、ミューリの場合は聖典を読よみ込こんだうえでそう言っているので、たちが悪い。もちろん、その聖典を読よみ込こんだ理由も、聖職者を志す人物と恋こい仲なかになる口実を探して、というものだ。

　頭の良いお転てん婆ば娘むすめほど手におえないものはない。

「はーあ。兄様がルワードおじ様くらいの猛たけ々だけしさだったらなあ」

　がっかりした、とばかりの口調でそんなことを言いながら、腕うでにしがみついてくる。

　ルワードとは、かつてホロの友であった狼オオカミの名である〝ミューリ〟と、その遺品を現在にまで受うけ継ついできた傭よう兵へい団の長の名だ。豪ごう放ほう磊らい落らくにして勇ゆう猛もう果か敢かん。義に篤あつく情に脆もろいところもあって、湯屋の踊おどり子こたちにも大人気だった。

　英えい雄ゆうを地で行くルワードと比べられたら、苦笑いも出ない。

「私は一いつ介かいの聖職希望者です。地味でつまらないかもしれませんが、それなりに世の中に良いことをできると思っています」

　陸上の街並みを眺ながめながら言うと、ミューリが嚙かみつくように顔をこちらの腕うでに擦こすりつけてくる。

「もう、兄様には格好いい兄様でいて欲ほしいの！」

　こういう時だけ妙みように幼いことを言うミューリだが、どちらかというと、その点については自分とミューリの立場は逆になるだろう。

「ミューリのほうこそ格好いい場面が多いんですから、それでいいじゃないですか」

　この銀色の少女にはたくさん助けられ、支えられ、叱しつ咤たされてきた。

　性別と年ねん齢れいが逆だったら、とちょっと想像する。

　きっと、八はち面めん六ろつ臂ぴに活かつ躍やくするミューリの、後世に語かたり継つがれる英えい雄ゆう譚たんになるに違ちがいない。

「もうー、兄様～……」

　腕うでを引っ張り、揺ゆすってくる。

　人にはそれぞれ性しよう分ぶんがあり、歩む道があるのだ。

　そんなミューリをいなしながら、ヨーゼフの操あやつる船が大混雑している港を縫ぬうようにして航行していく様を楽しげに眺ながめていた、まさにその時だった。

「そこ行く船！　停とまれ！」

　胴どう間ま声ごえが響ひびき渡わたり、ぎょっとした。港の桟さん橋ばしはもう目と鼻の先だったので、船を招き入れる水先案内人かと思ったら、どうも違ちがう。並へい走そうしている船には小さいながらも王国の旗と、おそらくは都市の紋もん章しよう旗が翻ひるがえっていて、乗っている者たちにも統とう率そつが感じられる。港の警備兵と思われた。

　しかし何事なのかと思っていたら、船長のヨーゼフが駆かけてきて、小こ舟ぶねの旗を見るやため息をついていた。

「これは運が悪い。臨検でしょう」

「臨検？」

「徴ちよう税ぜいですよ。都市の紋もん章しよう旗を掲かかげた船は、徴ちよう税ぜい吏りが乗っていると相場が決まっています」

「ちょうぜーり？」

　ミューリが小首を傾かしげている。

「税を取り立てる仕事をする人です。イレニアさんが引き受けていた仕事ですよ」

「税……って、お裾すそ分わけのことだよね」

　狭せまい村で生まれ育ったミューリとしては、税とはそういう印象なのかもしれない。

「そんな穏おだやかなことならいいんですがね。こういうでかい都市は、すべての船を調べることができない代わりに、見せしめ的な処しよ罰ばつが多いんですよ」

　ヨーゼフは吐はき捨すてるように言う。

「それでなくとも、連中は我々貿易商人の天敵です。言いがかりをつけてはかじり取っていく、獲え物ものをかすめ取る鮫さめのようなものです」

　北の厳しい海で商あきないをするヨーゼフは、ことに敵意を隠かくさない。ヨーゼフのことを冒ぼう険けん者と慕したっているミューリも、すっかりヨーゼフの味方面だ。

「ヨーゼフおじさん、負けちゃだめだよ」

「もちろんですとも。南の軟なん弱じやくな連中に後おくれを取ったら、オータム様と黒聖母様に申し訳が立ちません」

　ミューリは牙きばを見せて笑いながら、ヨーゼフの肩かたを叩たたいている。

　そうこうしていると船が止まり、行く先に船が立ちはだかる。

「我々はラウズボーン徴ちよう税ぜい人組合である！　積み荷を検あらためさせてもらおう！」

　彼かれらは再び叫さけび、そう名乗ったのだが、ヨーゼフが困こん惑わく気味につぶやいた。

「徴ちよう税ぜい人組合……？　徴ちよう税ぜい吏りではなく？」

　ヨーゼフが首をひねる様子を見て、ミューリも首をひねりながらこちらを見やる。

「ねえねえ兄様、ちょーぜーにんとちょーぜいりのなにが違ちがうの？」

「えーと……」

　と、昔の旅で覚えた知識を、記き憶おくの底から引っ張り出す必要があった。

「仕事はほとんど一いつ緒しよですが、立場が違ちがいます」

　徴ちよう税ぜい吏りとは役人であり、たとえば市壁で旅人から税を徴ちよう収しゆうしたりする。これらは怪あやしい人物が町に出入りしないように監かん視しする意味もあるため、善き市民が組織する同業組合ではなく、市政参事会が司つかさどる公的な仕事となる。それ以外の徴ちよう税ぜいは、イレニアがそうであったように、流れ者が徴ちよう税ぜい権の入札に応じ、個々別々に己おのれの才覚で取りたてる。

　そういうわけで、そもそも徴ちよう税ぜい人の組合という存在が珍めずらしい。組合を作るには、その町に長く住む、同じ職業に就つく者たちの参加が必要だからだ。

　もしかすると、巨きよ大だいな街なので徴ちよう税ぜいの通達も多く、徴ちよう税ぜい人たちは流れ者ではなく、きちんとした住人として組合を結成するようなひとつの職業になっているのかもしれない。

「まあ王国と都市の紋もん章しよう旗をおっ立てて、偽にせ物ものということもありますまい……おい！　縄なわ梯子ばしごを下ろせ！」

　ヨーゼフの指示に従い、船員が縄なわ梯子ばしごを下ろす。

　ほどなく衛兵と変わらない姿の者たちが続々と上がってくる。

　海の上でのことなので、さすがに鋼はがねの鎧よろいに身を包んでいる者はいないが、革かわの胸当てをつけていたりと、戦せん闘とう態勢だ。船乗りには荒あらくれ者ものが多いので自衛の意味があるにしても、物々しすぎる気がした。彼かれらは徴ちよう税ぜい人というより兵士、つまり市壁などで働く徴ちよう税ぜい吏りに見えた。

「船長はどこだ」

　右みぎ腕うでに赤い布を巻いている男が言う。立派な髭ひげにも貫かん禄ろくがあり、責任者だろう。

「私です。おい！　積み荷の証書を持ってこい！」

「我々はラウズボーン徴ちよう税ぜい人組合だ。武装を市政参事会から認められ、ウィンフィール国王の特権の下に行動している。我わが言葉は王の言葉、我わが命は王の命と心得よ」

「うちはしがない商船ですよ。王様が目くじら立てるようなことはないと思いますが」

「それは我々が判断しよう」

　聞いているとはらはらするほど険悪だが、お互たがいによくあることとばかりに、物事そのものは円えん滑かつに進む。ヨーゼフが積み荷の出どころを証明する証書を差し出し、髭ひげの徴ちよう税ぜい人がそれを検あらためる。彼かれの部下たちは一枚ずつ羊皮紙を受け取り、船倉に下りていく。

　その様子を遠巻きに、船員たちが不満そうに見つめていた。

「それにしても、この町は徴ちよう税ぜい人が組合として行動なさってるんで？　北ではあまりそういうことは見かけませんから」

　手て持もち無ぶ沙さ汰たな様子のヨーゼフが、世間話とばかりに切り出した。

「ここ数年のことだ。王の命に背そむいて徴ちよう税ぜいを拒きよ否ひする者が相次いでな。特に、ここは海に開いた都市だ。海からは得体のしれぬ連中がやって来る。我々徴ちよう税ぜい人も一いつ致ち団結して事に当たる必要がある」

　髭ひげの徴ちよう税ぜい人の口ぶりは、誇ほこり高たかき専門家のそれだ。デザレフではイレニアのような者が片手間に受けていた仕事も、こういう賑にぎやかな街では規模も格も違ちがうのだろう。

　最後の羊皮紙を部下に渡わたし終えると、髭ひげの徴ちよう税ぜい人は隠かくさぬ敵意をヨーゼフに向けた。

「デザレフからか。デバウ商会の荷が多いな。船の形からして、元々は北の船か？」

「ええ。途と中ちゆうで嵐あらしに巻まき込こまれて、デザレフに吹ふき流されましてね。普ふ段だんはこんな南にまでは来ないんですが、人を届けに」

「人」

　徴ちよう税ぜい人は言って、首を巡めぐらせた。

　視線が、迷いもせずにこちらに向く。

「あれか」

「ええ。あの方は北では名の知れた高名な──」

　と、ヨーゼフがまたぞろ大おお袈げ裟さなことを言いかけた、その時だ。ミューリが自分の前にいきなり立ちはだかったかと思うと、視線の先でヨーゼフの胸に槍やりの穂ほ先さきが突つきつけられていた。

　それからようやく、自分の左右にもいつの間にか手て槍やりを携たずさえた者がいるのに気がついた。

「あの、これは……」

　両りよう脇わきの者たちに尋たずねるが、当然答えはない。それどころか、激しい敵意のこもった目を向けられた。

「なにをする！　この街の徴ちよう税ぜい人は礼れい儀ぎも知らんのか！」

　ヨーゼフが突つきつけられた槍やりをものともせずに怒ど鳴なると、髭ひげの徴ちよう税ぜい人は一いち瞥べつしただけで、軽く顎あごをしゃくる。

「連行しろ」

「歩け」

　背中を押おされ、たたらを踏ふむ。たちまちミューリが憤ふん怒ぬの形相で吠ほえる。

「兄様に触さわるな！」

「なっ」

　狼オオカミの迫はく力りよくに徴ちよう税ぜい人たちがたじろぐ。が、ミューリの見た目は普ふ通つうの女の子だ。

　すぐに気を取り直した男が手を振ふり上あげたので、思わずミューリの体を抱だいて庇かばいに入る。

「御ご容よう赦しやを。年とし端はもいかぬ少女のことです」

　ミューリは腕うでの中で身もだえして、目の前の敵を嚙かみ殺ころしてやるとばかりに息巻いていたが、ことを荒あら立だてるのは避さけるべきだった。

　それに、彼かれらが徴ちよう税ぜい吏りではなく徴ちよう税ぜい人なら、伝つ手てがある。

「そちらの徴ちよう税ぜい人組合の、シャロン様に連れん絡らくを取っていただけませんか？」

　イレニアから聞いた名を出すと、徴ちよう税ぜい人たちの動きが止まる。

　彼かれらの仲間内に知り合いがいるとなれば、無茶もされまいと思ったし、なにか誤解があるなら解けるだろうと思った。あとは、イレニアの紹しよう介かいならばシャロンは人ならざる者だろうし、こちらの味方をしてくれるだろうという算段もある。

　すると、髭ひげの徴ちよう税ぜい人が探さぐるように尋たずねてきた。

「……副組合長の知り合いか？」

　まさかの大物だったことに驚おどろくが、顔に出さずに答える。

「デザレフにて、イレニア様という羊毛の仲買いを務める方から紹しよう介かいされました。イレニア様のお名前を出されれば、通じるかと思います」

　ハイランドを頼たよる方法もあるが、慎しん重ちようになるべきだと思った。なぜなら、今の王国で大々的に発行されている徴ちよう税ぜい権は、なんといっても教会に対してのものであり、それは王位継けい承しよう権第二位のクリーベンド王子の権けん威いによるものだという。だとすれば、ラウズボーンの徴ちよう税ぜい人組合もまた、クリーベンド王子の陣じん営えいに連なっていると考えるべき。ハイランドはそれに対し、王位継けい承しよう権一位の王子を支えている。

　ここでハイランドの名前を出すと、面めん倒どうなことになるかもしれない。

「……まあいい。なんであれ、同行願おう。副組合長も港にいる」

　髭ひげの徴ちよう税ぜい人の目配せで、手て槍やりを突つきつけられるようなことはなくなった。

「わかりました」

　そう答え、ミューリを腕うでから解放すると、ミューリも一いつ緒しよに来ようとして、それは他の徴ちよう税ぜい人に止められた。

「一人で来てもらう」

　仲間を分断しておくのは基本の対応だ。

「なんで──」

　また声を荒あらげようとしたミューリを押おさえ、その耳に囁ささやいた。

「ハイランド様を」

　なので、こちらも次善の策を用意しておく。

　事態が悪い方向に進むようだったら、ハイランドの介かい入にゆうを頼たよったほうがいい。

　ミューリはこちらの思おも惑わくがすぐわかったのか、振ふり向むいて嫌いやそうな顔をする。それが一いつ緒しよに行けないことに対するものなのか、ハイランドがとにかく嫌きらいだからなのかはわからない。その両方かもしれないが、ヨーゼフと一いつ緒しよにいるように、と手で示すと、渋しぶ々しぶながら従ってくれた。

　恨うらめしそうな目をしているので、後でなにか言われるだろう。

「では、我々の船に」

　髭ひげの徴ちよう税ぜい人に示され、うなずいて従う。

　縄なわ梯子ばしごを下り、船の上に立つと、髭ひげの徴ちよう税ぜい人だけが下りてきて、残った部下に指示を出す。

「この船はそのままそこの桟さん橋ばしにつけて、積み荷の検あらためをしろ」

「はっ！」

　そして、髭ひげの徴ちよう税ぜい人が腰こしを下ろすこともないまま、小船は進んでいく。港の桟さん橋ばしに近いところまで来ると、他の船が起こした波が集まってきているせいで、ひどく揺ゆれる。

　港の人出は相当なもので、少なくない者たちの好こう奇きの視線を集めている。

「降りたまえ」

　船はほどなく小こ舟ぶね用の船着き場に到とう着ちやくした。よたつきながら降り、階段を上って港に上がると、胃いの腑ふが緊きん張ちように痛む。待ち構えていたのは、船に乗のり込こんできたのと同じ格好をした者たちが、十数人。もちろん全員、武器を携たずさえている。その後ろにも黒山の人だかり。

　自分が考えていたよりも、大きななにかに巻まき込こまれているのかもしれない。

　固かた唾ずを吞のんでいると、髭ひげの徴ちよう税ぜい人が自分の横をすり抜ぬけるように進み出て、一人の人物に歩み寄る。

　錆さび色の長い髪かみの毛けを括くくったすらりとした体つきの人物で、緑色の胴どう着ぎに、革かわ帯おびからは細い短たん剣けんを提さげている。身なりから、街の中ではそれなりの地位に就つくのだとすぐにわかる。一方で靴くつは膝ひざまである武骨なもので、外を歩き回り、人に指示を与あたえる立場なのだろうということもわかった。

　それと、こちらのことをじっと見つめる目の、その独特の雰ふん囲い気きだ。

　つまり、それがおそらく、イレニアの言ったシャロンだろう。

「なに？　イレニアの？」

　髭ひげの徴ちよう税ぜい人から耳打ちされ、シャロンと思おぼしき人物が声を上げる。副組合長というので線の細い男性なのかと思ったが、女性のようだ。この年ねん齢れいほどの女性で、組合の重役についているということに驚おどろく。よほどの才女ということだろう。

「わかった。どうやら敵ではない」

　すると、たちまち武装していた徴ちよう税ぜい人たちが構えを解く。物ぶつ騒そうなことにならなそうでそれはほっとしたが、彼かれらの警けい戒かいの度があまりに高いことが気になった。

　シャロンの名を出さなければ、自分はそれこそ罪人扱あつかいだったのだ。

　そのシャロンと思おぼしき娘むすめが、自分の前に歩み出てくる。

「エリーズ・シャロン」

　手を差し出されたので握にぎると、不思議な感かん触しよくだった。娘むすめの手のように柔やわらかくはないが、職人のような硬かたさとも違ちがう。そして、その目だ。

　ただ鋭するどいのとは違ちがうし、まばたきの少なさに独特の雰ふん囲い気きを強く感じる。

　鳥だ、と閃ひらめいた。
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　シャロンは、鳥の化け身しんなのだろう。

「トート・コルと申します」

「知っている」

　シャロンは言うと、握あく手しゆする手をぐいと引いて、こちらの耳に口を近づけた。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きようか」

　数すう瞬しゆん返答に迷った隙すきに、シャロンが付け加える。

「イレニアから手紙が来ている。それに、大鯨に従って私の仲間が手紙を届けたはずだ」

　なるほど、と理解した。

「確かにそのように呼ばれています。分不相応だとは思っているのですが……」

「ふん？」

　と、細めた視線を向けられた後、シャロンは体を離はなし、握あく手しゆも解く。

「まあいい。それで、あんたには仲間がいるはずだが」

「はい。今は船に」

「そうか」

　シャロンはそう言うと、一度視線を逸そらしてなにか考かんがえ込こんでから、再びこちらを見た。

「あんたはハイランド卿きように仕えていると聞いた」

　その視線に親しみを感じないのは、目つきが鋭するどいせいだけではないだろう。

　副組合長ともなれば、政治的な問題も把は握あくしているのだ。

「あんたは微び妙みような立場にいる」

「心得ています」

　教会の改革を訴うつたえる立場としてなら、不正義と言えるほどに貯ため込こんだ教会の財産を取とり戻もどそうとする徴ちよう税ぜい人たちと、心情的には同じ側だった。しかし、教会への徴ちよう税ぜい権の発行を司つかさどるのは、ハイランドが連なる第一王子とは敵対する、継けい承しよう権第二位のクリーベンド王子だ。しかもその王子は教会を単に懲こらしめるためだけに、徴ちよう税ぜい権を発行しているわけではないらしい。ハイランド曰いわく、王位簒さん奪だつのための費用を搔かき集めているのでは、ということだった。

　単純な敵味方では分けられず、しかし互たがいの目的は奇き妙みように重なっている。そのためにシャロンは、仲間を見るような目つきではなかったものの、こんなことを言ったのだろう。

「我々としては、あんたの名声が欲ほしい」

　協力の要よう請せいではなく、荒あらっぽい商あきないに携たずさわる商人のような持ちかけかただ。

　そこに髭ひげの徴ちよう税ぜい人が近づいてくる。

「副組合長。長居は得策ではないかと」

「……そうだな」

　シャロンは答え、仲間の徴ちよう税ぜい人を振ふり向むいた。

「組合会館に戻もどる。ここには教会側の連中が来る。あんたも来い。話がある」

　他の者たちとともに歩き出そうとするシャロンに、慌あわてて言葉を向けた。

「教会の人たちから逃にげるのですか？」

　デザレフでは教会の人間が大聖堂に引き籠こもっていたせいで様々な問題が起きた。

　わざわざ出てきてくれるならば話し合えばいいのでは……と思ったのも束つかの間ま、シャロンは振ふり向むき、面めん倒どう臭そうに眉まゆをひそめた。

「街の事情を知らないまま、ここに来たのか？」

　微かすかな苛いら立だちを見せた後、歩き出す。

「とにかく来い」

　シャロンの口にした街の事情は見当もつかなかったが、少なくともシャロンは敵ではなさそうだ。今は従ったほうが良いと判断して、野次馬を搔かき分けて港の奥おくに向かおうとするシャロンたちについていく。

　ラウズボーンの港はただでさえ人出が多いうえに、シャロンたち徴ちよう税ぜい人の姿を見かけ、集まっている人たちも多いことに気がつく。ヨーゼフがそうだったように、徴ちよう税ぜい人は商売の邪じや魔まをし、人々のささやかな暮らしを足あし蹴げにする悪あく魔まの手先とみなされているからか、罵ば声せいが何度も降ってくる。人ごみを搔かき分ける露つゆ払はらいの徴ちよう税ぜい人たちも、ほとんど喧けん嘩か腰ごしだ。

　その一方で、教会の腐ふ敗はいを糾ただしてくれ、金持ちから取り返せ、と声せい援えんを送ってくる者たちも少なくなく、立場を違たがえる野次馬同士で喧けん嘩かになっているところもある。

　どうやら街の意見は統一されているわけではないらしい。

　人々の喧けん騒そうと熱気の中を、ぐいぐいと進み、やがて通りに面した大きな建物が見えてきた。

　王国の旗と都市の紋もん章しよう旗を掲かかげているので、徴ちよう税ぜい人組合の組合会館なのだろう。

　徴ちよう税ぜい人たちが足早にそちらに向かい、もうあとは通りを渡わたるだけ、というところに差さし掛かかった時のことだった。

「待て、待て、待てい！」

　怒いかりに満ちた声が、港の喧けん騒そうを圧あつ倒とうするように響ひびき渡わたる。周りの徴ちよう税ぜい人たちが舌打ちをし、顔をしかめたのがわかる。それに対し、野次馬の大部分は反応が違ちがった。口笛が鳴らされ、足あし踏ぶみが響ひびき、おでましだ！　という叫さけび声ごえすら上がる。

　こういう雰ふん囲い気きを町中で見たことがある。辻つじの広場で開かい催さいされる、闘とう鶏けいや闘とう犬けんの見世物だ。

「立ち止まるな。歩け」

　シャロンの言葉に徴ちよう税ぜい人たちは足を速めようとするが、野次馬たちが抵てい抗こうするようにその密度を高め、道を塞ふさいでいる。

　そして、右手方面の人ひと垣がきが割れた。

　現れたのはまたぞろ武装した集団だったが、こちらは徴ちよう税ぜい人たちとははっきりと装備の質が違ちがう。街の治安を守るのではなく、戦場で命を懸かける者たちの格好だ。

　傭よう兵へいだった。

「待てと言うのが聞こえねえのか！」

　びりびりと服の裾すそが震ふるえるほどの大声に、徴ちよう税ぜい人たちが足を止める。

　それに、常から町では嫌きらわれ者の徴ちよう税ぜい人たちに敵対する者たちなのか、行く手には人が詰つめかけていておいそれとは進めない。

「お前ら徴ちよう税ぜい人組合は、他人様の財さい布ふから金を抜ぬき取とるだけでなく、ついに誘ゆう拐かいまで手て掛がけるようになったのか！」

　叫さけぶ男は、丸い頭を丸まる刈がりにし、口くち髭ひげを生やした樽たる腹の小男だった。

　だが、小さいのはあくまで背せ丈たけの話で、肩かたも腕うでも足も筋肉ではちきれそうになっている。

　手にしているのが戦せん斧ぷというのも、伝説に聞く山に住む土の精せい霊れいを思わせた。

　応対したのは、傭よう兵へいとは真逆の風ふう体ていのシャロンだ。

「我々が、取り調べの必要ありとみなしたに過ぎない」

　一歩も引かず、見下ろすようにまん丸の傭よう兵へいと対たい峙じする。

「誘ゆう拐かいする連中と言い訳がそっくりだ」

「なるほど、そちらはそういう商売が得意そうだ」

「けっ」

　傭よう兵へいは唾つばを吐はき捨すて、ぐるりと首を巡めぐらせた。

「いけすかねえ奴やつだ。とにかく、お前らが交易船に勝手に乗のり込こみ、客人を連れ去ったのはうちの手の者が見ている」

「客人？　客人か」

　シャロンが、なにかの言げん質ちを取ったとばかりに厭いや味みったらしく言う。

　まん丸の傭よう兵へいはうるさそうに顔をしかめ、言った。

「交易に従事する船に乗る者は全員が、我わが貿易商人組合の客って意味だ。その処しよ遇ぐうはすべて俺おれたちの縄なわ張ばりだ。お前ら徴ちよう税ぜい人に連れてかれちゃあ、街の秩ちつ序じよが保てねえ！」

　貿易商人組合？　この傭よう兵へいが？

　自分もさほど世間を知っているわけではないが、なにをどう見てもこの男は傭よう兵へいで、商人ではない。大商会であれば、強ごう盗とうやらに備えて警備の人間を雇やとっていてもおかしくはないが、今、自分たちの足止めをしている者たちは優に十人、十五人はいる。ちょっとした部隊だ。

　それに、シャロンの言葉と合わせて考えるならば、この者たちは、教会側の人間ということになる。

　貿易商人組合だと名乗る、完全武装した傭よう兵へい部隊。

　大きな街はそれだけ役者も多く、ややこしくなりそうだった。

「我々の行動は王命である」

「ここは王国内かもしれないが、貿易商人組合は王国にだけ権けん威いを認めているわけじゃない。それともなにか。あんたの責任で海の向こうの商人すべてを敵に回すつもりか？」

「っ……」

　シャロンが初めて言葉に詰つまる。

　だが、その頃ころには通りの向こう側が騒さわがしくなり、徴ちよう税ぜい人組合の建物の中から応おう援えんの者たちが怒ど号ごうとともに飛び出してきていた。周りの野次馬もすべてが貿易商人組合の味方ではないので、野次馬同士の喧けん嘩かも野火のように広がりつつある。このままでは、市政参事会から、街の衛兵が送り出される騒さわぎになるかもしれない。

　傭よう兵へいの顔が渋しぶくなり、それを好機と見たのか、シャロンが言う。

「お前らの思うようにはさせない」

　傭よう兵へいがこめかみに青筋が浮うかぶほど歯を食いしばり、一いつ触しよく即そく発はつの空気が満ちる、その瞬しゆん間かんだ。

「ちょっと、よろしいですかな」

　間の抜ぬけた声が割わり込こんできた。

「なんだ！　すっこんで──」

　別の傭よう兵へいが怒ど鳴なりかけたが、途と中ちゆうで息を吞のんでいた。

　それでようやく、睨にらみ合あっていた二人も視線を向けて、「あっ」と口にした。

「王の裁判権勅ちよつ許きよ状です。我々は王の名において、この争いに裁判権を行使することを宣言します。この争いは我わが主、ハイランド卿きようの名において預からせてもらいましょう」

　こちらは正真正しよう銘めい小こ柄がらな老人だったが、服の仕立てが違ちがう。華か美びを見せびらかすのではなく、己おのれがどんな地位にいるのかを知らしめる類の、仕立ての良さだ。白い口くち髭ひげも傭よう兵へいのそれとは違ちがい、卵らん白ぱくで固めてあるのか、綺き麗れいな弧こを描えがいている。

　手には羊皮紙を掲かかげ、流りゆう麗れいな署名の横に印いん璽じが押おされている。

　この国ではそれ以上の権けん威いが存在しない、王国の印。

　両陣じん営えいともにいい顔をしなかったが、渋しぶ々しぶなりに先に膝ひざをついたのは、シャロンたち徴ちよう税ぜい人組合の者だった。

「御意に」

「んむ」

　老人はうなずき、視線を傭よう兵へいに向ける。

「そちら様は？」

「ぐっ」

　傭よう兵へいは唸うなり、肩かた越ごしに後ろを振ふり向むく。野次馬に紛まぎれ、貿易商人組合の手の者なのか、身なりは良いがどこか油断ない目つきの壮そう年ねんの男たちが集まっていた。彼かれらは互たがいに顔を見合わせて何事か相談し、苦々しげにうなずいてよこす。

「わかった。王には敬意を払はらうべきだ」

「賢けん明めいな判断です。もちろん、我々は中立の立場。どちらにも悪いようには致いたしません。こちらの方は、我わが主の特別な客人なのです」

　シャロンは膝ひざをついたまま視線を上げないが、傭よう兵へいたちからは誰何すいかの視線を遠えん慮りよなく向けられる。なんと答えるべきか考えあぐねていると、ハイランドの名が入る特権状を巻いて懐ふところにしまった老人が、にこりともせず歩み寄ってきた。

「主の命によりお迎むかえに上がりました。ハンスと申します」

「あ、いえ……はい……」

　戸と惑まどいが抜ぬけないまま、間ま抜ぬけな返事をしてしまう。

「参りましょう」

　と、ハンスは当たり前のように歩き出してしまう。

　シャロンのことが気になり振ふり向むくと、シャロンは目を伏ふせたままでいる。それはつまり、話す機会は後ほどある、ということだろう。

　王の勅ちよつ許きよ状を持っているとあり、野次馬たちは後難を恐おそれて自発的にハンスに道を開ける。

　そして人が割れたその先に、一目でわかる騎き士しの装備に身を包んだ者が数人と、馬にまたがる貴族然とした男たちが二人ほど。

　彼かれらに守られるようにして、ひときわ目立つ毛並みの良い馬にまたがっていたのは、思いきり不ふ機き嫌げんそうな顔をしたミューリと、ほっとしたような顔つきのハイランドだった。

　旅人が大きな街を訪おとずれたら、宿しゆく泊はく先は大体三か所に分かれることになる。

　金を払はらえば誰だれでも泊とまれる宿か、伝つ手てがなければ泊とまれない各種組合や商会の部屋。

　それから、特別の地位がある者だけが借りられる、市壁内の邸てい宅たくだ。

「……うちの湯屋より広い家が、たくさんある……」

　ミューリが、ハイランドの用意してくれた馬車の上から、忌いま々いましげにつぶやいていた。

　あの広場の騒さわぎからハイランドに連れてこられた区画には、大きな邸てい宅たくがずらりと並んでいる。道は綺き麗れいな石いし畳だたみで、その周辺をうろつく野の良ら犬いぬさえ上品な毛並みだった。大たい抵ていの邸てい宅たくの門もん扉ぴの前で優ゆう雅がに寝ねそべっているので、てっきり狩しゆ猟りよう用などで飼われているのかと思ったら、あちこちの屋や敷しきで働く者たちが可愛かわいがっているのでいついているのだという。

　番犬にもなるだろうから、屋や敷しきの者にも犬にとってもお互たがいに得な関係なのだろう。

　気品さえ感じさせる毛並みの野の良ら犬いぬの前を馬車で通り過ぎるたび、狼オオカミの血を引くミューリは敵てき愾がい心しんたっぷりな視線を向けていた。また、邸てい宅たくはどこも中庭を囲むような構造で、そこを小さな果樹園にするのが流行はやりらしい。前を通り過ぎるたびに、日の光を浴びた緑が見えて、喧けん騒そうと混乱に満ちた街の中の楽園を演出していた。

　ハイランドの仮の住まいも、そんな邸てい宅たくのひとつだった。

「血けつ縁えんの家でね、借りられるのがここしかなかったのだ。従者がいなければ、どこかの宿でも借りるのだが、王国内だとそんな自由もなかなか利きかないのだよ」

　馬車から降りながらハイランドが疲つかれたように言うと、先ほど羊皮紙を掲かかげて自分のことを助けてくれたハンスが、じろりとハイランドを睨にらむ。名より実を取りがちな主人の権けん威いを守る家令、というところだろうか。

「まあ、あちらで話そう。お嬢じようさんのために、甘あまい物も用意してある」

「え、ほんと!?」

　ハイランドの借りている邸てい宅たく前にもいた犬と睨にらみ合っていたミューリは、たちまち顔を輝かがやかせて振ふり向むいた。

　ハイランドには不敬としか言いようのない態度を取るミューリだが、食べ物によって簡単に懐かい柔じゆうされる。ハイランドはそんなミューリの素す直なおさを楽しんでいるものの、兄としては恥はじるほかない。

　正面入り口の吹ふき抜ぬけをとおり、廊ろう下かではなく、部屋と部屋が直接繫つながっている建物の中を歩いていく。

「ここの部屋なら、明るくて暖かい」

　ハイランドに案内されたのは、中庭が見み渡わたせる南向きの部屋だった。

「ひとまず、久しぶりの再会を神に感謝しよう」

　細長い食しよく卓たくの、背もたれが高い椅い子すに腰こしかけると、銀の杯さかずきに葡ぶ萄どう酒しゆが並々と注がれる。

　ミューリだけは酒になる前の葡ぶ萄どうの果か汁じゆうで不服げだったが、ひとまず乾かん杯ぱいをした。

「ケソンやデザレフでの活かつ躍やくは本当に見事だった。君は今や薄はく明めいの枢すう機き卿きようだ」

　その二つ名を、自分からハイランドへの手紙にしたためたことはない。自分の知らぬ経路で広まっているらしい。

「やめてください……過大な評価です」

「ふふ。相変わらずのようで安心する。ところで」

　と、ハイランドは居住まいを正した。

「このラウズボーンの状じよう況きようを記した手紙をデザレフに出したんだが、その手紙を出した直後に、君からこの街に向かって船に乗ったという手紙が来た。なので港に人を置いて君たちの到とう着ちやくを待っていたものの、船があまりに多くて、徴ちよう税ぜい人組合を出だし抜ぬけなかった。すまない」

　ハイランドは王族ゆえに頭こそ下げないが、目を伏ふせて謝罪する。部屋の隅すみに控ひかえているハンスが色をなしているし、自分も慌あわてる。

「いえ、決してそんなことは。それに、結局何事もありませんでした。ハイランド様のおかげです」

「私のおかげ……まあ、私の血筋のおかげだな」

　ハイランドは高貴な血筋の割に滅めつ多たに偉えらぶらないが、自じ虐ぎやく的な性格でもない。

　なにかあったのかと当とう惑わくしていると、こんなことを言った。

「君の活かつ躍やくを聞いて、ならば私もと奮起したはいいものの、この街ではまったく成果を出せていなくてな。私の名前など、せいぜいが野次馬を蹴け散ちらせる程度だ」

「お嬢じよう様っ」

　叱しつ責せきの声が入った。

「下々の者の前でなんてことを。家名に傷がつきますぞ！」

　ハイランドはやや疲つかれたような、それでも敬愛の感じられる視線をハンスに向けた。

「爺じいや。お嬢じよう様さまはやめてくれと」

「ですがっ」

「ああ、そうだ。町中で裁判権を行使したことの説明を、市政参事会にしてきてくれないか。今いま頃ごろ報告を受けて渋じゆう面めんを作っているはずだ。彼かれらの面子メンツも保たなければならない。大至急な」

「……畏かしこまりました」

　ハンスは聞こえよがしにため息をついて、頭を下げると部屋から出ていった。

　扉とびらが閉じられると同時に、ハイランドは力なく笑う。

「我わが家やの品位を守ってくれる心強い人物なのだが、いつまで経たっても、私は彼かれの中では小さな女の子なのだ。参ってしまう」

「その気持ち、わかる」

　ミューリは力強く同意すると、こちらに責めるような目を向けてくる。

　ハイランドは楽しそうに笑い、杯さかずきをミューリに向けて掲かかげていた。

「まあとにかく、勇んでこの街に乗のり込こんだものの、なにもできなくて無力感にさいなまれていたところだ。特にここ一週間は、事態の展開が急すぎてね。君が来てくれるのを一日千秋の思いで待っていたよ」

「そうだったのですか……しかし、私のほうも当とう惑わくしています。あの港の騒さわぎは、一体？」

　自分も旅をしてきた身だから、どこの町に行っても必ずある争い、というものは知っている。

　パン屋と肉屋の組合の反目はつとに有名で、詩人たちの演目にすらなっていた。ほかには居酒屋組合と宿屋組合は縄なわ張ばりが重なるために仲が悪いし、刀とう剣けん鍛か冶じ組合とナイフ職人組合の縄なわ張ばり争いも、未来永えい劫ごう決着しないだろう。

　そういう意味で、徴ちよう税ぜい人と商人たちが争うのは珍めずらしいことではない。

　だが、互たがいに武器を手に取って港で対たい峙じするなど、尋じん常じようではない。

　しかも片方は、王国の権力から後あと押おしされた徴ちよう税ぜいを引き受けている者たちなのだ。そこに公然と武器を手に戦いを挑いどむなど、理由がなんであれ、それはそのまま王権に対する挑ちよう戦せんと取られたっておかしくない。

　そんなことをするには、後うしろ盾だてが必要だ。

「あの傭よう兵へいたちは貿易商人組合に雇やとわれ、貿易商人組合は教会の側だと言われました。それに、徴ちよう税ぜい人の方たちはどうも最初から私のことを狙ねらっていたようですが……」

「ああ、まったく、私が頭を痛めているのもその問題だ。貿易商人組合は、公式に教会の味方を買って出て、徴ちよう税ぜい人たちと対立している。だから徴ちよう税ぜい人たちが君を狙ねらったのは、聖職者に見えたせいだろう。街の大聖堂への応おう援えんか、使節なのではないかと」

　南に行けば行くほど、教会の力は強くなる、とイレニアは言っていた。

　孤こ立りつ無む援えんという感じだったデザレフの大聖堂とは違ちがうらしい。

「それで両陣じん営えいで奪うばい合あうような形になっていたわけですか……。しかし、気になる点があります。商人の方たちが商あきないをするには、在地権力の許可が要いりますよね。教会の味方をし、徴ちよう税ぜい人の人たちとあんなにあからさまに対立して、平気なのですか？」

　ロレンスとのかつての行商の旅で、その土地の権力者の機き嫌げんひとつで商あきないがいかに左右されるかを目まの当あたりにしてきた。ハイランドが頭を痛める必要もなく、王国の権けん威いを振ふりかざせばいいのでは。商あきないができなくなった商人たちは、水みず揚あげされた魚のようなものなのだから。

　そう思っていたら、ハイランドが忌いま々いましげに顔を歪ゆがめていた。

「まったくそのとおりなのだが、貿易商人組合は組合と言っても主体は街の人間ではない。王国外、それも南の地に本ほん拠きよ地ちを持つ商会の集まりだ。そして南は教会の勢力下だからな。王国で商あきないをしたい彼かれらは、もちろん我わが王の御ご機き嫌げん取りをする必要があるが、教会の味方もしないと本国での立場がまずくなる。その上、教会はここにきて強気の反はん撃げきに出ようとしている。連中の強気には、教会の強気の裏打ちがある」

「教会の強気ですか？　今まで教会は、大きな動きは控ひかえていましたよね。彼かれらが強気になれるような、教会の大きな味方が大陸に現れたのですか？」

　保守的な権力者や、手放すには惜おしい莫ばく大だいな富を蓄たくわえた修道院や教会を自分の領地に抱かかえる貴族たちといった、教会の改革を望まない者たちは一定数いて、そういう者たちが結けつ託たくして教会の味方につき、王国に敵対する同盟を結成したと言われても驚おどろきはしない。

　いくらでもできる悪い予想に身構えていると、ハイランドはなぜか、困ったように笑った。

「理由を言っても？　というか、君は本当に気がついていないのか？」

　きょとんとしていると、ハイランドは葡ぶ萄どう酒しゆを飲んで、申し訳なさそうな顔を見せた。

「君が原因だ」

「えっ？」

「薄はく明めいの、枢すう機き卿きよう」

　ハイランドはその二つ名を呟つぶやき、大きくため息をついた。

「私は、君という逸いつ材ざいを見み出いだした自分の目が確かだったことを誇ほこるべきなのだが、予想していた以上のことにやや畏おそれを感じている。私の向かい側に座すわっている君は、今や庶しよ子しの王族では持ちえない影えい響きよう力を持っているのだよ」

　冗じよう談だん、を言っているようには見えなかった。

「詳くわしく……お聞き、しても？」

　ハイランドの曖あい昧まいな笑えみは、大変なことに巻まき込こんですまない、と謝あやまっているように見えた。

　だからこそ、胸中がざわめく。

　自分は一体世間からどう見られ、どんなふうに自分の話が広まっているのだ？　と。

「始まりはあのアティフだ。君と、神の遣つかわせてくれた狼オオカミのおかげで、私は改革の狼煙のろしを上げることができた。そして、多くの教会関係者が、民衆の怒いかりの根深さを知って慌あわてふためいた」

　神が遣つかわせてくれた狼オオカミ、というところで、ハイランドは微笑ほほえんだ。ミューリはもちろん知らないふりだし、ハイランドもどこまでミューリの正体に確信を持っているのかはわからないが、今の関係を壊こわすつもりはないようだ。

　ハイランドは葡ぶ萄どう酒しゆを啜すすり、話を続けた。

「それから君たちは、ケソンを中心とした北の島とう嶼しよ地域を、完全に王国側の勢力に引ひっ張ぱり込こんでくれた。鰊にしんと鱈たらの大漁場を抱かかえる彼かれらが味方について、王国の地位はますます強くなった。なぜならば、王国と対立すれば、自動的にケソンの海かい賊ぞくと対立することになるからだ。そういう町の市場には、魚が並ばなくなる。そして安い魚は庶しよ民みんの味方だからな。魚を買えなくなった民衆は、怒いかりの矛ほこ先さきを教会と地元の権力者に向けるだろう。お前らの贅ぜい沢たく三ざん昧まいの生活を守るために、我々の生活が脅おびやかされていると」

　南の海でももちろん魚は獲とれるが、北の海の鰊にしんと鱈たらはとにかく量が違ちがう。その影えい響きよう力は、かなりのものなのだろう。

「そして、デザレフでの出来事だよ」

　ハイランドは言って、ため息をつく。なにかに降参するような、感かん嘆たんのため息だった。

「君は何年も膠こう着ちやく状態だった王国と教会の対立に、大きなくさびを打うち込こんだ。それまで微び妙みようなつり合いを保っていた天てん秤びんの片側に、どっかりと座すわり込こんだようなものだ。固く扉とびらを閉ざしていたデザレフの大聖堂が、一転、一人の人物の活かつ躍やくによって王国の都市と和解し、門戸を開いたなんていう報が飛とび交かった時、どれだけの衝しよう撃げきが広がったか想像もつくまい？」

　その説明に、呆あつ気けに取られる思いだった。

　あの事態のただなかにいた身としては、話はもっと複雑で泥どろ臭くさく、大聖堂と町の和解も理由と必然性があってのことで、なにより自分一人の仕事では決してない。

　だが、そうではないのだ、と気がつく。

　手紙に書けることは限られていて、人々は嵐あらしの模様を大おお雑ざつ把ぱに、わかりやすく記すしかない。

　限られた字数の中、複雑な出来事をなにか象しよう徴ちよう的なもので表現して、説明せざるを得ない。

　自分が薄はく明めいの枢すう機き卿きようなどと呼ばれているのも、そういうことなのだ。

　そして、そういうわかりやすさを目印にして、世の中には大きな流れが出来上がっていく。

　鈍にぶい自分にも、ようやく事情が吞のみ込こめてきた。

「その三つの出来事が並んだとしたら、多くの人々が、単純に想像したわけですね？」

　その問いに、ハイランドはうなずいた。

「ああ。薄はく明めいの枢すう機き卿きようなる者が世に現れたために、遠からず四つ目の改革が起き、ほどなく五つ目が起き、そうなれば雪崩なだれを打って形勢が完全に決まるだろう……と騒さわがれている。だから教会側も腹を決めたのだと思う。聖務の停止を行って、王国で結けつ婚こん式しきや洗礼式や葬そう式しきを行えなくして、王国の民たみが困った挙句に音を上げるだろう……なんてことを期待しながら、事態が自分たちに好転するのをじっと待つのは、この期に及およんで愚ぐ策さくだと」

　蟻ありの一穴、という言葉がある。大きな堤つつみが崩くずれるのも、蟻ありの開けた小さな穴がきっかけという意味で、聖典にも似たような記述がある。

　自分は微び力りよくかもしれない。

　だが、微び力りよくながらに、最初の小さな穴を開けていたらしい。

　自分は気付かぬうちに、大きなことをしでかしていたのだ。

「そこで、教会は攻こう勢せいに転じる一いつ環かんとして、南の商人たちに話を持っていったわけだ」

　ハイランドの言葉で物思いから我に返る。

「今、王国内では教会に対する課税権の大おお盤ばん振ぶる舞まいで、徴ちよう税ぜい人の勢いが増している。遠えん隔かく地貿易商人にとって、徴ちよう税ぜい吏りや徴ちよう税ぜい人は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵だ。このまま座視していれば、やがて自分たちにも累るいを及およぼすのでは……という焦しよう燥そう感があった。教会は元々顧こ客きやくとして大きい存在だったろうし、話を持ちかけられたら、乗る理由はそれなりにあった」

　霧きりの晴れてきた頭の中で話を整理し、ついさっきまでいた港の様子を思い返す。

　ただ、ひとつの疑問が残ったままなことに気がつく。

「話の流れはわかりました。そのきっかけが、どうやら私、いえ」

　と、隣となりに座すわっているミューリを見てから、言い直す。

「私たちの旅がきっかけになっているらしいことも理解しました」

　ミューリが目を見開き、嬉うれしそうに肩かたに顔を擦こすりつけてくるのをいなしながら、言葉を続けた。

「それでもやはり、貿易商人組合の方たちが、武器を手にしてまで王権に逆らえる理由がわかりません。そんなことをして、この先も王国で商あきないが続けられる気がしないのですが」

　馬車の前で小こ銭ぜにを拾う、なんて言い回しがある。

　ペラペラの銅貨を拾えたとしても、馬車に跳はねられたらそれ以上の損をするという意味だが、商人たちがしようとしているのはまさしくそういうことのように思えた。

　王権に逆らえば、商人たちは間ま違ちがいなく王国で商あきないをできなくなってしまう。

　税を支し払はらいたくないがために、徴ちよう税ぜい人を追おい払はらおうと教会に協力した結果、すべての商あきないを失っては元も子もないはず。

　だが、ハイランドは無力感でいっぱいの顔を見せた。

「商人たちの狡こう猾かつさ、そして厚こう顔がん無む恥ちさを侮あなどっていたと言っていい」

　ハイランドの、大きなため息が部屋に響ひびき渡わたる。

「この地で商あきないをできなくするぞ、という脅おどしに対し、彼かれらは居直ってこう言ったのだ。我々の船がすべて王国から撤てつ退たいしたとして、あなたがたはひと冬でも越こせるのですか？　と」

　あっと息を吞のむ。傭よう兵へいから凄すごまれたシャロンが言葉に詰つまった理由は、これだったのだ。

「我わが王国は島国で、一国がその土地を耕すだけでやっていけた時代は遥はるか昔のことだ。外国の商人たちの船がなければ、我々の食しよく卓たくにパンを乗せることすらおぼつかない。貿易が滞とどこおれば、たちまちすべてが行いき詰づまる。その苦しさを、我わが王国は十年以上前に味わってね」

　その話は知っている。子供の頃ころ、ロレンスとの行商の旅でこの王国に来たことがあり、その際、失政によって羊毛取引が停止し、とてつもない大だい不ふ況きように陥おちいっているのを目の当たりしたからだ。

　確かその時はあまりに経済活動が縮小したために、王国内で絶大な権力を保っていた修道院でさえもが苦境に陥おちいっていた。

　羊毛取引が止まるだけでそれなのだから、生活必ひつ需じゆ品の取引まで滞とどこおったらどうなるか。

　間ま違ちがいなく、想像もしたくないほどの大混乱が起きる。

「もちろん、そういう脅おどしをかけてくることは十分に予想ができた。そもそも、まさにそういう団結した交こう渉しよう力を持つために、彼かれらにとっては異国であるこの王国で、組合を結成しているのだから」

　頼たよるもののない遠方の地では、利害をともにする者たちで寄り集まるのが鉄則だ。

「お話はわかりましたが……ハイランド様の口ぶりだと、彼かれらのそういった脅おどしを予測して、対たい抗こうする手段を事前に考えていたのですよね？」

「ああ。彼かれらの商あきないを邪じや魔まする脅おどしの手段は、たくさんある。だが、その邪じや魔まが効果を発揮しない状じよう況きようがひとつだけある。それが、この、完かん璧ぺきな団結だ」

　ハイランドはいったん息を止め、ぐるりと部屋を見回した。

　あのハンスが戻もどってこないかを確かく認にんしたのだろう、と気がついたのは、ハイランドがまるでミューリのようにテーブルに身を乗り出したからだ。

「私は納なつ得とくがいかない。なぜ、あの強ごう欲よくの商人たちが、あれほど見事に結けつ託たくしているのだ？」

　ハイランドの苦く悩のうの表情は、それだけ考かんがえ抜ぬいたゆえなのだろう。

「結けつ託たく、ですか」

「そうだ。権力を使い、商人の商あきないを邪じや魔まするのはわけもない。だが、すべての商人が商あきないをやめてしまうと、それはそれで王国側もひどく困る。だから、彼かれらに強く結けつ託たくされると、我々はたちまち劣れつ勢せいに立たされる」

　ばらばらでは立場の弱い者たちも、集まれば強くなる。まさしく組合の本領発揮という場面だし、功利主義的な商人たちならば、利益のためにたちまち連帯するだろう。

　となれば、権力を振ふりかざせばすぐに恭きよう順じゆんの意を示すはずだというハイランドたちの目もく論ろ見みこそ、甘あまかったとみるべきなのではないか。

　そう思いつつ、口に出すべきかどうか逡しゆん巡じゆんしていたところ、ハイランドがこんなことを言った。

「私は今でも信じられない。あの商人どもが、なぜ仲なか違たがいしないのかと。あれほど利己的な商人たちだ。利益を最大化するためなら、なんでもするはずではなかったのか？」

　その言葉に、こちらの頭が空回る。利益の最大化？　それは、商あきないの邪じや魔まをしようとする権力者相手に、今回のように団結して対たい抗こうすることではないのか。

　そんな困こん惑わくが顔に出ていたのだろう。

　ハイランドはこちらを見るや頭を振ふり、忌いま々いましげに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「彼かれらは南の地の商人として結束してはいるが、仲が良いわけではない。相手を蹴け落おとせる機会を見み逃のがしなどしない。だから、私たちは、事態が紛ふん糾きゆうすればするほど、彼かれらには裏切りの誘ゆう惑わくがあり、そもそも団結など不可能なはずだ、と思っていたのだ」

　裏切り？　と首をひねっていたら、不意に場ば違ちがいな明るい声が聞こえた。あは、という小さい笑いを、隣となりのミューリが上げていた。

「合戦ごっこでも、いっつも悩なやまされるよ。抜ぬけ駆がけが一番おいしいもんね」

　葡ぶ萄どうの果か汁じゆうも、砂糖のお菓か子しもそっちのけで、ミューリが目を輝かがやかせて言った。

　ハイランドはミューリの無作法を咎とがめるどころか、よく言ってくれた、と手も握にぎらんばかりだった。

「そのとおりなのだ！　抜ぬけ駆がけは最初にやった者が最も大きい利益を取る」

　困こん惑わくしていると、ミューリが意地悪そうに笑う。

「兄様は人の善い面しか見ないから、わかんないかもね」

　ぐっ、と顎あごを引いて言い返したくなるが、想像がつかないのは確かだった。

「コル。考えてみてくれ。これまで鎬しのぎを削けずり、市場の棚たなを奪うばい合あっていた商しよう売ばい敵がたきが、王国の市場から撤てつ退たいするぞと自ら言っている状じよう況きようなのだ。そこで自分だけ抜ぬけ駆がけしたらどうなると思う？　こっそり王国に協力すると申し出た時の、その利益を想像しないわけがない！」

　そうだ、その可能性があった。

　商人たちが本当に功利的で、最大の利益を追い求めるなら、その道があった。

「そして、商人たちは呆あきれるほど知ち恵えが回る曲くせ者ものぞろいだ。全員がたちまち同じことを考える。ならば、統とう率そつなど取れるはずがない。たちまち裏切り合戦になり、結束などなし崩くずしになる。そうならないはずがない」

「でも、そうならなかったってこと？」

　ミューリの問いに、ハイランドはうなずく。重々しく、顎あごを引いた。

「それは教会側が、抜ぬけ駆がけをさせないほどの大きな見返りを出している、ということですか？」

　こと商人においては、信しん仰こうだの忠義だのというものは当てにならない。

「あるいは、本国でなにか懲ちよう罰ばつ的なことを持ち出したかだが……全員が足並みを揃そろえるくらいの懲ちよう罰ばつなど想像もできない。では利益を持ちかけたと考えても、納なつ得とくいかない。どれだけ莫ばく大だいな金額の褒ほう章しようを用意したというのだ？」

　教会は見上げるばかりに富と権力を積み上げ、それゆえに民衆から恨うらみを買っている。

　そうは言うものの、限度があるだろう。

　外国の商人たちすべてが、王国との商あきないを失っても構わないと言えるほどの儲もうけを約束する、あるいは罰ばつ則そくを用意するというのは、言いかえれば、ヨーゼフの船の上から見たあの膨ぼう大だいな数の商船の、すべての取引を教会が支配できるということなのだ。

　そんなこと、それこそ神でさえも不可能なように思えた。

「一方で、外国の商人たちが本当に王国を去ったとしたら一大事だ。たちまち市場で小麦や肉が買かい占しめられ、あらゆる商品が高こう騰とうし、略りやく奪だつが起こるだろう。王国は大混乱に陥おちいってしまう。そうなれば、教会は間ま違ちがいなく戦いくさを起こすだろう」

　まさか、という言葉は喉のどの奥おくで石のような塊かたまりになった。

　ハイランドはまさに教会との戦いくさを考こう慮りよして、自分たちを北の島とう嶼しよ地域に赴おもむかせた。そこはこの近辺の食料庫であり、海かい峡きようを挟はさんでの戦いくさとなれば、漁師兼けん海かい賊ぞくである彼かれらの戦力は重要だからだ。しかし、魚は魚であり、小麦や油、その他の生活必ひつ需じゆ品の代わりになりはしない。

　すべての商人が立ち去ってしまえば、王国は兵ひよう糧ろう攻ぜめにされるのと変わらない。

　教会が巻き返しを図はかるならば、絶好の機会と言えるだろう。

「そして、話はこれだけでは済まないのだ」

　ハイランドは頭痛をこらえるように額に手を当て、言った。

「物価が高こう騰とうして略りやく奪だつが起き、その機に乗じて教会が戦いくさを起こして世情が大混乱に陥おちいったとなれば、その混乱につけ込こんだクリーベンド王子が、王位継けい承しよう権を巡めぐって内乱を起こす可能性だって考えられる。我々が恐おそれるのは、実はそっちのほうなんだ。教会との戦いには調停という選せん択たく肢しもあるが、内乱はどちらかの絞こう首しゆ刑けいでしか収まらないからな」

　混乱はいつだって、下位の存在が這はい上あがるための好機になる。

　ハイランドたちは外の教会以上に、身内の蜂ほう起きも警けい戒かいしなければならない。

　内ない憂ゆう外がい患かんとは、このことだろう。

「だから私は、徴ちよう税ぜい人たちの組織だった教会への攻こう撃げき姿勢もまた、クリーベンド王子の指示なのではないかとさえ疑っている。わざと教会と揉もめに揉もめて、戦いくさのきっかけを作り出そうとしているのではないかと」

　話し合いなど時間の無む駄だ、と考える好戦的な領主の話は事欠かず、戦場での武勇こそ貴族の誉ほまれと考える連中はとても多い。

「疑いすぎなのかもしれないが……この街の徴ちよう税ぜい人たちは異常だからな。流れ者のはずの彼かれらは結束し、団旗の下に忠誠を誓ちかった傭よう兵へい団のようだ。君も見ただろう？」

　港での様子を思い返す。確かに、彼かれらのまとまりようには、港での徴ちよう税ぜいの様子を見慣れているはずのヨーゼフも驚おどろいていた。

「だが考えれば考えるほど、クリーベンド王子にとっては一石で何鳥も獲とれる手なんだ。課税権を払はらい下さげることで内乱のための資金を稼かせぎ、教会を追おい詰つめた結果に戦いくさが起こったとしても、王国内に混乱を引き起こせれば内乱の下地ができる。もちろん、そのまま教会が尻尾しつぽを巻いて王国から逃にげ出だせば、王国と教会の戦いの立役者として主張できるのだから、悪いことがひとつもない。よほどの策士が控ひかえているのだろう」

　虎こ視し眈たん々たんと王位を狙ねらう彼かれらは、絶ぜつ妙みようの一石を投じているわけだ。

「もちろん、私や王は教会に屈くつするつもりはない。しかし、王国の安あん寧ねいもまた気に懸かけなくてはならない」

　このままいけば、外国の商人たちは王国から撤てつ退たいし、深刻な物不足から政情不安になる。その揺ゆらいだ王国を狙ねらうのは、対立している教会だけではない。

　王位継けい承しようのための戦いくさで荒こう廃はいした国の話は、枚挙にいとまがない。

　ハイランドが良き領主であればあるほど、国の荒こう廃はいは耐たえ難がたいことだろう。

　そして自分もまた、人々の不幸を座視することなどあり得ない。

　あり得ないが、目の前の状じよう況きようはあまりにも複雑で、混こん沌とんとしていた。

「もちろん、これらはすべて推測に過ぎないと言えなくもない。だが……貿易商人たちの態度、徴ちよう税ぜい人たちの勢いは、悪いことばかり想像させるのだ……」

　と、ハイランドは疲つかれきったように、椅い子すに座すわり込こむ。

　王族の一員であるハイランドには、王国内の人々の運命に対する、責任がある。

　心優やさしい人であればあるほど、その重責がのしかかるのだろう。

「あるいは、そういう皆みなの予想を賭かけ金きんにした、度ど胸きよう試だめしかもしれないよ」

　ミューリが銅の盛り皿から果実の砂糖漬づけを手に取りながら、そんなことを言う。

「十分あり得るが、私は賭かけ事ごとが苦手なのだ」

　ニョッヒラでたくさんの貴族を見てきたが、ハイランドほど地に足のついた人物を自分は他に知らない。

　それに真相がなんであれ、教会はなんらかの策を用意して、商人たちを味方につけ、商人たちが結束して王国に対たい抗こうしているのは事実だ。

　そのからくりはわからないが、ひとつだけわかっていることがある。

「ひとつずつ考えていくと、私などでは到とう底てい太た刀ち打うちできない大きな話にしか思えません……しかし」

　ハイランドとミューリが、こちらを見た。

「しかし、私は戦いくさだけは避さけなければならないと思っています」

　ハイランドは重々しくうなずく。

「それに、ここで改革の機運をくじけさせるわけにもいきません。私たちはここまで来たのです。もしもここでくじけてしまっては、教会の悪あく弊へいを正す機会が何十年も遠のくことになるはずです」

　目の前の困難に屈くつし、膝ひざをついて尻尾しつぽを丸め、退散する機会ならばたくさんあった。

　それでもこれが正しい道だと信じて、ここまで歩いてきたのだ。

「まったく君の言うとおりなのだが、なにか手はあるだろうか？　もちろん、薄はく明めいの枢すう機き卿きようの名を効果的に使えば、アティフの時のように街の人々の心を集めて対たい抗こうすることはできるかもしれないが……」

　ハイランドの歯切れが良くないのは、今回はアティフとはまた全く違ちがう状じよう況きようだからだ。

　今回は単に敵を蹴け散ちらせばいいのではない。教会の味方である商人を追おい詰つめれば街から逃にげ出だしてしまい、それは王国にとってとても困る。だから商人たちは街に留とどめねばならず、かといってその圧力に屈くつして教会に譲じよう歩ほすれば、改革は遠のいてしまう。

　さらに厄やつ介かいなのが、味方のはずの徴ちよう税ぜい人たちの動向も気にしなければならないことだ。なぜならば、彼かれらはクリーベンド王子の策により、教会を追おい詰つめてわざと戦いくさを起こそうとしているかもしれないのだから。

　まるで神学問答だった。

　三頭の牛が角をぶつけて押おし合っている。どの牛をどかそうとしても、残る二頭が勢い余って自分に襲おそい掛かかってくる。

　三頭を同時に倒たおせずとも、どうにかして二頭を仕留める必要がある。

「真っ先に考えつくのは、教会と貿易商人組合を分断することですよね」

「ああ。彼かれらの利害を把は握あくできれば、そこからくさびを打うち込こめると思うのだが……」

　そのまま会話が途と切ぎれてしまうのは、ここにいるのが王族と聖職者見習いだからだろう。商人たちの考えなどわからない。

「デバウ商会の方たちにはご相談を？」

　北の地一帯を支配する商会は、ハイランドたちに味方をしている。

「してみたが、彼かれらはこの辺りまで南に来ると余よ所そ者ものに近い。貿易商人組合の一員ではないし、そもそも南の大商会とは利害が対立しがちだからな。内部のことはなにも知らなかった」

「なるほど……」

　そうなると、自分にできることは限られている。

　凄すご腕うでの元行商人であるロレンスに手紙を出すべきかもしれない。

　そう思っていた矢先だった。

「とりあえず、やるべきことはあるじゃない」

「え？」

　自分とハイランドの声が重なった。

　二人分の視線を集めたミューリは、肩かたをすくめてみせた。

「まずは敵情視察ってやつだよ、兄様。街の様子を見て回れば妙みよう案あんも浮うかぶんじゃないかな」

　そんな簡単な話では……と思って、すぐに気がつく。

「あなたが単に街で遊びたいだけではなく？」

「なにそれ！」

　頰ほおを膨ふくらませるミューリに、ハイランドの気の抜ぬけたような笑い声が加わった。

「ははは。でも、あながち悪い選せん択たくでもないな」

「ハイランド様、あまり甘あまやかされると……」

「いやいや。町の人々の心情を見み抜ぬけなかったために、アティフでは教会側が足元をすくわれる形になった。領地のことを知らない領主もまた、態度を改めるべきだろう？」

　それは確かにそうなのだが、してやったりというミューリの顔を見ると、どうにも納なつ得とくがいかない。単にこの話に飽あきたから、街に出たいと言っているようにしか思えなかった。

「それに、君が重要人物なのはもう動かしがたい事実なのだ。君の顔と名が知しれ渡わたれば、君は行動の自由を失うだろうし、人々は本当のことを言わなくなるだろうね」

　ハイランドの顔には、やや悲しげな笑えみがある。権けん威いある王族の血筋であることは、良いことばかりではないのだろう。

　そして、薄はく明めいの枢すう機き卿きようとやらの名は、ハイランド以上の権けん威いを持ちつつあるらしい。

「それに、君ならこの邸てい宅たくの中で、私と一いつ緒しよに暗い顔をして陰いん陰いん滅めつ滅めつ、王国を取り巻く暗雲の議論に没ぼつ頭とうして過ごすことも苦にならないだろうが」

「私は、絶対に、嫌いや」

　ミューリの言葉にハイランドはおどけたように肩かたをすくめてみせる。

「私は君たちと良い関係を築きたいと思っている」

　ハイランドはミューリのどこをそんなに気に入っているのかよくわからないが、確かにミューリが飽あきて不ふ機き嫌げんにしている姿は容易に想像できる。

　それに、考えているだけで解決する問題でないのも確かなことで、まずは誰だれがなにを企たくらんでいるのかを地道に調べていくしか道はなさそうだ。

　そう考えると、不本意ながら、ミューリの言は正しいことのように思えてくる。

「そうですね。それなら、明日にでも──」

「まだお昼だよ!?」

　ミューリの剣けん幕まくに仰のけ反ぞると、ハイランドが肩かたを揺ゆらして笑っていた。

「ふふふ。そのとおりだ。それに、へたをすると明日から、君の下には陳ちん情じようの使者がひっきりなしに訪れるかもしれない」

　ほれみろ、とミューリが睨にらんでくるのもあって、仕方なく折れることにした。

「この国の王族の末席としても、王国第二の都市を君に見てもらいたい。この街に来たなら、是ぜ非ひ一度訪おとずれて欲ほしい店もある」

「お店？　何屋さん？」

　無む邪じや気きなミューリの問いに、ハイランドが秘密の合言葉を教えるような口調で言った。

「羊肉の専門店でね、その名も黄金の羊歯しだ亭ていだ」

　ミューリがたちまち目を輝かがやかせる。

「兄様！」

　肩かたを摑つかまれ揺ゆすられて、こんな自分が薄はく明めいの枢すう機き卿きようだと、どうして信じられるだろう？

「はいはい。わかりました、わかりましたから」

「あ、でも」

　と、ミューリが急に動きを止めた。

　何事かと思えば、銀色の狼おおかみ娘むすめはハイランドに向けてこう言った。

「ねえねえ。なにか服がないかな？」

「服？」

「うん。兄様はほら、せーしょくしゃっていうのに憧あこがれてる男の子だから、それの真ま似ね事ごとっぽい服しか持ってないんだよね」

　ハイランドが噴ふき出だしかけ、なんとかこらえていた。

　人のことをまるで兵士に憧あこがれて木の棒を振ふるう子供みたいに言うミューリを睨にらむが、ミューリは悪びれずに笑い返してくる。

「いや、実際にそうだ。聖職者風の格好をして街を歩いていいことなどなかろう」

　ハイランドは言って、椅い子すから立ち上がった。

「用意するから待っていてくれ」

「ハイランド様、ですが──」

「格好いいやつね！」

　ハイランドが視線を向けて返事をしたのは、ミューリに対してだ。

「任せてくれたまえ」

　変に息の合っている二人を前に、大きなため息をつくしかなかったのだった。

　ハイランドが用意してくれたのは、らしいといえばらしい服だった。

「兄様、そういうのはよく似合うよね」

　からかうような口調だが、ミューリの目が輝かがやいているので、どうやら本当に似合っているのだろう。嬉うれしいような、悪いことをしているような複雑な気分だが、ひとまず素す直なおに受け取っておく。

「胴どう着ぎの緋ひ色いろが、濃こくもなく、薄うすくもなくて絶ぜつ妙みような按あん配ばいだね。こっちの金の縁ふち取どりがしてあるケープも、黒に近い焦こげ茶ちや色ですごい良い。でも、この毛皮ってなあに？　兎うさぎじゃないよね？」

「それは海かい獣じゆうの毛皮だ。水も弾はじくし、薄うすいのに驚おどろくほど暖かい。この毛皮の感じは、陸上の獣けものにはなかなかない」

「うん。すっごいさらさらなのに……油を引いたみたいにぬめぬめしてて面おも白しろい！　腰こし帯おびも刺し繡しゆうが入ってていいなあ。ズボンのほうは、雪山の狩人かりゆうどみたいに腰こし巻まきと一いつ緒しよに履はくんだね。靴くつも膝ひざまであるし」

「靴くつなどは元々、戦いくさに従事する者の服だった頃ころの名残なごりだが、勇ましいだろう？」

「うん。でも、腕わん力りよく自じ慢まんって感じじゃなくて、知的な雰ふん囲い気きなのがいいね」

「おお、よくわかってくれる。ニョッヒラには貴族の客も多いからか。さすが目が肥えている」

　さっきから服を着たこちらを肴さかなに、ミューリとハイランドが服談義に御ご執しゆう心しんだ。

「この帽ぼう子しが、特にすごい！」

「だろう！　この帽ぼう子しがいかにも高い教養をうかがわせ、威い厳げんを保つんだ」

　平べったく、やや丸みを帯びた縁ふちなしの毛皮の帽ぼう子しで、ケープと同じ毛皮を使っている。真しん鍮ちゆうの装そう飾しよくと、金糸の縁ふち取どりが上品にあしらわれている逸いつ品ぴんだ。

「ニョッヒラでは見たことないけど、こういう服を着るお仕事の人もいるんだね」

「ああ。ニョッヒラは一応、色々な国から中立ということになっているから、大おお袈げ裟さな式典なんかはできないからね。儀ぎ仗じよう兵へいを見る機会はないかもしれないな」

　自分はつまり、王おう侯こう貴族が式典の際に付き従わせる従者の類の格好をしているのだ。

　対するミューリは、目も覚めるような真っ白のフードつきの外がい套とうを羽織り、その上から武骨な黒い革かわの帯を締しめている。留め金部分が金になっていて、単純な服装なのに、それだけで身分の高さは見み間ま違ちがえようもない、という見た目だ。

　二人が並べば、どこかの領地から旅行にやって来たいいところの貴族の娘むすめと、そのお付きの護衛というわけだ。

「悔くやしいくらいよく似合う」

　ハイランドの言葉に、ミューリはくすぐったそうに笑う。

「そっちもちゃんと偉えらい人に見えるよ？」

「ミューリっ」

　思わず注意するが、ハイランドはとにかく楽しそうだ。

「ははは。なんにせよ、この街には貴族の家の者や、貴族の真ま似ねをする金持ちが多いから、目立つこともあるまい」

「すみません、こんな服をお借りして……」

　恐きよう縮しゆくすると、ハイランドは小さく肩かたをすくめた。

「なあに、これくらいの協力は惜おしまないさ。なにせ、君は私からの褒ほう美びをなかなか受け取ってくれないのだからね」

　少しだけ責めるような口調なのは、それなりに本気が詰つまっているからだろう。王族たる者、使命を果たした従者には、それ相応の報ほう酬しゆうを与あたえなければならない。ということで、これまでの活かつ躍やくに褒ほう美びを渡わたそうと言い出した。

　詳くわしい内容を聞きはしなかったが、ハイランドは貴族も貴族の王族であり、とんでもない金額になりそうだったので、固辞したばかりだった。

「ま、楽しんでくればいい」

　ハイランドの言葉に、恭うやうやしく頭を下げた。

　それからミューリに向き直れば、街の散策と羊肉の予感にてっきりうきうきしているものだと思ったが、うつむきがちに硬かたい表情をしていた。

　自分がハイランドに頭を下げたのがまたぞろそんなに気に食わないのかと呆あきれていたら、ミューリが顔を上げないままに、しかし上目づかいにハイランドを見て、こう言った。

「一いつ緒しよに、来る？」

　ハイランドのことを金きん髪ぱつと呼び、ことあるごとに失礼な態度を見せていた。時には牙きばまで剝むいていたミューリの言葉に、自分はもちろん、ハイランドが一番驚おどろいていた。

　ミューリとしては、兄が女性であるハイランドに仕えていることがどうにも気になっていたようだが、服の趣しゆ味みが一いつ致ちしてようやく閉ざしていた心を開いたのかもしれない。

　ハイランドは一いつ瞬しゆん、今にも泣きそうな顔を見せた。貴族は孤こ独どくだと聞いたことがある。

　しかし同時に、真意を隠かくすことには長たけている身分の人間だ。

　すぐに笑え顔がおになって、こう言った。

「とても嬉うれしい申し出だが、私と連れだって食事をしては、君たちが目立ってしまう。そこから薄はく明めいの枢すう機き卿きようなのではということになれば、要いらぬ詮せん索さくも呼ぶだろう。君たち二人だけで楽しんできてくれ」

「……アティフの町では、町の人に変装してたじゃない」

「あそこは私にとっては異国だからね。だが、ここだとあっちこっちに知り合いがいる。しかも黄金の羊歯しだ亭ていはそういう者たちも集つどう人気の店だ」

　下女の扮ふん装そうなども、あのハンスが許すまい。ミューリが残念そうな顔をすると、ハイランドはミューリの前にすっと膝ひざをついて、その手を取った。

「私も心苦しいよ。淑しゆく女じよからの食事の誘さそいを断るなど、本来は礼れい儀ぎに反するのだから」

　自分はしばらくの間、ハイランドのことを男だと思っていた。

　ハイランドのそういう振ふる舞まいは、あまりにも似合いすぎている。

「……そんな王子様みたいなことすると、兄様が勘かん違ちがいしてやきもきするかも」

「それは困る」

　ミューリとハイランドは、すっかり息がぴったりだ。

　揃そろってくすくすと笑い、こちらとしては苦り顔で目を逸そらすしかない。

「我わが王国を楽しんできてくれ」

「うん。じゃあ行こ、兄様」

「え、えっと」

　と、ミューリに手を引かれる。ハイランドは、早くミューリを連れていってやれ、とばかりに手で押おし出だす真ま似ねまで見せてくる。

　あれこれ気を使うこっちのほうが変な気もしてくるし、部屋から出る間ま際ぎわ、ミューリがハイランドに手を振ふると、ハイランドは嬉うれしそうに振ふり返す。

　身分を超こえた友情、と思うことにするほかないようだ。

「じゃあ兄様」

　と、屋や敷しきを出るとミューリが言った。

「可愛かわいいお姫ひめ様の護衛、よろしくね？」

　自分でそういうことを言う図ずう々ずうしささえなければ、確かに貴族の令れい嬢じようそこのけの可愛かわいさだ。

「はいはい」

　そう答えてミューリの手を握にぎり直し、石いし畳だたみの道を歩き出したのだった。

　瀟しよう洒しやな邸てい宅たくの並ぶ地区を抜ぬけると、空気は一気に騒さわがしいものになる。

　ハイランドの屋や敷しきでは、こんな格好をしていたら悪目立ちするのでは、とひそかに思っていたが、まったくそんなことはなかった。というか、人は多いし、活気に満ち、誰だれも他人のことなど気にしている暇ひまはなさそうだった。

　そして、小さなお姫ひめ様もまた、街の様子に圧あつ倒とうされていた。

「兄様、なに、この街……どこまで行っても、ずっと町が続いてるんだけど……！」

　謎なぞかけみたいだが、言いたいことはわかった。これだけ大きい街になると、普ふ通つうの町とは構造が異なるのだ。

　ラウズボーンほど規模の大きい街の中では、よくある職人街や商店街というものはなく、代わりに街の中に無数の町が存在する。大たい抵ていは小教区という区切りで分けられていて、その区画に住む者だけが集つどう教会や礼拝堂を中ちゆう核かくとして、区画専用のパン屋、肉屋、居酒屋といった各種商店、職人の工こう房ぼうが並ぶ。道を挟はさんだ向かい側の教区も同じ構造で、別の小教区にわざわざ買い物に行くことはない。

　そんな無数の小教区を繫つなぐのが大通りであり、そこもまた独自の世界を形作っている。

　たとえば、街の外からやって来た者たちを相手にする露ろ店てん商や職人がずらりと並び、この店で買い物をする地元の人間はいない。辻つじでの芸人の見世物も、住人たちは普ふ段だんの生活に忙いそがしいのか、それとも見み飽あきているのか、足を止めることはない。かと思えば近所の子供たちが群れを成して走はしり抜ぬけたり、放し飼いの鶏にわとりや豚ぶたが露ろ店てんから出たごみを狙ねらってうろついている。そして、そんな混雑の中を四頭立ての金持ちの馬車が我わが物もの顔がおで進もうとしたり、塩しお漬づけの魚を満まん載さいにした荷車を引く人夫たちと道を譲ゆずる譲ゆずらないで怒ど鳴なりあったりしている。よく見ればその荷車の後ろではこぼれた塩を舐なめようと付近の野の良ら犬いぬが集まってきて、ひと騒そう動どう起きている。

　混こん沌とんというほかなかった。

　あまりの混雑でミューリが押おし潰つぶされないかと不安になり、息をするのも忘れて街の光景に見入っている様子のミューリの手を引いて、道の脇わきに避よけた。

　そこがたまたま、小さな礼拝堂だった。

「あれ、兄様、ここって教会？」

　街の様子に興奮していたのか、それとも人ごみにもみくちゃにされていたせいか、髪かみも服も乱れ、頰ほおを上気させていたミューリが、夢から覚めたようにそう言った。

　着崩くずれたローブを直そうともしないので、仕方なく膝ひざをついて革かわ帯おびを締しめ直してやっていたのだが、その間も落ち着かなげに、古びた礼拝堂の佇たたずまいに興きよう味み津しん々しんだった。

「そうですよ、この地区の礼拝堂でしょう。ああ、もう、前を向いててください」

　落ち着きがないうえに、ミューリの腰こしが細くて引ひっ掛かかりがなく、固めの革かわ帯おびだとうまく留められない。それに、礼拝堂の側にも野の良ら犬いぬが寝ねそべっていて、犬に気がついたミューリは早さつ速そく喉のどの奥おくで唸うなって威い嚇かくしている。

　耳の長い大きな犬だったが、狼オオカミに睨にらまれたら身を縮めるしかないようで、卑ひ屈くつな上目づかいになって甲かん高だかい哀あわれな声を出していた。

「こら、やめなさい。可哀相でしょう」

　四苦八苦しながら革かわ帯おびを締しめ直し、立ち上がってからミューリの頭を小こ突づく。

「痛っ。な、なんで叩たたくのお？」

　ミューリも犬と同じく上目づかいに見てくるが、そこには服従ではなく、抗こう議ぎの色があった。

「誰だれ彼かれかまわず嚙かみつくような真ま似ねをしているからです」

　ため息交じりに言ってから、ミューリのフードを手で整えてやる。

「もっと落ち着きを持ちなさい。せっかく可愛かわいらしい姿をしているのに、台無しですよ」

「えっ」

　ミューリは驚おどろいたように背筋を伸のばし、たちまち嬉うれしそうに相好を崩くずす。尻尾しつぽが出ていたら、野の良ら犬いぬも驚おどろくくらいぱたぱた振ふっていたことだろう。

「ほんと？　ねえ、兄様、ほんと？　可愛かわいい？　ねえ、もう一度言って！」

「あなたが悪戯いたずらとお転てん婆ばをやめたら、言ってあげます」

「えぇ～、悪戯いたずらもしてないし、お転てん婆ばでもないのに……」

　どの口で言うのかと思ったら、「あ」となにかに気がついたミューリは、ちらりと肩かた越ごしに耳の長い犬を振ふり向むく。ミューリに意地悪されていた犬は、まるで王に睨にらまれた臣下のように、ぱっと起き上がるや前足を揃そろえて姿勢を正す。

「これは、イレニアさんから教わったんだよ？」

　また屁へ理り屈くつや誤ご魔ま化かしかと思ったら、意外な名前が出てきて驚おどろいた。

「イレニアさんが？」

「うん。小さな村とかだと目立つけど、人の多い町ならうろうろしてる動物もすごく多いから、味方にできるなら味方にしておくべきだって」

　話しながらミューリは言って、手をひらひらさせる。すると耳の長い犬は腰こしを上げ、ミューリの側に来て頭を撫なでられていた。

「町で一人で商あきないしてると、やっぱり色々狙ねらわれるんだって。宿に泥どろ棒ぼうさんが入ったことも何度かあって、鶏にわとりさんや豚ぶたさんが教えてくれたり助けてくれたりしたって言ってたよ」

　そういえば、イレニアの滞たい在ざいしている宿は、部屋の外にまで在庫品が積み上げられていた。

　どこの商会も用心棒を雇やとったりしていることを考えれば不用心といえるが、対策は取られていたことになる。それも、人ならざる者ならではの方法で。

「味方は多いほうがいいし、私たちの力は遠えん慮りよせずに使うべきだって、イレニアさんに教えてもらったんだ」

　耳の長い犬はすっかりミューリを主人と認めたのか、ミューリに頭を撫なでられると尻尾しつぽを振ふり、なにか指示を出されると後ろ足でぴょこんと立ち上がったりもした。ミューリのそんな様子を前に言葉もなく立たち尽つくしていたのは、犬の見事な扱あつかいに感心したからではない。

　ミューリがとても大事な助言を自分以外の誰だれかから受けていたことに、激しく動どう揺ようしていたのだ。

　旅に出てからこっち、ミューリは守られるだけの女の子ではないことを示し、むしろこちらが助けられてばかりだった。それでも、兄様、兄様とまとわりついてくるところは相変わらずで、その小さな体はすべてこの腕うでの中に収まっていると、今なお思っていた。

　つまりミューリのことならばすべてを知り、その行く先もまた自分が導いてやれるはずだと。

　あるいはそれは、独どく占せん欲という名前だった。

「まあ、母様なら森の熊くまさんとでも平気で会話して蜂はちの巣すの在あり処かとか聞き出しちゃうけど、私はそこまでできないから、練習も兼かねてだけど……って、兄様？　ど、どうしたの？」

　ミューリがこちらを振ふり向むき、怪け訝げんそうな顔をしていた。

　どうもしませんよ、と言いたいところだったが、ここは神のおわす礼拝堂の真ん前だ。噓うそをつくことはできない。

「いえ……あなたは良き友と巡めぐり合あわれたようだと思ったのです」

　噓うそをつかない代わりに、たくさんの感情を、その言葉の裏に隠かくしておく。

　ミューリが様々な人に出会い、成長していくのは喜ぶべきこと。

　可愛かわいがっていた妹が自分の手から離はなれていくほのかな苦みと寂さびしさは、ロレンスと再会するまで取っておくことにした。

「うー、うん？　まあ、そだね。イレニアさんとはもっとお話ししたかったなあ」

　ミューリがそう言って残念そうに首を傾かしげる後ろでは、耳の長い犬のほかにも何頭か野の良ら犬いぬが集まってきていて、子分のように前足を揃そろえて座すわっている。

　その様子を見ていたら、ニョッヒラでガキ大将として君臨していた頃ころのミューリを思い出し、小さく笑ってしまっていた。

「また折りを見て会いに行きましょう」

「うん！」

　すると、たちまち嬉うれしそうに腕うでにしがみついてくるミューリのいつもと変わらない様子に、少しほっとしてしまう。しかしこれから先、旅を続けていけば、ミューリは自分には教えようもないことを自分の知らない誰だれかから学ぶことがたくさんあるはずだ。その都度、今のミューリは思い出の中のミューリになっていくだろう。

　それが自然なことだと思いながらも、今のこの時間くらいは、と甘あまえてくるミューリをあやしていたら、ふと、鎮ちん座ざしている犬たちから妙みような視線を向けられているような気がした。

　我らが御ご主しゆ人じんに間ま抜ぬけ面のお前がなにをしているんだ？　と言っているように見えたのは、気のせいなのか、なんなのか。

　犬たちの視線から逃にげるわけではないが、礼拝堂のほうを見て、ミューリに言った。

「それはそうと、ちょっとこちらに寄っていってもいいですか？」

　せっかく遠方の街に来たのだから、その土地の礼拝堂を見てみたい。

「へ？　私はいいけど……勝手に入ってもいいのかな。誰だれかいるような感じはしないよ？」

　これまでの旅の経けい緯いから、ミューリも礼拝堂がどういう立ち位置にあるのかは理解しているらしい。

「野の良ら犬いぬが陣じん取どっているということは、人が出入りして、餌えさをくれる人がいるということでしょう。それに、デザレフのように釘くぎで打ちつけられているわけではありませんし」

　ミューリは礼拝堂のやや傾かたむいた木の扉とびらの隙すき間まから中を覗のぞき、振ふり向むいた。

「そんなに見ていきたいなら、仕方ないなあ。ちょっとだけだよ？」

　いつも寄り道したがるのはミューリのほうなので、立場が逆で嬉うれしいらしい。

　はいはいと苦く笑しようしながらミューリの頭に手を置くと、くすぐったそうに首をすくめている。

　やっぱり犬たちからの視線が気になったが、気がつかないふりをして扉とびらを開き、礼拝堂の中に入った。

　その礼拝堂は小さなもので、置かれた長なが椅い子すはせいぜい二十人分くらい。おそらくはこの建物のある小教区の者たちが集つどうだけなので、これで十分なのだろう。

　祭さい壇だんというより、市場で露ろ天てん商しようが商品を叩たたき売る時に使うような演台と、背もたれのない長なが椅い子すという質素さが、むしろ心ここ地ち良い。それに、天てん井じようの高さが普ふ通つうの建物の三階分近くあり、明り取りの天窓も多いために開放的な雰ふん囲い気きだった。

　もちろん良いことばかりではなく、王国と教会の争いの爪つめ痕あともすぐに見つけられた。教会の紋もん章しようが取り去られた跡あとが壁かべに残っている。多分、デザレフと同じく、この礼拝堂にも長いこと司祭は来ていないだろう。

　しかし、床ゆかは丁てい寧ねいに掃はき清められ、椅い子すは綺き麗れいに磨みがかれている。ここに集つどう人々の信しん仰こう心が目に見えるようで、嬉うれしく眺ながめながら演台に近づき、そこに置かれていた物に目を瞠みはった。

「これは……」

「わ、なんの本？」

　冒ぼう険けん譚たんを含ふくめ、読み物が大好きなミューリは、横から手を伸のばしてぱらぱらとめくる。

　そして、すぐに気がついていた。

「あれ？　これって」

「俗ぞく語ご翻ほん訳やくされた聖典の一部ですね」

　説教によく使われる有名な個か所しよの抜ばつ粋すいで、しかも自分が訳した部分が使われていた。粗そ雑ざつで、今にも崩くずれそうな紐ひもで束ねられているが、紙には手て垢あかがつき、たくさんの人が読んでいるのがよくわかった。

　礼拝堂から教会の紋もん章しようが取り去られても、信しん仰こう心まではなくならない。おそらく司祭も顔を出せない中、この冊子だけが、人々の心を支えている。

　しかもそれは、自分が寝ねる間も惜おしんで翻ほん訳やくした個か所しよだった。

　自分のしたことが、人々の信しん仰こうの糧かてになっている。

　そのことに胸が詰つまりそうになっていると、ミューリが冊子を覗のぞき込こんだまま言った。

「兄様の翻ほん訳やくした部分だね」

　不意の言葉に、息が止まる。

　しかし、ゆっくりと振ふり向むいたミューリは、こちらの驚おどろきように不思議そうな顔をしていた。

「え、だって、文章が兄様の話し方にそっくりだよ？　すぐわかるよ」

「そ、そう、なのですか？」

　動どう揺ようしたままに聞き返すと、ミューリは少しむっとしたようだった。

「わからないわけないでしょ？　兄様のことは私が世界で一番知ってるんだから！」

　堂々と宣言するミューリを前に、なんだかついさっき自分も似たようなことを思った気がする……と感じたが、口には出さなかった。

　深しん淵えんを覗のぞく時、深しん淵えんもまたお前を覗のぞいているのだ、という警句は、そのとおりなのだろう。

「それにしても、兄様の書いた文章をみんなが読んでると思うと、自じ慢まんしたくなっちゃうかも」

　くるんと機き嫌げんを入いれ替かえたミューリは、そう言ってくすぐったそうに笑う。唇くちびるの下には悪戯いたずらっぽく尖とがった犬歯が見え、無む邪じや気きな笑え顔がおだと思っていたら、不意にこちらの手を握にぎる手が優やさしくなる。

　山の天気よりも変へん幻げん自在なミューリは、からかいの雰ふん囲い気きなど微み塵じんも見せず、こう言った。

「やっぱり兄様は、もっと自信持ってもいいと思うけどな」

　身内の贔ひい屓き目め……と思わなくもなかったが、ミューリが本気で言ってくれているかどうかくらい、自分にもわかる。

　真しん摯しな言葉には、真しん摯しに返事をするべきだ。

「……はい。ありがとうございます」

　背中を押おしてくれるミューリのためにも、もっと頑がん張ばらねばならない。

　そう気を引ひき締しめ直しつつ、再び冊子に視線を戻もどしたミューリを見て、これは良い機会ではと思った。

「ところで、私が翻ほん訳やくした部分ですが──」

「あ、私が好きなのは兄様で、兄様の書いてる聖典の内容には興味ないから」

「……」

　自分の書いた文章なら聖典を受け入れてくれるのでは、という希望は一いつ瞬しゆんで潰ついえる。

　兄をやり込こめたことに満足そうに鼻を鳴らしたミューリは、こちらを振ふり向むくと胸を指でつついてきた。

「なんにせよ、兄様はやっぱり、兄様が思っている以上に大人物なんだよ。だから、あの金きん髪ぱつが、この国が大変なことになるかもーって胃を痛くしてる横で、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様がかっこよく解決してくれるって、信じてる」

　自身のほうがよほど英えい雄ゆう的なのに、ミューリは兄にこそその活かつ躍やくを求めているらしい。過大な期待だ、と心底思うのだが、可愛かわいい妹が期待してくれるのであれば、兄として応える義務があるだろう。

　にひひ、と笑ってこちらの腕うでにしがみついてくるミューリの頭を撫なでながら、精せい一いつ杯ぱいの返事をした。

「かっこよくはいかないと思いますけど、どうにか手を貸せたらとは思います」

　ほんの一ヶ月前まで山やま奥おくの湯屋の下働きだった身分にしては、これにしたって随ずい分ぶん不ふ遜そんなことだと思っている。

　それでもミューリは不満げだった。

「もー、また兄様は～。あの金きん髪ぱつからの御ご褒ほう美びも断ったんでしょ？　きっとすっごい金銀財宝くれるはずだったのに！」

「私はそんなことのために旅をしているのではありません。衣食住をお世話になっているだけで十分です。それより、離はなしてください。冊子が傷んでしまいますから」

　渋しぶ々しぶ腕うでから離はなれたので、手にしていた冊子を祭さい壇だんに置く。

　そこにはありがたい神の教えとともに、自分が世の役に立てるかもしれないという願いの、その種が含ふくまれている。しかもその種が芽め吹ぶこうとしていたのだから、そこに誇ほこりを感じないと言ったら噓うそだ。

　世界を変えられるかもしれない、という予感に打ち震ふるえる夢見がちな男の子は、まだ自分の中にもいるらしかった。

「微び力りよくな自分がどこまでできるかわかりませんが、王国と教会を巡めぐる問題が解決してくれることは強く願います」

　とはいえミューリを前にはしゃぐわけにもいかないし、慢まん心しんは戒いましめるべき。

　ミューリはまたぞろ何か言い返そうとしたが、不意に響ひびき渡わたった第三者の声がそれを遮さえぎった。

『同感だが、その解決とやらがなにを意味するのかは、確かめておく必要があるな』

　礼拝堂の中に人ひと影かげは全くなく、隠かくれるような場所もない。なのにどこから声が聞こえてくるのかわからず、左右を見回してしまう。

　先に気がついたのは、狼オオカミの血を引くミューリだ。

「兄様、上」

　視線を上げると、明り取り用に開けられている天窓の縁ふちに、一羽わの鳥がいた。

　神の僕しもべを自じ認にんするのであれば、神が御使いを介かいして現れたと思うべきところだが、生あい憎にくと自分には神以外の心当たりがあった。

「……シャロンさん、ですか？」

　港で出会った徴ちよう税ぜい人の名を口にすると、頭上の鳥は大きく体を膨ふくらませた後に、羽を広げて舞まい降おりてくる。

　しかし、こちらの目線の高さまでは降りてこない。普ふ通つうの建物で言えば二階部分の高さにしつらえられた、大きな壁かべ掛かけの燭しよく台だいの上に留まり、こちらを見下ろしていた。

「……嫌いやな奴やつ」

　ミューリが唸うなるように呟つぶやいたが、ゆえなきこと、というわけではない。

　自分も戸と惑まどうほどに、燭しよく台だいの上のシャロンは、明らかにこちらを見下ろしていたのだ。

　イレニアは友好的だったし、オータムは無関心に近い。こんなにもあからさまに敵意に似たものをぶつけてくる人ならざる者に面めん喰くらってしまう。

『ひとつ聞こう』

　立派な鷲わしの姿をしたシャロンが、言った。

『お前らは、教会の犬なのか？』

「はあ？」

　シャロンの敵意に負けず劣おとらず怒ど気きを孕はらんだミューリの声が、静かな礼拝堂内に響ひびいたのだった。
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　鳥の王である鷲わしが、大上段からこちらを見下ろしている。

　喉のどの奥おくで低く唸うなりながらその鷲わしを睨にらみつけるのは、森の王である狼オオカミの血を引く娘むすめだ。

　ひと睨にらみで街の野の良ら犬いぬたちを従えてしまうミューリからすれば、犬呼ばわりは最高の侮ぶ辱じよくだろう。

「犬って言ったのか、鶏にわとり！」

　ミューリが耳も尻尾しつぽも露あらわにして怒ど鳴なると、シャロンは文字通り見下したように胸を反らす。

　たちまちミューリの尻尾しつぽが膨ふくらんでいくが、ひとまず自分が割って入る。

「教会の犬とは、異い端たん審しん問もん官という意味ですか？」

　シャロンは体を膨ふくらませ、ため息をつくように羽を震ふるわせた。

『白々しい』

「この！　降りて来い！　鶏にわとり！」

　そうしたら八やつ裂ざきにしてやる、とばかりの剣けん幕まくのミューリの肩かたを押さえながら、答えた。

「私が異い端たん審しん問もん官だとしたら、このミューリの耳と尻尾しつぽはどう説明するのですか」

　人ならざる者たちは、教会から悪あく魔ま憑つきと呼ばれ、見つかり次し第だい火か刑けい台に送られる運命だ。

　そして異い端たん審しん問もん官とは、異教を奉ほうじる者たちや、異教の神々そのものを見つけ出す仕事にほかならない。

『簡単な話だ。その犬を連れていれば、我々のような者を嗅かぎ分わけるのは容易だし、油断させることもできるだろう。一石二鳥……一石二犬だな』

「おい！　今、はっきり私のことを犬って──もがっ」

　尻尾しつぽがパンパンに膨ふくれ上あがり、壁かべをよじ登ってでも嚙かみついてやる、と駆かけ出そうとしたミューリの口を後ろから手で塞ふさぐ。腕うでの中で暴れる仔こ狼おおかみを抑おさえながら、こちらは視線をずっとシャロンに向けていた。

「シャロンさん」

　その名を呼んで、肩かたをすくめた。

「演技はやめてくれませんか」

「もがっ……もがっ？」

　腕うでの中でミューリがおとなしくなり、不思議そうに耳をぱたぱたさせた。

「私たちのことを本当に異い端たん審しん問もん官だと疑っているのなら、正体を現して確かく認にんする理由がわかりません」

『……』

　シャロンは黙だまったまま、じっとこちらを見つめている。

「私たちが異い端たん審しん問もん官なのでは……と疑ったのは本当かもしれませんが、とっくに確かく認にんは終わっていたのでしょう？」

　シャロンたち徴ちよう税ぜい人は、王国内の教会の財産を取り上げようとしているのだ。教会側からなんらかの妨ぼう害がい工作を仕し掛かけられてもおかしくはない。イレニアからの手紙や、薄はく明めいの枢すう機き卿きようとしての話を聞いていてなお疑うのも、それだけ用心深くする必要があるのだろうと理解できる。

　けれど、やはりシャロンの目の前の言動はちぐはぐだ。

「わざわざその姿でここに来たのは、なにか別に用があるからでは？」

『多少は頭が回るようだ』

　シャロンはそう言って羽を広げると、大きく数度羽ばたき、礼拝堂の隅すみにあった棚たなの上に舞まい降おりた。視線の高さは、それなりに自分たちの高さに合わせられている。

『最初は、無理やりに隷れい従じゆうさせられ、使し役えきされているのかとも思った。犬ならば、躾しつけられれば言うことを聞いてしまうこともあろう？』

「はあ!?」

　またぞろ犬と言われ、ミューリが尻尾しつぽを膨ふくらませる。大人びたところがあるかと思えば、あまりにもわかりやすい挑ちよう発はつに簡単に乗ってしまう。

　シャロンは鳥らしく無表情なのでわかりにくいが、なんとなく、ミューリをからかって楽しんでいるように見えた。

「シャロンさん」

　諌いさめてその名を呼ぶと、肩かたをすくめるかのように、尾お羽はをはためかせた。

『仲間の鳥から連れん絡らくを受け、この街の港に入る前からあんたらをずっと監かん視ししていたがな……まったく、あんたらのやり取りは見てられない』

　呆あきれたように言われてしまった。

　鳥の目の良さは狼オオカミの鼻のように人の比ではないし、そう言われればこのラウズボーンにやって来る時、船の上にはずっと海鳥がいた。

　一方で、ミューリとの油断したやり取りを誰だれかに見られていたと思うと、急に恥はずかしくなる。ミューリは逆に誇ほこらしげに胸を張ってこちらの腕うでを取ってきたが、シャロンはそんな様子に暑苦しそうに顔を背そむけている。

「シャロンさん、誤解を招く前に言っておきますが、ミューリは私の大恩ある主人の娘むすめで、私にとっては妹ですから」

「兄様は照れ屋なの」

　表情に乏とぼしい鳥のはずなのに、シャロンの呆あきれようは半開きの嘴くちばしによく表れていた。

『人と人ならざる者の仲など、あまり期待すべきではないと思うがね』

「はあ!?」

　ミューリの剣けん幕まくには顔を背そむけるだけで、軽くいなしてしまう。

『なんにせよ、そこの犬はどう見ても飼い慣らされた犬だったからな。あり得ないだろうとは思いながら、最後の疑念が晴れなかった』

　またぞろ犬と呼ばれ、ミューリは牙きばを剝むいて唸うなるし、こちらの腕うでを摑つかむ手も力みすぎて痛い。

『しかし……犬と呼ばれてあれだけ怒おこるのならば、我らの誇ほこりを失ったわけではないだろう。よもや狩かりの先導を務めるとも思えない』

　その確かく認にんを含ふくめての挑ちよう発はつだったらしい。

「疑いが晴れてなによりです。改めてお伝えしておきますが、私たちは教会の味方というわけではありません。もちろん、完全な敵というわけでもありませんが、目指すのは改革であって、打だ倒とうではありません」

『あんたが敵か味方かは、解かい釈しやくの分かれるところだろう。あんたは犬を連れておきながら、信しん仰こうもまた本物のようだからな』

　またしてもミューリの目が尖とがったので、どうどうとミューリをいなしてから答えた。

「世の万ばん物ぶつは、神が作りたもうたものです。であれば、等しく愛するまでです」

「等しくじゃ嫌いや！」

　即そく座ざにミューリが口を挟はさみ、シャロンは体を膨ふくらませていた。

「あのですね、ミューリ……」

「等しくじゃなくて、私が一番じゃなきゃ嫌いや！」

　聖典からの引用による、いわば決まり文句なのに、という説明など聞きもしない。

　がうがうと吠ほえるミューリに手を焼いていたら、シャロンがぽつりと言った。

『……これが薄はく明めいの枢すう機き卿きよう、か』

　呆あきれたような物言いでも、腹が立つはずがない。

「その二つ名は、はっきり言って私には分不相応だと思っています」

『だが、すでにその名はついている。あんたが望もうと望むまいと、あんたはそういう立場に既すでにいる』

　ハイランドにも言われたことだ。何年も膠こう着ちやく状態だった王国と教会の対立が、地じ響ひびきとともに次の段階に移ろうとしている。

　その原因は、ほかならぬ自分なのだと。

「……受け入れるしかありませんか」

『そうだな。要石が軟なん弱じやくでは、どんな橋も崩くずれてしまう』

　そのとおりだった。

『それに』

　と、空の狩人かりゆうどである鷲わしの目が光った。

『立場を定めねば、誰だれかに容易に利用される。あんたは私の敵にも味方にもなり得る。それでは困るのだ』

「敵だよ！　お前の味方なんかするもんか！」

　ミューリが叫さけび、べーっと舌を見せる。

　シャロンは鳥らしく首を傾かしげただけだった。

「私が微び妙みような立場にいることは確かです。しかし、街の状じよう況きよう……いえ、王国の状じよう況きようを聞きました。シャロンさんもまた、私の敵にも味方にもなり得ますよね」

　一度言葉を切り、その無表情の奥おくに視線の焦しよう点てんを合わせた。

　この街の命運を左右する、三みつ巴どもえの内の一角。

　王国の特権の下動いている徴ちよう税ぜい人組合の副組合長が、このシャロンだ。

「あなたがたの徴ちよう税ぜい行こう為いが、王国の首を絞しめる可能性があることは御存知ですよね？」

　ハイランドの言葉を総合すれば、そういうことだ。

　教会は自分たちが劣れつ勢せいにいることを理解し、反はん撃げきの狼煙のろしを上げようとしている。特にこのまま座視していれば、王国内にある教会財産はすべて徴ちよう税ぜい人に没ぼつ収しゆうされてしまうかもしれない。

　戦いくさという選せん択たく肢しが色いろ濃こくちらついているし、シャロンたち徴ちよう税ぜい人の後うしろ盾だてであるクリーベンド王子は、むしろその可能性を望んでいる節がある。徴ちよう税ぜい権を使い教会を追おい詰つめ、追おい詰つめられた教会に戦いくさを起こさせることで、王国内に大混乱を引き起こし、その混乱に乗じて王位を簒さん奪だつする……。

　数多あまたの国取り物語が示してきたように、混乱は下位の存在が頭角を現す好機でもある。田舎いなかの湯屋の下働きだった一人の男が、いつの間にか薄はく明めいの枢すう機き卿きようなどと呼ばれてしまうようなことさえ起こるのだ。

　しかし、もしも戦いくさが起こり、外国商人たちがすべての貿易を停止したのならば、ウィンフィール王国の民たみには未み曾ぞ有うの悲劇が降りかかる。ましてや内戦ともなれば、目も当てられない。

　シャロンは自分の担かつぐ片棒がどこに繫つながっているのか、わかっているのだろうか。

　あるいは、シャロンはハイランドが言ったように、その片棒をあえて担かついでいるのだろうか？

「私は教会の悪あく弊へいを正したいと願うのと同じくらい、人々の平和も願っています」

　それに、個人的に知り合ったハイランドのことも助けたい。クリーベンド王子が蜂ほう起きして内戦となれば、ハイランドは自国の守るべき民たみを相手に戦わなければならなくなる。

　そして、万が一負けたとなれば、敗残の将がどうなるかは歴史が示している。

「シャロンさんは私の協力、その名声が欲ほしいと言いましたが、あなたたちは王国の状じよう況きようも顧かえりみずに、徴ちよう税ぜいのためだけに私の協力を請こおうと言うのですか？」

　他のことでは情けなくとも、己おのれの信念のためならば胸を張ることができる。

　シャロンにはっきり伝えると、シャロンは受けて立つとばかりに胸を反らし、こう言った。

『我々の目的が、金だと思っているのか』

　徴ちよう税ぜい人は、徴ちよう税ぜい権を競せり落おとし、自らの才覚で徴ちよう税ぜいすることで、儲もうけとする。

　ただ、そんな物言いにぎょっとしたのは、ハイランドの予測が当たっていたのではないかと思ったからだ。つまり、徴ちよう税ぜい人たちはクリーベンド王子の策に従い、わざと教会を追おい詰つめて戦いくさを起こそうとしている先兵なのではないか。

　もしもそうだとしたら、自分とシャロンははっきりと、敵と味方に分かれることになる。

『金だけで、我々が結束するものか。我らの目的は、別にある』

　シャロンはその場で大きく羽を広げ、猫ねこが伸のびをするように、羽を数度ばたつかせた。

　そして、たっぷりの間を空けた後、シャロンの口から出た言葉は、自分の予想とは全く違ちがうものだった。

『我々の目的は、教会への復ふく讐しゆうだ』

「……復ふく、讐しゆう？」

　あまりに予想外だったが、シャロンが人ならざる者であることを思い出せば、想像できる過去がいくらでもある。

　ただ、そうなると疑問もあった。

「あなたが教会に恨うらみを抱いだくとすれば……私はいくつも理由を思いつきます。ですが、港で見た徴ちよう税ぜい人たちもまた、人ならざる者なのですか？」

　そうであればミューリがそう言ったに違ちがいないし、その言葉を聞いて、シャロンは面めん倒どう臭そうに目を細めた。

『それならむしろ簡単に大聖堂に攻せめ込こめたろうがな、違ちがう。人ならざる者は私だけだ。我々は等しく、教会に恨うらみがあるということで結束している。人であろうと人でなかろうと、我々のような流れ者をまとめるには、共通の恨うらみというのはこれ以上にない理由となる』

　シャロンの説明は、より疑問を大きくしただけだった。シャロンと、他の徴ちよう税ぜい人たちとの共通の恨うらみとやらに、見当もつかない。

　ただ、その深さならばすぐにわかる。シャロンの言葉からは燃えるような怒いかりをひしひしと感じるのに、その目があくまでも冷静だったからだ。

　シャロンのあまりの気き迫はくに釣つられてか、ミューリが足の置き方を変えて身構えていた。

　シャロンのそれは、衝しよう動どう的な行動ではない。

　だから怒いかりではなく、恨うらみなのだ。

『あんたが懸け念ねんする戦いくさの話は、もちろん我らも知っている。どうやら我らが火種になりそうだというのもな。だが、そのために我々が徴ちよう税ぜいの手を緩ゆるめる気は毛頭ない。我々は金のためではなく、ましてや我らの後うしろ盾だてにして、なにやら画策しているらしい王子のためにでもなく、ただ教会に復ふく讐しゆうをするためにしているのだ。徴ちよう税ぜい権をその道具にしたのはたまたまだ。方法がこれしかなかったがために、徴ちよう税ぜい権を競せり落おとしたに過ぎない』

　羊のイレニアもまた、徴ちよう税ぜい権を道具として用いていた。

『王権による徴ちよう税ぜいに応じなかった場合、罰ばつ則そくがなにか御存知かな』

「……絞こう首しゆ刑けい、ですね」

　もちろん、教会組織相手に絞こう首しゆ刑けいなど宣言できようはずもない。

　だが、王国側にも面子メンツがあるし、今ならば教会を攻せめる大義名分も揃そろっている。

　教会と戦うには、十分な権けん威いだろう。

「ですが……。あなたにどんな大きな事情があるにせよ、個人の復ふく讐しゆうのために、王国全体を不幸にするつもりですか？」

　人の想おもいの重要さを、天てん秤びんに載せて計ることはできない。それでも聖職を志す者であれば誰であれ、復ふく讐しゆうを認めることなどないはずだ。ましてや戦いくさが起これば数多あまたの人の生活が脅おびやかされる。

　そして、シャロンは先刻承知のようだった。

『言い争うつもりはない。ただ、知ってもらいたい』

「……知ってもらう？」

『ああ』

　シャロンは翼つばさを広げると、今度は優ゆう雅がに飛び上がり、自分たちの頭上を越こえて、礼拝堂の出口近くの長なが椅い子すに留まった。目線の高さは、自分たちより下にある。

『少なくとも教会は擁よう護ごするに値あたいしない。あんたは悪あく弊へいを正したいらしいが、ならば我々はこう提案する。連中を矯きよう正せいするには辻つじに引きずり出して首を吊つるし、一度叩たたき潰つぶすしかないと』

　シャロンだけならば、人ならざる者ということからなにがあっても驚おどろかないが、徴ちよう税ぜい人組合に集つどう者たちまでが共通の恨うらみを教会に抱いだいていると言う。皆かい目もく見当もつかないが、話を聞いてからでも遅おそくはないと思った。少なくともシャロンは、知ってもらいたいと言っているのだ。

　話し合いができるならば、それに越こしたことはない。

「では、お話をお伺うかがいできますか。その上で、なお止める可能性はありますが」

「兄様を利用しようとするなら、私が嚙かみ殺ころしてやる」

　シャロンはミューリを軽く一いち瞥べつしてから、答えた。

『無む理り強じいはしない。なんにせよ我々に止とまるつもりは毛頭ないからな』

　人を食ったような物言いだが、捉とらえ方によってはシャロンの正直さとも言える。

　無む駄だな言を重ねることはやめ、うなずいた。

　無視されたミューリだけ唸うなっていたが、なだめるためにおざなりに頭だけ撫なでておく。

「ですが、どうすれば？」

　礼拝堂は立ち入り自由だ。朝の礼拝もとっくに終わり、夕刻の礼拝までは間があるが、誰だれか人が来るかもしれない。

『見てもらいたい場所がある。そこに行けば説明もしやすい』

「では──」

　と言いかけて、止まる。

「空を飛んでの道案内は、御ご遠えん慮りよ願いたいのですが……」

　道は大混雑で、空を飛んで誘ゆう導どうされても追いかけられない。ミューリだけならばともかく、自分は道に迷う自信があった。

『大だい丈じよう夫ぶだ。幸い、あんたは儀ぎ仗じよう兵へいの格好だからな』

「？」

　と思ったのもつかの間、シャロンは再び軽かろやかに飛び上がると、とんでもないところに舞まい降おりた。

「ん、なっ！　鶏にわとり！　こら！　降りろ！」

「シ、シャロンさん？」

　シャロンが留まったのは、自分の肩かたの上だった。

『肩かたに鷲わしを乗せた儀ぎ仗じよう兵へいだ。さぞ高貴な家いえ柄がらの者だと思われるに違ちがいない。誰だれもが道を開ける』

　確かにそうかもしれないが、その台詞せりふは歯をぎりぎり鳴らして唸うなっているミューリを見ながらのものだ。間ま違ちがいなく、ミューリの反応を面おも白しろがっている。

　さすがに悪戯いたずらが過ぎると、肩かたから下ろそうとした時のことだ。

『大体、私が人の姿で歩いていれば、いらぬ揉もめ事ごとの原因になる。またぞろ貿易商人組合の阿あ呆ほうどもに絡からまれてもいいのか？　なぜ私が直接ハイランド卿きようの屋や敷しきを訪おとずれなかったか考えろ』

「あっ」

　シャロンは徴ちよう税ぜい人組合の副組合長という立場があった。そういう諸もろ々もろのことを全て勘かん案あんすれば、街の中を自由に動くためには、確かに鷲わしの姿で自分の肩かたに乗っかるのが最適だった。

『わかったら、行け。道を案内する』

　そう言うと、シャロンは一、二度足の置き場を確かめるように踏ふみしめる。

　立派な鉤かぎ爪づめだが、服の布地が良いせいか、それとも力加減があるのか、痛くもないし、ほとんど体重も感じない。耳にさわさわと当たる羽う毛もうも滑なめらかで暖かいと言ったら、ミューリは目玉が落ちんばかりに見開いて怒おこるだろうから、黙だまっておいた。

　現状でさえ、右みぎ肩かたに乗るシャロンをすごい目つきで睨にらみながら、わざわざこちらの右手を握にぎっているのだ。おそらくは、なにかあったら即そく、八やつ裂ざきにできるように、と。

「では、道案内お願いします」

　そう言った自分の声がやや疲つかれたようであったとしても、神はお許しになられるだろうと思ったのだった。

　人の見た目というのは大事なことだ。

　それはよくわかっているが、それでもここまで露ろ骨こつだとなにか不思議な気もしてくる。

　鷹たか狩がりに勤いそしむのは間ま違ちがいなく広大な領地を所有する貴族だから、格式ばった服を着て、肩かたに立派な鷲わしを乗せた者の行く手をあえて遮さえぎろうとする者はいない。

　いつもは蛭ひるのようにまとわりつく歩き売りの棒ぼ手て振ふりでさえ、後難を恐おそれてか道を譲ゆずる。

　シャロンはそんな街の様子など欠片かけらも気にしていないように、空を眺ながめながら、時折曲がり角を曲がるように耳打ちしてくる。

　ミューリは相変わらず不ふ機き嫌げんそうだったが、シャロンから新しくなにかを仕し掛かけられているわけでもないので、ほどなく睨にらみつけるのをやめて、ぶすっとした顔で歩いていた。

　そうしてシャロンに案内されたのは、路地も奥おくまった場所だった。大通りから住宅の密集する区画に入り、洗せん濯たくや水みず汲くみに勤いそしむ女たちが立ち話をする井い戸ど端ばたを二つ通り過ぎ、町中の小さな菜園で日向ひなたぼっこをしている放し飼いの豚ぶたをまたぎ越こえ、大人二人がすれ違ちがえるかどうか、という狭せまさの路地を進んだ先の、古びた建物だった。

「ここですか？」

　尋たずねると、シャロンは返事もせずに舞まい上がり、建物の二階部分の開いていた木窓から中に入ってしまう。

「……ここ、さっきのきょーかいの近くだよ。なんでこんな歩かせたんだろ。場所を誤ご魔ま化かすつもりなら、馬ば鹿かにしてる。私、狼オオカミなんだけど」

　だいぶ不ふ機き嫌げんは収まってはいるものの、相変わらず眉み間けんに皺しわが寄っているミューリが言った。

「古そうな街ですから、袋ふくろ小路こうじの路地だらけなんでしょう」

　地元の者ならば、他人の家の中庭だろうが炊すい事じ場だろうが歩いて抜ぬけて、近道できるのだろう。ここは旅人ならばまず立ち入らない、土地の人々が生活する空間だ。

　その場に立っていると、しんとした静けさが自分の体から音を吸い出していくかのようで、時折遠くから聞こえる赤あかん坊ぼうの泣き声も心ここ地ち良い。ニョッヒラの森の中にいるみたいだと思っていると、扉とびらの向こう側からがちゃがちゃと音がした。

「入れ」

　扉とびらが開くと、簡素な服を身に纏まとった、人の姿のシャロンがいた。

　他人の家には、なぜか特別な匂においがある。

　扉とびらを抜ぬけた瞬しゆん間かんに感じた圧あつ倒とう的てきな生活臭しゆうに、古い記き憶おくが揺ゆさぶられた。

「孤こ児じ院ですか？」

　シャロンが鳥のような無表情のまま、片かた眉まゆだけ吊つり上あげる。

「よくわかったな」

「私は子供の頃ころ、放ほう浪ろう学生でしたから。この手の施し設せつにはよくお世話になりました」

　ニョッヒラに負けないくらい山やま奥おくの村から、家出同然に学問を修める旅に出た。今から思えば信じ難がたい世間知らずさで、貴族や金持ちの家いえ柄がらでもない放ほう浪ろう学生は、ほとんど孤こ児じと変わらなかった。

　貧しい者や行き場のない者を助ける施し設せつには何度もお世話になり、ここの匂においはそういう孤こ児じ院にそっくりだった。

「てっきり良家のお坊ぼつちゃんかと」

　少しだけ見直されたような気がしたが、生き延びてこられたのは純じゆん粋すいに幸運のおかげだ。

「まあいい。ここは察しのとおり、孤こ児じ院だが、誰だれでも受け入れているわけではない」

「それは……聖ルメリア施せ療りよう院のような？」

　有名な修道会の施し設せつで、特とく殊しゆな病に冒おかされて、人のいる場所では生活できない者たちを引き受ける。世の中にはそういう施し設せつがいくつかある。

　すると、扉とびらを閉じ、鍵かぎをかけ、廊ろう下かを歩き出そうとしていたシャロンは、立ち止まって初めて笑えみを見せた。

　皮肉そうな、悲しそうな笑えみだった。

「我々は篤とく志し家じゃない。助けているのは、幼い頃ころの自分だ」

「幼い頃ころの……？」

　シャロンはその問いには答えず、廊ろう下かを奥おくに向かって進んでいく。

　建物は古く、随ずい分ぶん傷いたんでいるが、同時によく掃そう除じされているのもわかる。家具が少なくやや閑かん散さんとした部屋をいくつか越こえ、シャロンは足を止めた。どこの部屋も木の扉とびらなどという贅ぜい沢たくな物はなく、中が丸見えだ。

　そこは納な屋やを改造したような部屋で、一人の大人を囲むように、子供たちが藁わらの上に座すわり込こんで木の板になにかを熱心に書かき込こんでいた。

「悪いな。授業中だったか」

　部屋の中に声をかけるシャロンの後ろから見やれば、自分と同い年くらいの若い青年と目があった。特とく徴ちよう的な佇たたずまいで、一目で聖職者だとわかる。服装から判断すれば、街の人々の生活に直じかに接する低級の司祭職だろう。

「いえ、もう終わるところでしたが……シャロンさんこそ、この時間に珍めずらしいですね。それに……そちらの方たちは？」

　気がつけば、青年のみならず、部屋の中にいた子供たち全員の視線を集めていた。

　しかも、そこには悪い意味での緊きん張ちようを伴ともなっている。

　そのことに戸と惑まどいつつ、自分たちの服装のせいかと気がついた。

「安心しろ。官かん吏りではないし、教会の手入れでもない。敵ではないよ」

　シャロンは言って、「今のところはな」と付け加えた。

「来てくれ」

　顎あごをしゃくると、青年はやや戸と惑まどいがちではあったがうなずき、周りに座すわっている子供たちに昼休きゆう憩けいを告げている。子供たちは早めに勉強が終わって嬉うれしそうだった。

　年ねん齢れいがばらばらの子供たちが部屋から出てきて、好こう奇き心を隠かくすことなくこちらを見る。揃そろって別の部屋に移動していくので、食堂かどこかに行くのだろう。中にはまだ指をくわえているような年とし頃ごろの子もいて、姉と思おぼしき子供が手を引いていく。

　一行を見送ると、急に辺りが静かになったような気がした。
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「子供は好かん」

　シャロンはそう言いながら、顔つきは少し穏おだやかに見えた。

「で、この客だがな。薄はく明めいの枢すう機き卿きようだ」

「えっ」

　声を上げたのは、青年ではなく、ほかならぬ自分だ。

　隠かくすことではないと思うものの、なにかもっと手順のようなものがある気がする。

　それに、目の前の青年は間ま違ちがいなく聖職者だった。今、ウィンフィール王国のどこの町も、聖堂は扉とびらを閉じ、礼拝堂は開店休業だろう。この街の小教区の礼拝堂からも、教会の紋もん章しようが取り外されていた。

　ということは聖務を行えず、聖務が行われなければ聖職禄の支し払はらいは止まり、聖職者は収入を失う。ここで教きよう鞭べんをとっているのは、食くい扶ぶ持ちを稼かせぐためなのではとも思えた。

　彼かれの困こん窮きゆうの原因の一いつ端たんに、自分がいる。いわば敵と味方であり、どんな非難を向けられるかわからない。

　そんなふうに固かた唾ずを吞のんだ直後だった。

　青年の顔にたちまち笑えみが広がり、シャロンを押おしのけるような勢いで近づいてきたかと思うと、がっしりと両手を握にぎられた。

「では、あなたが、聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくを？」

「え？」

「お噂うわさはもちろん耳にしています！　ですがなによりも、あの俗ぞく語ご翻ほん訳やくの草そう稿こうの写しを手に入れた時、私は閉じていた目が開く思いでした！　これからの司牧の方法とは、まさにこれなのだと！」

　握にぎられた手をぶんぶん上下に振ふられ、呆あつ気けに取られてしまうが、少なくとも敵意を向けられているわけではなさそうだ。

　青年は満面の笑えみと興奮で、こちらの手を離はなすと隣となりのミューリにも恭うやうやしく腰こしを曲げ、握あく手しゆをしていた。ミューリはやや驚おどろきながら、楽しそうに微笑ほほえんでいる。

　そして、シャロンの咳せき払ばらいでようやく己おのれの興奮具合に気がついたらしい青年は、はっとなって、背筋を伸のばしていた。

「と、取り乱しました。すみません。私はクラーク……クラーク・コメンダと言います。ラウズボーン大司教区第十二小教区で、補司祭を務めております」

　今度はゆっくりと手を差し出してくる。

　右手のペンだこに気がつき、あの礼拝堂の冊子のことに思い当たる。

「トート・コルと言います。身分は、放ほう浪ろう学生と変わりません。薄はく明めいの枢すう機き卿きようなどと呼ばれて困こん惑わくしているのですが……それより、もしかしてあなたが、礼拝堂の冊子を？」

　クラークの顔にたちまち笑え顔がおが満ちる。

「はい」

　誇ほこらしげな、親しげな、同時にどこか助けてやりたくなるような弱さを感じさせる笑え顔がおだった。聖職に就つく人間は、ミューリが言うようにどこか間が抜ぬけているのが共通なのかと思ったが、その理由をシャロンが教えてくれた。

「こいつは聖職禄が停止されていて、自分の食べるパンさえもろくにないのに、すべての金を紙とインクに費ついやし、街のあちこちの礼拝堂に冊子を配っている。大聖堂の連中と敵対しているという意味では、このクラークはあんたの仲間だろう」

　クラークはシャロンの荒あらっぽい紹しよう介かいにはにかむような、困ったような笑えみを浮うかべていた。

　そう言われてみれば、クラークから感じる弱さは、生き物としての弱さのようにも思える。

　肌はだはくすみ、ともすると頰ほお骨ぼねが目立つ。ゆったりとした服を着ているのも、瘦やせた体を隠かくすためかもしれない。

「やめてください、シャロンさん。最近は教区の人々が色々と持ってきてくれているので、食べるのに困ってはいません」

「そうは見えないがな。余った物は孤こ児じ院の外の貧ひん窮きゆう者に配っているのだろう？」

「えっと、それは……。あの、それに、私は大聖堂の敵でも……」

　その言葉は弱々しく、目を逸そらしてしまう。

　シャロンはため息をついて、こちらを見た。

「こういう奴やつだが、教会側に見つけた我々の数少ない味方だ。この孤こ児じ院でも、連中に読み書きを教えてくれている」

　シャロンとクラークを見比べてから、ちらりとミューリを見る。

　クラークが講義をしていた部屋の中を興味深そうに見ていたミューリは、こちらの視線に気がつくが、警けい戒かいの色はない。ひとまずシャロンやクラークが、なにかこちらを陥おとしいれようと策を練っているわけではなさそうだった。

「ここはどういう孤こ児じ院なのですか？　どこかの修道会の付属施し設せつでしょうか」

　救きゆう貧ひん院、施せ療りよう院、養老院、それに、孤こ児じ院。

　町や町はずれに作られるそれらの施し設せつは、大たい抵ていが教会や修道会の付属施し設せつだ。

　そうなると、教会の財産を巻き上げる徴ちよう税ぜい人であり、同時に教会の人々を引きずり出して辻つじに吊つるすと息巻く鷲わしの化け身しんであるシャロンが自由に出入りするのは、やや奇き妙みような気がする。

「いいや、私設のものだ。私や仲間の徴ちよう税ぜい人が費用を負担し、残りはこのクラークの人望が引き寄せる寄付で賄まかなっている」

　意外だった。

　教会を蛇だ蝎かつのごとく嫌きらうシャロンが、街の小教区の補司祭を置いて、子供たちに教育を施ほどこしている。しかも、シャロンは「助けているのは過去の自分だ」と言っていた。つまり、ここに集つどう子供たちにはシャロンや徴ちよう税ぜい人となにかしらの共通項こうがあるはずだが、すべての事情をまっすぐに貫つらぬく理由というものを、やはりまったく想像できなかった。

　だから、油断していた。

　自分はミューリの言うように、世の中の暗い部分には、まるっきり目が向かないのだ。

「ここに集めた孤こ児じは、教会の落とし子さ」

　シャロンの言葉に、クラークがなにかを言おうとして、結局うつむいてしまう。

　徴ちよう税ぜい人をまとめ上げる鷲わしの化け身しんは、怒いかりのあまりだろう、口を笑えみの形に歪ゆがめて言った。

「私や徴ちよう税ぜい人も含ふくめ、ここにいるのはいわゆる聖職者の〝甥おい〟や〝姪めい〟だ。それも、厄やつ介かい払ばらいされて捨てられた身のな」

　息をするのも忘れていた。その可能性をちらとも考えなかったからでもあり、同時に、シャロンや徴ちよう税ぜい人たちの行動がすべて理解できたからだ。

　教会にそういう慣習があることはもちろん知っている。知らない者がいるはずもない。妻帯できないはずの聖職者の多くが非公式に妻を持ち、家庭を持っていることなど、公然の秘密すぎて、誰だれも秘密とすら思っていない。

　ミューリが懲こりずに自分の嫁よめになりたいと喚わめくのは、そういう悪い習慣のことを知っているから、というのも理由の一いつ端たんだろう。

　だが、そうなるとシャロンという存在はあまりにも特とく殊しゆな意味を帯びすぎていた。シャロンは人ならざる者にして、聖職者が戒かい律りつを破った末に生まれ、捨てられた、私生児なのだから。

「連中を辻つじにぶら下げたいと願う理由が、わかったか？」

　身勝手に産み、身勝手に捨てる。

　その口で、純潔と清せい貧ひん、敬けい虔けんを説く。

　恨うらみ、とシャロンは言った。そして、なぜ徴ちよう税ぜい人だったのかも、理解ができた。

　徴ちよう税ぜい人は流れ者が引き受ける仕事であり、後うしろ盾だてを持たない孤こ児じは長じてさえ、どこの町や村でも半はん端ぱ者だ。徴ちよう税ぜい人のような嫌きらわれ役でも、仕事にありつけるだけましのはず。彼かれらは産まれのためにひどい苦労をし、生き延びてきた。その彼かれらがどこかの町で教会を見るたびに、そこでは聖職者が神の福ふく音いんを説きながら、良い暮らしをしているのだとしたら。

　しかも、シャロンだ。

　ミューリの母は賢けん狼ろうホロであり、人であるロレンスとの間に生まれたが、あの夫ふう婦ふは音楽と笑いに満ちなにかにつけ楽観的な温泉郷のニョッヒラでさえ、なお笑いを誘さそうほどに仲が良い。

　だが、すべてがそんな奇き跡せきに満ちているわけではない。

　ミューリには見せたくない、世の暗い面を歩いてきた実例が、目の前にいた。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう」

　シャロンがその二つ名を呟つぶやくと、食べる物さえ事欠きながら聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくを筆写しているというクラークも、顔を上げた。

「我々に力を貸してくれ」

　まっすぐな視線と言葉に、身じろぎひとつできない。

「あの、腐くさりきった教会を叩たたき潰つぶすために」

　シャロンの言葉は、静かな路地の奥おくでもなお、静かな落ち着いた声だった。

　そして、それゆえに、怒いかりと恨うらみの根の深さがわかる。

　説得でどうにかなるものではない。

「あんたは、私らのせいで教会と戦いくさになるかもしれないと言ったな」

「それは」

「聞け。確かに、そうだろう。その結果、王国の人々に不幸が降りかかるだろう。だが、ここで教会を叩たたき潰つぶすことができれば、私らや、この孤こ児じ院にいる子供たちのような存在が出ることはなくなるだろう。それは正義ではないのか？」

　たった一人の、我が欲よくのためにそうしているのではない。

　シャロンにもまた、大義名分と、同じ辛つらさを分かち合う多くの仲間がいる。

　彼かの女じよの行動には、根こん拠きよと、正義がある。

「それともなにか」

　シャロンは足元を見下ろしてから、睨にらみ上げるように言った。

「あんたは教会の味方で、我々の邪じや魔まをするか？」

　シャロンの右手が不ふ穏おんに動く。

　こんな場所まで連れてきたのは、シャロンが腹を割って手の内を見せてこちらを説得するためだけではなく、意に沿わなかった時には秘密裏りに手を下すためだったのでは。

　シャロンが口にしているのは、話し合いでどうにかなる話題ではない。

　当然、その場しのぎの噓うそと追従で誤ご魔ま化かせるとも思えない。

　誰だれもが次の一手のために息を詰つめていたまさにその時、遠くの部屋でなにかが倒たおれる大きな音がした。一拍遅れ、子供の泣き声まで聞こえてくる。

「……」

　火がついたように泣く子供と、わーきゃーと騒さわぐほかの子供の声。

　毒気を抜ぬかれるには、それで十分だった。

「シャロン、僕ぼくは子供たちを見てくるよ」

　クラークはそう言ってシャロンの肩かたを叩たたき、こちらを見ると目礼して奥おくのほうに消えた。

　その様子を見るに、もしかしたらクラークは元々シャロンのことを止める予定だったのかもしれない。そして、これも全くの予想だが、シャロンはクラークに止めてもらえるとわかっていたのではないか。

　二人はそれくらい、気心が通じた仲であることが感じられた。

「ねえ」

　そこに声を挟はさんだのは、意外にもミューリだった。

「ねえ、鶏にわとり」

　その言葉に、クラークの消えたほうを見やっていたシャロンの目が鋭するどくなってミューリに向けられるが、ミューリは怯ひるみもしない。

「鶏にわとりの話、聞かせてよ」

「……」

　無言のシャロンに、ミューリはこちらの手を握にぎってから、言った。

「私の兄様は頼たよりないことがほとんどだけど、たまにはとっても役に立つ」

　雑な言い方に顔をしかめると、ミューリは悪びれず、にひひと笑ってみせる。

「それに、大体は私たちの味方。まあ、一番は私の味方だけど」

　そんなところで張り合うのはともかく、ミューリの荒あらっぽい紹しよう介かいに真実がないわけでもない。

　咳せき払ばらいをして気持ちを調ととのえると、シャロンに向けて言った。

「シャロンさん。私はあなたを説得しようとは思いませんし、私がシャロンさんの目的……血の復ふく讐しゆうに完全に同意することはないでしょう。ですが、私も教会の悪あく弊へいは正すべきだと考える人間です。完全に協力はできずとも、一部は協力できると思います。あるいは」

「最悪でも、我らの邪じや魔まをしない、か？」

　そこにすぐ同意できるほど、自分も初う心ぶではない。なにせ、ことは王国の行く末を左右しかねない話なのだ。

　口を閉じると、シャロンはじっとこちらを見つめた後、疲つかれたようにため息をついた。

「なんにせよ、力ちから尽ずくで、というには犬が邪じや魔まだからな」

「犬じゃない！　鶏にわとり！」

　町中で見かけるカラスと犬の喧けん嘩かみたいだが、どちらも本気で言っているようにはもちろん見えない。

「まあいい。同情を引けば、それだけやりやすくなる。話をしよう」

　シャロンはそんなことを言って、木窓の外に向けて顎あごをしゃくった。

「この時間なら、中庭に日が当たる。犬にはぴったりだろ」

「うぐるるる」

　これは割と本気で唸うなっていたミューリの頭を、なだめるように撫なでてから外に出たのだった。

　お世辞にも優美とは言えない建物が、互たがいにもたれかかるようにして建ち、ぐるりと取り囲んでいた。

　その中庭は、中庭というよりも適当に建物を建てたらたまたまできてしまった空間のようにも見えたが、確かに日光が降り注いでいて、緑もある。小鳥が平和そうに、草むらでなにかをついばんでいた。

「お前ら、どこかに行っていろ」

　シャロンが手を払はらうと、小鳥たちが飛び立った。どうやら、小動物を手なずけるのは、イレニアだけではなく街で暮らす人ならざる者たちの常じよう套とう手段のようだ。

「さて、なにから話せばいいか」

　誰だれかが日向ひなたぼっこ用に置いたのだろう木箱に腰こしかけ、シャロンが言った。残る木箱はひとつしかなく、ミューリに譲ゆずろうかと思ったら逆に手を引かれ、座すわらされてしまう。ミューリはどうするのかと思ったら、当たり前のように膝ひざの上に座すわってくる。

　甘あまえん坊ぼうの女の子みたいなことをしたがるくせに、ミューリは鋭するどさも併あわせ持もっている。

「鶏にわとりの母様はどうしたの？」

　一息に要点を突つき刺さされ、さしものシャロンも目を見開いていたが、ほどなく肩かたをすくめたのはそこから話すのが早いと思ったのかもしれない。

「私の母は、美しい金の翼つばさを持つ黄金鷲わしだ」

「へえ～。金の翼つばさ……」

　シャロンのことを鶏にわとりと呼ぶミューリだが、金の翼つばさを持つ鷲わし、という言葉には素す直なおに心惹ひかれているようだ。シャロンはそんなミューリにやや戸と惑まどっていたが、悪い気はしなかったらしい。

「それで、どういうめぐりあわせかは知らないが、教会の聖職者に引っかかった。しばらくは平和に暮らしていたそうだがな」

　妻帯を禁じられる聖職者と、あろうことか人ならざる者の道ならぬ恋こい。

　吟ぎん遊ゆう詩し人じんならば、なんと歌うだろうか。

「だが、連中は大たい抵てい、出世に際して身辺を綺き麗れいにする必要に迫せまられる。田舎いなかの小さな町の教会ならば、そこの主はちょっとした王の身分だからそんな必要もないのだろうが、こういうでかい街の教会に来るには、必要な手順だそうだ」

　小さな司教区から大きな司教区に移るとなれば、住む場所もなにもかも変えなければならない。市壁を越こえて移り住むとなれば、身みの証あかしを立てる必要も出てくるし、子供がいれば誰だれの子供かということになる。

「もちろん、連中も組織的に腐くさった習慣を繰くり返かえしているからな。邪じや魔まになった母子を切り捨てるのも慣れたものだ。奴やつらは赤子の洗礼名めい簿ぼを書かき換かえて別人とし、さらには埋まい葬そう名めい簿ぼに名前を書きくわえて架か空くうの夫に死んでもらう。あっという間に、善き夫に先立たれた子持ちの寡か婦ふの出来上がりだ。その母子と、本当の父親との間には、なにもない。綺き麗れいさっぱり、別々の人生を歩んでいると書類が証明する」

　その話に、ミューリが膝ひざの上で身じろぎして、こちらを見た。

　噓うそでしょう？　と驚おどろいていた。

「あくまで書類上の話ですが……そういうことはできると思いますよ」

　服を着き替かえるだけで人々の見る目が変わるように、紙とインクによって人の存在など簡単に書き換かわるのだ。

「とはいえ、真実はどうしたって漏もれる。そもそも土地の人間は全員真実を知っているんだからな。噂うわさは容易に広まっていく。元々、聖職者の妾めかけということでいい暮らしをしていた分、周りは冷たく、母子に身の置き所はなくなっていく。大たい抵ていは元の町や村、あるいはそこと繫つながりのあるような土地にはいられなくなって、どこか遠い土地に行く。そうなれば」

　と、シャロンはため息をついて、肩かたを落とした。

「子供は邪じや魔まになる。ましてや身分証を持ちつつも、なぜか遠方の土地からやって来た子連れの女だ。市壁の検問で間ま違ちがいなく引っかかる。重罪を犯おかした者の係けい累るいではないのか。なにか不ふ貞ていを働いて家を追い出された者ではないのか。あるいは……教会や貴族から捨てられた、妾めかけの母子ではないのか、とな」

　シャロンは顔を上げ、太陽を眩まぶしそうに見上げてから、続ける。

「大たい抵ていの母親は疲つかれきり、どうにもならなくなって、子供を教会や修道院の前に置き去りにする。教会にひどい目に遭あわされたというのに、頼たよるのがそこしかないのは皮肉なものだ」

「そんな……」

　ニョッヒラでも随ずい一いちのおしどり夫ふう婦ふの娘むすめには、想像もつかない陰いん惨さんな話だろう。

「じゃあ、あなたの……母様、も？」

　ミューリはシャロンのことを鶏にわとりと呼ばなかった。

　シャロンはそんなミューリを見て、肩かたをすくめた。

「あの孤こ児じ院にいる子供らは、今の話と似たり寄ったりの経けい緯いを経ている。クラークの奴やつは賢かしこかったこともあり〝甥おい〟として父親の手元に残され、聖職者の下したっ端ぱになった。母と私の話はまた別だ。なにせ羽を広げればそこらの家をすっぽり包くるめるほどの見事な黄金鷲わしなのだから、私の食くい扶ぶ持ちを森から捕つかまえてくるくらいわけはない。なんなら森の獣けものを根こそぎ捕つかまえて、毛皮商と肉屋に売れば大おお儲もうけだってできただろう」

　そんなふうに語るからには、そうはならなかったのだ。

「母は長い時を生き、人と番つがいになるのがどういうことかわかっていた。歳としを取らないことを隠かくせるはずもなく、正体を明らかにし、それでもなお、互たがいにその溝みぞを越こえ、手を取った。それだけ相手を信しん頼らいしたのだ。だが、だが……」

　シャロンの目から、光が消える。日の光の下にあってなお、恨うらみの色に瞳ひとみが染まる。

「あいつは、その母を裏切った。己おのれの出世のために」

　膝ひざの上でミューリが身じろぎしたのは、剝むき出だしの憎にくしみに圧あつ倒とうされたのだろう。

「そして、母は人の世というもの、そのものが耐たえられなくなった。私を置いて、西の海の向こうに飛んでいったらしい」

　瞳ひとみから恨うらみが薄うすれ、悲しみと哀あい愁しゆうの色に変わる。

　ただ、シャロンの言葉にわずかに引ひっ掛かかりを覚えた。

「らしい、というのは？」

　シャロンは顔を上げ、疲つかれたように首を傾かしげる。

「私はその時まだ乳ち飲のみ子ごだ。母が私を預けた羊の爺じじいから聞いた話だ。その爺じじいはあろうことか修道院で羊飼いをしていてな、我らはどうあがいても、教会の網あみから逃のがれられないらしい」

　だからすべてに火を放ち、滅ほろぼしてやる。シャロンの恨うらみは絡からまりあった網あみのように、その身を捉とらえている。

　一方で、自分は世の狭せまさというものを実感していた。

「もしかしてその羊とは、黄金羊では？」

　シャロンははっきりと、驚おどろいていた。

「ハスキンズを知っているのか」

「すべての道は交わり、繫つながっているようです」

　つい口から出てしまった聖典の引用に、シャロンは鼻を鳴らしていた。

「ねえ、じゃあ、あなたの母様は、イレニアさんの目指している西の大陸に行ったの？」

「はあ？　ああ、あの話か……。西の大陸の伝説は、この王国や、大陸でも西端の海沿いに住む連中の間で語かたり継つがれているものだ。爺じじいも私を納なつ得とくさせるために、そう言ったのだろうよ。私は信じちゃいない」

　シャロンの投げやりな態度に、西の大陸を信じているミューリはむっとしていた。

「私は鯨くじらさんから聞いたよ。あり得ないことじゃないって」

「……なに？」

「まあ、その鯨くじらさんも到とう底てい泳いでいけないし、行くつもりもない、とは言ってるんだけど……」

　シャロンは話にならんとため息をつくが、ミューリは言いい募つのる。

「でも、言ってたよ。海の底の深い場所に、信じられないくらい巨きよ大だいな足あし跡あとが残っていたって。その足あし跡あとははっきり西を向いていたって」

「足あし跡あと？」

　ミューリは立ち上がり、言った。

「月を狩かる熊くま」

　人ならざる者ならば、彼かれらの仲間内で必ずや一度は耳にしたことがあるはずの、伝説の災さい厄やくだ。

　シャロンは目をぱちくりとさせ、言葉を失っていた。

「……噓うそだろう？」

「私が噓うそついてるっていうの？」

　またぞろ睨にらみ合あいが始まりそうだったので、口を挟はさむ。

「オータム様が、軽々しくなにかを口にする方でないのは確かです」

　鯨くじらの化け身しんのオータムもまた、一ひと癖くせある人物だが、噓うそはつかないだろう。

「……西の海の果ての、大陸か……」

　シャロンは小さく言って、嫌いやそうに目を細めた。

　自分の母が飛んでいった西の海の、その先にあるという大陸。そこを目指して飛んでいったという話は、ハスキンズがせめてもの優やさしさでした作り話、という可能性は大いにある。

　だが、シャロンがその可能性を頭ごなしに否定しようとする気持ちも、わかる気がした。

　なぜならシャロンの鷲わしの姿は、優美で勇ゆう猛もうではあるものの、ミューリのように森にいてもおかしくはない普ふ通つうのものである。おそらく自分の羽では、到とう底ていその大陸を目指すことはできないとわかっている。絶対に届かない場所に焦こがれるのは愚おろか者もののすることで、愚おろか者ものでないのならば、とても辛つらいことに違ちがいない。

　イレニアなどは、羊は空を飛ぶことも海を泳ぐこともそもそもできないとわかっているからこそ、逆説的に大陸の話を追いかけられるのかもしれない。

　そう思っていると、シャロンも木箱から立ち上がり、言った。

「その大陸があろうとなかろうと、私のすべきことは決まっている。教会の屑くずどもを辻つじに引きずり出し、縄なわで吊つるすまでだ。復ふく讐しゆうが果たせなければ、なんにせよ母に会うことなどできない」

　同意を求めてはいないし、共感さえも望んでいないかもしれない。

　シャロンは孤こ児じ院の建物のほうをちらりと見てから、こちらを見た。

「相手は強大な教会組織だ。徴ちよう税ぜい権を盾たてにして、大手を振ふって責めたてられるような好機は、もうこの先二度とないだろう。邪じや魔まだけはしてくれるな」

　そして、歩き出し、すれ違ちがいざまに小声で付け加えた。

「クラークは私の正体を知らない。余計なことは言うな」

　返事をする間もなく、シャロンは扉とびらを開け建物の中に入る。子供たちの騒さわぎ声が木窓の隙すき間まから聞こえてくる。

「ふん。意い気く地じなし」

　気がつけばミューリが側に立って、腰こしに両手を当てていた。

「自分が飛んでいけないからって、大陸なんてないって自分に言い聞かせるなんて」

　どうやらシャロンについて同じことを思っていたらしいが、意い気く地じなしとは思わない。

「苦労をされてきたのでしょう。現実的なんですよ」

　人はパンのみで生きるにあらずと聖典にはあるが、かといってパンがないのに聖典だけ与あたえられても飢うえは凌しのげない。シャロンにもたくさんの葛かつ藤とうがあって、今この街にいるはずなのだ。

「それに、シャロンさんの怒いかりは、シャロンさんだけのものではなさそうですから」

「どういうこと？」

　ミューリの問いに、ゆっくりと息を吸ってから、答えた。

「徴ちよう税ぜい人の人たちをまとめ上げているでしょう？　その上、この孤こ児じ院です。シャロンさんは、困難に陥おちいっている人を無視できるような人ではないのですよ。だから、西の海の果てのことは気になりつつ、頭から追い出さざるを得ないのでしょう」

「……」

　犬呼ばわりされていた怒いかりがまだ若じやつ干かん残っているのか、ミューリは不服そうな顔をしたが、否定はしなかった。

　子供たちが食事に向かう行列を見て、シャロンは子供は好かないと言った。

　けれどもあの時の和やわらいだ表情に、目め敏ざといミューリが気がつかないはずがない。

「あの鶏にわとりの怒おこる理由には、もちろん、私も同意するよ」

　また鶏にわとり呼ばわりに戻もどったが、それが逆にシャロンへの親しみを感じさせて、微笑ほほえましくなってしまう。

「……なんで笑ってるの」

「なんでもありません」

　ミューリもまた心優やさしい少女に育ってくれたと、兄として嬉うれしくなる。

「ただ、とにかく誰だれをとっちめればいいかはわかったよね」

　その言葉には、強く同意する。

「シャロンさんたちとは目指す『距きよ離り』こそ違ちがいますが、方向は同じのようです」

　シャロンたち徴ちよう税ぜい人が、王国に混乱をもたらし内乱を起こすためクリーベンド王子に雇やとわれた先兵ではない、とわかっただけでも収しゆう穫かくだった。そうであるならばシャロンたちを敵とみなす必要はないし、共きよう闘とうできない理由にもならない。また、彼かれらの戦う理由が怒いかりであるというのも、むしろ和解への可能性を示すものと受け取れた。

　そもそも復ふく讐しゆうなどなにも産みはせず、どうにかして止めるべきなのだから。

「でもさ、兄様」

「なんですか？」

　そう聞き返した直後のこと。

　ミューリに飛びつかれ、危あやうく座すわっていた木箱からひっくり返りかけた。

「ミ、ミューリ？」

　なんなのかと思ったら、ミューリのフードの中、ローブの下では、狼オオカミの耳と尻尾しつぽが膨ふくらんでいた。

「兄様は、私のこと放り出したりしないよね？」

　息が止まったのは、一いつ瞬しゆんのことだった。

　そんなことするはずない、という自信があるし、いつも自信満々なミューリにも、やっぱりまだか弱い女の子の部分が残っているのだとわかって、むしろほっとした。

　こちらの胸に顔を押おし当あてたままのミューリの瘦やせた背中を撫なでながら、こう言った。

「あなたの悪戯いたずらやお転てん婆ばがあまりにひどかったら、わかりません」

「んなっ」

　顔を上げたミューリを見つめ返し、微笑ほほえんでみせる。

「あなたはお行ぎよう儀ぎ良い女の子のはずですから、そんな心配はないでしょう？」

　たちまちむくれ、また胸にしがみついてくる。

　ばたばたと尻尾しつぽが不ふ機き嫌げんそうに揺ゆれた後、ふとその動きが止まる。

　そして、ミューリは小さく言った。

「くそったれの教会を、とっちめて」

　ミューリはなにが正義かを知っている。

　こちらの胸に顔を当てたまま上げないミューリに、頰ほおを緩ゆるめ、その頭に口づけをする。

「女の子が、くそなどと言ってはいけません」

　すると、たちまち尻尾しつぽがばさばさと抗こう議ぎの声を上げる。黙だまっていれば貴族の娘むすめそこのけの可愛かわいさだが、やっぱりこういうところは山育ちのお転てん婆ば娘むすめだ。

　けれども、ミューリはシャロンのために怒おこることができる。それこそ貴族の娘むすめにも負けない、ミューリの高潔さだろうと思う。

「ほら、こんなところをシャロンさんに見られたら、またなにか言われますよ」

　背中を軽く叩たたくと、尻尾しつぽをばたばたさせたミューリは、嫌いやそうに顔を上げる。

　そして、上目づかいに睨にらんでくる。

「最後にもう一回ぎゅってして」

　やれやれとため息をつき、「はいはい」と姫ひめの言うとおりにしたのだった。

　シャロンたち徴ちよう税ぜい人が単なる金目当てでなく、それどころかクリーベンド王子の先兵ですらなく、彼かれらには彼かれらの大義名分があったというのは、とても大きな収しゆう穫かくだった。

　もちろん、そこにあるのは信しん仰こうの理念などではなく、自分たちの過去を懸かけた切実な戦いではあるが、教会の悪あく弊へいを正すという意味では同じ方向を向いているし、彼かれらの苦しみを癒いやすことは神の御み心こころにもかなっているはずだと思えた。彼かれらのような者たちを支えずして、どうして自分は正しい信しん仰こうの在りかたなどというものを高らかに謳うたうことができるだろうか。

　なんとしてでも教会と商人たちを切きり離はなし、王国が物資不足で混乱に陥おちいったり、その隙すきを突つかれて戦いくさになるような事態を回かい避ひしたうえで、教会と対たい峙じする必要がある。

　そして、教会の悪あく弊へいは、絶対に、正さなければならない。

「最優先になるのは、やはり商人さんたちのことですよね」

　彼かれらが異様な結束力を示している理由がわかれば、そこにくさびを打うち込こむことで、教会から離り反はんさせられるかもしれない。そして商人という武器を失えば、教会も戦いくさに臨のぞむのは躊躇ためらいが生まれるだろう。

　ただ、ややこしい神学の話ならば多少の自信はあっても、商あきないの話となるととんと疎うとい。ましてや煙けむりのように変へん幻げん自在な商人の心のうちなどわかりようもない。

　自分に彼かれらの思おも惑わくを見み抜ぬくことなどできるのだろうか、という不安ばかりが募つのっていくが、自分の隣となりにいるミューリを見れば、その想おもいも少しだけ変わる。なにせ、不可能かどうかと言えば、今までの冒ぼう険けんだってそうだった。戦いに挑いどむのは自分だけではない。

　孤こ児じ院を出てからの道すがら、その最も頼たよりになる相棒であるミューリと、商人たちへの対策を話していた。

　ミューリは手っ取り早いのが好きなので、小こ僧ぞうの格好をして商会に雇やとわれて探さぐってくると主張するのに対し、こちらはいざとなったらミューリの父親であるロレンスを呼び寄せるべきではないかと提案した。

　なにせロレンスはかつて凄すご腕うでの行商人で、北の地の経済状じよう況きようを一変させてしまったような人物だ。商人の問題に関してこれほど頼たよりがいのある者もいないと思うのだが、ミューリは思いきり嫌いやそうな顔をしていた。

　そんなに邪じや険けんにしなくても……と思ったら、ミューリは理由を教えてくれた。

「父様が来たら、母様も来るじゃない」

　わがまま放題のミューリだが、母親のホロにだけは逆らえない。それに、周りからすれば微笑ほほえましい夫ふう婦ふ仲も、実の娘むすめからしたら暑苦しいものに映るらしい。

　その辺りの感覚は純じゆん粋すいに子供らしいのだが、尊重はすべきだろうし、自分としてもロレンスと賢けん狼ろうホロを呼び寄せるのは最後の手段にしたい。あの二人に簡単に頼っては、一人立ちしたと言えなくなってしまう。

「うーん……とはいえ、私たちだけでは戦力不足なのも事実です。手紙ならまだ……あるいは、ヒルデさんに頼たのむというのも……きっとハイランド様はヒルデさんに直接お話を聞いたわけではないでしょうし……」

　と、ああでもないこうでもないと考えていたら、ミューリが痺しびれを切らしたように言う。

「だからそこは、私がこの街の商会に密みつ偵ていとして潜もぐり込こめばいいって」

「あのですね、遊びではないのですよ」

「はあ～？　兄様は私がどれだけ活かつ躍やくしてきたか忘れたの!?」

　そんなやり取りをしながら向かっていたのは、黄金の羊歯しだ亭ていではなかった。さしものミューリも、シャロンのあんな話を聞かされた上、孤こ児じ院で暮らす子供たちを見た後で羊肉に舌した鼓つづみを打つ図太さは持ち合わせていなかったらしい。自分もまた、小こ銭ぜにではあったが寄付箱にそっと貨か幣へいを足してきていた。

　そんなわけで露ろ店てんで少し買い食いをした後、ハイランドの借り上げている屋や敷しきに向かっていたのだが、門もん扉ぴにたどり着く前にミューリが鼻をひくつかせてなにかに気がついていた。

「……嗅かいだことのない良い匂においがする」

「ミューリ。年とし頃ごろの娘むすめはそんなはしたないことしませんよ。それに、さっき食べたばかりじゃないですか」

　呆あきれて言うと、ミューリは珍めずらしくちょっと傷ついたような顔を見せた。

「兄様の馬ば鹿か！　食べ物の話じゃないよ！」

「そうなんですか？」

「兄様は私のこと子こ供ども扱あつかいしてばっかり！　もう、全然、違ちがう。なんかすごく濃こい、お花の匂においがするんだよっ」

　花弁の砂糖漬づけではないのかと思うが、濃こい花の匂においとなれば、香こう水すいかもしれない。

　そう思いつつ、下男に門もん扉ぴを開けてもらって敷しき地ちに入れば、空中廊ろう下かの下に、立派な四頭立ての馬車が止まっていた。

「ハイランド様にお客様ですよ。多分香こう水すいの残のこり香がですね」

「香こう水すい？　あー、良い匂においがするけど食べられないやつ」

　色気より食い気なことに、ちょっと安心する。

「それにしても立派な馬車ですね。貴族様でしょうか」

「どこから来たんだろう。嗅かいだことのない色々な良い匂においが、すっごいたくさんする」

　馬車の背は高く、幅はばも広く、大人が六人か八人は優に乗れるだろう。黒塗ぬりの車体には優美な彫ちよう刻こくがなされ、要所にだけそっと施ほどこされた金の装そう飾しよくが、神秘的な威い厳げんを纏まとわせている。

　取りつけられた窓も磨みがき抜かれた硝子ガラス板で、それだけでひと財産になりそうだ。

「ほら、行きますよ」

　放っておいたら馬車の中にまで上あがり込こみかねないミューリの手を引いて、屋や敷しきに入る。

　ハイランドに来客ということは、シャロンに関する報告は夜になるだろうか。できれば早くにシャロンたちのことを報告し、商人と教会の繫つながりを暴あばく件を真しん剣けんに話し合いたかったのだが……と思っていたら、ひょんなところから顔を見せた下女と行き会った。

　挨あい拶さつをし、ちょっとハイランドの様子でも聞こうかと思った矢先、逆にこう言われた。

「コル様、これはようございました。ハイランド様や、皆みなさまがお待ちかねでございます」

「え？」

　聞き返し、隣となりのミューリを見てしまう。ミューリも不思議そうな顔をして、首をひねる。

「もしかして、父様と母様？」

　まさかとは思うが、こんな場所にまで来て、自分たちを待っている人物というのがほかに思い当たらない。そもそも自分たちがここにいることを知っている人物が少なく、羊のイレニアか、さもなくば鯨くじらのオータムくらいだろう。けれども、待たせているとなれば会いに行かねばなるまい。

「でしたら、すぐに部屋で着き替がえて参りますので」

　下女にそう言ったところを、ミューリに口を挟はさまれる。

「いつもの野や暮ぼったい服よりましだと思うけど？」

　聖職を志す者の服なのだから、野や暮ぼったいのはむしろ褒ほめ言葉だ、と意地を張ったところに、「立派なお召めし物ものですから、失礼はないかと」と下女にも言われてしまい、諦あきらめはついた。

「では、このまま行きましょうか」

　下女に案内され、応接室に向かう。部屋から部屋へ、厳いかめしい肖しよう像ぞう画を四枚ほど数えた時だった。閉じられた扉とびらの前で、風変わりな衣い装しように身を包んだ二人組が扉とびらの前に立っていた。

「コル様をお連れいたしました」

　下女は扉とびらの前に立つ二人組に、優ゆう雅がに一礼して見せる。

　二人組は腰こしから金の装そう飾しよくが施ほどこされた長ちよう剣けんを提さげているので、客人の護衛なのだろう。鼻筋がとおり、日焼けした肌はだに黒い髪かみと眉まゆがいかにも異国情じよう緒ちよを漂ただよわせ、金糸と銀糸で彩いろどられた衣い装しように身を包むその姿は、ニョッヒラで見かける旅の役者にも見える。

　寒い北の地ニョッヒラでは人気のある演目、砂さ漠ばくの物語を演じる役者の衣い装しようそのままだった。

　ちらりと隣となりのミューリを見れば、案の定、好こう奇き心で目を爛らん々らんと輝かがやかせていた。耳と尻尾しつぽが出てこないか不安なほどだ。

「中に」

　二人組の片割れが小さく言って、扉とびらをノックした後、返事を聞くために扉とびらに耳をつけてから、ゆっくりと押おし開ひらく。

　すると、自分の鼻でもわかるくらい、心ここ地ち良い花の香かおりが漂ただよってきた。

「おお、コル、ちょうどよかった。人を呼びにやろうかと思っていたのだ」

　王族のハイランドが椅い子すから立ち、わざわざ出で迎むかえてくれる。

　それは光栄でありながらも、客人に対して失礼にあたるのでは、と思ったのも束つかの間ま、恭うやうやしく部屋に招き入れるように見せかけて、一いつ瞬しゆんだけ、真顔を見せた。

　ミューリも当然気がついたらしい。好こう奇き心に浮うわついた顔が、すぐに素に戻もどる。

　自分を訪ねてきたのは、そういう油断のならない人物らしい。

「お客人、薄はく明めいの枢すう機き卿きようが戻もどられたようだ」

　細長い部屋の中、長テーブルの長辺の真ん中に腰こしかけている人物のほうを見て、思わず目を剝むいた。なにせ、その人物は室内だというのに大きな傘かさを広げ、付き人の娘むすめに持たせていたのだから。

　しかもその傘かさというのが、目も覚めるような真っ赤な布に、金糸で動物や草花の絵を描えがき、縁ふちからは銀糸が束に編まれてぶら下がっている代しろ物もので、ミューリでなくとも口をぽかんと開けてしまうに足るものだ。

　その傘かさの表現が、豪ごう華か絢けん爛らん、という言葉以外に考えられないならば、その付き人の娘むすめがまた見たこともないほど美しい。華きや奢しやな金の飾かざり物ものをふんだんにあしらった豊かな黒くろ髪かみの下から、切れ長の瞳ひとみで微ほほ笑えみかけてくる。

　ただ、そのあたりでようやく気がついた。娘むすめの服はそれこそニョッヒラで見かける踊おどり子こにそっくりで、傘かさに描えがかれている動物も、背中にコブを持った馬に似た生き物だった。

　そして、そんな傘かさの下で優ゆう雅がに椅い子すに座すわったままの顔の見えない人物は、聖職者のローブに似てはいるが、細かい紋もん様ようが織り込こまれた贅ぜい沢たくな服を着て、首から特とく徴ちよう的な緑色の宝石をぶら下げている。ここよりはるかに南、あまりに太陽の光が強く、太陽よりも月を愛めでるといわれる土地の叙じよ事じ詩しで謳うたわれる宝石だ。

　砂さ漠ばくの民たみ。

　しかし、砂さ漠ばくの話は知っていても、そんなところに行ったこともなければ、知り合いだって当然いない。

　一体誰だれが、と思った瞬しゆん間かんだった。

「久しぶりだな、コル」

　傘かさの下から聞こえた声に、当とう惑わくした。

　相手が自分の名前を知っているからではない。自分が、相手の声を知っていたからだ。

「ま、さか」

　そうだ。ここに自分がいることを知っている人物が、この世にはもう一人いた。

　傘かさの下の人物が手を払はらうと、付き人の娘むすめが恭うやうやしく大きな傘かさを横にずらす。

　現れたのは、あまりにも懐なつかしい顔だった。

「エーブさん！」
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　自分がミューリと同い年くらいの頃ころ、ロレンスやホロにくっついて冒ぼう険けんとしか言いようのない日々を送っていた時のこと。たくさんの人に出会い、たくさんの経験をした。中でも忘れられない人物を上げろと言われたら、筆頭に来るのがエーブ・ボランの名前だった。

　ロレンスとはまた毛色の違ちがう商人にして、賢けん狼ろうホロが警けい戒かいするほどの飢うえた狼オオカミに似た人物だ。ハイランドが警けい戒かいしたのもむべなるかな。

　けれども、エーブはその立ち居振ふる舞まいから誤解されやすいが、芯しんのところでは悪い人ではない。そんなエーブが南の地で大成功を収めたことは知っていたが、十年の時を経て、さらに富を積み上げているようだった。

「エーブさん、御ご無ぶ沙さ汰たしていますっ」

　エーブは昔からなにかにつけ目をかけてくれたが、エーブの本ほん拠きよ地ちは遥はるか南の地であり、手紙でのやり取りがせいぜいだった。

　再び会えたことがただただ嬉うれしく、思わず駆かけ寄よってしまう。

「イレニアの奴やつから手紙をもらってな。ぜひ会わねばと思って櫂かい船を仕立ててやって来たんだ」

「そうだったんですね。ですが、ずいぶん遠くからいらしたのでは……」

「まあ、それなりの理由もあるが……ふふ、あれがあいつの娘むすめか。そっくりだな」

　ホロとロレンスの結けつ婚こん式しきにも来ていたエーブなので、ホロに子供がいることはもちろん知っている。そんなエーブがミューリを見やると、ミューリははっきりと顔を強こわ張ばらせていた。

　そして、エーブはふと悪そうな笑えみを見せた。その笑え顔がおのまま、王おう妃ひが臣下にそうするように、片手を持ち上げてこちらに手ての甲こうを向けてきた。

「コル、年上の淑しゆく女じよには、それ相応の挨あい拶さつの仕方があるだろう？」

　なんと横おう柄へいな、などと思いはしない。エーブはそういう芝しば居いがかったことが大好きなのだから、こちらも臣下のように膝ひざをつき、その手を取って甲こうに額を当ててから、最後に口づけをする。騎き士しが淑しゆく女じよにする礼法だ。

　ハイランドとミューリが揃そろって息を吞のんだようだったが、顔を上げれば、エーブは到とう底てい大だい富ふ豪ごうの権力者とは思えないくらい屈くつ託たくなく、楽しそうに笑っていた。

「騎き士しの作法を戯たわむれに教えたのは十年以上前なのに、よく覚えているな」

「エーブさんには色々と教えていただきましたから。金かね儲もうけに平気で命を懸かける人がいる、ということも含ふくめて」

　エーブは声なく笑えみを濃こくしてから、商人らしいそつのなさを見せた。

「失礼を、ハイランド卿きよう。久しぶりの再会にはしゃいでしまいました」

「ああ、いや……」

　エーブはウィンフィール王国の元貴族で、没ぼつ落らくの果てに大商人となった。それが王族に連なるハイランドと対等か、それ以上優ゆう雅がに振ふる舞まっているのは、さすがと言うしかない。

「二人は知り合いだったのか」

　戸と惑まどいがちのハイランドに、照てれ臭くさく笑ってから、答えた。

「ええ。私がミューリと同い年くらいの頃ころからの。それから、エーブさんは先日のデザレフで助けていただいた、イレニアさんの雇やとい主ぬしでもあります」

　ハイランドはなるほどとうなずき、改めてエーブに向き直る。

「しかし、ボラン商会の主ともあろう人物が、わざわざ旧交を温めに？」

　言いながら、ハイランドがエーブと違ちがう高貴さを見せたのは、自分が座すわる前にミューリに椅い子すを勧すすめたから。あるいは、ミューリとの共同戦線のつもりだったのかもしれない。

　ミューリは牙きばこそ剝むいていないが、はっきりと不ふ機き嫌げんだ。口を開いたら、兄様の浮うわ気き者、とでも言ったかもしれない。

「少し前から、王国と教会の争いに動きがあると小耳に挟はさんでおりましてね。そこに、うちで雇やとっている者から面おも白しろい手紙が届きました。そこにはなんと、まだ毛も生え揃そろっていなかった……失礼、剝きたてのゆで卵みたいに無む垢くだった少年が、薄はく明めいの枢すう機き卿きようと呼ばれているとあるではありませんか」

　エーブの冗じよう談だんだとわかっているから黙だまっているが、ミューリの視線が痛い。

　後で根掘ほり葉掘ほり尋じん問もんされるだろう。

「私は良き信徒ではありませんが、いくつか肝きもに銘めいじている原則がありまして」

　ゆっくりと足を組くみ替かえて、エーブは言った。

「大商あきないをする時は、必ず自分の目で見ること」

「大商あきない？」

「そうです。ハイランド卿きよう。そのために、私は寒さの残るこの地方に慌あわててやって来て、港で待っていたのですが……まさかコル……いえ、コル殿どのが卿きようの保護を受けられているとは知りませんでした」

　イレニアからの手紙を受け取っていて、しかもエーブのことなのだから、自分がハイランドと行動をともにしていることは知っていたはずだ。わざとらしいへりくだりなのだろうが、それにしても、と思う。

　シャロンも仲間の鳥を見張りにつけていたと言うし、もちろんハイランドもこちらの身を案じ港に人を置いていたという。

　自分がどれだけ多くの人の注目を集めているのかと思うと、薄はく明めいの枢すう機き卿きようという名前が完全に一人歩きをしているようで、どうしたって怖こわくなる。

「南の地で知らぬ者なしと言われるボラン商会の主が、大商あきないと仰おつしやる。しかも、どうやらそのためにこの薄はく明めいの枢すう機き卿きようを頼たよってきたようだ」

　椅い子すの背もたれに身を預けたハイランドが、自分にはあまり見せない貴族らしい口調でそう言った。その隣となりでは、ミューリもエーブのことを油断なく見つめている。

「その真意を伺うかがっても？」

　ハイランドの剣けんの一ひと突つきは、エーブの微ほほ笑えみにいなされる。

「私がこの国の貴族に名を連ねていた時は、社交の場でも壁かべの花でした。よもや今になって、王族の方からなにか尋たずねられようとは奇き妙みようなことです」

　たちまち空気が張はり詰つめた。

　どういうつもりなのかとエーブを見やると、あろうことか悪戯いたずらっぽく片目をつむられた。

「ふふ。先代の王の失政で我わが家やは完全に没ぼつ落らくし、この国を後にしたのです。一言くらい構わないでしょう？」

　あのハイランドが、どう言葉を返していいものかと固まっていた。

　エーブの雰ふん囲い気きに、完全に吞のみ込こまれていた。

「ですが」

　と、エーブは組んでいた足を正し、背筋を伸のばして急に顔つきを引ひき締しめた。

　果物が爛らん熟じゆくしたような空気が、たちまち凛りんとしたものに変わる。

「御存知のとおり、私は王国を後にした元貴族の商人です。そして数すう奇きな運命の果てに、様々な憶おく測そくを呼ぶに足る黄金を積み上げました。ですから、私が卿きようの下に馳はせ参さんじ、計画をお伝えしたところで、おそらくは信じてもらえないだろうと、愚ぐ考こうした次し第だいです」

　つい数すう瞬しゆん前まで、そこにいたのは怪あやしげな砂さ漠ばくの商人だった。

　だが、涼すずやかな発音で語るその様は、王宮で王に奏上する貴族そのものだ。

「そこで私は、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どのの口くち添ぞえを、と思い当たったのです」

　エーブから視線を向けられ、やや困こん惑わくする。

「私、ですか？」

「コル殿どのなら、私の多くを知っています。コル殿どのの基準では不道徳と言えるところも、同時に、信用が置けるというところも」

　にこりと微笑ほほえまれる。

「……」

　ハイランドからは戸と惑まどいがちな目を、ミューリからは裏切り者を見るような目を向けられる。

　ただ、なんとなく役回りはわかってきた。

　誰だれがどう見ても腹に一物持っていて、なにか企たくらんでいるに違ちがいないと思われると自覚しているエーブは、実際になにかを企たくらんでここにやって来たが、誰だれかの保証がなければ到とう底てい商あきないなどできないと思ったのだろう。

　そこで頼たよられたのが、自分というわけだ。

　聖職者がその気になれば、どこで生まれて、誰だれと結けつ婚こんし、いつ死んだのか、という記録さえ簡単に捏ねつ造ぞうできてしまう。誰だれと知り合いで、誰だれの口から信用を付されるかは、積み上げた黄金よりも説得力を持つ。

　自分は、エーブのことをもちろん全て知るはずもないし、わかっていると言うつもりもない。

　けれど、疑いようもないことだけが、ひとつある。

「エーブさんは、商あきないに関してだけは、信用が置けます」

　なにせエーブは金かね儲もうけのために平気で命を賭かける。当時のロレンスとホロ、それに微び力りよくではあったが自分も合わせ、紙一重で殺されるところを助け出した。

　それでもなお懲こりないのだから、黄金に対する信しん仰こうで言えば、エーブは殉じゆん教きよう者しやと呼んでもいい。

「ただ」

　と、そこに付け加えたのは、エーブはあの賢けん狼ろうホロが良くも悪くも一目置く、人の皮をかぶった狼オオカミだったから。

「今度は一体、なにを企たくらんでいるんですか？」

　エーブは少女のように笑い、言った。

「ウィンフィール王国と外国との貿易を、独どく占せんしようかと」

　エーブ・ボラン。

　神をも畏おそれぬ守しゆ銭せん奴どは、今なお衰おとろえていないようだった。
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　エーブが商あきないについてなにかを口にする時、冗じよう談だんや誇こ張ちようを用いるとは思えない。

　だからこそ、言葉の真意を測りかねた。

「失礼。なんと？」

　そして、それはもちろん自分だけではなく、ハイランドもまた同じだった。

「ウィンフィール王国と外国との貿易を、独どく占せんしようかと」

　たおやかに微笑ほほえむエーブは、一字一句同じように繰くり返かえした。

　やはり冗じよう談だんではない。

　長テーブルを挟はさんでハイランドと視線を交かわし、エーブを改めて見やる。

「エーブ、さん。あなたがそういうことで冗じよう談だんを言う人だとは思えません。ですが……」

「簡単なことだ。薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どの。あなたがた王国側は、遠えん隔かく地貿易商人らの悪だくみに頭を痛めている。違ちがうか」

　王族を前になんと無礼な口の利きき方だろう、と咎とがめる者はその場にはいない。むしろエーブという人物にあまりに相応ふさわしく、胸きよう襟きんを開いてきたのだという妙みような信しん頼らい感がそこにはある。

　それに、口にした内容は実に的確だったのだから、なおさらだ。

「ボラン殿どのならば、我々より詳くわしく事情を把は握あくしていそうだ」

　ハイランドもようやくエーブに慣れてきたのか、怯ひるまず静かに答えた。

「その自信はある。それゆえに、私は大商あきないになり得ると思い、いてもたってもいられなくなってここまで来た。諸君らはこう思っていたはずではないか？　教会のあほんだらどもが、どういう手を使ったのか外地の商人らと手を組んで、この国に兵ひよう糧ろう攻ぜめを仕し掛かけようとしている。このままでは教会との争いで譲じよう歩ほを迫せまられるか、不利な状じよう況きようのまま戦いくさに巻まき込こまれるかもしれない。どうにかしなければ、連中に鼻づら摑つかまれ引きずり回されてしまう、と」

　エーブの言葉の内容に顔を強こわ張ばらせているハイランドの横で、ミューリはエーブの語り口に目を見開いていた。もちろん礼を失した言こと葉ば遣づかいに嫌けん悪おしているのではなく、その逆だ。

　傭よう兵へいや海かい賊ぞくの荒あらっぽい話が大好きであり、エーブはその親玉と言われても納なつ得とくできる。

　好こう奇き心と敵てき愾がい心しんの葛かつ藤とうが、複雑そうな表情に現れていた。

「それで、そこになにか良い案が？」

　ハイランドの言い方は、軒のき先さきに売うり込こみにやって来た商人をあしらうかのようなものだった。

　しかし、見た目ほど関心が薄うすいはずもない。なにせ自分もハイランドも、信しん仰こうの世界の機き微びならばともかく、商あきないの世界にはてんで疎うとい。

　そこに、魑ち魅み魍もう魎りようがうごめく商人の世界で、大だい蛇じやのように這はい回るエーブが現れたのだから、本来ならばもろ手を挙げて歓かん迎げいし、知ち恵えを借りようとすべきところなのだ。

　問題は、エーブという存在が、信用はできても、油断がならないところにあった。

「ある。私の儲もうけ話でもある」

　断言の後に繫つなげられた言葉は、信じられないものだった。

「教会は戦いくさを有利に進めるため、貿易商人たちをこの国から引き上げさせるだろうが、その代わりに我わが商会が南の地方からあらゆる物資をこの国に供給する」

　エーブの口元の、左側だけが強く吊つり上あがる。

　童話に語られる、悪い狐きつねのように。

「大量の小麦、溢あふれるほどの干し肉、湖を作れるほどの葡ぶ萄どう酒しゆや油も用意しよう。もちろん、まばゆく磨みがき上あげられた鉄製の武具、丹たん念ねんに織られた毛け織おり物もの、鞣なめされた毛皮、それからあらゆる職人たちの必要とする原材料に、加工のための道具も運はこび込こもう。当然、積み荷を満まん載さいにした船は、帰りにたっぷり荷物を運び出せる。王国で産出される羊毛や、泥でい炭たん、それに特産の燃える酒の販はん路ろも引き受けて、王国の民たみに黄金をもたらすこともできる」

　文字どおり、すべての商あきないを一手に引き受ける。

　エーブの口にしたことは、そういうことだった。

「……エーブ殿どの」

　しかし、ハイランドはそんな荒こう唐とう無む稽けいの口上に、ひどく冷たい声で言った。

「そんなことが実現できるとお思いか？」

「できる。当然だ」

　躊躇ためらう素そ振ぶりすら見せない。長テーブルに身を乗り出していたエーブは、自信満々に背もたれに身を預けた。海を割って見せると言われても信じてしまいそうだった。

　ハイランドはいっそ呆あきれ、頭痛をこらえるように目を閉じてから、ゆっくりと嚙かんで含ふくめるように言った。

「あなたは南の商人だ。あなたができると口にしていることは、南の地で依い然ぜんとして強大な権力を誇ほこる教会を裏切る行こう為いに他ならない。しかも他の商人は教会と手を組んで商あきないを止めているというのに、なぜあなたの船だけが貿易を続けられるというのだ？」

　至し極ごくもっともな質問だが、エーブがそこに答えを用意していないはずがない。その場にいる者たち全員の視線を集めたエーブは、奇き術じゆつ師が種明かしをするような顔をして、口調もわざとらしく変えてきた。

「私はこの国の元貴族なのですよ、ハイランド卿きよう。だから喉のどから手が出るほど物資を欲ほつしている王国は、我わが商会のことを信用し、頼たよってくることでしょう、と教会に告げるのです」

「教会、に……？」

「そう。私は実際教会に、こう言ったのです」

　エーブは足を組くみ替かえ、声こわ色いろを変えた。

「エーブ・ボランは没ぼつ落らく貴族で家名ごとその身を商人に売ることになったが、その商人も、王の失政による不ふ況きようで破産してなにもかもを失った。その後遥はるか南の地で再起したが、家を再興するのは悲願であり、この危機に手助けすることで是ぜ非ひとも貴族の位を再度賜たまわりたいと思っている。そんな健けな気げな言葉を王に述べれば、王はきっと二つ返事で取引を承しよう諾だくするだろう。しかし元はと言えば王国の失政により、辛しん酸さんを舐なめてきた身でもある。ならば王国に意い趣しゆ返しをするのは今がまさにその好こう機き。王国と貿易をする傍かたわらあらゆる情報を引き出して教会に渡わたし、いざ開戦という暁あかつきには、すべての商あきないを一方的に停止して王国を大混乱に陥おとしいれるだろう、と」

　笑えみの下にあるのは噓うそか、冗じよう談だんか、それとも幾いく重えにも隠かくされた本音なのか。

　ハイランドが固かた唾ずを吞のんでいるところに、エーブは小さく肩かたをすくめてみせる。

「とても説得力があると自負しています」

　もちろん、笑いを挟はさめるような内容ではない。ハイランドは圧あつ倒とうされつつも、なんとか体勢を立て直した。

「なるほど。そうしたうえでエーブ殿どのは、我々にその鏡の裏り面めんを約束をするわけか」

「いかにも。教会の情報を全てお渡わたしするし、南の地の物流を把は握あくしている私ならば、戦いくさの準備や、作戦など筒つつ抜ぬけです。連中の晩飯までお伝えできましょう。それに、開戦後に教会の目を盗ぬすんで密輸することも、技術的には難しくはありません。問題は、運はこび込こんだ大量の品物を港で受け入れてもらうところにある。頭から爪つま先さきまで抜ぬけ荷扱あつかいだと、扱あつかえる量は限られますからね。在地の権力の承しよう認にんがなければ、そこでつまづいてしまう」

　エーブは、小首を傾かしげて見せた。

「どうです。薄はく明めいの枢すう機き卿きようの後あと押おしがなければ、到とう底てい信用してもらえないような話でしょう？」

　私は噓うそしかつきません、と言う噓うそつきの話のようだった。

「要は、貿易ができて、黄金が積み上がればなんでもいいのです。王国には微かすかな郷きよう愁しゆうこそありますが、恨うらみも思い入れも今はありません。ましてや教会には、なおのこと肩かた入いれする理由がありません。私は」

　と、エーブはこちらを見た。

「黄金の奴ど隷れいなのですから」

　卑ひ下げではなく、それがエーブの自信の源だ。

　行動の指針を定め、ひたすらそこに邁まい進しんする。

　人はそれを、信しん仰こうと呼ぶだろう。

「話は、理解した」

　ハイランドが重々しく口を開き、エーブを見み据すえた。

「だが、信用には足りないな」

　こんな荒こう唐とう無む稽けいな話をいきなり持もち込こまれ、無礼者、と剣けんを抜ぬかないだけましかもしれない。

　エーブもそう思っていたようで、涼すずやかに微笑ほほえんだままだ。

「そして、あなたのような人のことだ。そう言われることを見み越こして、まだなにかあるのでは？」

　商人の基本は、手の内を全て晒さらさないこと、とロレンスから教えてもらったことがある。

　エーブは満足そうに膝ひざの上で手を組む。

「どんな馬の骨が私の可愛かわいいコル坊ぼうやをたぶらかしているのかと思ったが、まあまあ見どころがあるようだ」

　ハンスがいたら、その無礼な物言いに泡あわを吹ふいて卒そつ倒とうしていたかもしれない。

　けれど、当のハイランドは一いつ瞬しゆん目を丸くしただけで、すぐに苦笑いになっていた。

「馬の骨であることは否定しないが、馬の骨のままでいると、薄はく明めいの枢すう機き卿きようのお目付け役からお近づきのための許しが出ないものだからね」

　そんなことを言って、ハイランドは隣となりのミューリに視線を向ける。

「だろう？」

「兄様、こっちに来て」

　自分は長テーブルを挟はさみ、ハイランドやミューリとは反対の、エーブの側にいる。

　エーブはミューリの様子に楽しそうに目を細め、肩かたをすくめた。

「行ってやりな。騎き士しは姫ひめの側にいるものだ」

　エーブは一いつ匹ぴき狼オオカミという言葉が誰だれよりも似合う。

　エーブの後ろで傘かさを持っている美しい娘むすめも、この部屋の扉とびらの前で見張っていた護衛二人も、きっとエーブを心の底から仕えるべき主人と認めてはいるだろうが、ほかならぬエーブ自身が彼かれらのことを心のどこかでは冷めた目で見ているような気がする。

　そんなエーブから言われれば、逆らうことはできない。エーブはきっと誰だれよりも、誰だれかを心の底から信用する、ということの価値を知っているのだから。

　そして、自分がミューリの側に赴おもむくと、ぐいと服を摑つかまれて引き寄せられる。

　それが嫉しつ妬とに駆かられた女の子の熱い抱ほう擁よう、だったらまだましだったかもしれない。

「兄様をたぶらかすなら、私が相手をする」

　どうやらこちらのほうが、守られる側らしい。

「ふふ。いいね。さすがあいつの娘むすめだ」

　エーブは笑い、肩かた越ごしに傘かさを持っている娘むすめに合図を出す。すると壁かべ際ぎわにかけられていた白貂てんの毛皮を手に取った。一着作るのに千頭からの白貂てんが必要だと言われる、超ちよう高級品の代名詞だ。

「なんにせよ、どれだけ切せつ羽ぱ詰つまっていようと私の案をあっさり受け入れるようでは、教会相手に踏ふん張ばる見み込こみはないと思っていたが……希望の芽はあるらしい。逆説的だが、私は引き続き自分の案を売うり込こみたい」

　椅い子すから立ち上がり、毛皮を羽織りながらエーブは言う。

「ハイランド卿きようが私の案の実現に懐かい疑ぎ的なのはわかる。だが、私もきちんとその問題を乗のり越こえているからこそ、ここまで来た」

「ならば手の内を？」

　ハイランドの問いに、毛皮の中で温かそうな笑えみを浮うかべる。

「お見せしますよ。もちろん羊皮紙を数枚、などということではなくね」

「いつ？」

　その短い問いには、策を弄ろうする時間は許さない、という雰ふん囲い気きが込こめられている。

「急いだほうがよろしいでしょう。徴ちよう税ぜい人と貿易商人たちとの争いも激化しているでしょう？　教会は間ま違ちがいなく、そこを火種にして戦いくさのかがり火を焚たくはずだ」

　喧けん嘩かには理由がいるが、シャロンたちと貿易商人の対立は、立派な理由になるだろう。

「ですから、明日にでも……そうですね、明日に黄金の羊歯しだ亭ていなんてどうです。あそこには人目を避さけられる部屋もある」

　ハイランドが知っているくらいの店なので、貴族用の特別な席があるのかもしれない。

「ただ、卿きようがいらっしゃるとやや目立ちすぎる」

　そうなると必然的に、誰だれが呼ばれるかは決まってくる。

　ハイランドからの視線に、顎あごを引いて返事をする。

「私はエーブさんを慕したっていますが、容よう赦しやがないことも知っています」

　すると、エーブが後を続けた。

「単に知り合いだという理由でコルの目が曇くもるようなら、それは私の人を見る目がそもそも曇くもっていたということになる。それに、手練手管で無理やりコルを型にはめたと知ったら、そこのお嬢じようさんに命を狙ねらわれる。それだけは御ご免めんこうむりたい」

　冗じよう談だんめかした口調ではあったが、ミューリの顔つきから、ハイランドはなんとなく察したらしい。

「わかった。あなたを信用するかどうかの検証は、薄はく明めいの枢すう機き卿きように任せよう」

「それと私」

「もちろんだとも」

　ハイランドがそう付け加えると、エーブは話は終わりだとばかりに歩き出す。誰だれがこの場で最も身分が高いのかわからなくなるが、場を支配しているのは間ま違ちがいなくエーブだ。

　護衛が扉とびらを開けたところで、振ふり向むいた。

「明日の昼頃ごろかな。馬車を用意させよう。よろしいか」

「構わない。だが、御ぎよ者しやは私が用意する。黄金の羊歯しだ亭ていにもこちらから連れん絡らくを入れておこう」

　よもや誘ゆう拐かいや毒殺を警けい戒かいしての牽けん制せいではあるまいが、エーブは微笑ほほえむだけで、返事をしない。

　そして、最後にエーブはこちらを見た。

「明日は二人で、というわけにいかないが、そのうちに」

　苦笑いを返すと、エーブも目を細め、そのまま部屋から出ていった。

　ぱたりと扉とびらが閉じれば、急に部屋の中が広くなった気がした。

　エーブは相変わらずのようだとどこか面おも白しろく思っていたら、鋭するどい視線が二対、こちらに向けられていることに気がつく。

「話を聞かせてもらおうか？」

　それは、ハイランドの言。

「兄様の浮うわ気き者」

　そしてミューリはやっぱり、そう言ったのだった。

　エーブとの関係を根掘ほり葉掘ほり聞かれたが、どれだけ怪あやしかろうとも、エーブを一いつ蹴しゆうすることはできない。教会と商人たちの企たくらみについて、これほど心強い味方になり得る人物は他にいないのだから。

「我わが王国にいて欲ほしいような、いて欲ほしくないような、微び妙みような人物だな。傑けつ物ぶつであることは認めるが……」

「気は休まらないでしょうね」

　そして、実際に確実に夜の安あん眠みんを妨さまたげるような計画を持もち込こんできた。エーブの企たくらみはそれだけで冒ぼう険けん譚たんが一冊書けそうな規模のものだったが、世の中というものは残ざん酷こくなほどに広く、複雑で、ひとつのことだけを見ていれば済むような、甘あまいことは許されない。

　ハイランドの耳に是ぜ非ひ入れておくべき大事な話が、ほかにもある。

「それでハイランド様、エーブさんの話も真しん剣けんに検討すべきことではあるのですが、実は私たちからも、お耳に入れたいことが」

「なに？　そう言えば君たちも帰りが随ずい分ぶん早かったな……早さつ速そくなにか摑つかんだのか？」

「はい。それに、これはエーブさんの持もち込こんできた話にも繫つながることだと思います」

　ハイランドはなにを聞かされるのかと身構えつつ、続けろ、とばかりに顎あごを引いた。

「シャロンさん、いえ、徴ちよう税ぜい人の方たちの、真の動機のことなのですが」

　それからシャロンに聞かされた話をすれば、ハイランドの顔つきはエーブの時とはまた違ちがった強こわ張ばりを見せた。

「それは……他人ひと事ごとと思えないな」

　王族とはいえ、庶しよ子しの身であるハイランドには重なる部分が大きかったらしい。

「クリーベンド王子の先兵、という可能性は消えたかと思います」

「そうだな……」

　ハイランドは口に拳こぶしを当て、なにかを考かんがえ込こんでいる。

「どうされましたか？」

「ん？　ああ、いや……」

　ハイランドは答え、大きくため息をつく。

「動どう揺ようしている」

　動どう揺よう？　と驚おどろくと、ハイランドはやや困ったような顔を見せた。思っていることを口にしていいものかどうか、と迷うような感じだった。

「我々の界かい隈わいではな、そういう出自の者を見るのは珍めずらしくないのだが……私の知っている世界とはまた違ちがっていたので、困こん惑わくしている」

　額を手で覆おおったハイランドは、気を取り直すように深呼吸して、言った。

「教会がそこまで腐くさっているとは思わなかった、というのが偽いつわらざる感想だ。私の知る限り、聖職者がこさえた子供たちは、聖職者の親しん戚せきとして悪くない生活をしていると思っていた」

「それは……」

「まあ、聞いてくれ。貴族や金持ちは、領地に私設の礼拝堂や修道院を建てることが珍めずらしくない。それで武功や家族の健康なんかを専門に祈いのってもらう代わりに、神の子羊たちを養うわけだ。神学のための放ほう浪ろうの旅でも、理解ある支し援えん者が受け入れる話はいくらでもあるだろう？」

　書しよ籍せきは高級品で、インクやペンも無料ではないし、思し索さくを巡めぐらせるには落ち着いた環かん境きようが必要だ。向学心や知的好こう奇き心、あるいは信しん仰こう心に満ちた領主や金持ちの家は、ちょっとした学問の集会所になっていることが珍めずらしくない。

「そんな敬けい虔けんな理由以外にも、私設の礼拝堂や修道院を建設する者たちは結構いてね、特に富ふ裕ゆうな商人たちだ。彼かれらは商売繁はん盛じようを祈いのらせるためと、直接的な金かね儲もうけのためだな。祈いのりの場所の経営は割と儲もうかる、という話を君なら聞いたことがあるだろう？」

　たとえば霊れい験げんあらたかな聖遺物を東あずま屋やに置けば、それだけで奇き跡せきを求めて人がやって来る。人が来れば金が落ち、その金を目当てに店ができ、寄付が集まれば東あずま屋やは聖堂になり、大だい伽が藍らんになり、門前市はさらに賑にぎやかになる。

　なにもない荒こう野やを購こう入にゆうし、そこが町になった時の利益とは、いかなるものか。

　そこまでうまくいかずとも、周りになにもない不便な街かい道どうに、宿場を兼かねた荒こう野やの礼拝堂を建てれば、それなりの商あきないになるという話は珍めずらしくない。

「それで、そういう私設の礼拝堂や修道院の司祭が〝甥おい〟というのは、ままあることなのだよ。建設の際に特許状の確保等、最寄りの教会に筋をとおす必要はあるが、私設だから聖職禄がなく、教会の任命権の縄なわ張ばり外で、採用は基本的に建設者の自由となる。そういうわけで、土地を相続できない貴族の二じ男なん、三男や、嫁か資しを用意してもらえず結けつ婚こんできない次女、三女がうろうろしている修道院の中で、同じく他に行くあてもない〝甥おい〟や〝姪めい〟が説教していることは珍めずらしくない。貴族や金持ちの名を冠かんした場所だから、見み栄えもあって立派な作りがほとんどだし、まあ、概おおむね楽しく暮らしている。友人にも何人かいるよ」

　自分も聞いたことのある話だが、それがシャロンの話とどう重なるのか。そう思っていたら、ハイランドは慎しん重ちように、一歩ずつ確かめるように、言葉を続けた。

「私は、それが〝甥おい〟や〝姪めい〟の普ふ通つうの人生だと思っていた。時には教育を受け、それこそ〝叔お父じ〟よりも高い地位の聖職者に就つく者だっている。なにせ有力な〝叔お父じ〟がいるのだから、出世も有利というものだ」

　そして、ゆっくりと息を吸ったのは、怒いかりを冷ますためだったのかもしれない。

「だが、シャロンとやらの話を聞くと、むしろそれは少数派のようだ。私は……結局、貴族の一員でしかなく、一部の上うわ澄ずみしか見ていなかったというわけだ。洗礼簿ぼや埋まい葬そう簿ぼを書かき換かえ、別人の寡か婦ふにして放り出すのだろう？　そんな……そんな手慣れた手段が確立されているのだとしたら、どれだけの者たちが悪あく弊へいの犠ぎ牲せいになっているのか想像もできない」

　シャロンとクラークがいた孤こ児じ院には、結構な人数の子供たちがいた。王国中から集めたとは到とう底てい思えないから、近きん隣りんの司教区だけでも、あれだけいるのだろう。ハイランドのような、市中の生活にも理解がある貴族でさえ、見えていなかった暗い部分が想像以上に広がっている。

　中には血を分けた親しん戚せきとして厚こう遇ぐうされ、なに不自由ない生活や、出世をした者もいるらしい。だがその一方で、最後まで面めん倒どうを見ることなく放り出す身勝手な者たちも、相当数いたことになる。

「私は……いざとなれば徴ちよう税ぜい人たちを止めることも考えていた。クリーベンド王子の先兵である可能性もあったし、結局のところ連中は金のために徴ちよう税ぜいをしているはずだから、と。あのエーブが口にしたように、戦いくさの火種になるようであれば彼かれらの目的など取るに足りないと思っていた」

　ハイランドのため息は、世の中の残ざん酷こくさと、己おのれの狭せまい見識に対してのものだろう。

「……そんな話を聞いて、どうして彼かれらの行動を止められるというのだ？」

　下層の民たみが権力者に盾たてつくなどまかりならず、と言いきる貴族も少なくない中、ハイランドの怒いかりは心強い。

「同感です。しかし、私は一人の平和を愛する者として、戦いくさは避さけたく思っています」

　ハイランドはもちろん大きくうなずく。

「私も心情的には、彼かれらの味方です。ただ、徴ちよう税ぜい人の皆みなさんを止めることは、正直難しいと思います。だとすれば、貿易商人と教会との関係をどうにかする必要があり……どうにもならないのなら、彼かれらの目もく論ろ見みを無意味にする策が必要になります」

　ここに至り、あのエーブの話と繫つながってくる。

「あのエーブとやらが持ってきた話は、いよいよ渡わたりに船。いや、こちらの命いのち綱づなになるわけだ」

　ハイランドは唸うなるように言って、口に握にぎり拳こぶしを当てたまま黙もつ考こうする。

　エーブが持ちかけたのは教会の企たくらみの裏をかく話だったが、それゆえに怪あやしさも一ひと入しおだ。

　困難の最中に示された希望の光とはいえ、安易に手は伸のばし難がたい。

「まったく、本当なら今いま頃ごろは君のことを王や第一王子に引き合わせているところだったが、それも当分はお預けだな……」

　詰つめていた息を吐はいたハイランドは、椅い子すの背もたれに体を預けてそう言った。

「こんな話は私だけで決断を下していいものではない。上に報告せざるを得ないが、そうすればたちまち彼かれらの頭の中はこれだけでいっぱいになるだろう。しかも」

　と、ハイランドはこちらを見た。

「おそらく教会との対応に苦く慮りよしている王は、この案を採用する可能性が高い。どれだけ危険を説いたところで、あまりに都合が良いいし、利益もまた途と方ほうもなく大きいからな」

　エーブは絶ぜつ妙みような時に、絶ぜつ妙みような案を思いついたわけだ。

「しかし、うまくいくならいいが、駄だ目めだった時のことを考えると、君はこの件と距きよ離りを置いているべきだ。なんにせよすべてがうまくいった後なら、いくらでも売うり込こみはできる。王や権力者に姿を見せるのは、彼かれらが笑え顔がおの時だけに限るからな」

　冗じよう談だんめかして言うハイランドだが、その気き遣づかいの深さには敬服するばかりだった。

　なぜなら、この件はハイランドが言うように、王国の命運に関わることだからハイランドだけで決断を下せるはずもなく、第一王子へと奏そう上じようし、さらに王へと繫つなぐ必要があり、そしてもし採用となれば、その責任もまた負わされるからだ。

　計画自体が途と方ほうもないものである以上に、エーブという不安要素があるのだから、賭かけとして分が良いいとは口が裂さけても言えはしない。

　なのにハイランドは、自分がこの先王や第一王子から悪い印象を受けないよう、自分だけで責任を引き受けようとしてくれているのだ。

「ちなみに、君はあのエーブを信用しているように見受けられるが」

　話をエーブのことに戻もどしたハイランドから、そんな言葉を向けられる。

「君たちが古い知り合いである、という以上の根こん拠きよみたいなものはあるのかな」

　当然ハイランドは気になるところだろうし、隣となりのミューリはもっと別の意味で猜さい疑ぎに満ちた目を向けてくる。

　ハイランドが望むほどはっきりしたものではないかもしれないが、自分がエーブを前向きにとらえているその理由を口にした。

「商あきないに関してだけは……信用できると思います」

「つまり？」

　エーブの言葉を反はん芻すうし、答えた。

「エーブさんが私たちに語った以上の儲もうけ話がなければ、信用できるということです」

　教会と王国双そう方ほうの密みつ偵ていのふりをして、停止した貿易を一手に担になう。文字どおり命知らずの危険な綱つな渡わたりだが、渡わたりきれればその儲もうけは途と方ほうもないものになる。

　エーブが自分たちを裏切るとすれば、その途と方ほうもない儲もうけを越こえる儲もうけがある時だけだろう。

「……私の頭では、とても想像ができない」

「もちろん私もです。ただ……」

「ただ？」

　ハイランドの視線を受け、黙だまっているわけにはいかないと思った。

「私は、エーブさんが私たちを騙だまそうとしているとは、とても思えないのです」

　この気持ちは、古い知り合いだからそう思うのだろうか。ハイランドもその指し摘てきをするべきかどうか迷っているようだったが、口を挟はさんだのはミューリだった。

「……兄様が言わんとすることは、私もなんとなくわかるよ」

　ミューリは不服そうな顔で、そう言った。

「あの悪い狐きつねみたいな奴やつ、悪い狐きつねだからこそ……信用できる、気がしちゃう」

　そのとおりだった。

　エーブにはどこか動物的なところがあって、理り屈くつを超こえた印象を相手に与あたえるのだ。口から出てくるのは氷のような打算ばかりなのに、その下には炎ほのおよりも熱い感情が渦うず巻まいていて、だからこそ惹ひかれてしまう。そこいらにあるようなわかりやすい裏切りなど、そもそも眼中にないのではないかと感じてしまう。

「でも、だからってあいつがまともだとは思えない。明日のことだって、どんな罠わなを張ってるかわかったものじゃないよ」

「油断がならないのは確かです。ハイランド様も、不安だと思います。ですが」

　と、続けた。

「あのエーブさんが私たちに接せつ触しよくを図ってきたということは、私たちになにか利用価値があると踏ふんだからでしょう。そうであれば、いくらかはこちらにも交こう渉しようの余地があるということです。もしもエーブさんがなにかよからぬことを企たくらんでいるのだとしたら……私たちがその防ぼう波は堤ていになれるかもしれません」

　君に止められるのか？　と言われてもおかしくなかった。

　けれど、腹を決める理由ならあった。

「私は、シャロンさんたちのためにも、教会との争いで王国に譲じよう歩ほしてもらいたくありません」

　ミューリが目を瞠みはり、ハイランドはゆっくりとうなずいた。

「湯屋〝狼おおかみと香こう辛しん料りよう亭てい〟は、デバウ商会が北の地域で覇は権けんを取る手助けをした伝説の行商人が経営している。そこには精せい鋭えいで名の聞こえた傭よう兵へい団が出入りし、大陸側では悪名高い奴ど隷れい商人やらも一目置いていると聞く。君はそこの秘ひ蔵ぞうっ子こだ。傷つければどんな意い趣しゆ返しを食くらうかは、彼かの女じよも口にしたとおり、理解しているだろう」

　ロレンスという後うしろ盾だてもそうだが、エーブが本当に警けい戒かいしているのは、ホロのほうだろう。

　賢けん狼ろうホロを本気で怒おこらせるというのは、分厚い羊皮紙に記された伝説の獣けものを解き放つのと同じだ。万の軍勢を用意しても、必ずいつか食い殺される。

　もちろん、ミューリにも牙きばがあることをエーブは悟さとったはずだ。

「私はあの女が用意しているという、この計画がうまくいく証しよう拠ことやらを信じるのではない」

　ハイランドは、こちらをまっすぐに見み据すえて言った。

「君たちを信じて、任せようと思う」

　ハイランドの、貴族の貴族たる姿を見たような気がしたのだった。

　その日の夜は、自分たちが黄金の羊歯しだ亭ていで食事をしてこなかったことを知ったハイランドが、明日のエーブとの会合のための景気づけにと、御ご馳ち走そうを用意してくれた。

　鶉うずら肉のサフランがけのような料理に目を丸くしたが、希少な肉と香こう辛しん料りようも、金さえあればすぐに揃そろえられてしまうのが王国第二位の都市という場所なのかもしれない。

　貿易商人たちがすべての貿易を停止し、戦いくさが始まれば、こんな豪ごう華かな食事はもちろんのこと、普ふ通つうの食事でさえままならなくなる。

　エーブがそういう人道的な観点から、計画を持もち込こんだと思うほど、自分もお人ひと好よしではない。だが同時に、エーブが積極的に自分たちを騙だますとは、やはり考えられなかった。

　懸け念ねんすることがあるとすれば、もしも自分がエーブを失望させるような水準にいれば、きっと容よう赦しやなく騙だましにかかってくるところだろう。

　そういう恐おそろしい人物だとわかっているがゆえに、褒ほめられたいと望んでしまう。

　そんな相反する感情を引き起こすのが、エーブという人物なのだ。

　だから、ミューリがずっと疑っていることとは、だいぶ違ちがう。

「兄様は、ああいう悪そうな年上が好きなの？」

　ハイランドからのもてなしで英気を養い、明日のことを考えながら蠟ろう燭そくの芯しんを切っている時のこと。ミューリが裏切り者を見るような目で、何度目かの詰きつ問もんを口にした。

「違ちがいます」

　ぱちん、と蠟ろう燭そくの芯しんを鋏はさみで切り、はっきりと伝える。エーブを慕したってはいるが、女性として見たことはない。

「でも、兄様は昔、母様も好きだったんでしょ？　悪だくみをしてそうなのが好きってことじゃない」

「……」

　ホロがミューリに昔話をしている時、たまにそんな話をすることがある。

　治りかけのかさぶたを触さわるような気持ちになるのは、うまく否定しきれないせいだ。

「ホロさんとエーブさんは全然違ちがいますし、ホロさんは、好きというか……頼たよれる姉のような感じですよ」

「母様は父様に、いつでも兄様に乗のり換かえてもいいんじゃがのうって言ってるよ」

　ホロが愛する夫にする定番の甘あま嚙がみにすぎないのだが、ミューリはなぜか本気にしている。

　ただ、今のミューリはエーブという傑けつ物ぶつを目まの当あたりにして、気が昂たかぶっているのかもしれなかった。先ほどの豪ごう勢せいな食事も、いつものようにおいしいものに目を輝かがやかせているというよりかは、明日の戦いに備えて詰つめ込こんでいるように見えた。

　もちろん、自分も明日のことを軽く考えているわけではない。エーブの計画が本当に信用に足るとわかり、それがうまくいくのであれば、教会の企たくらみは無意味になり、王国は教会に依い然ぜんとして強く出ることができる。それはそのまま、シャロンたち徴ちよう税ぜい人の恨うらみを晴らすとまではいかずとも、彼かれらが教会相手に戦いを継けい続ぞくできる理由となる。

　つまり明日の会合は、王国と教会の戦いの、大きな転てん換かん点となりうるのだ。

　ならばミューリが、頼たよりない兄は色いろ恋こいによって目が曇くもっているのでは、と疑っても、疑いすぎとは言えないだろう。

「ミューリ」

　その名を口にし、ベッドの隅すみに腰こしかけたまま尻尾しつぽを神経質に揺ゆらしている旅の仲間を、まっすぐに見た。

「あなたの疑いは馬ば鹿かげている、と私は思いますが」

「っ──」

「思います、が」

　いきり立って立ち上がろうとするミューリを押おさえるように、「が」を強調した。

「明日のことは、私たちだけではなく、たくさんの人のこれからに関わります。特に、シャロンさんたちのことです」

「……」

「ですから、ひたすら私の目が曇くもっていないか、疑っていてください。私は、時にあなたの鋭するどさに驚おどろかされることがありますから」

　立ち上がりかけていたミューリは、膨ふくらんだ尻尾しつぽが縮んでいくのと同じくらいのゆっくりさで、力を抜ぬいて腰こしかけ直す。ミューリの妙みような疑いを逸そらすため、というような下心はなかった。

　エーブに一人で立ち向かえと言われたら足がすくんでしまうが、ミューリがいるのであれば、賢けん狼ろうホロとまではいかずとも、他の誰だれがいてくれるより心強い。

「あなたは私のことを、おそらく天にいる神と同じくらい、見ているはずです。私のおかしな様子には気がついてくれるでしょう？」

「私が世界で一番見てるよ！」

　ミューリは言って、頰ほおを膨ふくらませる。

　その様子はひどく冗じよう談だんめかしていたのに、目め尻じりに涙なみだが浮うかんでいるように見えて戸と惑まどった。

「ミューリ？」

　こちらの様子の変化に、ミューリはハッと我に返り、目め尻じりを擦こすっていた。

　そして、ばつが悪そうに目線を逸そらし、肩かたをそびやかす。

「し、仕方ないじゃない。あの狐きつねの前にいる兄様は……私の知らない兄様みたいに、見えたんだもん……」

　ミューリが異様にエーブとの関係を疑っていた理由の吐と露ろに、表情をなくしてしまう。

　ミューリはそれをこちらの呆あきれだと思ったのか、唇くちびるを引き結んで獣けものの耳を震ふるわせたが、そんなことは思っていない。

　何もかも知っていると思った相手の知らない一面に動どう揺ようするのは、自分もまさに礼拝堂の前で経験したことだったのだから。

「実を言うと、私もあなたがイレニアさんの話をした時に、同じような気持ちになりました」

「……う？　イレ、ニアさん？」

「はい」

　自分にはできない、人ならざる者ならではの助言をイレニアからされていたと知った時のことを話したら、ミューリはあからさまに呆あきれた顔をしていた。

「なにそれ……ばっかみたい！」

「……」

　幼い少女はいつまでも幼い少女のまま、と願う父や兄の気持ち……と言っても通じはしないだろうし、ばっかみたい、というのは自覚もある。
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「でも、そっか、そうなんだね」

　ミューリは不意ににまにますると、ベッドからひょいと立ち上がり、机の前にいるこちらに大おお股またに歩み寄ってくる。

「自分の腕うでの中から出て欲ほしくないなら、ぎゅっとしてればいいと思うな」

　そして、くるりと背中を向けると、自分からこちらの腕うでを取り、もたれかかるように両りよう腕うでの中に収まってくる。肩かた越ごしに振ふり向むいた赤い瞳ひとみは嬉うれしそうに細められ、耳と尻尾しつぽがぱたぱたしていた。

「私は兄様の腕うでの中から外に出ないし、兄様は私の側から離はなれない。そうだよね？」

　今しがたの話を総合するとそうなるが、ミューリの言葉になにか誘ゆう導どうめいたものを感じ、理性が働いた。

「……程度にはよりますが、そのとおりです」

「なんでそこでうんって言わないの！」

　両りよう腕うでを引っ張られ、爪つめも立てられる。

「だって、じゃあお嫁よめさんにするべきだよね、とか言うでしょう？」

「そのとおりでしょ!?」

　危なかった、と安あん堵どのため息をつくと、ミューリは尻尾しつぽでこちらの足をばしばし叩たたいてくる。

　けれど、いつもなら呆あきれ果はてるミューリの悪わる知ぢ恵えも、今は頼たのもしくさえある。

「その抜ぬけ目めなさで、明日はよろしくお願いします」

　いつもはどんなお説教にも耳を貸さないミューリだが、その静かな一言には、たちまち動きを止めた。それから小さく震ふるえたのは、武む者しや震ぶるいだろう。

「任せてよ」

　振ふり向むいたミューリの、不敵な笑えみ。

　神への祈いのりを越こえて信しん頼らいできるものがあるとすれば、これくらいだ。

「兄様は私が守ってあげる」

　なにを生意気な、とは思わない。

「お願いします」

「うん」

　笑え顔がおでうなずくミューリに、こちらも笑え顔がおを返す。

　芯しんを切ったばかりの蠟ろう燭そくを、ちびた蠟ろう燭そくの隣となりに置く。

　明かりが消えかけても、次々に足していけばいい。

　大事なのは、諦あきらめないことだ。

「では、明日に備えて寝ねましょうか」

　ただでさえ、ここしばらくは船旅の固い板の上での夜が続いていた。

「一いつ緒しよに寝ねてもいい？」

　ハイランドの気き遣づかいか、それとも高貴な身分の人間が泊まる部屋だからか、ベッドは大きなものが二つもある。

「だめと言っても入ってくるじゃないですか」

「んふふ」

　ミューリは楽しげに笑い、先にベッドに身を投げ出す。その間に鎧よろい戸どを下ろし、木窓を閉じ、蠟ろう燭そくに蓋ふたをして火を消した。さて自分も眠ねむろうかとベッドに向かえば、ミューリはこのわずかな合間で既すでに眠ねむりこけている。

　隣となりのベッドに行っても気がつかないような気がしたが、明日はともに戦う身だ。

　少し迷ってから、ミューリの隣となりに身を横たえ、毛布を肩かたまで引き上げる。

　暗くら闇やみの中でミューリが笑ったような気がしたが、確かく認にんをする前に、意識は眠ねむりの底に沈しずんでいったのだった。

　翌日、ハイランドから借りた服に再び身を包み、エーブが寄よ越こした黒塗ぬりの馬車に、ハイランドが用意した御ぎよ者しやとともに乗のり込こむと、見送りに立つハイランドが言った。

「ないとは思うが、万一の身の危険のため、人も控ひかえさせている」

　貴族の陰いん謀ぼうの世界では、ままあることなのだろう。

「ありがとうございます。お役にたてるように頑がん張ばって参ります」

　そして、ハンスの手によって扉とびらが閉じられ、御ぎよ者しやが馬を打つ鞭むちの音が響ひびいた。

　ミューリは昨晩たっぷり眠ねむり、元々は夜の断だん食じきの終わりにささやかに食べることを許されていた朝食ももりもり食べていた。

　戦いの準備は万ばん端たんだ。

「どんなお店なのか楽しみだね、兄様」

　ただ、そんな台詞せりふが口に出るのは、余よ裕ゆうなのかなんなのか。遊びに行くわけではありませんよ、と言おうかと思ったが、黙だまっておいた。いつものミューリらしくしてくれているほうが、安心できるというものだ。

　馬車は相変わらず人の多い通りに出て、人ごみをかき分けるようにして進んでいく。馬車の中から見る街の景色というのもまた違ちがっていて、ミューリは張りつくように外を眺ながめていた。

　やがて人通りに多少の余よ裕ゆうが出てきたように感じたのは、道みち幅はばが広がってきたかららしい。

　なにかの予兆のようにふと人の流れが途と切ぎれたかと思うと、いきなり視界が広がって驚おどろいた。

「わあっ」

　ミューリが思わず声を上げたのもむべなるかな。大広場は文字どおりの大広場で、突とつ然ぜん空が落ちてきたかのようだ。

「すっごい」

　見み渡わたす限りの石いし畳だたみ、というのも初めて見る。広場でぽかんと立たち尽つくしているのは、自分たちと同じ旅の者だろう。

　王国の命運、などといわれると、いかにも片手で操あやつれそうに感じてしまうが、現実の王国とはこの広場であり、この広場を囲む道であり、住宅地であり、その他の何十何百という町や村のことなのだ。それらすべての行く末に責任を持つというのは、どういう感覚なのか、想像だってしたくない。

　だが、これから向かう先の会合次し第だいで、王国の行く先になにかしらの変化が生じてしまう。

　固かた唾ずを吞のんでいると、外の景色にはしゃいでいたはずのミューリが、外を見たまま、そっと手を握にぎってくる。

　頑がん張ばらねば、と息を吸い直し、ふと気がつく。

「なにか、おいしそうな匂においがしませんか？」

「うん。広場中、羊さんの匂においがしてる」

　ほどなく、自分の鼻でもはっきりとわかるくらい、肉の焼ける良い匂においがしてきた。同時にまばらだった雑ざつ踏とうが再び濃こくなり始め、酒場特有の騒さわぎ声も聞こえてきた。

　やがてたどり着いた黄金の羊歯しだ亭ていは、酒場というよりも、巨きよ大だいな工こう房ぼうのようだった。

「……すっ……」

　ごい、という言葉さえもが、ミューリの喉のどに飲のみ込こまれてしまう。

　馬車から降り立ったその店の活かつ気きに満ちた軒のき先さきに、まず驚かされる。簡易の竈かまどがいくつも屋外に築かれ、そこで羊の肉が大量に焼かれている。良い匂においのする煙けむりがもうもうと上がる様に熱い視線を向けているのは、広場の一角にずらりと並べられた長テーブルにつく、職人や商人、それに旅人風の男たちだ。

　豚ぶたの丸焼きならぬ羊の丸焼きが行われていて、もろ肌はだ脱ぬぎの力ちから自じ慢まんがおひねり目当ての吟ぎん遊ゆう詩し人じんの演奏に合わせ、鉤かぎ棒をぐるぐる回す見世物と化している。肉と見れば喜び勇んで飛びかかるミューリでさえ、あまりのことに立たち尽つくす光景だった。

「……お祭りの日なの？」

　そう言いたくなる気持ちもわかる大おお騒さわぎだが、きっとこれが日常なのだ。

　御ぎよ者しやが案内役も兼かねていて、自分たちを店の中に案内しようと向かうので、ミューリの手を引き、酔よっ払ぱらいたちを避さけながら店の中に入る。

　そこもまた、外に負けず劣おとらずの大だい盛せい況きようだった。

「お店……？　お店なの、ここ？」

　そこは自分の知っている居酒屋の、どんな構造とも違ちがっていた。吹ふき抜ぬけの天てん井じようは恐おそろしく高く、五階か六階分はあって、鉄の精せい錬れん所を思わせる。

　しかも一階部分の半分は、外と同じように竈かまどが並び、調理場があり、炎ほのおと煙けむりが裂れつ帛ぱくの気合いのように吐はき出だされている。残りの半分に長テーブルがびっしり並び、肩かたがぶつかるほどの窮きゆう屈くつさで座すわった客が大おお騒さわぎをしている。

　視線を少し上に向けると、二階部分が見える。そちらには丸テーブルが並んでいて、テーブルについているのは比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくそうな者たちだ。それからさらに上階に向かう階段も見えたので、場代がかかる個室かなにかがあるのだろう。エーブはそこにいるはずだ。

　案内人が店の者に声をかけ、恭うやうやしく対応されているその頭上では、広大な吹ふき抜ぬけの空間にぶら提さげられた巨きよ大だいな横断幕が揺ゆれている。そこには人よりも数倍大きな、羊の刺し繡しゆうがなされていた。

　これが大都市の、大だい繁はん盛じよう店。

　その迫はく力りよくに、神ならぬ威い容ようを感じるほかなかった。

「お二人とも、こちらに」

　完全に田舎いなかから出てきたおのぼりさんだったが、案内人の言葉に我に返る。

　今からこれでは先が思いやられてしまう。

　階段を上れば一階部分が広く見み渡わたせて、ここもまた何時間でも眺ながめていられそうな景色だが、さらに続く階段を上っていく。他の客の視線を集めているように感じるのは気のせいではなく、特別な席に向かうのは一体誰だれだという誰何すいかの視線だろう。

　確かに、こんな場所にハイランドが来れば、一発でなにかが行われていると勘かん繰ぐられるのは目に見えている。そういう意味で自分が呼ばれたのは合理的なのだろうが、エーブなりの策略が働いていないはすがない。

　その予測は、ハイランドの屋や敷しきでも見た護衛二人が守る個室の扉とびらを、案内人がノックした後に開けた瞬しゆん間かんに、正しいと思った。

「来たか」

　親しげなエーブの前には、大きなテーブルが用意され、まだばちばちと脂あぶらが弾はじけている焼きたての羊肉の巨きよ大だいな塊かたまりが鎮ちん座ざしている。

　そして、その両りよう脇わきに並ぶのは、身なりは良いがどこか身を持もち崩くずしているようにも感じる、きな臭くささが拭ぬぐえない男たち。

「そちらは？」

　どんな戦いくさも、数は決定的な力になる。

　椅い子すに座すわる前に尋たずねたのは、自分にできるせめてもの防ぼう御ぎよだ。

「ん？　ああ、安心してくれ。この数を頼んで君になにかを無む理り強じいするのではない」

　エーブは微笑ほほえんで、言った。

「この者たちこそ、私の計画がうまくいくという証しよう拠こなのだ」

　彼かれらは一様に、たちまち人ひと懐なつこい笑え顔がおになり、帽ぼう子しを取る仕草を見せる。

　その仕草は商人のもの。

　それも、彼かれらはおそらく大の字がつく商人であり、まさか、と思う閃ひらめきがあった。

「エーブさん、この人たちは……もしかして……」

　エーブが笑え顔がおを狐きつねのそれに変え、嬉うれしそうに歯を見せたその振ふる舞まいから、確信した。ここにいる商人たちこそ、教会と結けつ託たくし、王国を窮きゆう地ちに陥おとしいれようとしているこの街の貿易商人たちなのだ。たちまちのうちに、なぜ貿易商人たちが誰だれも裏切らず、結けつ託たくして教会に協力していたのかの謎なぞが解けた。

　ハイランドは、利益のためなら周りを裏切ることに躊躇ためらいなど見せないはずの商人たちの、その結束を不思議がっていた。

　だが、全員が教会を裏切っているのなら、話は別だ。

「さあ、腰こしかけてくれ。ここの羊肉は絶品だからね」

　自分がその料理の一部ではないとどうして言える？

　それでも一歩を踏ふみ出だせたのは、隣となりにミューリがいたからかもしれないし、退ひいたところで部屋の扉とびらは閉じられている。

　なによりも、彼かれらの陰いん謀ぼうを見届けてからでなければ、ここに来た意味がない。

「……ハイランド様の名代、トート・コルです」

　エーブ以外の者たちが立ち上がり、テーブル越ごしに握あく手しゆを交かわす。

　椅い子すに座すわるや、たちまち杯さかずきに葡ぶ萄どう酒しゆが満たされる。

「まずは乾かん杯ぱいだ」

　エーブの音おん頭どの下に、杯さかずきが掲かかげられたのだった。

　テーブルにどんと置かれていたのは、羊の丸焼きだった。

　木の実から採った油を何度も塗ぬり、時間をかけてじっくりと焼かれたそれには、たっぷりの黒胡こ椒しようが振ふりかけられている。羊そのものの脂あぶらの香かおりと相まって、鼻の奥おくがしびれそうなほどに良い香かおりがした。肉食を可能な限り戒いましめている自分でさえ、生なま唾つばが溢あふれ出でてくる。

「食べてくれ。このテーブルは私のもてなしだ」

　その言葉とともに、エーブの椅い子すの後ろから見上げるばかりの上背の偉い丈じよう夫ふが、ナイフを手に現れた。エーブの護衛兼けん執しつ事じというところだろうが、あばらの肉を切り分ける手て際ぎわは見み惚ほれるほど。たっぷりの脂し肪ぼうが乗った肉が、皿代わりの硬かたいパンの上に載せられ、目の前に出される。ミューリはあれほど朝食を食べていたのに目を輝かがやかせ、さらに自分の前にも巨きよ大だいな肉の塊かたまりを切り分けられたので、慌あわてて言った。

「私は──」

「なんだ、隠いん者じやの庵いおりの説教を聞かせて欲ほしいのか？」

　葡ぶ萄どう酒しゆを啜すすりながら、エーブが少し意地悪そうに微笑ほほえんでいる。

　たちまち、自分が十年以上前の子供に戻もどったような気がしてくる。

　もちろん隠いん者じやの庵いおりの話は知っている。こういう時に語られる定番だからだ。

「……隠いん者じやは言いました。禁欲のための禁欲に意味はない。神の禁欲の教えは、隣りん人じんの厚こう意いまでをも無下にせよとは言っていない……」

「そのとおり」

　エーブは満足げにうなずく。

「それに、お姫ひめ様は宴えん席せきの作法を心得ているようだ」

　エーブの言葉にミューリを見やると、今しがた切り分けられたばかりなのに、最後の大きな一切れを頰ほお張ばっているところだった。

「お代わりは？」

　楽しげなエーブの問いかけに、ミューリはごくりと肉を飲のみ込こみ、挑いどむように答えた。

「いる」

　いつもならば無礼だと咎とがめるところも、物もの怖おじしていないことには感心するべきなのかもしれない。ミューリは偉い丈じよう夫ふから、さっきよりも倍は大きい塊かたまり肉を切り分けられ、嬉うれしそうにしていた。

「さて、いつもの会合ならば酒を勧すすめ、相手の思考力が落ちたところに話を持ちかけるのだが……生あい憎にくと禁欲と節制を旨むねとする君に、その手は通じないだろう」

　どこまで本気かわからないが、話が早く済めばそれに越こしたことはない。

「エーブ殿どの、概がい要ようはすでに？」

　右みぎ隣どなりの太った商人が言った。

「ああ。私の計画は話しているが、王国側の信用を得るところでつまずいている。ハイランド卿きようへの推すい薦せんは、この薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どのを説得できるかどうかにかかっている。そこを越こえられれば、王国側は提案を受け入れるとみていい」

　そうだろう？　と意味深な笑えみを向けられる。

「なるほど」

　手元の柔やわらかそうな亜あ麻ま布ぬので商人は口を拭ぬぐい、別の商人たちと目配せをし合っている。

　聖職者とも傭よう兵へいたちとも違ちがう、独特の雰ふん囲い気きだ。

「しからば」

　と、彼かれらの間でなにかまとまったのか、エーブに最初に声をかけた太った商人が居住まいを正す。

「私はペドロ・アルーゴと申します。アルーゴ商会の在ウィンフィール王国商館代表です。布地を主に扱あつかっております」

　さらにその隣となりのやせぎすで山羊やぎ髭ひげの商人も後に続く。

「マッテーオ商会のラウズボーン支配人、スタン・マッテーオです。南国の食品ならお任せください」

　続くのは、彼かれら二人とはエーブを挟はさんで反対側に座すわる、歳としの割に均整のとれた体つきの、口髭ひげを蓄たくわえた商人だ。

「ギラン・アウレリオスです。金細工や銀細工、金属類を取とり扱あつかっています」

　それぞれ自己紹しよう介かいをされ、再度握あく手しゆをする。職人のように硬い手のひらではないが、人差し指と中指が歪いびつなのは、羽ペンの持ちすぎだろう。

「この三人は、この街の貿易商人組合の筆頭である三者だ。協力を取りつけた他の商会を合わせれば、交易の八割は賄まかなえる」

　普ふ通つうならば、会おうと思ってもおいそれとは会えないような人物たちだろう。怯ひるみそうになるところを、隣となりでがつがつ羊肉を食べるミューリの図ずう々ずうしさを思い出し、こらえる。

「今や飛ぶ鳥を落とす勢いの薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様と、席をともにできる光栄に感謝します。もちろん、エーブ殿どのがよもや薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様とお知り合いとは、驚おどろきましたがな」

　アルーゴがまずそう言った。

「私と卿きようは古い知り合いでね。卿きようには昔、命まで救ってもらった。まだ卿きようが幼い天使のような少年だった頃ころの話だよ」

「ほほう。その頃ころから薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様は神の御ご加護を得ていたわけですか」

　商人はいつも言い方が大おお袈げ裟さだ。

「しかし、これこそまさに神の御導き。我らがここでお会いできたのは、神がお望みになられたことに違ちがいない」

　マッテーオが言うと、商人たちの視線が自分に集まった。

　腹は決まっているし、余計な駆かけ引ひきをしたところで、向こうの得意分野だ。さっさと核かく心しんに切きり込こむことにした。

「私も皆みな様さま方がたとお会いできて光栄です。ぜひお話を伺うかがえればと思っておりましたが……なぜあなた方がここに？　教会の味方だったのでは？」

　少しは怯ひるんでくれるかと思ったが、笑え顔がおで受け止められる。

　もちろん百ひゃく戦せん錬れん磨まの商人たちなのだから、こちらも驚おどろきはしない。

「教会の味方ですよ。ただ、少々込こみ入いっているのです」

　そう言って、服の袖そでを上げて腕うでまくりをすると、アルーゴが両手をテーブルの上に置く。

　賭と博ばく師が不正はしないと相手に示す時の動作であり、生まれ故郷からはるか離はなれた遠方の地で大商会の看板を預かる者の気き性しようというのが、これでよくわかる。

　大聖堂に結束して味方しているはずの彼かれらが、当たり前のようにエーブの隣となりにいる。エーブだけで王国と大陸の密貿易を独どく占せんすると言われたら本当に実現できるのかと危あやぶむが、敵の陣じん営えいにも協力者が大勢いるのだとしたらその限りにはない。

　そして、エーブがこのことを直接ハイランドに伝えられなかった理由も理解できた。

　こんな計画を口にして、一体誰だれが信じるというのだろう。

「味方などと……。エーブさんの仲間ということは、教会を裏切っているのでしょう？」

　ということは自分たちの味方なのでは、となるところだが、教会を裏切っているくらいなのだから、王国のこともまた裏切っておかしくない。

　彼かれらが一体なにを企たくらんでいるのか、慎しん重ちようにならざるを得ない。

「見方によってはそうとも言えますが、我々に裏切りのつもりはありません」

「王国と教会、双そう方ほうの味方ということだ、コル。我々の唯ゆい一いつの敵は徴ちよう税ぜい人だけだ」

　エーブの言葉に、からかわれているような気になってくる。

　隣となりでは、ミューリが胡う乱ろんな目つきで、牙きばを見せながら羊肉を嚙かみちぎっている。

「あなた方は、一体、なにをしようとしているのですか？」

　尋たずねて正直に答えると期待はできないが、どんな噓うそをつくのかはわかる。それに、ハイランドも自分が彼かれらの真実をたちまち見み極きわめるとは思っていないだろう。自分はエーブたちからなにを言われ、どんな雰ふん囲い気きだったか、その情報を持ち帰らなければならない。

　そして、エーブが言った。

「天てん秤びんの維い持じだよ」

「天てん秤びん？」

「そうです。枢すう機き卿きよう様。天てん秤びんを釣つり合わせるには、どちらの側にも同じ重さの物を載せる必要があり、それゆえに、我らは王国と教会の、どちらの側にもつく必要があるのです」

　葡ぶ萄どう酒しゆで濡ぬれたエーブの唇くちびるから、妖あやしく言葉がこぼれ出す。

「我々は、彼かれらに対等に争って欲ほしいんだ。できれば、永遠にね」

　その悪あく魔まめいた雰ふん囲い気きに戸と惑まどっていると、隣となりのミューリが肉を飲み下して、言った。

「争い事はたくさん物を使うからでしょ、兄様。物がたくさん使われたら、この人たちの儲もうけになる」

　英えい雄ゆう譚たんが大好きで、湯屋に傭よう兵へいの長であるルワードが来たらその膝ひざの上から離はなれなかったミューリなので、そういうところは商人顔負けの知識だ。

「おや、利発そうな娘むすめ様だ」

「雇やとおうと思うなら、私が先だ」

　エーブが楽しげに言って、杯さかずきをテーブルに置く。

「戦いくさは儲もうけの機会だが、それだけだと半分正解だな。我々にはもうひとつ理由がある」

　アルーゴが、引ひき継ついで言った。

「どちらか一方が勝つような状じよう況きようは避さけたいのです。薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様は教会の改革を訴うつたえておいででしょう？　だとすれば、教会が王国に勝利した時のことを考えてみてください」

　教会がこの改革の機運を跳はね除のけて勝利する。

　そうすれば、教会に盾たてつくような勢力はしばらく出てこないだろう。

　異教徒との戦いくさも終わって久しい今、教会には敵がいなくなることになる。

「横暴ぶりがどうなるか、目に浮うかびませんか」

　そのとおりだったが、ならば、と言う前に、マッテーオが口を開く。

「ならば王国が勝利するように手を貸してくれてもよいのでは、とお思いかもしれません」

　人の思おも惑わくを見み抜ぬくことにかけては一流の商人たち。

　手玉に取られている感覚に歯は嚙がみしつつも、冷静さを失えば思うつぼだ。

「私は……教会の改革を望んでいます。そのためには、王国がこの戦いに勝利しなければなりません」

「枢すう機き卿きよう様」

　アウレリオスが首を横に振ふり、悲しげな顔をした。

「それもまた困るのです。王国が教会に勝利した時なにが起こるのか、我々でさえ想像ができないのですから」

「え？」

　眉まゆをひそめて聞き返すと、エーブがこう言った。

「コル。教会の横暴には、我々も頭にくることがある。特に連中は借金を平気で踏ふみ倒たおす。一体何人の仲間がそれで破産したかわかったものではない。挙句に、我々が苦労して稼かせいだ金を汚よごれた金だと糾きゆう弾だんし巻き上げるくせに、自分たちは贅ぜい沢たく三ざん昧まいだ。少しはまともになってくれればと願う気持ちは、我々も持っている」

　単なる追従という感じではなく、本物の怒いかりを感じた。

　しかし、エーブはゆっくりとため息をつく。

「一方で、その横暴さに救われることもある。正確には横暴さそのものではなく、その横暴さを生み出す力の源にな」

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様。巷こう間かん言われるような教会の富や権力ですが、それは決して悪いことばかりではないのです。世界にとって、必要なことなのですよ」

　馬ば鹿かな、という言葉が形にならないほど呆あつ気けに取られていると、エーブが言った。

「ナイフのようなものだ。それがなければ旅はできないが、人を殺すこともできる。要は使い方だが、ろくでもない使い方をする奴やつらがいるからといって、ナイフをこの世からなくすべきだとは言わないだろう？　当然、有用だから弊へい害がいはすべて無視しろ、と言うつもりはない。だが、弊へい害がいを取り除いて利益だけ取れというのは、あまりに無茶な相談だ」

　屁へ理り屈くつの言い争いはミューリとのことで慣れている。

　言い返さず、尋たずねるべきだ。

「その利益とは？」

　教会が富を積み上げたり、権力を濫らん用ようすることを許すその利益。シャロンたちのような不幸な者を生み出して、なお平然としていることに正当性などありようはずもない。

　商あきないの話ならばわからずとも、正義の話ならばわかる。

「よろしいですか、枢すう機き卿きよう様」

　アルーゴが少し前かがみになると、杯さかずきを手にして、中の葡ぶ萄どう酒しゆを軽く回した。

「この葡ぶ萄どう酒しゆが、このテーブルの上に載るまでのことを想像したことがございますか？」

　商人たちが都合の悪い話を正面から受け止めるはずがないとしても、平然と話を逸そらそうとするところに顔が熱くなるほど怒いかりが湧わく。

「私はそのような話をしていません」

「煙けむに巻まくつもりではありません」

　アルーゴは真しん剣けんな顔で言って、こちらの返答も待たずに続けた。

「この葡ぶ萄どう酒しゆがこのテーブルに載るまでの過程です。あるいは、ここにある小麦パンでもいいのですが、これらの商品が遠方から、たくさんの人々の手を渡わたり、途と切ぎれることなくこの王国にまで運ばれてきます。そういう繫つながりによって、王国は、いえ、世界中の国や町が機能しています」

　そんなことは先刻承知だった。貿易商人が王国から撤てつ退たいするという脅おどしの真価はまさにそこにあるのだから。

　そしてそれが教会の富の正当性にどう繫つながるのか。

　アルーゴは、こちらの胸中の唸うなり声が聞こえたかのように、無言でうなずいた。

「問題は、商あきないには揉もめ事ごとがつきものというところです」

　出てくる話のすべてが繫つながらず、苛いら立だちばかりが募つのる。

　席を蹴けって立ち去るべきではと、本気で思い始める。

「よろしいですか、枢すう機き卿きよう様。たとえば南の商会が、北の地に毛皮を仕入れに行くとしましょう。そこで、代金を払はらった払はらわない、品物の品質が詐さ欺ぎ的に悪い、数量が足りていない、などの揉もめ事ごとが地元の商人たちとの間に起こったとします。その時、遠くからやって来た商会はいつだって立場が弱いものです。誰だれも守ってはくれませんし、時には地元の権力者が悪意を持って騙だましにくることもあります」

　アルーゴは大商人らしく、冷静に、滔とう々とうと、よどみなく述べる。

　そして、人差し指をとんと、テーブルに突つき立たてた。

「そこを助けてくれるのが、教会なのです」

　マッテーオが引ひき継ついだ。

「教会は世界中のどこにでもあり、その権けん威いには多くの者たちが平ひれ伏ふします。他に頼たよるところのない遠方の地であっても、現地の権力者から理り不ふ尽じんな目に遭あわされれば、教会が味方になってくれます」

　その言葉に咄とつ嗟さに思い出したのは、北の島とう嶼しよ地域に建つ教会だった。あの地域は教会から異い端たんと目される黒聖母の信しん仰こうが強く、しかも周辺は極ごつ寒かんの海に閉ざされ、地元の人間の手助けなしには二度と故郷には帰れないような場所だった。そんなところでは、地元の人間相手に強気に出ることがなにを意味するのか、馬ば鹿かでもわかる。

　そういう場所であっても、外地の商人たちが肩かたを寄せ合って作った教会があり、自分の知る言葉が通じ、自分の知る常識に則のつとっていた。いざ争い事があれば、きっと匿かくまってもくれる。

　教会とは、そういう紐ちゆう帯たいの結節点でもある。

　暴力になり得る強さは、誰だれかを守る力にもなるのだ。

「商人同士で揉もめた時も、教会は仲ちゆう裁さいをしてくれますし、多くの商人たちが教会の決定には従います。なぜなら、教会の権けん威いをないがしろにすれば、世界中にある教会組織を敵に回すことになるからです。教会の後うしろ盾だてなくして、我々は遠えん隔かく地貿易には従事できません。そして」

　と、その先をアウレリオスが続けた。

「世界中に教会を建てて権けん威いを確保するためには、たくさんのお金が必要です。また、みすぼらしい格好をした者に、人は頭を下げません。巨きよ大だいな大聖堂、金銀の装そう飾しよく品というわかりやすい権けん威いは、必要な鎧よろいであり、武器なのです」

「もちろん、異い端たん信しん仰こうや異教徒たちとの戦いもまた、教会の権けん威い維い持じのためには欠かせませんし、ここにも費用がかかります。富は決して無用の長物ではありません。もっとも、その結果として、なにか理り不ふ尽じんな享きよう楽らくに耽ふけっていると思われることもありますし、そういう余よ禄ろくに熱心な者がいることも事実です」

「しかし、それは避さけようのない、いわば悪い費用なのですが、その費用だけを気にして全体を責めるのは誤りです。教会の莫ばく大だいな富が教会の権けん威いを維い持じし、我々商人は教会が維い持じする権けん威いによって商あきないを守られ、我々商人の商あきないによって、多くの人々の生活が支えられているのです。すべては繫つながっているのですよ、枢すう機き卿きよう様」

　彼かれらが口にしているのは、聖典には書いていない、現実の世の仕組みだった。

「もしも王国がこのまま教会を屈くつ服ぷくさせ、教会が権けん威いを失ったとしたらどうなるか、もう一度想像してみてください」

　王国が教会との争いで勝ったとしたら。教会がその権勢を削そがれ、圧あつ倒とう的てきな組織力と権けん威いを失い、節制を強しいられ資金力も失ったとしたら。

　そうなれば彼かれらは品行方正にせざるを得ず。世の中はもっと良くなるはず……。

　マッテーオが南の国の人間らしい、明るい緑色の瞳ひとみを向けてくる。

「おそらく、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様は、鼻をへし折られた教会が行いを改める、とお考えなのでしょうが、そんな簡単にはいかないでしょう」

「それまで威い張ばっていた者が弱ったならば、そこに取って代わろうとする者たちが間ま違ちがいなく出てきます。そんな争いが世界中のいたるところで起こるのですよ」

「目を覆おおうばかりの大混乱でしょう。それこそ」

　と、三人の商人が言葉を並べた最後を、エーブが引ひき継ついだ。

「王国と睨にらみ合っていたほうがよほどましだ、と後こう悔かいするほどにな」

　どこまでが本当で、どこまでが噓うその話なのか、まったくわからない。彼かれらの話の繫つながりは、至し極ごく理に適かなっているようで、全体で見るとおかしいような気がする。

　世の安定のために横暴な教会の権力を維い持じしろと言われ、どうして信じられるだろうか。

　だが、大商人たちの攻こう勢せいは止まらない。

「教会が権けん威いを失ってしまったら、我々貿易商人は、知り合いなどいるはずもない遠方の地で、どこに保護や仲ちゆう裁さいを頼たのめばいいのでしょう？　それとも、商あきないを諦あきらめて自国に引きこもるべきでしょうか。そうなればきっと、多くの者が困るでしょう。ひとつの土地から、生きるのに必要なすべてのものが採れるわけではありません。貿易は必要なのです」

「たとえばウィンフィール王国は、私たちが聞いたこともない遠方の地で商あきないの問題に巻まき込こまれたとしても、助けには来てくれないでしょう？」

「その上、教会の勢いが減じれば、再び異い端たんや異教徒が頭をもたげてきます。世界は数十年前の、戦乱の時代に舞まい戻もどりましょう」

　一言も口を挟はさめないところに、エーブがゆっくりと語る。

「コル。世の中は理性で動かない。秩ちつ序じよを保つためには、力が必要なのだ。その要にいるのが教会組織であり、悪に見えたとしても、絶対に必要な存在なのだ」

　商人たちは、現実的な世界に生きている。そして、その現実的な世界を守るために、彼かれらなりに戦っていた。自分が発する言葉を持たなかったのは、まさにシャロンが言ったことが原因だった。

　弱い者たちは結局教会に頼たよらざるを得ないし、助けてくれるのは教会組織しかない。彼かれらの力を減じておいて、保護者としての機能も維い持じしろと言うのは、確かに夢想的なのかもしれない。

　しかも教会が弱るというのは、信しん仰こうの問題だけではなく、貿易という人々の生活を支えることにも影えい響きようするという。それどころか、教会の権けん威いによって維い持じされている秩ちつ序じよがたちまち崩ほう壊かいし、世は戦乱の時代に戻もどるという。

　テーブルに沈ちん黙もくが降りる。

　四人の商人が、こちらを見る。

「まあ、高位聖職者たちの振ふる舞まいには、目に余る部分があるのは事実だ」

　エーブが気き遣づかうようにそう言った。

「たとえばこの特別な部屋を一番使っているのは、間ま違ちがいなく大聖堂の連中だからな。こんなに豪ごう勢せいな店で、こんなに良い肉を食らい、こんなに美味うまい酒を飲む。黒パンと安い麦むぎ酒しゆにすれば、その浮ういた分を貧しい者に分わけ与あたえることはできる。それは事実だし、教会のお偉えらいさんはそんなことを絶対にしない」

　エーブは、静かに言った。

「だから、これ以上教会が増長するのは困る。かといって王国に負けてもらうのも困るという今の状じよう況きようをどうにかするため、我々なりに必死に知ち恵えを絞しぼったのだ」

　エーブがそこまで言って、大きくため息をついた。

「そもそも、我々も儲もうけがあるとはいえ、本当はこんな危ない橋は渡わたりたくない。だが、天てん秤びんは大きく傾かたむき、ぎっこんばったん揺ゆれている。王国や教会の当事者たちにはどうしようもない。天てん秤びんの上に載っている錘おもり自身には、天てん秤びんの揺ゆれを止める力はないからな。どちらかに傾かたむききるまで、天てん秤びんの上から落ちないようにしているので精いっぱいだ。よって、我々商人が傾かたむきを止めるしかない。蝙蝠こうもりと罵ののしられようと、裏切り者とみなされようと、両方の陣じん営えいに手を貸せるのは我々だけ、世界の秩ちつ序じよを維い持じする方法は、これだけだ」

　それから向けられた視線は、はっきりとこちらを責めていた。

　その視線の意味が分からないはずもない。

　なぜならば。

「天てん秤びんの釣つり合あいを崩くずしたのは、ほかならぬあなたなのですよ、枢すう機き卿きよう様」

　アルーゴの言葉に、反論するすべはない。その指し摘てきは、ハイランドからもされた。ここ数年王国と教会は膠こう着ちやく状態で、改革の停てい滞たいと嘆なげくこともできたが、それは事態の安定と呼ぶこともできたのだ。

　教会を改革することは、無条件に素す晴ばらしいことだと思っていた。だが、それが無知で無む邪じや気きな行こう為いであり、むしろ世の中に混乱の種を植えつけていたのだとしたら。

「こう言うのはなんなのですが……」

「あなたには、この不安定な状じよう況きようを収める責任があるかと思います」

　大人たちの叱しつ責せき。

　恥はずかしさに似た後こう悔かいが、じわりと胸を蝕むしばむ。

　シャロンたちには、教会と戦う切実な理由があった。怪あやしげな暗あん躍やくをしているはずの商人たちにさえ、あった。

　では自分には？　自分の唱える理想の道には、本当に正義があるのだろうか？　自分が見ている理想とは、単に現実を知らないことの裏返しなのではないか？

　足元が崩くずれ落おちそうになったまさにその時、アウレリオスがにこりと微笑ほほえんだ。

「ですが、幸いなことに、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様の名前はいまや大きな力を持っています」

「え？」

「あなた様の協力があれば、王国と教会の間で天てん秤びんの釣つり合あいを維い持じし、再び安定させることはさほど難しいこととは思われません」

「そう、なのですか？」

　その優やさしげな顔つきに、思わず救われたような気になる。

「私がなんのために君の下に来たと思うのだ、コル？」

　エーブが困ったように笑っていた。

　子供の頃ころから、なにかと目をかけてくれたエーブだ。

「王国と教会の間の釣つり合あいを崩くずす何者かが現れたと聞き、それが君だと知った時は驚おどろいたが……なるほど、しでかしていることに無自覚だったのなら、わかる」

　エーブの優やさしげな苦く笑しようは、自分が子供の時に見たものだった。

「君が権けん謀ぼう術じゆつ数すうではなく、その生き真ま面じ目めさで大それたことを成なし遂とげたのだとわかって、安心したような、納なつ得とくするような気分だよ。ただ、その生き真ま面じ目めさが仇あだになることもある。まあ、それは仕方のないことだ。万ばん能のうの道具などないし、まさに教会の利点と弊へい害がいの話にも通じる」

　そう言って、エーブはテーブルに身を乗り出した。

「コル。教会は攻こう勢せいに出ようとしていて、今の王国では不利だ。しかし、我々と君が手を組めば、事態の収しゆう拾しゆうは十分に可能だ。物資と情報で王国の土台を支え、君の存在によって人心をまとめ大陸側の味方とも呼応する。そうすれば教会が戦いくさに勝つ見み込こみはなくなるだろう。まあ、王国がそのまま勝ちきることは、物量の差で無理だろうし、我々もまた望まない。だが、どちらの陣じん営えいも決め手に欠けるとわかれば、戦いくさはほどなく落ち着いて、これまでの秩ちつ序じよの維い持じという目的は達成できる。もちろん」

　と、エーブは茶目っ気たっぷりに笑う。

「我々も儲もうけさせてもらう。商人だからな」

「すると八方が丸く収まるのです」

「私たちもエーブ殿どのから話を持ちかけられた時は、仰ぎよう天てんいたしましたとも」

「それに、教会を出だし抜ぬくというのも我らとしてはやや胸のすく思いがありまして。なにせ今までは散々煮にえ湯ゆを飲まされてきました」

「我々は何年もかけてこの国で商あきないをして、販はん路ろを広げてきたのですよ。どうしてそれを一夜にして捨てられるというのです？」

　エーブの両隣どなりに並ぶ商人たちも、口々にそんなことを言う。

　自分たちの儲もうけのために、怪あやしげな計画で煙けむに巻まこうとする強ごう欲よくの商人たち？

　そうではない。

　彼かれらは彼かれらなりに世の中のことを考え、なおかつ、自分たちも儲もうけを得られる道を探さぐっていたに過ぎない。それを責めることなんて、できないだろう。

「どうかな。コル。ぜひ君の口から、ハイランド卿きようを説得し、王へと奏上してもらいたい。そうすれば、我々はたちまちのうちに、各自が得意の貿易路を使ってあらゆる商品をこの国にもたらすことができる。ついでに、君のそのやや脇わきの甘あまいところも、我々で支えることができると思う」

　エーブとともに、アルーゴ、アウレリオス、マッテーオが自信に満ちた笑えみを見せる。

　自分が招いた混乱を、彼かれらならば鎮しずめることができる。

「さあ、これは約束の証あかしだ」

　そして、エーブが手を差さし伸のべてくる。商人たちは信用の生き物であり、握あく手しゆの重要性はロレンスとの旅でも何度か目もく撃げきした。エーブたちは本気なのだ。

　信用には、信用で返さなければならない。それに、自分の脇わきが甘あまいのは散々学んできたことだし、そこにエーブたちの協力があればさぞ頼たのもしいことだろう。

　差し出された手を見つめ、視線を上げる。エーブが優やさしげに微笑ほほえんでいる。

　掌てのひらの汗あせを拭ぬぐい、手を伸のばす以外の選せん択たく肢しはない。

　その瞬しゆん間かんだった。

「あっ！」

　そんな声とともに、かちゃん、と陶とう器きの割れる音がした。

　隣となりを見やれば、テーブルの上にこぼれた果か汁じゆうがさっと広がり、ミューリの身に纏まとう真っ白なローブに襲おそい掛かかっていた。

「あ、わ、あ、に、兄様」

　突とつ然ぜんのことに取り乱しているミューリが着ているのは、ハイランドから借りている恐おそろしく高価で、目も覚めるような真っ白の衣服だ。慌あわててテーブルの上の麻あさ布ぬのを手に取って拭ふきにかかるが、葡ぶ萄どうの染しみは簡単に取れるものではない。

「に、兄様、どうしよう、借りてる服なのに……」

　半べそをかいているミューリに、こんな大事な時にらしくない、と言いたくなる。エーブには悪いが、人を呼んでせめて多少でもしみ抜ぬきを、と顔を上げると、ミューリに向けられているエーブの視線に気がついた。

　反射的にミューリを見やれば、数すう瞬しゆん前まで半べそをかいていたはずが、エーブのことを牙きばまで見せかねない目つきで睨にらみつけている。

　白昼夢、とまで思ったのは、驚おどろきの中見比べた二人の表情が、一いつ瞬しゆん後には元に戻もどっていたからだ。

　しかし、見み間ま違ちがいではない。

　二頭の獣けものが、確かに視線を交かわしていた。

「ぐすっ……兄様、服、早く洗わないと……」

　銀色の仔こ狼おおかみはしゅんとした様子で、そんなことを言う。

　頭が追いつかず、口がうまく回らない。

「あ、えっと……」

　もう一度エーブを盗ぬすみ見みるようにすれば、手を引っ込こめたエーブは、心なしか不ふ貞て腐くされるように椅い子すの背もたれに体を預けていた。

「ここでしみ抜ぬきするよりかは、屋や敷しきに戻もどったほうがいいだろう。馬車を呼んでやれ」

　エーブが執しつ事じ兼けん護衛役なのであろう偉い丈じよう夫ふにそう言うと、大きな体の偉い丈じよう夫ふは体格に似つかわしくない優ゆう雅がな所作で、扉とびらに向かっていく。それから葡ぶ萄どう酒しゆを啜すするエーブに、アルーゴたちが「よろしいので？」というような視線を向けている。

　あのミューリとの睨にらみ合いと合わせて考えれば、彼かれらは罠わなを張り、自分を捕とらえようとしていたのだろうか。

　真実はわからないが、少なくともミューリはそう判断して、わざと果か汁じゆうをこぼしたのだ。

「お迎むかえに上がりました」

　部屋の入り口に御ぎよ者しやが現れ、ミューリの様子に気がつくと目を丸くしていた。

　服を気にするミューリを立たせ、逃にげるように帰かえり支じ度たくをする横で、エーブが言った。

「コル。私たちの協力がなければ、王国は著いちじるしく不利な状じよう況きようから抜ぬけられない。それに、我々の目的は秩ちつ序じよの維い持じだ。君もまた、平和を愛するはずだろう？」

　なんと返事をしていいのかわからず、曖あい昧まいにうなずいてから、目礼をして部屋の外に出る。

　階段を下りると、ミューリの派手に汚よごれた服を見て他の客は驚おどろいたり笑ったりだったが、こちらの胸中はそれどころではない。来た時の四倍は長いと感じた距きよ離りを経て、ようやく店の外に出て、馬車に乗のり込こむ。扉とびらが閉じられ、馬に鞭むちが入り、ごとごとと車輪が石いし畳だたみの音をたて始めた頃ころになって、ようやく首から上に血が通った。

　喉のどの奥おくに詰つめていた息が吐はき出だされると、隣となりに座すわるミューリが足を蹴けってきた。

「兄様の間ま抜ぬけ」

　そこにいるのは服に葡ぶ萄どうの果か汁じゆうを盛せい大だいにこぼした女の子だが、あの場で誰だれが一番の間ま抜ぬけだったのかは言うまでもない。

「すみません……。ですが、エーブさんたちが私を騙だまそうとしていた、と？」

　エーブの語っていたことに、噓うそがあるようには思えなかった。王国がこのままでは不利なこともまた間ま違ちがいない。あの話のどこに、ほころびがあったのか全くわからない。

　すると、ミューリは意外なことに首を横に振ふった。

「んーん。騙だまそうとしていたのかどうかはわからないし、あの狐きつねが口にしてたことが噓うそかどうかは私にはわからない。母様ならわかったかもしれないけど……そのへんは金きん髪ぱつに聞いたり、確かく認にんを取る必要があると思う。まあ、本当なんじゃないかな、とは思うけど」

「で、でしたらなぜ」

　ミューリはべたつくのかローブを摘つまんで、手て持もち無ぶ沙さ汰たな女の子みたいにローブをぱたぱたさせながら、言った。

「あいつら、兄様の足元をすくって動どう揺ようしたのを見て取るや、急に猫ねこなで声ごえで優やさしくするんだもの。そんな典型的な手口を使い出したら、止めざるを得ないじゃない」

「典型……的？」

　驚おどろいていると、ミューリは肩かたをすくめる。

「母様がしょっちゅう父様に仕し掛かけてる方法だから、すぐにわかったよ。一発食らわせてあたふたさせたら、急に優やさしくして、絡からめ取る」

　その言葉に、たちまち今しがたのやり取りが蘇よみがえる。

　エーブやアルーゴたちの指し摘てきの正しさに動どう揺ようした時、それを失敗として責められるのではなく、取り返す手段があると示されて心底ほっとした。彼かれらは味方なのだと感じていた。

「最後の握あく手しゆも、兄様の心を縛しばるためのものだって見え見えだったもの。兄様は生き真ま面じ目めだからさ、一度約束したことは絶対に守ろうとするでしょ？」

　簡単に想像ができた。あの手を取っていたら、間ま違ちがいなく、エーブたちのためにハイランドを説得しようとしただろうし、もしもその説得がうまくいかなかったら、エーブたちに良心の呵か責しやくを感じていたはずだ。そもそも、あの手を取るべきだと思ったのは、エーブがこちらを信用してくれていると思い、そこに応えるためだったのだから。

　しかし、そのすべてが、計算でなされていたのなら……。

「あなたは、すぐに気がついたのですね」

　賢けん狼ろうホロと、凄すご腕うでの元行商人ロレンスの血を引いた娘むすめ。ミューリの慧けい眼がんに敬服する一方、自分の情けなさに辟へき易えきする。それに、自分が王国と教会の間に不安定を招いたという事実は、決して間ま違ちがいではないし、そのことに無自覚だったのも確かだ。

　顔を覆おおいたくなるが、ふと、その手をミューリに摑つかまれた。

　ミューリを見やれば、その目線はきつかった。

「というか兄様、くよくよしてる暇ひまなんてあるの？」

「で、すが」

「あいつらの話、ちゃんと聞いてた？」

「は、話？」

　聞き返すと、ミューリは大きくため息をついて、唇くちびるを尖とがらせていた。

「あいつらはこう言ってたんだよ。兄様は王国で大人気で、兄様を無視して話を進めたらまた後から簡単にひっくり返されるかもしれないから、どうか味方についてくれって」

「……」

　呆あつ気けに取られてミューリを見返すと、じっとこちらを見つめ返してくる。決して冗じよう談だんを言っているようには見えない視線に気け圧おされ、エーブたちの話を反はん芻すうせざるを得ない。

「……」

　彼かれらは確かに、自分の名前があれば揺ゆれた天てん秤びんを鎮しずめるのは難しくないと言った。こんなところまで来て彼かれらがわざわざ世辞を言う必要もない、と最大限都合よく解かい釈しやくすれば、ミューリの言うとおりな気がしてくる。

　それに、もしも自分という存在が取るに足りないものであるのならば、確かに不思議なことがあった。

　なぜエーブたちは、この計画を王に直接ではなく、自分たちに持もち込こんだのだろうか？

「兄様を騙だまして利用しようとするなら、あいつらにはもっとやり方があったと思う。多分、兄様をあまり怒おこらせられない弱みがあるんだよ。母様を怒おこらせたくない、という理由以上にね」

　ニョッヒラで一番の我わが儘まま娘むすめであるミューリも、母親のホロにだけは絶対服従だ。

「あいつらは大おお儲もうけの計画を思いついたけど、このままじゃ進められなくて、それを兄様で埋うめ合あわせようとしてるんだと思う。だってあの狐きつねは有名な商人なんでしょ？　だったら最初から王様のところに行けばいいのに、わざわざ兄様のところに来たんだもの」

　ミューリの思考と重なった。

　やはりそこにはなにかあるのだ。

「まあ、狐きつねの誤算は、兄様の側には狼オオカミの私がいたってこと。それに、さっきのは兄様を騙だまそうというよりかは、私を試ためしてたような感じがしたし」

　きちんと出鼻をくじいてやったけどね、と得意げに鼻を鳴らすミューリは、こちらの反応の鈍にぶさに気がついて顔をしかめる。

「もう、まだ落おち込こんでるの？　やっぱりあの狐きつねが好きだったってこと？」

　ミューリに詰つめ寄よられ、そこだけは否定する。

「そ、そうではありません。ただ……あまりにも綺き麗れいに丸まるめ込こまれてしまったので……」

　するとミューリは大きなため息をついて、詰つめ寄よっていた体を離はなす。

「そうかもしれないけど、兄様は兄様で、ルワードおじ様じゃないもの。しかたないでしょ？」

　ルワードは勇ゆう猛もう果か敢かんな、傭よう兵へい団の長。自分は逆立ちしたってあんな人物にはなれない。

「ルワードおじ様なら、確かにあの場ですぐ狐きつねたちの思おも惑わくに気がついて、臨機応変、変へん幻げん自在に立ち回り、相手をやり込こめ返すかもしれないよ。それどころか剣けんを抜ぬいてあのテーブルを真っ二つにしてたかも」

　両手で剣けんを振ふるう真ま似ねまでするミューリは、すっかり憧あこがれの英えい雄ゆうの話をするお転てん婆ばな女の子だが、実際、ルワードの大立ち回りの様子が目に浮うかぶ。

「でも、そんな兄様を想像したら、なんか違ちがう気がするもの」

　ふと両手を下ろすと、小さな肩かたを大人びた仕草ですくめている。

　そして、不意に真面目な顔になってこちらを見た。

「というか、そんな兄様だったら、私は兄様との約束を信じられなかった気がする」

「え？」

「兄様だけは、ずっと私の味方でいてくれるっていう、あの約束」

　人ならざる者としてミューリが世界中から爪つまはじきにされようとも、自分だけはミューリの味方でいる、と誓ったあのことだ。

「ルワードおじ様もそういう約束をしてくれそうだけど……いかにもそういうのが似合いそうだもの。でも、あの兄様が、あのいっつも細かいことに悩なやんでてなにごとにつけてもはっきりしない兄様が、本気で約束してくれた。そういうのは、全然意味合いが違ちがう」

　並んだ言葉はひどいものなのに、ミューリの顔は優やさしげで、嬉うれしそうだった。

「兄様は、そういう、なんて言うんだっけ、頑がん固こ？　真面目？　じゃなくて、ちょっと馬ば鹿かみたいな、ほら……」

「……愚ぐ直ちよく」

　その単語を口にすると、ミューリはぱちぱちまばたきをして、くしゃりと笑う。

「それそれ。すっごく似合う」

　そこにはいい意味も悪い意味もあり、ミューリはその両方の話をしているのだ。

「で、私はそういう兄様が大好きなの」

　照れも躊躇ためらいもなく、まっすぐに好意を向けてくれる。

「まあ多少はルワードおじ様を見習ってほしいけど……結局は兄様だもんね。だから、ああいう狐きつねみたいなのにやり込こめられそうになっても、いちいちがっくりしないで欲ほしい」

　綺き麗れいな形の赤い瞳ひとみが、不敵に輝かがやいている。

「そういうのと戦うのは私の役目。つまり、兄様には私が絶対に必要ってこと」

　ミューリは守られるだけ、か弱いだけの女の子ではない。

　賢けん狼ろうの血を引く、狼オオカミなのだ。

「では、私の役目は？」

　そう尋たずねると、ミューリはとすんと顔をこちらの肩かたに乗せてくる。

「私のことをぎゅーっとする係り」

「……」

　耳と尻尾しつぽこそ出ていないが、ほら早く、と体全体で叫さけんでいる。ミューリのそれは冗じよう談だんでもあり、真実を示してもいた。

　エーブにはやり込こめられ、自分のしていることの影えい響きようを本気で考えておらず、独り歩きしているとしか思えない薄はく明めいの枢すう機き卿きようという名前に振ふり回まわされていた。けれど、ミューリが気づかせてくれたのは、間ま抜ぬけが必ずしも悪いわけではない、ということだ。

　愚ぐ直ちよくゆえにできることがあり、信じてもらえることがある。

　エーブもまた、生き真ま面じ目め、と評していた。

　神が人のことをそれぞれに役割を与あたえてこの世に生ましめたのであれば、己おのれの役割を全うしなければならない。そして、自分に与あたえられた役割とは教会を改革することであると信じるのならば、確かにくよくよしている暇ひまなどない。

　エーブの計画は王国と教会のこれからの関係に大きく影えい響きようしかねず、王国と教会の関係は世界の秩ちつ序じよに影えい響きようする。その秩ちつ序じよは巡めぐり巡めぐって、シャロンたちのような教会の悪あく弊へいに巻まき込こまれた者たちにも作用する。そのからくりの要よう諦ていに、自分という歯車が挟はさまっているのだ。

　それよりなにより、ミューリという一人の少女が、これほどまでに自分のことをまっすぐに見つめてくれている。

　それに応えずして、どうして司牧の道を歩めるだろうか。

「わかりました。ミューリ」

「うんっ」

　ミューリの首が伸のび、顔が近づけられる。

「エーブさんの企たくらみは、可能な限り調べる必要がありますし、私はまた、自分が無自覚だった世界への影えい響きようも考え直す必要があります」

「あ、う、ん？」

「ですが、まずはどこから手をつけるべきか……シャロンさんに相談して、手紙をヒルデさんやロレンスさんに……」

　必死に頭を巡めぐらせていたら、こちらに顔を突つき出だしていたミューリが、ごん、と頭ず突つきをしてきた。

「!?」

「兄様の馬ば鹿か！」

　ぷいっとそっぽを向いてしまう。

　一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられつつ、そう言えばぎゅっとして欲ほしいと言っていたことをようやく思い出す。エーブたちの心理戦を見み抜ぬいて自分を助け出し、落おち込こんでいた自分を励はげましてくれたのだから、礼はして然しかるべき。せめて今からでも、と腕うでを回そうとすれば、ミューリはつんとしながらも、仕方がないなとばかりに再び肩かたを寄せてくる。

　ただ、ふと手が止まった。

「あ、こちらの服も汚よごれてしまいますよね」

　ミューリの服は前面が見事な葡ぶ萄どう色いろだ。自分が着ているのもハイランドからの借りものなので、汚よごすわけにはいかない。それで思わず手を止めたのだが、気がつけばミューリが頰ほおを膨ふくらませてこちらを睨にらみつけていた。

「あ……」

「もう知らないっ！」

　ミューリは完全にへそを曲げてしまっていた。

　その頃ころには馬車がハイランドの屋や敷しきに到とう着ちやくし、今か今かと帰りを待っていたらしいハイランドが、貴族に似つかわしくない慌あわただしさで出で迎むかえに来た。

「早かったな。首しゆ尾びのほうは──」

　そう言いかけ、馬車から降りてきた自分たちの様子を見て、目を丸くしたのだった。

「誰だれも教会を裏切らないのが不思議だと思っていたら、よもや全員が教会を裏切っているとは」

　ミューリが服を着き替がえている間に、ことのあらましを説明すると、ハイランドは呆あきれ返ったように首を振ふった。

「確かにそれならばあの計画は現実味を帯びるが……君はなお、なにか怪あやしげなところがあると思うわけだ」

「ミューリの指し摘てきでもありますが、エーブさんには私を仲間にしておかないといけない理由がありそうでした。計画に自信があるのならば、直接王の下に向かったほうが話は早かったのに、と」

「確かにな……まあ、彼かの女じよ自じ身しんが言うように、荒こう唐とう無む稽けいすぎるのを恐おそれたのか……」

　ハイランドは深く思考するかのようにうつむき、しばらくしてから、言った。

「可能性があるとすれば、保険だな。彼かれらは教会を裏切っているわけだから、事が露ろ呈ていした場合のことを考えないはずがない。ならば、君を味方につけておくのは最低限必要な備えとさえ言えるのではないか？　君たちが味方ならば、少なくとも王国の民たみは味方になる。あるいは」

　ハイランドはそこで言葉を止め、悪戯いたずらっぽく右手を獣けものの爪つめのように立てた。

「がっちり摑つかんで、いざという時に利用する」

　自分の利用法など、ほんの少し想像を巡めぐらせるだけでいい。

「……裏切りの罪を償つぐなうため、私を教会に差し出すわけですか」

　危険な橋を渡わたろうとしている、という自覚は彼かれらにもあり、ミューリはエーブたちに、今のままでは計画を進められない理由があるのではと言っていた。

　それが命いのち綱づなの確保だとすれば、薄はく明めいの枢すう機き卿きようを仲間に引ひき込こもうとする理由としては、十分すぎるものだろう。

「大昔の戦いくさのように、首の交こう換かんというわけではなかろうが、たとえば君が教会の軍門に降れば、教会は離はなれた人心を集めやすくなるだろうからね。利用価値としては悪くない。ああ、そうだな……その可能性が高い。君は聖職者を希望しているだろう？」

「……決して無理矢理教会に売うり渡わたすのではなく、私にも利益がある、というわけですか」

「しかもそこに、私の身み柄がらが確保されていたらどうかな」

　ハイランドの？　と思い、その時のハイランドの立ち位置を考えて、口の中に苦いものが広がる。

「私は、ハイランド様の命と引ひき換かえに、働かされるわけですね」

　なにが楽しいのかハイランドがくすくす笑っているところに、扉とびらが開いてミューリが入ってきた。ニョッヒラから着てきたいつもの服だ。

「あんなに良い服を着た後だと、この服でもなんかごわごわする……」

　ミューリはそんなことを不服気に言って、こちらの隣となりの椅い子すに腰こしかけた。

「で、どんな楽しいお話をしてたの？」

「楽しくはありませんよ」

「私が囚とらわれの身になり、君の兄が助けに来てくれるという状じよう況きようについての話だ」

「あー、確かに楽しくないね」

「ミューリ！」

　ハイランドはついに肩かたを揺ゆらして笑い、ミューリは叱しかられても顔を背そむけるばかり。馬車でのことをまだ怒おこっているらしい。

　ハイランドはひとしきり笑った後、指でとんとテーブルを叩たたく。

「ただ、立場的には我らのほうが不利だ。特に、戦いくさが起こるのであれば」

「その可能性は……やはり、高いのでしょうか」

　エーブはほぼ確信しているような気がする。

　ハイランドは、力なくため息をつく。

「開戦の口実は、基本的に防衛的なものになる。我々としては戦いくさなどしたくないが仕方なく……という体だな。その点、勢いに乗っている徴ちよう税ぜい人たちの攻こう勢せいは、十分すぎる理由になる」

　そして戦いくさになれば、物資を調達するためにエーブたちの案を飲まざるを得ない。取りうる選せん択たく肢しは限られてくる。

「あのエーブとやらの思おも惑わくに乗るのが嫌いやならば、徴ちよう税ぜい人たちの動きを抑おさえることも視野に入れなければなるまい。ただ、徴ちよう税ぜい人たちを説得で思いとどまらせられるかどうか」

　シャロンの恨うらみは本物だった。

　それに、そっぽを向いていたミューリが驚おどろいた顔でこちらを見ている。

　シャロンたちの邪じや魔まをするつもりなのか、と言いたいのだろう。

「エーブら商人が戦いくさを前提にした話をしているということは、教会の動きにその兆きざしがあるということだろう。だとすれば、彼かれらの話を受け入れなければ、貿易商人なしで教会との戦いくさを遂すい行こうすることになる。到とう底てい勝ち目はない。我々としては、戦いくさの火種を取り除く方向に舵かじを切る必要がある」

「ですが、説得はおそらく……」

　ハイランドもシャロンの人ひと柄がらは知っているらしく、うなずき、答えた。

「いざとなれば、徴ちよう税ぜい権そのものの停止を王に提案する」

　シャロンたち流れ者が公然と大聖堂を攻こう撃げきできるのは、王権に基もとづく徴ちよう税ぜい権がある故ゆえだった。

　そのことは当然、悪い意味で作用することもある。

　徴ちよう税ぜい権は王の一存によって停止することができ、シャロンたちはたちまち教会と戦う根こん拠きよをなくすことになる。

「だめだよ！」

　椅い子すを蹴けり倒たおす勢いで立ち上がったミューリが言った。

「それって、教会相手に退ひくってことでしょ!?　だめだよ、そんなの！」

　ミューリの剣けん幕まくに驚おどろいてしまう。

　それほどまでにシャロンの話に共感していたのかと思っていると、ミューリにはひたすら甘あまかったハイランドが、鋭するどい目をミューリに向けていた。

「我々の個人的な感傷で、王国全体を危険に晒さらすわけにはいかない」

　気さくなハイランドではなく、ハイランド家の若き当主の言葉だ。

　ミューリが言葉を続けられず歯は嚙がみをしていたところに、こちらから手を伸のばした。

「ミューリ。落ち着いて」

「でも兄様っ」

「では、あのエーブの案を受け入れるべきだと思うか？」

　意地悪な問いとも取れたが、ハイランドはそれだけミューリのことを対等の相手だと認めているのだろう。

「……」

　返事を口にできず、ミューリは力なく腰こしを下ろす。

　そんなミューリを見やるハイランドの顔は、悲しげだ。ハイランドもまた、シャロンの話には心を痛めている。非道とさえ言える慣行を続けてきた教会相手に譲じよう歩ほするなど、ハイランドの倫りん理りには到とう底ていかなわないことのはず。

　しかし、エーブは信用できるか不明だし、仮に信用できたとしても、戦いくさが起これば今度はクリーベンド王子という不安要素のことも考こう慮りよしなければならない。

　ハイランドやその上の王や王子たちの立場からすれば、戦いくさを避さけるために全力を注いだほうが圧あつ倒とう的てきに守れるものが多い。たとえそれが屈くつ辱じよく的な譲じよう歩ほだとしても、負けて再起の目がなくなるよりかはよほどまし、ということだ。

　ハイランドはため息をついてから、言った。

「徴ちよう税ぜい人も意固地になって自分たちの基き盤ばんを失うことは望んでいないだろう。一時的な撤てつ退たいならば、受け入れる可能性も高い。いったん退ひいてもらえれば、教会との間の緊きん張ちようが緩かん和わできる可能性はある。そうなれば、徴ちよう税ぜい権そのものは維い持じできるだろう」

　ひとつずつ石を置き、ハイランドは道を作っていく。それは現実的で、理に適かなっていて、穏おん当とうだ。

　しかし、その理り屈くつの滑なめらかさを前に、ふと、なにか拭ぬぐいきれぬ違い和わ感かんを持った。

　言うなれば、あの黄金の羊歯しだ亭ていでのエーブたちの余よ裕ゆうと、ほとんど躊躇ためらうことなく次の一手を綺き麗れいに並べて見せたハイランドの様子が、うまく釣つり合あわなかったのだ。

「ハイランド様、よろしいですか？」

「どうした？」

　頭の中でもう一度、違い和わ感かんを両手で包む。形と大きさを確かめ、言葉に変えた。

「エーブさんたちは、黄金の羊歯しだ亭ていの説明で、私たちを完全に納なつ得とくさせられる自信があったのでしょうか」

　ハイランドは目をぱちくりとさせていた。隣となりのミューリも、不思議そうな顔をしている。

「それは……そうなのではないか？」

　そう言った後、ハイランドが視線をミューリに向けていたのは、席上でのやり取りを大まかに説明しているからだ。

「……兄様はあそこで、実際に丸まるめ込こまれて丸まってたじゃない」

　ミューリがいなければ間ま違ちがいなく罠わなにかかっていた。もうあと少しで背後の扉とびらが閉じて、首輪をつけられる寸前だった。そこに言い訳はない。

　だからこそ、違い和わ感かんが残るのだ。

「エーブさんのような人物が、目の前で罠わなから獲え物ものを逃のがしたのです。もっと執しゆう着ちやくしそうな気がするのに、私たちはあっさりここに戻もどってこられました」

　そして、ハイランドがそのことを受けた対策をすぐに思いついている。

　あまりにも簡単に、理り屈くつに沿って。

「それは……私が人を配置していることをわかっていたからではないのか？　それに君を罠わなにはめれば、報復のことも考えねばならないはずだ」

　そうかもしれないが、なにかもっと根本的なところで、自分たちはエーブのことを勘かん違ちがいしているような気がしていた。それこそ、エーブたちはあの場で説得する気などあまりなく、逃にがしても一向に構わないと思っているような状じよう況きようだ。

　たとえば、彼かれらは自分たちの計画に絶対の自信があるのでは。

　たとえば、ここで逃にがしたとしても、結果は同じだと確信があるのでは。

　たとえば。

　たとえば……。

「まさか」

　その可能性に気がついて、愕がく然ぜんとした。

「コル？」

　ハイランドの気き遣づかわしげな声に視線を上げる。ハイランドの優ゆう秀しゆうさは自分もよく知っている。高潔さもまたそうだ。そして、隣となりにいるミューリを見やる。真面目なだけの人物がどれだけ御ぎよしやすいかは、お転てん婆ばなミューリによって嫌いやというほど学ばされている。

　つまり、ハイランドの考えは理に適かなっているがゆえに、簡単に見通されていたとしたら？

　エーブたちは彼かれらの計画を確実なものにするため、打てる手があった。

「戦いくさの火種は今いま更さら取り除けないとしたら、どうですか？」

「それは、どういう……」

　意味だ、とまで続かず、ハイランドの顔から血の気が引いていた。

　そもそもハイランドが頭を悩なやましていたのは、なぜ自分たちの儲もうけのためならば周りを裏切ることも辞さないはずの商人たちが、教会のために結束しているのかだった。

　商人たちは、儲もうけのためならできることを可能な限りにやる。

　だとすれば、こう考えて然しかるべき。

「起こるかどうかわからない戦いくさを前提に計画を組むよりかは、起こるかどうかわからない戦いくさなら確実に起こるようにすればいい、と考えるのがエーブさんのはずです。徴ちよう税ぜい人の中に手下を紛まぎれ込こませるくらい、して然しかるべきなのでは」

　なんにせよ戦いくさが起これば、ハイランドたちを説得できておらずとも、背に腹は代えられない王国は、エーブたちを頼たよるしかない。

　しかもその時は切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようだから、交こう渉しようの主導権はエーブたちが握にぎることになる。

　黄金の羊歯しだ亭ていで罠わなの口を閉じる寸前、ミューリに獲え物ものを横取りされても怒おこらなかった理由は、これしかない。逃にげた獲え物ものは、どの道自分の下にやって来るという確信があった。

　それでこそ、エーブ・ボランだ。

「……金かね儲もうけのために、戦いくさを起こすのか」

　愕がく然ぜんとしたように、ハイランドが言う。

「私が初めて出会った時も、毛皮の貿易を独どく占せんするため、他の船が毛皮を運べないように川に船を沈しずめて妨ぼう害がいしたりしていました。ばれたら絞こう首しゆ刑けいだと聞きましたよ」

　聡そう明めいとはいえ、ハイランドは貴族の身分であり、そう言ってよければ育ちがいい。

　野や蛮ばんとしか言いようのないエーブの過去に、顔が引きつっていた。

「鶏にわとりは、自分たちの所に虫がいることを知ってるのかな」

　ミューリの一言に、少し硬かたい物を飲み下す。

「シャロンさんたちの目的は、聖職者を大聖堂から引きずり出すことです。もしかしたら、内部に侵しん入にゆう者がいるのは気がついているのかもしれませんが……」

「ちょうどいい、と思ってるかもしれないのか」

　シャロンがそこまで破は滅めつ的な思想をしているとは考えたくないが、あり得ないことではない。

「だとすると、一刻の猶ゆう予よもなし、か？」

　ハイランドの声こわ音ねが珍めずらしく震ふるえている。

「むしろ私たちに手の内を開示した以上、間を置くとは思えません。もちろん……その、私の考えが当たっているとして、ですが……」

　提案しておいてなんだが、あくまで仮説で証しよう拠こはない。留保をつけると、ミューリからは冷たい目を、ハイランドからはやや驚おどろいたような目を向けられた。

「兄様」

「は、はい？」

「背筋を伸のばして。胸を張って」

「ええ？」

　ミューリの言葉に戸と惑まどっていると、ハイランドが強こわ張ばりつつも、小さく笑った。

「君は不思議な人物だな。大だい胆たんにして繊せん細さいか」

　エーブにも同じようなことを言われた気がするが、きっと褒ほめられてはいない。

「なんにせよ、君の仮説を馬ば鹿かげたものだと一いつ蹴しゆうはできない。むしろ、話の流れを考えるとそれしかないとさえ思えてくる」

「そうだね」

　ミューリは言って、立ち上がる。

「じゃあ、どうするの？　私は教会が大だい嫌きらい。鶏にわとり……あいつにも同情する。邪じや魔ましたくない。でも、あの悪い狐きつねの絵図に乗っかるのもすごく嫌いや」

　ミューリは完全に自分の好すき嫌きらいでものを話してはいるが、理り屈くつで考えても、結論はあまり変わらないだろう。

「商人たちの傀かい儡らいが紛まぎれ込こんでいるのならば、徴ちよう税ぜい権をどうこうしようと無意味だろう。それに、どうやって商人の手の者を見つけ出せばいい？　一人とも限らないし、教会が激げき怒どし戦いくさを決意するに足るなにかを誰だれかが起こす前に全員捕とらえるなど、現実的ではない」

　それに、シャロンたちは決して悪者ではない。シャロンたちには怒おこって然しかるべき理由があってそうしているのだ。罪人かなにかのような対応が正しいはずがない。

　考えろ、と必死に言い聞かせる。まだ最悪の事態は起こっておらず、自分たちでどうにかできる可能性がある。

　そして、可能性としての話なら、ひとつだけ道があった。

「そもそも論かもしれませんが」

「構わない。聞かせてくれ」

　唇くちびるを舐なめ、言葉を整理してから、言った。

「徴ちよう税ぜい人の人たちと、この街の大聖堂を和解させればいいのでは？」

「な、に？」

　ハイランドが呆あつ気けに取られたようにこちらを見やる。

　だが、怯ひるまない。

「現状のままでは、どれだけ徴ちよう税ぜい人の人たちを捕つかまえても無む駄だだと思います。全員を牢ろうに入れたとしても、徴ちよう税ぜい人の志に同調した誰だれかを装よそおえば、いくらでも大聖堂を襲おそえます。それは傍はたから見れば、教会が王国の不始末として開戦の理由にするに足ると思います」

「それは……」

「ですが、もしも大聖堂と和解できたら話は別です。このラウズボーンは大きな都市で、司教区も広く、影響力もかなりのものなはずです。ラウズボーンの大聖堂と王国との関係は、今後の範はんとなるでしょう。だとすれば、たとえば徴ちよう税ぜい人の人たちが公式に矛ほこを収め、大聖堂側もそれに納なつ得とくした形であるのならば、その後不ふ穏おん分子が大聖堂を襲おそおうと、戦いくさの大義名分にはしにくくなるのではありませんか？　それに、公式に和解ができたのならば、王国が大聖堂を積極的に守ることもできるでしょう」

　ハイランドはゆっくりと言葉を咀そ嚼しやくし、飲のみ込こむようにうなずく。

「そのとおりだが、問題がある。徴ちよう税ぜい人との和解はすなわち、改革の進展にほかならないだろう？　それではむしろ大陸の教皇庁が態度を硬こう化かさせるのではないか？　君の案は自分の尻尾しつぽを食べる蛇へびの絵のような気がするが……」

　首を横に振ふり、自分の説明の下手さに辟へき易えきする。

「えっと、違ちがいます。和解はするのですが、表向きは、徴ちよう税ぜい人の人たちに退ひいてもらうのです」

「退ひく？　徴ちよう税ぜい人の側が？　だが、それは」

　絶対に無理だ、と言いたげなハイランドに、じっと視線を向ける。

「シャロンさんたちは徴ちよう税ぜい人ですが、あの人たちの目的は金ではありません」

　ならば可能性が、ひとつだけ残されている。

「非公式に聖職者の方たちと和解を達成できれば、シャロンさんたちは表向きの形式にはこだわらないのではないかと思います」

「あ、そっか」

　ミューリはそう言って、手を叩たたいた。

「だからあの悪い狐きつねは、兄様を仲間に引き入れようとしたのか」

「そうか！　確かに、薄はく明めいの枢すう機き卿きようがなにをしたか思い出すべきだ。デザレフでは実際に、大聖堂の門戸を開かせたではないか！」

　戦いくさを前提に大おお儲もうけを画策しているエーブが警けい戒かいするのは、王国と教会の緊きん張ちよう緩かん和わだ。

　両者を取り持つ可能性のある人物は計画の邪じや魔まであり、まさに自分を警けい戒かいする理由になる。

　もちろん、内実を知るこちらとしては、デザレフの時とはまったく事情が違ちがうと思うし、シャロンたちが納なつ得とくできるような形で和解を引き出せるかなど、正直言えば自信はない。

　だが、やれることはそれしかないし、解決の道筋があるとすれば、そこにしかないと思った。

　しかもこの仮説は、エーブたちの行動も綺き麗れいに説明できる。

　つまり、和解はあり得るとエーブは考えているとも言える。

「じゃあ、えっと？」

　そこにミューリが間の抜ぬけた声を上げる。

「そうだ。次の手が見えない。大聖堂は文字どおり取りつく島もない。まず彼かれらと接せつ触しよくするのが難しいが、どうするのだ？　君が無理やり扉とびらを叩たたけば、それだけで火が着きかねないぞ」

　次の一手も、自分には見えている。

「シャロンさんたちの事情に通じていながら、大聖堂の陣じん営えいに与くみしている人がいます」

　しかもその人物は、自分に好感を抱いだいてくれている。

　クラークだ。

「ハイランド様」

　ハイランドをまっすぐに見み据すえ、言った。

「エーブさんたちの思おも惑わくに頼たよらずとも、戦いくさは回かい避ひできるかもしれません」

　次はミューリだ。

「シャロンさんたちの邪じや魔まをせずに」

　ミューリはたちまち顔を輝かがやかせ、うなずいたのだった。
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　シャロンに直接計画の話を持っていっても、あの性格からして反発しか見せないだろうことは容易に想像がついた。それに、シャロンは立場的に多くの仲間を率いる身だ。その立場で弱気になることは、仲間への裏切りと捉とらえられるかもしれない。

　しかし大聖堂側が話し合いに応じるという姿勢を見せたのなら、そうとも限らないのでは。

　また、大聖堂に対しても事情は同じだが、その間を繫つなぐ人物として、クラークがいた。

「とはいえ……こうなるとは」

　そのクラークの下に向かう自分とミューリは、真っ暗闇やみの中、四よつん這ばいになっていた。

　エーブたちの行動が予測できない以上、ことを早く進める必要があり、早さつ速そくクラークの下に行こうということになったのだが、問題があった。ハイランドの借りている邸てい宅たくを見張る者たちがいたのだ。

　おそらくはエーブの手の者だろう。クラークに会いに行ったことが漏もれれば、なにをしようとしているかを察し、直接クラークに危害を加えてでも妨ぼう害がいをしてくるかもしれない。

　そこで自分が提案したのは、変装か、出入りの商人の荷馬車の積み荷に隠かくれての脱出。

　しかし即そく座ざにミューリに却きやつ下かされ、代わりにミューリが提案したのが、この状じよう況きようだった。

「ミューリ……道は大だい丈じよう夫ぶですか？」

　何度目かの分ぶん岐き点を越こえ、道自体も折れ曲がっていたりするため、自分にはもう方向感が全くない。天てん井じようから時折微かすかに差さし込こむ日光で、目の前を行くミューリのふさふさの銀色の尻尾しつぽが見て取れる。耳と尻尾を出しているミューリが狼オオカミの力を駆く使ししているのであれば迷うことはないと思いつつも、どうしたって不安になる。

　今自分たちがいるのは、古い歴史を持つラウズボーンに残された、水路の遺構なのだ。

「もう少し」

　そんな返事からほどなく、ミューリが急に止まったのでそのふさふさの尻尾しつぽに鼻先を突つっ込こんでしまう。

「この辺だね……。って兄様どうしたの？」

　くしゃみをしつつ、なんでもないです、と答えた。

「えーっと……あ、やっぱりここだけ板いた敷じきだ。よいしょっと」

　ミューリはそう言って、背中で担かつぐようにして、天板を横にずらす。

　そして外に顔を出してきょろきょろすると、こちらに手招きした。

「兄様、着いたよ」

　身軽な様子で光の中に出ていったミューリに続いて穴から顔を出すと、そこは目がちかちかするほどの色しき彩さいに溢あふれた家の中庭だった。

「すごい、ですね。この季節にこんなに花が」

「この匂においがなかったら、ちょっと迷ったかも」

　膝ひざを払はらい、からげていた旅人用のローブを解き直していたミューリの隣となりに這はい出でてから、自分たちの通ってきた暗くら闇やみを見下ろす。古い時代、まだこの街が今ほど人口稠ちゆう密みつになる前、大貴族が広大な庭園のために川から引いた水路の名残なごりだという。

　街の発展に伴ともない、広大な敷しき地ちをいくつもの邸てい宅たくに分ぶん譲じようする際、埋うめるのも手間だということで残してあるらしいが、そこは貴族のこと。なにか不ふ穏おんな事態のために残してあったようで、こうして所々が板いた敷じきに変えられ、屋や敷しきと屋や敷しきを繫つないでいる。もちろん遺構そのものも、定期的に掃そう除じしているようで、蜘く蛛もの巣すさえなかった。

「それにしても、なぜこんな通路を知っていたんですか？」

　この通路でクラークの下に行こうと言ったのは、ハイランドではなくミューリだった。ハイランドなど存在も知らなかったらしい。

　天板を足で戻もどしていたミューリは、最後に蹴けり入れるようにして嵌はめ直すと、肩かたをすくめた。

「おっきな街の話では地下通路がよく出てくるからだよ。そしたら、中庭には石いし畳だたみの道みたいなものがあるのに途中から建物の下に潜もぐり込こんでるから、もしやと思ったの。それで葡ぶ萄どうで汚よごしちゃった服を片付ける時に、屋や敷しきの人に聞いてみたんだ」

　戻もどってくるのがやや遅おそかったのは、そういうことかと思う。街に出た時も好こう奇き心でいっぱいだったが、ミューリは本当に自分とは違ちがう世界を見ているらしい。

「早さつ速そく使い道ができるとはさすがに思わなかったけどね。あと、母様と父様も使ったことがあるんだって。それで気がついたのもあるよ」

　そう言えば二人からそんな話を聞いたことがあるような気がする。

「父様と母様の冒ぼう険けんに負けてられないもの」

　どういう見み栄えの張り合いかはわからないが、助かったのは事実だ。

「ここのお屋や敷しきには誰だれも滞たい在ざいしていないみたいですが、誰だれかに見つかる前に行きましょう」

「庭のお手入れには誰だれか来てるはずだもんね。えーっと、こっち」

　ミューリは周りを見回し、狼オオカミの耳を澄すますようにしてから、太陽に向かって歩き出す。馬車が通るような表の通りではなく、住宅の区画の奥おくに向かう方向だ。

　ここは大きな邸てい宅たくの庭ではあるが、ハイランドが借り上げているところほど格式高くもないようで、木の柵さくに取りつけられた扉とびらは、簡易の閂かんぬきだけの質素なものだった。

　耳を当てて向こう側を探さぐった後、ミューリは閂かんぬきを抜ぬいて扉とびらを開ける。するとそこはシャロンに案内されて孤こ児じ院に向かった時に通ったのと似た、狭せまい路地になっていた。

「こんなところで追いかけっこしたら楽しそうだなあ」

　ミューリが吞のん気きにそんなことを言っているが、気持ちはわかる。路地は曲がりくねり、上下にもうねり、人の家の土間なのか、共用の洗い場なのか不明な生活空間が延々と続いている。

　旅人が大きな通りを歩いているだけでは、絶対に見つけられない道だ。

「道案内、よろしくお願いしますね」

「任せてよ」

　いつもの服にローブを纏まとったミューリは、フードの下で狼オオカミの耳を自じ慢まんげにぱたぱたさせていた。ハイランドから借りた豪ごう勢せいな服も似合うが、自分としてはこういう庶しよ民みん的な格好のほうが良いと思う。

　昼でも夕方でもない中ちゆう途と半はん端ぱな時間のせいか、人がおらず静まり返った路地を、ミューリは迷いもなく小走りに駆かけていく。ローブの下からちらちらと見える銀色の尻尾しつぽを追いかける自分の胸むな元もとには、エーブの計画を糾きゆう弾だんする旨むねと王国と教会の平和に向けての提言がしたためられた、ハイランドの手紙がある。

　これと合わせてクラークを説得し、シャロンと大聖堂の間に立ってもらうつもりだった。

　今回ばかりは、薄はく明めいの枢すう機き卿きようという名前に遠えん慮りよしている場合ではない。自分がどれだけ謙けん遜そんしたところで、世間はこの名を利用しようと画策したり、妙みような権けん威いを認めたりしている。

　誰だれかに利用され振ふり回まわされるくらいならば、自分の信じる道のために使うべきだ。

「兄様」

　決意を新たにしていたところに、ミューリが足を止めて振ふり向むく。

　その後ろには、見覚えのある建物があった。

　シャロンが管理している孤こ児じ院だった。

　クラークが不在だったら、という不安もあったが、杞き憂ゆうで終わった。

　扉とびらを何度か叩たたくと、覗のぞき格こう子しから当のクラークが顔を見せた。

「これはこれは……」

　すぐに扉とびらを開けてくれたが、クラークは自分たちの後ろにさりげなく視線を向ける。

「お二人だけでいらしたのですか？」

「シャロンさんには内密の御ご用件で」

　遊びに来たわけではないらしい、とクラークの顔が強こわ張ばった。

「とりあえず中へ」

　室内へ通され、扉とびらが閉じられる。

「少しお時間を頂いても？」

「ええ……それは、構いません。ちょうど騒さわがしい男の子たちは皆みな近所の工こう房ぼうへ働きに出ているので」

　働かざる者食うべからず。昔、似たような施し設せつに世話になった時のことを思い出す。

　クラークの手が墨すみで汚よごれていたことには気がついていたので、子供たちがいない間に筆写作業をしていたのだろう。

「奥おくにどうぞ。この時間ならまだ日が当たって暖かいので」

　クラークに誘さそわれて廊ろう下かを進むと、途と中ちゆうの部屋では小さな女の子たちが糸を紡つむいでいた。その側では働き手になれない幼子が吞のん気きに昼ひる寝ねをしている。

　これだけを見れば平和な光景だが、この子供たちが十分に一人で生きていける年になるまで、無事に孤こ児じ院が続くとは限らない。

　いざという時に頼たよる血けつ縁えんがいないというのは、心細いことだろう。

「おかけください」

　中庭に面した部屋には、クラークが日の光を頼たよりに作業していたらしい机と椅い子すがあった。

　今にも壊こわれそうな椅い子すにミューリと並んで腰こしかけると、ややそわそわした様子のクラークが口を開く。

「お出しできるのが湯冷ましくらいしかないのですが……」

「お構いなく」

　答え、単刀直入に言った。

「実は大聖堂のことで参りました」

　立ったままのクラークは一いつ瞬しゆん、目を見開いた。

　そして、強こわ張ばった体から力を抜ぬくと、出てきたのは観念したかのようなため息だった。

「その話の切り出し方でシャロンに内密というのは、穏おだやかなことではなさそうですね」

　開け放たれた木窓から中庭を見やり、クラークは叱しかられた少年のように体の前で両手の指を絡からめている。

「私に、なにかお役にたつことを話せればいいのですが……」

「目的は大聖堂とシャロンさんたちとの和解です。クラークさんには、大聖堂の聖職者の方たちに、私を取り次いでいただけないかと」

　ハイランドの権けん威いをもってしても、大聖堂は扉とびらを開かなかったらしい。そこに教会改革の旗手たる薄はく明めいの枢すう機き卿きようがのこのこ向かっても、まず門戸は開かれまい。

　だが、クラークの口からなら、こちらのことを相手に伝えられるかもしれない。

　そう思っていたが、クラークの返事はにべもなかった。

「それは、無理です」

「……取り次ぐことが、ですか？　それとも」

「どちらもです」

　クラークの言葉は短く端たん的てきなのに、視線は気弱げに床ゆかに落としている。なにかちぐはぐな印象を受けていると、クラークは目を閉じて、言った。

「私からもお願いがあります」

　そして、まっすぐにこちらを見たその口から出てきた言葉に、啞あ然ぜんとする。

「どうか、この街から立ち去ってはいただけないでしょうか」

　取り次ぎを断られるのはもちろん予想していた。

　しかし、クラークの言葉はまったく頭になかったことだった。

「なにも聞かず、立ち去ってはいただけませんか。そして、シャロンや教会の騒さわぎから手を引いてはくれませんか」

　クラークは教会から聖職禄を賜たまわるれっきとした聖職者だ。薄はく明めいの枢すう機き卿きようはその教会に改革を迫せまる、いわば敵方になる。

　それでもクラークを頼たよったのは、クラークはシャロンと似たような境きよう遇ぐうの生まれで、シャロンのために孤こ児じ院の運営に手を貸しているから。しかも、教会の意に反し、自分が翻ほん訳やくした聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やく版を筆写して、街の礼拝堂に配っているという。自分と出会った時のあの興こう奮ふんも、噓うそだったとは思えない。

　そのクラークから、手を引け、街から出ていけと言われるとは、あまりに意外過ぎて、どう答えればいいのかわからなかった。そして、クラーク自身も自分の口から出た言葉に戸と惑まどうように、視線を左右に泳がせて唇くちびるを嚙かむ。

　またその不思議なちぐはぐさだ。口から出る言葉は鋭するどいのに、振ふる舞まいは気弱な羊のよう。

　隣となりから聞こえたため息は、出来の悪い兄が二人いる、と言いたげなミューリのものだった。

「兄様はシャロンさんの味方だよ。それでも、出ていかなくちゃだめなの？」

　クラークは傷口を指で押おされたような顔を見せる。

「……」

　返事は、無言でうなずくだけ。

　クラークの顔つきを見れば、自分たちに街から出ていけと言うのは不本意のようにしか思えず、はっと気がつく。

「まさか、大聖堂からなにか脅おどしを？」

　薄はく明めいの枢すう機き卿きようがこの街にやって来ている、と大聖堂側が摑つかんでいるかどうかは定さだかではないが、王国に与くみする者たちからの言説には耳を絶対に貸すなと厳命されていてもおかしくはない。

　孤こ児じ院には、人ひと質じちには十分すぎる数の子供たちがいる。

　そして、クラークは首を横に振ふった。

「いいえ。あの方たちは、石の壁かべの向こうで息をひそめたままです。事態がなるようになりますようにと、祈いのっていることでしょう」

　悲しげな表情ながら、言葉には鈍にぶい棘とげがある。呆あきれからくる怒いかりと言えば近いだろう。

「でしたら、なぜ」

　こちらの重ねての問いに、クラークはゆっくりと首を横に振ふった。

　それから吸すい込こんだ大きな息は、なにかを搔かき集めるためのものだったのだろう。

「シャロンがなぜ私をここに置いていると思いますか？」

　向けられた視線には、はっきりと、敵意に似たものが混ぜ込こまれていた。

「それは……クラークさんが、シャロンさんたちと同じ……」

「そうです。ですが、それだけではありません。あのシャロンですよ。あの若さで、女の身でありながら、聖職者に捨てられた者たちを集め、組織し、徴ちよう税ぜい人組合の副組合長になったような才女ですよ。それだけの理由で私のような者をここには置きませんよ」

　吐はき捨すてるような、自じ暴ぼう自じ棄きにも感じられるような卑ひ下げの仕方だった。

　思わずミューリを見やると、ミューリも戸と惑まどっているようにこちらを見た。

「シャロンは私のことを利用できると思い、この孤こ児じ院の管理者を任せてきたのです。私は聖職禄を停止され、事実上路頭に迷っていましたから、渡わたりに船でした。それに、教会の汚よごれた部分の後始末をわずかでもできるという、罪つみ滅ほろぼしの面もありました」

　早口に、貯ため込こんでいたものを吐はき出すように喋しやべるクラークは、大きく息を吸い、続けた。

「シャロンが私をここに据すえたのは、決して出自が似ているゆえの仲間意識などではなく、私の立場が必要だったからです。あなたと同じように」

　そう言った時のクラークの顔は、卑ひ屈くつそうに歪ゆがんでいた。

「シャロンも当初は大聖堂との和解を望んでいたのです。そのために、連れん絡らく役として、私のことをここに据すえたのです」

　シャロンが和解を考えていたということに、驚おどろきとともに希望を見た。

「それでしたら、なおのこと協力していただけませんか。私は──」

「いいえ、無む駄だです」

　クラークはこちらの言葉を遮さえぎって。そう言った。

「……無む駄だ？」

「そうです。今のシャロンが、どうしてあんなに暗い目をするようになったのか……。シャロンも当初は希望を見ていました。自分の、いや、自分たちの父親に対し」

　ふと、背後の廊ろう下かの向こうから、子供の泣き声が聞こえてくる。ほどなく収まったので、糸　紡つむぎをしていた女の子たちがあやしているのだろう。

　クラークは泣き声が消えて再び静かになると、疲つかれきったように続けた。

「シャロンたちは最初からあんなに過激だったわけではありません。当初は徴ちよう税ぜい権が大おお盤ばん振ぶる舞まいされ、流れ者たちが生活を立て直すきっかけになると気がつくや、自分と同じような境きよう遇ぐうの者たちを助けるために方々回り、互たがいに助け合うために今の組合を組織したのです。血濡ぬれた復ふく讐しゆうのためではありませんでした」

　なにがあろうとも聖職者を大聖堂から引きずり出し、辻つじに吊つるしてやると恨うらみに燃えるシャロンと、孤こ児じ院の子供たちを前に見せた優やさしげな顔。

　二つの顔は、理由があってかけ離はなれてしまったのか。

「ただ、この街で徴ちよう税ぜい人として活動する中で、シャロンは少なくない〝叔お父じ〟がラウズボーンの大聖堂にいると知ったのです。そこで徴ちよう税ぜいを手て掛がかりにして、彼かれらと話し合いたいと願っていました。その当時から大聖堂は門戸を閉じ、高位の聖職者は引き籠こもっていましたが、王権の後うしろ盾だてがある徴ちよう税ぜいにならば、応じるだろうと思ったのでしょう」

　イレニアと同じ理り屈くつだ。

「ですが、大司教を始めとする高位の聖職者たちは応じませんでした。応じれば、自分たちの罪を認めることになりますからね」

　皮肉げに口元を歪ゆがめるクラークの気持ちはわかる。

　認めなければないものと同じ。

　教会はそうやって、悪あく弊へいを積み上げてきた。

「ただ、それだけならば、シャロンたちもあんなことにはならなかったと思います」

　クラークは肩かたを落とし、木窓の外に目を向ける。

　夕方の色を帯び始めた午後の日差しに、なにか思いを馳はせるような横顔だった。

「なにがあったのですか？」

　続きを促うながすと、クラークは中庭に顔を向けたまま目を閉じた。

「あなたのせいですよ、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様」

　そして向けられた視線と言葉は、初対面の時のものとは全く違ちがう、怒いかりに満ちたものだった。

「あなたがアティフで改革の狼煙のろしを上げたのが原因です。王国に残る聖職者たちは慌あわてふためき、大陸の教皇庁に伺うかがいを立てました。返事は、絶対に妥だ協きようするな、でした。ですがアティフの騒さわぎの後、教会の味方とも異い端たんの味方とも取れる北の島とう嶼しよ地域も王国に与くみするようになったと聞きました。教皇庁が直々に派は遣けんした大司教が追おい払はらわれ、すごすご引き返したと街で話題になったものです」

　ルウィック同盟の船に乗って、金でオータムたちを味方に付けようとした大司教のことだ。ラウズボーンは港町だから、船乗りの口伝えに話が届いたのだろう。

「その時点で、外地の商人が多く滞たい在ざいするこの街は、不ふ穏おんな空気に包まれていました。このまま王国が優位に立ち続けることを、教会が許すはずもない。早晩戦いくさが起こるに違ちがいない、と噂うわさされていました」

　権力は力で守らなければならない。

　そして、自分やハイランドは、教会の改革という、彼かれらの権けん威いを脅おびやかすことに挑いどんでいた。

「シャロンたちはまだ希望を見み出いだしていました。戦いくさが起こるような切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようになれば、〝叔お父じ〟たちは人ひと質じちになるのを避さけるため、大陸に渡わたるでしょう。だとすれば、最後に自分たちの話を聞くくらいはしてくれるのではないかと」

　誰だれかに善意を期待するのは、自分の中にその優やさしさがあるからだ。

　シャロンは現実的で、困っている誰だれかを見捨てられない性しよう分ぶんのようだった。

　ならば相手もまた、と期待した。

「そして、裏切られた、と？」

　クラークは悲しげに笑い、落ち着かなげに両手を組み合わせ、離はなした。

「大司教様たちの下した判断は、シャロンたちと話し合いの場を設けることではなく、商人たちを味方につけることでした」

　脳のう裏りをよぎった港での騒さわぎに、互たがいへの歩み寄りの気配など一いつ切さいなかった。

「あなたの活かつ躍やくのおかげで日々力を増す王国と、その後うしろ盾だてを受けた徴ちよう税ぜい人たちに、このままでは教会が押おしきられると判断したのです。大聖堂が貿易商人組合を味方につけ、シャロンたちと真っ向から敵対させたことに対し、シャロンがどれほど愕がく然ぜんとしたかお分かりですか？　〝叔お父じ〟たちは、戦いくさのような事態が遠くに見えているのに、なお、自分たちが矢や面おもてに立つことすら拒きよ否ひしたのです」

　クラークの責めるような視線は、無む邪じや気きに世間を引ひっ搔かき回まわした間ま抜ぬけな羊のことではなく、自分自身を責めているように見えた。

　きっと、シャロンは大司教たちの答えを知った時、この孤こ児じ院で、クラークの前で苦しんだのではないか。そして、クラークは己おのれの無力を知らしめられたのではないか。

　祈いのりの力が現実の問題の前でいかに無力かは、自分もよく知っている。

　しかし、クラークの続けた言葉が、ことはそれだけにとどまらないことを示した。

「ですが……ですが、私やシャロンがあの人たちに失望するのは、彼かれらが本当の悪人ではないからです」

　悪人ではない？

　戸と惑まどった隙すき間まに、クラークの呆あきれ果はてた笑えみが忍しのび込こむ。

「私がシャロンの維い持じする孤こ児じ院で、子供たちの世話をしていることは大司教様たちも御存知です。大きな街とはいえ、隠かくせるものではありません。ですがそれで私を叱しつ責せきするどころか、人を通じて維い持じ運営のための寄付さえ寄よ越こしてきました。シャロンもおそらく、薄うす々うす気がついていることでしょう」

　頭が混乱する。

　この孤こ児じ院に大司教たちが寄付をしている？　話し合いを拒こばみ、自分たちが直接争うことすら拒きよ否ひし、貿易商人組合を味方につけてまで徴ちよう税ぜい人を跳はね除のけようとしているのに？

　訳が分からないでいると、ミューリがぽつりと言った。

「本当の悪人なんて、滅めつ多たにいない」

　クラークは目を見開き、それからゆっくりとうなずいた。

「はい。シャロンたちが態度を硬こう化かさせ、過激になる中、私は上級司祭様から大司教様たちのお考えを聞かされ、なにをどう言っていいのかわかりませんでした。大司教様たちはシャロンたちを邪じや魔まものだと思い、貿易商人組合を味方につけたのではないのです」

　ミューリが呆あきれたように肩かたをすくめたのを見て、思わず口を挟はさんでしまった。

「ま、待ってください。私にはなにを言っているのかわかりません。その、私が聞き集めた話によれば、大聖堂は商人たちを味方につけ、王国との戦いくさを有利に進めようと画策していると。しかもあなたはそれを、シャロンさんたちと直接対たい峙じすることを拒こばんだ大司教様たちの策だと言います。それなのに」

　シャロンたちと敵対するものではない？

　どこに足を置けばいいのかわからない沼ぬま地ちに立つような、船ふな酔よいに似た感覚に苛さいなまれる。

　クラークはその混乱に理解を示すように、いっそ優やさしげに微笑ほほえんで見せた。

「困こん惑わくしますよね。私も同じでした。ですが、話を聞けばそれはそれで理解できました。大司教様たちは完全な悪人でもなく、もちろん善人でもあり得ないのです」

　一拍の間を空けて、こう続けた。

「大司教様たちは、地位を失いたくないために、王国と戦っているところを教皇庁に示さねばなりません。かといって、このまま本当の戦いくさになって、シャロンたちと剣けんを交えることも恐おそれたのです。王国が勢いを得ているとはいえ、教会という組織の力は強大です。大司教様たちは間ま違ちがいなく戦いくさになれば自分たちが勝つと、いや、勝ってしまうと考えました。そうするとどうなると思いますか。勝者の側になった大司教様たちがまずやらされるのは、教会に牙きばを剝むいた者たちを異い端たんとして火あぶりにすることです」

　ではその急きゆう先せん鋒ぽうは誰だれか。

　シャロンたちだ。

「血を分けた子供を火あぶりにすることなどできるはずがありません。あの方たちは根は善良なのです。この孤こ児じ院に寄付をしているくらいですから、罪悪感だって忘れていないのです。彼かれらに罪があるとすれば、どっちつかずの中ちゆう途と半はん端ぱさと、大聖堂の司教座に対し執しゆう着ちやくがあることです。その結果、あれはしたくない、これもしたくない、と哀あわれな戸と惑まどう羊と化したあの方たちは、不幸なことに頭が回ります。権力もあります。そこで貿易商人を組織し、王国を絶対的に不利にする方策を編み出すことで、王国の譲じよう歩ほを願ったのです」

　なんのために？

　決まっている。

「王国と戦いくさをしないためだよ、兄様」

　そして戦いくさに勝ってしまい、シャロンたちを火あぶりにしないために。

　絶対的に有利な立場を作り上げることで王国が譲じよう歩ほするように誘ゆう導どうできれば、戦わずして勝つことも可能だというのは、ミューリが早々に口にしていた可能性だった。戦いくさとは実際に戦火を交える前の戦いがほとんどで、戦えば損になると相手に思わせるはったりのやり合いだと。

　その点で、商人を味方につける案は、絶ぜつ妙みようの手だったのだ。

　表向き自分たちの立場を守りつつ、シャロンたちも守れるだろう手なのだから。

「ですが、シャロンたちはその話を聞いて、むしろ最後の望みを絶たれたわけです。大司教様たちを心底の悪人として切きり離はなすことも、あの方たちが和解のため悔くい改あらためるだろうと期待することもできないとわかったのです。自分たちを不幸に突つき落おとした張本人たちを前に、怒いかりを捨てることも、ぶつけることもできないという戸と惑まどいは、容易に恨うらみに変わりました」

　連中を矯きよう正せいするには、一度叩たたき潰つぶすしかない、とシャロンは言った。

　それはこういう意味だったのだ。

　確かにそのどっちつかずの態度は、シャロンたちからすればあまりにも歯がゆいだろう。結局のところ大司教たちは過去の罪から目を逸そらし続け、表では美び辞じ麗れい句くを述べる様は変わっていないのだから。

　しかし、その話を前に、自分が怒いかりを感じたのは大司教たちの身勝手さよりも、エーブたちのことだった。

　大司教たちは、歪ゆがんだ良心と心の弱さが生み出したものとはいえ、シャロンたちと戦いくさにならないように計画を立てていた。一方でエーブたちは、それを嘲あざ笑わらうかのように利用しようとしていることになる。

　エーブたちは戦いくさが起こることを前提に計画を立てていて、おそらくは自らの手で起こそうとさえ思っている。彼かれらが大司教の思おも惑わくに気がつかないなんてことがあるだろうか？　そんなはずはない。

　彼かれらは血も涙なみだも、すべて金に代えようとしているのだ。

　このことをクラークに伝えれば、と一いつ瞬しゆん思った。大司教たちの思おも惑わくは商人たちに利用されているとクラークに伝えれば、クラークはそれを大司教に伝えてくれるかもしれない。

　ただ、その結果は？　と想像すれば、大司教たちが商人を切り捨て、もはや誰も信じられない、と態度を硬こう化かさせる様だけが思おもい浮うかぶ。それでは自分の小さな正義感が満たされるだけだ。これは商人たちにとって都合の悪い事実なのだから、もっと効果的に利用できるはずだった。

　たとえばこの事実を梃て子こにして、エーブたちを動かせないだろうか。和解は無理だとしても、彼らに大司教との話し合いの場を設けさせるくらいはできるのではないか。さもなくば……。

「兄様？」

　ミューリに呼ばれ、はっと我に返る。

「す、すみません……話の内容に、考えることが多くて……」

　ミューリはこちらに小さくため息をついて見せてから、視線をクラークへ向けた。

「でもさ、なんで？」

「え？」

「なんでその話から、兄様に街から出ていって欲ほしいっていう話になるの？　和解は無理かもしれないけど、兄様はあのにわ……シャロンの味方なのは間ま違ちがいないよ」

　そうだった。それとも、これ以上場を引ひっ搔かき回まわさないでくれということなのだろうか。

　薄はく明めいの枢すう機き卿きようというのは世間にとって大きな名前となった。

　しかし、図ずう体たいが大きいだけで機き敏びんに動けなければ、たくさんの壺つぼが並ぶ油屋に迷まよい込こんだ牛と同じだ。なにをしようとしても、大おお騒さわぎを免まぬがれない。

　クラークが顔を上げれば、疲つかれたように笑っていた。

「わかりませんか？　私には、大司教様たちを責められないからです。私も同じ罪に囚とらわれているのですよ」

　そこにあるのは、さめざめと泣いた後のような、溶とけかけた表情が見せる笑え顔がおに似たなにかだ。そんなクラークを前に、ミューリは不意に痛ましい顔を見せた。

　自分がよく知るのとは違ちがう、大人びた表情だった。

「あいつのことが、好きなの？」

　その一言にクラークは息を吞のみ、目をつぶり、歯を食いしばる。

「……はい。ですから、私には大司教様たちを責める資格がないのです。私は聖職にありながら、シャロンに惹ひかれ、そのためにこの孤こ児じ院の管理者に甘あまんじているのです。同時に」

　クラークの光を失った目が、こちらに向けられる。

「あなたが私の代わりにシャロンの味方をすることにも、耐たえられないのです。情けなく思います。嫉しつ妬と以外のなにものでもないのですから……」

　完全なる無む辜この司牧者などいはしない。そもそも人は生まれながらにして罪を背負っているがゆえに、ひたすら神の救いを祈いのるしかないと聖典には書かれている。

　クラークは聖人ではなく、普ふ通つうの心優やさしい青年だった。

　そのクラークが苦しむのは、真しん剣けんにシャロンのことを思い、同時に信しん仰こう心もまた、本物だからだろう。

　目を閉じ、うつむいてしまうクラークに、思わず手を伸のばしかけ、そこを摑つかまれた。

　ミューリがこちらを見て、首を振ふる。

「行こ、兄様」

　クラークに協力は望めないし、どんな言葉をかけても傷つけるだけだと、聡さといミューリの目が教えてくれた。手を下ろせば、ミューリはまるで武器が下ろされたかのように、ほっとした顔を見せた。

　これ以上ここにいても、なにも進展はない。それがわかっていても、大きな石いし臼うすの狭間はざまで心を潰つぶされようとしている青年を置いていけはしない。

　足が動かないでいると、ミューリに引っ張られ、根が剝はがれるかのように、ようやく歩き出せた。

「私とシャロンも、あなたたちのように兄妹きようだいだったらよかったのに」

　不意に向けられた言葉に、びくりとミューリは肩かたをすくませて立ち止まった。

　自分の妹だという関係をどうにか覆くつがえそうとしているミューリだ。

　咄とつ嗟さに訂てい正せいしたくなったのだろうが、大人げないと思ったのかもしれない。

　振ふり向むかずに歩き出したものの、その横顔がひどく強こわ張ばっているような気がした。

「ミューリ？」

　廊ろう下かを行く中、思わず声をかけると、ミューリは目を閉じ、ゆっくりと息を吸って、言った。

「いつまでも妹じゃないもの」

　そうでしょ？　といつものむくれた顔を見せたので、ほっとした。

「早く手のかかる妹じゃなくなって欲ほしいものです」

　むううっと頰ほおを膨ふくらませるミューリに、ちょうど羊の原毛を抱かかえて部屋に向かっていた女の子が、きょとんとしていた。

　見送りなく孤こ児じ院から出て、明るくはあるがまだ冬の名残なごりを感じさせる少し冷たい風に吹ふかれ、思わずため息をついた。大聖堂にいる大司教たちとシャロンたちの関係は、完全にこじれていた。その上両者を繫つなぐ頼たのみの綱つなだったはずのクラークは、シャロンへの恋こい心ごころのせいで大司教たちを責められなくなっている。

　しかし、なにも得なかったわけではない。

「それで、兄様」

「なんですか？」

　ぐいと袖そでを引かれて、ミューリを見る。

「さっきの話の肝きも、ちゃんとわかってる？」

　今しがたのむくれ顔の続きのように、ミューリが睨にらんでくる。

「あの兄様の出で来き損そこないみたいなの、すっごく大事なこと教えてくれたけど」

　クラークが自分の出で来き損そこないとは思わないが、系統は同じだと認めるのはやぶさかではない。

「エーブさんたちのことですよね？」

　答えると、ミューリは唇くちびるを少しすぼめ、片かた眉まゆをわざとらしく上げる。

「ふーん……少しは成長したみたいだね」

　おしめだって代えてきたミューリにそんなことを言われてしまうが、黄金の羊歯しだ亭ていでのことがある限り、しばらくは反論もできまい。

「あの悪い狐きつねは、教会の人たちに本気で戦うつもりがないってことを完全に逆手に取ってたんだね！　ほんっと悪い奴やつら！」

　口悪しく罵ののしるのは、自分もまた悪戯いたずら三ざん昧まいなので、同族嫌けん悪おがあるのかもしれない。

「エーブさんは大司教様たちの気持ちなど関係なく、戦いくさを起こそうとしている。彼かれらの説明では、どちらかが勝つような状じよう況きようにはならないように、とは言っていますが……」

　そんなことができるのか本当にわからないし、戦いくさの手打ちとしてシャロンたちが責任を取らされることだって想像ができる。なにより戦いくさが起きても誰だれも幸せにならないのに、エーブたちだけが、暗くら闇やみの一番深い場所で、十と重え二は十た重えに張はり巡めぐらせた蜘く蛛もの巣すの下で、優ゆう雅がに葡ぶ萄どう酒しゆを啜すすっている。

　だが、その居場所をついに見つけ、彼らの謀はかりごとの心臓を摑つかんだことになる。

「ミューリ」

　その名を呼ぶと、先に路地を歩いていたミューリが足を止め、振ふり向むいた。

「なあに？」

　わざと間延びさせた、幼い口調で聞き返してくる。

　その赤い目は、そう言ってよければ、これから遊んでもらえると期待する子犬の目だ。

「私はエーブさんの企たくらみを看過できませんし、シャロンさんのことも誰だれかが助けるべきです」

　ミューリは口の両りよう端たんを引き、にんまりと笑う。

　周囲の様子を確かめるそぶりさえ見せず、耳と尻尾しつぽを露あらわにする。

「私は兄様に、格好いい兄様でいて欲ほしいと思ってる。もちろん」

　と、悪戯いたずらっぽくこちらの腕うでにしがみつく。

「私は兄様の盾たてであり、剣けんになるって条件付きで」

　二に人にん三さん脚きやくという言葉がある。

　互たがいの足りないものを補い合うのに、決まった形などない。

「足を踏ふみ外はずしそうになっても、あなたがいると思えば踏ふみ出だせます」

　ミューリは耳と尻尾しつぽをばたばたさせて、言った。

「で、どうするの？」

「エーブさんを脅おどし……ごほん。協力を要よう請せいします。薄はく明めいの枢すう機き卿きようという、大それた名前にかけて」

「んふ？　兄様も言うようになったね」

　悪そうな笑え顔がおのミューリ。

「兄様、狐きつね狩がりだよ！」

　けれど、頼たよりになる笑えみだった。

　エーブがラウズボーンのどこにいるか、ということはすぐに判明した。ハイランドの屋や敷しきを見張る者たちを、ハイランドの護衛である騎き士しがとっ摑つかまえ、聞き出したのだ。

　とはいえエーブのほうには特に居所を隠かくすつもりもなかったらしく、見張りたちはすぐに居場所を吐はいたし、見張りの吐はいた場所もまた、ラウズボーンのいわば公共の建物だった。

　市政参事会にハイランドが問い合わせれば、しばらく滞たい在ざいするので商あきないに使わせて欲ほしい、とエーブから正式な手続きが取られていたこともわかった。

　あらゆる陰いん謀ぼうを企たくらんでいるようで、きちんとしているところはきちんとしているのが、いかにもエーブらしかった。

「なにかあったら声を上げてくれ。騎き士しを控ひかえさせておく」

　エーブの滞たい在ざい場所の近くまで来て、馬から降りた。

　立派な体たい軀くの馬がほかに三頭いて、一頭にハイランドが、残り二頭には騎き士しがまたがり、徒士かちの護衛まで二人いる。クラークとの話を伝え、エーブの狐きつねの巣穴の深さを教えたら、ハイランドはすっかりエーブのことを敵だと認にん識しきしたらしい。

「よろしくお願いします」

　大おお袈げ裟さな、とは言わなかった。エーブが天てん秤びんに載せているのは、巨きよ大だいなラウズボーンの取引どころではなく、王国の存続に関わるような、途と方ほうもない規模の密輸話なのだ。

　その黄金の前には、人の命などあまりに軽い。

　自分には利用価値があるから安心だ、と言うには、エーブは油断ならなすぎる。

「では、ミューリ」

「うん」

　心配そうな顔のハイランドとその部下を残し、自分たちだけで歩いていく。

　ここは賑にぎやかなラウズボーンの中でも珍めずらしく静かな場所で、昔は栄えていたが、今は時代の流れに取り残されている地区だ。往時はこの側の河口に港があり、賑にぎやかな市場もあったという。

「なんか不思議。ちょっと離はなれるだけで息もできないくらいの人ごみなのに、別の街みたい」

「ほとんどが大きな商会や職人組合の倉庫だそうですよ」

　建物は今も現げん役えきで使用されているが、大きさの割に古めかしく、くすんだ印象を受ける。時折荷物を満まん載さいにしている荷馬車とすれ違ちがっても、威い勢せいの良さはなかった。

　ラウズボーンは河口に作られた街だったが、この地区の港は随ずい分ぶん昔に土ど砂しやの堆たい積せきで埋うまり、それ以来船が入れなくなってしまったらしい。折しも土地が手て狭ぜまになっていたこともあり、船着き場としての機能はよそに移り、急激に活気を失っていったとのことだった。

　しかも元々が賑にぎやかな場所だったため、どの建物も立派で、零れい細さいな職人や露ろ天てん商しようが借りるには高価すぎ、壊こわして安い住宅用に立て直すのも現実的ではなかったことが災わざわいしたようだ。

　人は出る一方で寂さびれ、一度寂さびれると人は寄ってこない。

　そういうわけで、今ではここは建物の大きさを活いかした倉庫か、耳をつんざく喧けん騒そうから逃のがれたいという、富ふ裕ゆうな者たちの別べつ荘そう地のようになっているらしかった。

　エーブはそんな地区にある、かつては麦類を専門に荷に揚あげして計量していたという、今は使われていない街の共同倉庫を借りているとのことだった。

「あんなに派手な見た目なのに、こんなところにいるんだ」

　ようやくたどり着いたそこは、ミューリが言うように、あまりにも地味な建物だった。

　一階部分は丸ごと荷に揚あげ場になっているようで、鯨くじらの口を思わせる大きな木の扉とびらになっている。そんな鯨くじらの口の脇わきには石の階段があり、直接二階へと入る造りになっている。

　建物自体は四階建てて、二階部分までが石造り、それより上は黒ずんだ木造だった。

　どこにも華か美びな装そう飾しよくはなく、ひたすらに実用一点張り。しかも今はろくに使われなくなっているという哀あい愁しゆうまで加わり、地味というよりかは陰いん鬱うつでさえある建物だ。

「ですが、やっぱりエーブさんらしいですよ」

「そう？」

「ここに銅の板が嵌はまっているでしょう」

　建物の一階部分には、緑ろく青しようの浮ういた銅版が埋うめ込こまれていた。

「うん？　えーっと……麦束通り？」

「この建物の前を通る道の名前ですよ。街の生命線の麦を取とり扱あつかって、かつては道の整備と維い持じを任されていた、この地区の中心的な建物だった証あかしです」

　道の維い持じは基本的にその道沿いに住む者たちの責任で行われ、名前を冠かんするというのはその土地の顔役であることを示す。ここは今でこそ時代に取り残され、捨て置かれてはいるものの、街の歴史にとって重要な建物なのだ。派手なだけの豪ごう邸ていを借り上げる代わりに、エーブがこういう場所に滞たい在ざいしていることが、いかにも叩たたき上あげの商人らしくてなぜか嬉うれしくなる。

「油断のならなさは、こういうところにあるのだと思います」

「それはなんとなくわかる。見張りもこっちを見てるしね」

「えっ」

　ミューリが二階部分に目を向けると、扉とびらが開いて、黄金の羊歯しだ亭ていでも見かけた護衛が顔を見せた。

「お館様がお待ちだ」

　文字通り大上段から告げられる。ここに来ることはわかっていたような、あるいは来られたとしても一向に構わないという自信が窺うかがえる。さもなくば相手にそう思わせるための振ふる舞まいか。

　エーブは見方によって色を変える宝石のようなもの。

　へたに考えれば、逆に絡からめ取られてしまう。

「行きましょう。ミューリ」

「麦袋ぶくろ出しておかないと」

　どこまで本気かわからないが、普ふ段だんは首から提さげて服の内側に入れている麦の詰つまった巾きん着ちやく袋ぶくろを、もそもそと服の外に取り出していた。賢けん狼ろうホロの血を引くミューリは、麦の力を使って狼オオカミの姿になることができる。エーブがどれだけ屈くつ強きような護衛を揃そろえていようとも、まず間ま違ちがいなく負けることはないだろうが、間ま抜ぬけな兄が人ひと質じちに取られてしまった場合にはその限りにない。

　注意しなければ、と自分に言い聞かせる。

　そうこうしながら石段を上り、開いたままの扉とびらをくぐると、護衛二人が扉とびらの陰かげでじっとこちらを見つめていた。

「失礼します」

　護衛二人は特になにも言わず、一人が扉とびらを閉め、一人が先導して歩く。こちらが武器の携けい帯たいをしているかどうかの確かく認にんすらしなかった。

　エーブが借り上げている古い時代の麦の倉庫は、想像と違い物で溢あふれていた。けれども長いことそのままになっているふうだったので、エーブの荷物というわけではないのだろう。そのくすんだ様子が、華か美びな服装の護衛とまったくそぐわない。

　幸い掃そう除じはよくされていて、埃ほこりっぽくはないし、廊ろう下かが狭せまい割には風もよく通っている。埃ほこり臭くささの代わりに、河口からの潮の匂においがかすかに香かおっている。

　護衛は無言のまま階段を上り、三階へと向かう。階段からは一階の倉庫部分が見下ろせて、同時に四階の天てん井じようまでが見通せた。

　吹ふき抜ぬけ部分に渡わたされた太い柱は、梁はりではなく巻き上げ機の残ざん骸がいのようで、滑かつ車しやとちぎれた縄なわが蔦つたのようにぶら下がっている。

　三階を抜ぬけ四階にたどり着くと、階段の終わりにでんと机を置き、羽ペンを取っているあの偉い丈じよう夫ふがいた。大きな体に似つかわしくなく、小さめの律りち儀ぎな文字が羊皮紙に並んでいる。

　自分も知らない言語で書かれていて、まったく読むことはできない。

「お館様は奥おくにいらっしゃる」

　偉い丈じよう夫ふはそうとだけ言って、再び書き仕事に戻もどる。

　ミューリは彼かれらの余よ裕ゆうが鼻につくらしく、ふんと鼻を鳴らしていた。

「お館様」

　護衛が奥おくの部屋の扉とびらを叩たたくと、「入れ」と小さな声が帰ってくる。

　扉とびらが開かれると、たちまち冷たい風が顔を撫なでた。

「エーブさん？」

　扉とびらの向こうは執しつ務む室のようになっていたが、エーブの姿はない。

「兄様」

　と、ミューリに袖そでを引かれ、ミューリの指差したほうを見やれば、続きの間があって、河口に面した壁かべ一面が開け放たれていた。

　室内は海の反射する薄うすい青色で染まり、遠くに賑にぎやかなラウズボーンの港が見えているのにこちら側は無音で、まるで夢の中で見る美しい光景のようだった。

　エーブはそんな部屋の外にある、河口に面した縁えん台だいにいた。

「黄金の羊歯しだ亭ていでの返事をしに来たのか？」

　大きな椅い子すに腰こしかけ、側には酒と干し肉が置いてある。あの傘かさ持ちの娘むすめもいて、こちらに向かってにこりと微ほほ笑えみかけてくる。

「いい景色だろう？　かつてはこの建物の目の前まで大型船せん舶ぱくを横づけにできたんだ。二十人がかりで操作する巻き上げ機が首をもたげ、荷に揚あげされた小麦が一階の倉庫まで樋といを伝って滝たきのように流されたって話だ」

　振ふり向むきもしないエーブは、楽しげに言った。

「エーブさんの悪だくみを見つけましたよ」

　そう言葉を向けると、エーブは足を組くみ替かえて、右手を挙げた。傘かさ持ちの娘むすめが一礼して、優ゆう雅がな歩き方で自分たちの側そばを通とおり抜ぬけ、廊ろう下かへと出ていった。

「大司教様たちの親心を逆手に取って、密輸の計画を思いつきましたね」

　一羽わの海鳥が、みゃあ、と鳴いて飛んでいく。船や港の上では油断ならない凶きよう暴ぼうさを見せる海鳥も、この近辺で見かけると寂さびしそうだ。

「親心、ね」

「私もあの欺ぎ瞞まんには感心しません。同情もまた」

　その答えをエーブは気に入ったらしく、組んでいた足を解き、立ち上がった。

「誰だれから聞いた？　大聖堂は誰だれにも門戸を開かないはずだし……ハイランドと繫つながる君に協力する聖職者がいるとも思えない」

　ミューリが足の置き方を変えたのがわかった。逆光のエーブの目つきは、獲え物ものを狙ねらう森の獣けもののそれに似ている。

「私は薄はく明めいの枢すう機き卿きようですよ」

　そんな啖たん呵かにエーブは目を丸くし、くすぐったそうに笑う。

「確かにそうだ。君には君の伝つ手てがあり、知ち恵えがある。いいね、とてもいい」

　エーブは笑い、大きく息を吸うと、「それで」と言った。

「君たちはなにしに来た？」

　逆光で陰かげになったエーブの目が、口が、暗くら闇やみの森をうろつく獣けもののように浮うかび上あがる。

　敵意を剝むき出だしにしてきたエーブは、背せ丈たけさえもが大きく感じられる。

　自分などでは想像もつかないであろう経験を経てきたはずのエーブだ。勝てるとは思っていない。しかし、正義はこちらにあるはずだという確信もまた、同時にある。

「あなたたちのことを大々的に告発します」

「ほう」

「薄はく明めいの枢すう機き卿きようの名で、商人たちが大聖堂を食い物にしようとしていると公おおやけに告発します」

「……」

　エーブは口を笑えみの形にしたまま、閉じる。

　続けろという意味だと理解し、大きく息を吸った。

「私はこれまでの旅で、人々は決して教会を憎にくんでいるわけでも、必要としていないわけでもないことを知っています。そんな中、薄はく明めいの枢すう機き卿きようの名で、貪どん欲よくな商人が大聖堂を騙だまして自分たちは密輸で大おお儲もうけをしようとしていると告発したら、どうなると思いますか。人々は大聖堂の味方をするでしょう。また、教会との急激な対立を避さけ、戦いくさを回かい避ひしたいと王国が願っているならば、これ幸いと教会側の肩かたを持ち、不正を働いた商人を処しよ罰ばつするでしょう」

　そうなればエーブたちは密輸で儲もうけるどころか、謀ぼう議ぎの廉かどで辻つじに吊つるされる可能性が高い。

　もちろん自分もそんなことは望んでいないので、エーブには脅おどしの文句の後に、こう持ちかけるつもりだった。

　大聖堂に対し、シャロンたちと話し合うように勧すすめて欲ほしい。その上で、貿易商人組合は徴ちよう税ぜい人との対立を緩かん和わする方向に行動してもらう。そうすれば戦いくさの黒雲は遠のき、シャロンたちが大司教たちとのことになんらかの形で決着をつけることもできるのでは。

　もちろん、戦いくさを望むエーブたちにとっては、損を招くようなことになるだろうが、密輸の計画そのものを告発されて処しよ刑けいされるよりはましのはず。

　エーブたちの計画の芽は、自分がクラークから話を聞き出した時点で潰ついえているのだ。

　エーブが退たい却きやくする、その言葉を待った。

「わかった」

　勝った。

　胸が広がるような想おもいに、取引を述べようとした矢先のことだ。

「君が告発してくれるのなら、それでいい」

　階段だと思って踏ふみ出だしたらなにもなかった。

　そんな眩暈めまいに似た浮ふ遊ゆう感に、思考を乱される。

「それで構わない。やれやれ、なにを言われるのかと肝きもが冷えた」

　エーブはそんなことを言って身を捻ひねると、縁えん台だいに出してあるテーブルの硝子ガラス製の器うつわを手に取り、中の酒を啜すする。

　意味がわからず、立たち尽つくしてしまう。

「エーブ、さん？」

「なんだ？」

　聞き返され、困こん惑わくする自分を誰だれが責められるだろう？　むしろ短たん剣けんを取り出し、凄すごまれ、血みどろの争いになるほうが予想できた。エーブのこんな反応、予想できるはずがない。

「私は、その……」

「告発だろう？　してくれて構わない」

　告発するなと言うのならわかる。エーブのこの余よ裕ゆうはなんだ？　自分はなにか見落としていたのかと焦あせる。

　すべての計画を台無しにされようとしているのだ。なのに平気な顔をしているのは、はったりか、それとも？

　まさか自分たちを生きて返すつもりがないのかとミューリを見やれば、ミューリもまた不思議そうな顔をしていた。

「ああ、そうか。君たちは私が計画を台無しにされて怒いかり狂くるい、泣いて歯ぎしりすると思っていたのか。そして、その機に乗じて、私になにか取引を持ちかけようとしたのだな？」

　あまりに図星すぎ、体も思考も硬直する。

「怒おこる必要がない。私には他に儲もうける手段がある」

　エーブは肩かたをすくめ、かじっていた干し肉の筋を指で口から取り出すと、縁えん台だいの向こうに向かって弾はじいた。

「しかも君が告発してくれるというのは都合がいいんだ。どうせだから、アルーゴたちがこの街で積み上げてきたあくどい商あきないの話もまとめて渡わたしておこうか。糾きゆう弾だんは派手にやってくれたらなお助かるし、君たちもやりやすいだろ？」

　エーブは一体なんの話をしているのか。自分は、エーブのなにを見誤っていたのか。

　言葉を返せないでいると、エーブは掛かけ値ねなく、優やさしげな笑えみを見せた。

「ふふ。戸と惑まどう顔は昔の少年のままだな」

　半歩後ずさっただけで、もう子供時代に逆ぎやく戻もどりしたような気になってくる。せめてもの反はん撃げきとして、言うしかない。

「なぜ？　なぜ、あなたは……」

　冷たい笑えみは、少し悲しげにも見えた。

「それは、なぜ私が告発されても平気なのかってことか、それとも、なぜアルーゴたちを裏切るのかってことか？」

　沈ちん黙もくは、両方の肯こう定ていだ。

「告発されても平気なのは、助けてくれる連中がいるからね。それから、アルーゴたちを裏切るのは私じゃない。彼かれらは、彼かれらの上司によって処分されるんだよ」

　説明は新たな謎なぞを増やすだけだった。

　こちらの様子にエーブは小さくため息をついて、出来の悪い弟で子しに説明するように言った。

「私たちが計画していたのは、王国と南の地の大規模な密輸の話だ。話がラウズボーンの支店だけでまとまるはずもないだろう。当然、連中は商会の本国のお偉えらいさんと話を通じておく必要がある。だが、本店の椅い子すに座すわる連中は本物の商人だからな。危険な密輸話には、保険をかけていたんだよ」

　本物の商人、という単語に嫌いやな感じがあった。

　奥おくの院いんに巣食う魑ち魅み魍もう魎りようたち。

　エーブは、潮の匂においを含ふくむ少し冷たい風に柔やわらかな髪かみを揺ゆらした。

「私は彼かれら本物の商人たちから、密輸計画の失敗の際は、第二の契けい約やくを実行してくれと頼たのまれている。それがアルーゴたちの告発。つまり、本国から遠く離はなれ監かん視しの届きにくいこの街で、散々悪さをしていた商人たちの一いつ掃そうなんだよ。君もついこの間、似たような事件に遭そう遇ぐうしたのでは？」

　デザレフでのことだ。

　デザレフでは、デバウ商会の商人が、私腹を肥やすために大聖堂の宝を勝手に売りさばいていた。もちろんそれはヒルデを始めとするデバウ商会の幹部たちが認める方針ではない。

　しかし海を挟はさんだ遠くの町での出来事を、事細かに監かん視しするのは事実上不可能なため、そういうことがたびたび起きる。

　だとすれば、さらに大規模に遠えん隔かく地貿易に携たずさわる大商会は、いかほどのものか。

「厄やつ介かいな部下を葬ほうむり去さるには、ちょっとした工く夫ふうがいるものでね。そして、王国と教会という大きな勢力同士の揉もめ事ごとみたいなものは、絶好の機会なのだ。こう……大きな石いし臼うすであればあるほど、色々な物をこっそり混ぜてすり潰つぶせるように」

　エーブは石いし臼うすを回すように、手を回す。そこですり潰つぶされるのは麦や葡ぶ萄どうではなく、煮にても焼いても食えないはずの商人たち。

　エーブのことが、地じ獄ごくで責め苦を行う、山や羊ぎの角を生やした悪あく魔まに見えた。

「密輸は儲もうけになるが、危険もでかい。一方で、言うことを聞かない部下の一いつ掃そうは儲もうからない代わりに、本物の商人たちの将来を安全にする。遠方の地で力をつけたかつての部下は、いつか必ず武器を手に取ってかつての主人を討うちに来るからな」

　身内でさえ疑う、生き馬の目を抜ぬく商人たち。

　いや、ハイランドもまたクリーベンド王子という不ふ穏おんな存在に警けい戒かいをしている。

　世の中の多くは、そういう悪意と隣となり合あわせなのだ。

「そんなわけで、私は本物の商人たちにいいように利用される、いわば使いっ走りというところなんだよ。もちろん、へこへこと愛あい想そ笑わらいをする代わり、どちらの契けい約やくがうまくいっても大きな利益を得る、良い立場に立つことができる」

　使い走りのはずがない。

　エーブの笑え顔がおに口の中が苦くなるのは、その恐おそろしさを見誤っていたからだ。光を当てたはずの闇やみの底は、さらなる深みを持っていた。

「さて、君たちは知ち恵えを絞しぼり、密輸を告発するぞという脅おどしでもって、私をどうしたかったのか？」

　問いの答え合わせをする、教会法学者のようにエーブが言った。

「暴ばく露ろを見み逃のがす代わりに金を寄よ越こせ、というのはうまく想像できないな。君たちは正義と信しん仰こうのために戦っている……」

　ねばりつくような視線に、ぞっとした。

「大聖堂の話を聞いてきたというし、君の性格からすれば、悪いことはやめろという正義感だけで告発しそうな気もするが、それはあんまりだな。おそらく、取りつく島もない大聖堂と徴ちよう税ぜい人の間を仲ちゆう介かいしろ、というあたりか？　内々の和解ならば、可能性はまだあるからな。大聖堂の連中は徴ちよう税ぜい人たちとの親子関係を秘密にしたいはずだし、徴ちよう税ぜい人の連中は流れ者だから公式の面子メンツにこだわるとも思えない。うん。このあたりが君の落としどころだろう」

　自分やハイランド、それにシャロンの動機はとてもはっきりしている。エーブがシャロンたちの事情を把は握あくしているのも、当然だろう。しかも、自分たちはお行儀がいい。

　だからひとつずつ、ゆっくり考えていけば、その結論にたどり着くのは難しくない。

　エーブが恐おそろしいのは、一いつ瞬しゆんでたどり着くことなのだ。

　どれだけ走っても、まるでこちらが止まっているかのように追いつくという、森の中の狼オオカミそのままだった。

「さて、君の手の内はそれですべてか？」

　エーブが、手をパンと鳴らした。

「攻こう守しゆが逆転するぞ、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう」

　後ろから追いついた狼オオカミが、口を開けた。

「君は我々の密輸を告発してもいいし、しなくてもいい。告発しない場合、我々はさっさと儲もうけ話に移りたい。もう勘かん付づいているかもしれないが、我々は徴ちよう税ぜい人組合に忍しのび込こませている手の者を使って、大聖堂を襲しゆう撃げきし、教会側に戦いくさの口実を与あたえる。その上で、物資の確保をせざるを得ない王国と密輸の取引をする。ハイランド卿きようが嫌いやがっても、王は断るまい」

　片足に食らいつき、弄もてあそぶかのように、エーブはいったん距きよ離りを取る。

「告発してくれるのももちろん構わない。私はアルーゴたちが教会への謀ぼう議ぎで火あぶりにされるのを見届けたら、南の地に戻もどって彼かの地の本物の商人たちと祝しゆく杯はいをあげる。もちろん教会はその後密輸の可能性に目を光らせるから、誰だれも王国に手を貸せない。商あきないを邪じや魔まされた私は言わずもがな。そうなれば教会は、間ま違ちがいなく戦いくさを有利に進められると考える。君たちは」

　と、喉のど元もとにエーブ・ボランという狼オオカミの牙きばがつきたてられる。

「孤こ立りつ無む援えんで戦いくさを戦わなくてはならない」

　脅おどしとは、相手を追おい詰つめてこそ威い力りよくを発揮する。

　だが、密輸の告発はエーブを追おい詰つめず、さらなる儲もうけの手段にされるだけだった。

　追おい詰つめられているのは、こちらの側だ。

「さあ、どちらかを選ぶがいい。私は君に自由に選ばせよう。君は黄金の羊歯しだ亭ていで、私から首輪をかけられるのを避さけたのだからな」

　エーブの視線が外れ、ミューリに向けられる。

　ミューリはエーブへの敵意を示しつつも、口元を悔くやしそうに歪ゆがめている。すべての理り屈くつが、エーブの味方をしているとわかっているのだろう。

「難しい決断であることは認めるよ。私も御ご免めんこうむるね。だから、私はそうならないよう、注意深く事前の準備をやってきた。君は果たして」

　エーブの視線が、再び自分に向けられる。

「自分のやろうとしているすべてのことを、吟ぎん味みしたのだろうか？」

　反論する術などなかったし、どちらの道を選ぶべきかの指針も持たなかった。

　エーブが差し出した二に択たくは、まったく最良の二に択たくではない。どちらに転んでも悪く、どちらがよりましか、という選せん択たく肢しでしかない。しかもその影えい響きようたるや、間ま違ちがいなく王国の今後に大きく影えい響きようする。

　立たち尽つくしていると、エーブが一歩前に踏ふみ出だした。あまりに自然で邪じや気きがなく、ミューリでさえ反応が遅おくれた。

　気がついたら、エーブに抱ほう擁ようされていた。

「コル、私にすべて任せてくれないか」

　囁ささやくような、気き遣づかうような、懇こん願がんしているとさえ言えるような声こわ音ねだった。

「君にこういうことは向いていない。見ていて気の毒になるほどだ。しかし、それは決して優ゆう劣れつの話ではない。黄金と宝石の違ちがいであり、君が苦しむのは、君に向いていない場所で戦おうとしているからだ」

　ルワードのようになったとしたら、それはもはや兄様ではない、というようなことをミューリは言った。エーブが慈じ母ぼのように、耳元で囁ささやく。

「君には、私を後うしろ盾だてにするという選せん択たく肢しもある。かつての神学者たちも、神に近づくために我々商人を後うしろ盾だてにしたものだ」
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　そして、抱ほう擁ようしてきた時と同じくらい不意に、腕うでを解いて距きよ離りを置く。ミューリに向けて悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんでいたので、ミューリの我が慢まんの限界を目め敏ざとく見み極きわめたのだろう。

「二日間だけ待とう。きっちり悩なやむがいいさ。それは君の成長になる」

　演技なのかどうか全くわからない。ただひたすらに、優やさしげな笑えみだと思うしかできない。

「さあ、話は終わりだ」

　エーブがそう言って、テーブルの上のグラスを甕かめにかんかんと当てると、廊ろう下かから傘かさ持ちの娘むすめが入ってきた。

「お客がお帰りだ」

　娘むすめは恭うやうやしく頭を下げ、護衛を身み振ぶりで呼ぶ。

　ここで拘こう泥でいしてなにかが得られるとは、さすがの自分も思いはしない。

　エーブはあまりにも底知れなかった。

「兄様」

　しかしクラークの時とは違ちがい、ミューリは最後の選せん択たく肢しを捨てていなかった。牙きばを剝むき、実力でエーブを従わせるという道を見つめている。

　護衛たちを蹴け散ちらすことはできようが、エーブを力ちから尽ずくでうんと言わせることはできないだろう。エーブが牙きばを見せただけで怯おびえるような小さな肝きもをしているはずもないし、自分たちには拷ごう問もんをするような気き概がいもない。

　ミューリに向かって首を横に振ふると、悔くやしげな顔で麦袋ぶくろから手を離はなす。

　クラークの時とは逆だから、これが役割分担というやつかもしれないと思いながら、ミューリの手を引き、部屋を後にするしかなかった。

　エーブからはそれ以上、なにも声をかけられることはなかった。

　かつては麦の荷に揚あげ場であり、計量所であったらしい建物を後にし、白昼の悪い夢に苛さいなまれるようにふらふらと道を歩いていく。

　馬に乗って現れたハイランドたちにも、一目でうまくいかなかったことはわかっただろう。

　だが、どんなふうにうまくいかなかったかまでは、さすがに予測できなかったようだ。

「聖典に記されている悪あく魔まかなにかなのか？」

　馬上で手た綱づなを握にぎるハイランドは、エーブのいる方角を見つめ、呟つぶやいたのだった。

　残された時間は二日間と言っても、それが一ヶ月になったところでなにが変わるわけでもないのはわかっていた。ぎりぎりまで悩なやみ続け、どの答えを選んでも激しく後こう悔かいし、苦しむはず。

　むしろ短い二日という期間は、その二日で責め苦から解放されるというエーブの心配りだと言われても、驚おどろきはしない。

「初めに言っておくが、君にはなんの罪もない」

　空が赤く色づいて、街の人々がほっとため息いきをつきながら家路につくような時刻、ハイランドの姿は再び馬上にあった。

「私一人奮ふん闘とうしていたならば、今いま頃ごろ誰だれのなんの陰いん謀ぼうにも気がつかず、濁だく流りゆうの上の木の葉のように流されていたはずだ」

　ハイランドの後ろでは、同じく馬上の騎き士したちが、下男から火のついた松明たいまつを受け取っている。

「君たちは謀はかりごとの際きわまで迫せまってくれた。この先は我々の領分だ。二人が死ぬ案か三人が死ぬ案かの決断を下すのは、我ら俗ぞく人じん貴族の役目だからな。せめて犠ぎ牲せい者が少ないほうを選んでくる」

　エーブの下からハイランドの屋や敷しきに戻もどり、善後策を検討した。しかし、突つきつけられた二に択たくを回かい避ひする方法などなく、エーブを御ぎよすることができないのならば、せめて機き嫌げんを損そこねないようにするしかない、というのを確かく認にんするのがせいぜいだった。

　教会が教えを広める前、人々は荒あれ狂くるう自然と疫えき病びように対し、必死に身を低めて懇こん願がんするほかなかった。エーブというのは、そういう階層の住人なのだ。

　結果、ハイランドは苦く渋じゆうの選せん択たくこそ我ら王族の問題であるとして、王に報告するため馬上の人となった。そこには指揮官としての判断以上に、自分への気き遣づかいが多く見て取れた。本来ならば事情を説明する当事者として付き従うべきところ、屋や敷しきで待っていろと言われたのだ。

　抗こう弁べんしかけたこちらに、ハイランドはこう言った。

　君は私の大事な持もち駒ごまだから、王の下に悪い話を持っていく際に横にいられると、せっかくの価値が下がるだろう、と。

　いかにも冷れい徹てつな意見で、またそれが噓うそだとも思わないが、間ま違ちがいなくこの辛つらい決断そのものから離はなれられるようにという取り計らいだった。

「ハンス、留守は任せる」

「畏かしこまりました」

「さあ、お前たち、久しぶりの夜行軍だ。街にいたせいで体がなまっているとは言わせないぞ」

　ハイランドは陽気に言って、馬を走らせた。馬ば蹄ていが足元を揺ゆらし、またたくまにその姿は遠くのものになる。ハイランドたちの姿が見えなくなってもその場から動き難がたく、消えた先を見つめていた自分たちに、留守を任されたハンスが丁てい寧ねいに声をかけてきた。

「お部屋にお戻もどりください。この季節、まだまだ夜は冷えますので」

　その場にずっと立ち、夜通しハイランドの帰りを待ちたくはあったが、無意味なこともわかっている。それに、自分がここにいればミューリもいることになる。

　ぞろぞろと敷しき地ち内に戻もどり、背後で閉まった門もん扉ぴをもう一度振ふり返かえり、ため息をついた。

「お食事はいかがしますか」

　いらない、と答えかけたが、一人旅ではない。

「少なめにして、部屋に運んでいただけますか」

「ではそのように」

　食堂でもてなしを受ければ、手間も大変だろうし、あんな広い場所に自分とミューリだけいて、食べ物が喉のどをとおるとも思えない。部屋ならば気が楽だし、自分の分を全てミューリにあげてしまってもばれはしない。

　そんなことを思いながら部屋に戻もどると、ミューリに呼ばれた。

「兄様」

「……なんですか？」

　ベッドの隅すみに腰こしかけると、ミューリも隣となりに腰こしかけてくる。

「私はニョッヒラで喧けん嘩かして負けたことないけど」

　と、突とつ然ぜんそんなことを言った。

「ニョッヒラに来ている人たちの中で一番強いだなんて、絶対に思わない」

　ニョッヒラには各地から王おう侯こう貴族がやって来て、えりすぐりの護衛が長旅を支えている。

　それに、そんな屈くつ強きような兵士たちが束になっても適かなわない存在が、湯屋にはいる。

　ただ、ミューリの言いたいことはすぐにわかった。

「すべてがうまくいくだなんて思うのは、神になりたいと願うのと同じですよね」

　ミューリの母親であるホロは、実際に神と呼ばれ崇あがめ奉たてまつられていたような存在だ。

　けれどそのホロでさえ、世の大きな流れには逆らえず、どこか厭えん世せい的な雰ふん囲い気きを身に纏まとっている。見た目が髪かみの色以外ミューリと全く同じなのに、ひどく年上に見えるのもまた、そこに理由がある。

　そして、ミューリは良くも悪くも、そういうことには気がついていないのだと思っていた。

「まさかあなたから謙けん虚きよになれと言われる日がこようとは……兄としてとても嬉うれしいです」

　疲つかれたように笑いながら言うと、ミューリは泣きそうな顔で耳と尻尾しつぽをばたばたさせたのち、頭ず突つきをするようにしがみついてきた。

「あんなの勝てないよ。なんなの、あれ」

　ぐしぐしと顔を肩かたに擦こすりつけてくるのは泣いているのではなく、エーブの匂においを消すためだろう。

「でも」

　と、動きを止めると、ミューリは言った。

「敵か味方かもわからなかった。あんなに悪いこと企たくらんでるのに」

　やはり賢かしこい娘むすめだ、と思った。

「エーブさんは……雨とか風と同じ存在なのだと思いました。私たちにはどうしようもなく、時には災害をもたらすけれども、時には私たちを助けてくれるような」

　エーブは黄金の前で、すべてを等しく取とり扱あつかう。

　そこに他意はなく、公平でいて、残ざん酷こくなのだ。

「……鶏にわとりたちは、どうなるの？」

　ミューリの問いに、自分は大地の上に立つ一人の無力な存在であると知らしめられる。

「密輸のことを大聖堂に知らせるほうを取れば、大聖堂にいる大司教様たちと話をする可能性は出てくるでしょう。ラウズボーンの街に味方がいなくなるわけですから、事態の改善を模も索さくして、藁わらにもすがる思いになるはずです。もしかしたら、私たちの話に聞く耳を持ってくれるかもしれません」

「うん」

「ですが、それで心から過去の行いを悔くいて、シャロンさんたちと和解するかはわかりません」

　むしろ世知に長たけた者たちであれば、面めん従じゆう腹ふく背はいで切きり抜ぬけようとしてきてもおかしくはない。

　シャロンたちがそれに騙だまされるか、それとも真実だと信じるかは、わからない。

「それにエーブさんが言いましたよね。その選せん択たく肢しを取ってしまうと、王国は商人さんたちの協力なしで戦いくさを戦う可能性が高くなります。シャロンさんたちが和解するわずかな可能性のために、王国は危険な賭かけに出ないでしょう」

　それでももしエーブが、密輸のことがばれた時でもうまく立ち回る方法を準備していなかったのなら、脅おどしの材料には使えたはず。

　結局は用意周しゆう到とうさに負けたのだ。

「そうなると、密輸を黙だまっている選せん択たく肢しを取ることになりますが……それは現状、やっぱり戦いくさを意味します。大聖堂の人たちは王国の人ひと質じちになるのを避さけ、大陸に逃にげるでしょう」

　シャロンたちには徴ちよう税ぜい権が残るかもしれないが、怒いかりを向けるべき者たちはいない。

　シャロンたちはただ置いてきぼりにされ、この先も恨うらみの罠わなに囚とらわれたままになるだろう。

　ミューリはハイランドとの話し合いで何度もされた説明を反はん芻すうしているのか、それとも自分たちの視線の先にあるものを信じたくないのか、黙だまっていた。

　そして、もぞりと身じろぎすると、言った。

「……じゃあ、兄様は？」

　ミューリを見やると、ミューリはこちらを見ず、伏ふし目めがちに正面を向いていた。

「私、ですか？　私には、もう、やれることが……」

　そう答えると、ミューリは首を横に振ふった。

「そうじゃなくて。もっと大きな意味での話」

　ミューリはようやく、こちらを見た。

「兄様の進もうとしている先には、きっと、ああいう狐きつねがたくさんいるんだろうなって思ったから」

　ミューリは自分とは違ちがい、一から十を知ることができる。

　世の広さと空の高さについては、きっと自分以上に真実に迫せまっているだろう。

「たくさんのややこしい奴やつらが、兄様を利用しようとするだろうなって思った。あの狐きつねは悪い意味で公平だったけど、悪い意味で不公平な、真に悪い奴やつらだっているはずだよね」

　悪意に満ちたエーブ・ボランが現れた時のことを想像すれば、ミューリの言いたいことはすべてわかる。

「名前を隠かくして行動するとしても、兄様はたとえばあの金きん髪ぱつが困ったことになった時、その名前を使わないでいられる自信がある？」

　ミューリの賢かしこさの本領は、屁へ理り屈くつをこねる当とう意い即そく妙みようさや、絶ぜつ妙みようの我わが儘ままを押おし通とおしてくる人の機き微びの扱あつかいのうまさではない。奥おく深ぶかい森の中でふと立ち止まり、人には見通せないような遠くまで想おもいを巡めぐらせられることなのだ。

「……牧羊犬には、当の羊以上に羊の行く先が見えていますよね」

　呟つぶやいた直後、ミューリの表情にぎょっとした。

「兄様の馬ば鹿か！　私は狼オオカミなんだけど!?」

「す、すみません。聖典にそんな言葉があるのです。怒おこらないでください」

　ミューリはなお不ふ機き嫌げんそうな顔をしたまま、そっぽを向く。

　脇わきの甘あまさ。自分の行動の考えのなさが、こういうところにも出る。

「……やっぱり、あなたも向いてないと思いますか？」

　向き、不向き。

　ミューリはこちらを嫌いやそうに見てから、肩かたをすくめた。

「向いてないのは間ま違ちがいないけど、ニョッヒラに帰っても、なんにも気にしていないって顔して空元気を見せる兄様の様子が目に浮うかぶ」

　旅を開始して以来、ミューリの牙きばは鋭するどくなるばかりだ。

「それに……私は兄様に教会と戦って欲ほしい」

「えっ」

　と、意外な気がしてしまう。

「だって、くそったれじゃない。そんなところに負けてすごすご帰る兄様なんて見たくない」

「くそとか言うんじゃありません」

　たしなめると、抗こう議ぎするかのように肩かたに頭ず突つきをしてくる。

　ただ、ミューリにはてっきり諦あきらめることを諭さとされるかと思っていた。

「鶏にわとりの話はやっぱり、許せない。だって、それって……」

　赤い瞳ひとみを向けられ、たじろいだ。

　口をつぐんだミューリの目が、じわりと滲にじんだのだ。

「私にとって、兄様に捨てられるのと同じってことでしょ？」

　泣きそうなミューリの顔を見て、自分は己おのれの不明を恥はじた。ミューリはシャロンに同情している以上に、自分の身に起きたらと考えていたのだ。それでようやく、なぜ教会と戦えと言うのか、本当の理由に見当がついた。

　自分の夢は聖職者になること。

　だが、教会と戦っている間は、少なくとも聖職者にはなれないし、なんとなれば戦いの結果、二度と聖職に就つけなくなるかもしれない。そうすればミューリが恐おそれる悪夢は実現しない。

　恋こい仲なかになった後に一方的に捨てるのと、聖職に入るために俗ぞく世せいと別れるのは違ちがう話だという説明など、ミューリには無意味だろう。残される側にとっては、どちらも同じなのだから。

　ただ、それ以外になんと言うべきなのか、自分の中には言葉がなかった。

「だから……私は」

　ミューリの続けた言葉に、意識が現実に戻もどってくる。ミューリは言葉を切って、悪戯いたずらするかのようにベッドからぶら下がる足をこちらに絡からませてきた。

「あの悪い狐きつねの肩かたに乗ってもいいと思う」

「……エーブさんの？」

「うん。母様並みのとんでもない大悪党だろうけど、味方でいるうちは頼たよりになると思う。私とはまた違ちがう、分厚い黒雲みたいな力を兄様に与あたえてくれるよ」

　その黒雲のことを、人は権力とも、陰いん謀ぼうとも呼んだりする。

「たとえば兄様が教会を潰つぶしたいって本気で言ったら、あいつは舌なめずりをしながら、潰つぶした後の教会の宝箱を天てん秤びんに載せて、その儲もうけの分だけはきっちり働いてくれると思う」

「教会を潰つぶしたいわけではありませんが……」

　エーブが本気で知ち恵えを巡めぐらせそうだというのは、わかる。

「まあ、気は休まらないかもね。兄様の繊せん細さいな心に合わせて計画を練ってくれるとは到とう底てい思えないし」

　そんな面めん倒どうなことをするのはこの私だけ、というような顔をしてミューリは言う。

　そのとおりのような、そうでもないような、なんとも言い難がたい気持ちになる。

「でも、鶏にわとりの言葉も真実じゃないかな」

　そこに、ミューリが声の調子を変えて言った。

「私も、きょーかいは修理するより、壊こわしたほうが早いと思う。その後で、建て直すとか」

　ミューリは神の教えに聞く耳を持たないが、それは関心がないという意味だ。一方で教会の内実を知るにつれ、その中身については積極的に嫌けん悪お感を抱いだいているのかもしれない。

「そうだよ。兄様、これ以上無理して戦わないで、もう兄様の好きなものを作ったら？」

　それで、はい作りますとできるはずもないのだが、ミューリはいい加減なことを言っているわけでもなかったらしい。

「悪い狐の肩に乗るんじゃなくて金きん髪ぱつの話だよ。私、それでもいいんじゃないかなって思ったもの」

「ハイランド様の？」

「うん。シセツの修道院って言ってたじゃない。シセツって、自分たちで作るってことでしょ？」

　興味なさげにしていたのに、ミューリは色々なことをきちんと見て聞いて覚えている。

「鶏にわとりみたいな目に遭あった人たちも、それなりに楽しく暮らしてるんでしょ？　兄様も夢を諦あきらめないで済むし、あの金きん髪ぱつなら今までのお礼で、そういう場所作ってくれそうだけど」

　あまりにも意外なところからの提案で面めん喰くらったが、言葉が出なかったのは驚おどろきのせいではない。驚おどろくことがあるとすれば、ミューリに言われたことを否定する材料が見つからなかったことだ。

「湯屋に来てた髭ひげもじゃのお爺じいさんたちにも聞いたことあるけど、修道院って、のんびり暮らすための静かな場所のことだよね？　それなら兄様はいくらでも本が読めるし、難しいこと考えられるし、私は兄様の側でお昼ひる寝ねができるじゃない。人里離はなれた土地の高い塀へいで囲まれた場所に引ひっ込こむなら、悪い狐きつねや、冷たい嵐あらしも襲おそってこないと思う。悪くないと思うけどな」

　あまりにも牧歌的で吞のん気きな空想だったが、では実現しないかと問われると、信じられないことに可能性は皆かい無むではなかった。

　ハイランドは王族に連なる貴族で、おそらく王国に広大な所領を持っている。これまでの自分たちの働きを思い返せば、頼たのめば嫌いやと言うまい、と予想がつく。それに、私設の修道院であれば、教会とも距きよ離りを置くことができ、ハイランドの庇ひ護ごの下、自由に信しん仰こうの道を追いかけることができる。

「……そんな道があるなんて、正直なところ、思ってもみませんでした」

「だろうね。兄様には大変な道ばっかり探して登ろうとする、変な趣しゆ味みがあるもの」

　困難は神が与あたえた試練であり、それを克こく服ふくすることこそが信しん仰こうである。

　ミューリに言って伝わるとは思えないし、真顔で「本当に？」と聞かれたら、その正しさを証明することは自分にもできない。

　そんな間ま抜ぬけな兄の横で、ミューリは青々と草の生おい茂しげった草地を見つけてしまう。

「私は兄様の夢を邪じや魔ましたくないし、大冒ぼう険けんしてきたのになんにも手に入らず家に帰るのも、負けたみたいで嫌いや」

　そんなところに降って湧いた、のんびり暮らせる修道院の話。

　教会に連なる修道院ならば、聖職禄や管かん轄かつの司教区による任命権の争いや母修道院からの干かん渉しよう、内部での出世争いなどで気の休まる暇ひまはないだろう。しかし私設の修道院ならばそんなこともない。ハイランドの庇ひ護ごが続く限り、労働といえば菜園の薬草を育てるくらいの毎日を送ることは、決して夢物語ではない。

　ニョッヒラから大志を抱いだいて世に飛び出して、手に入れたのがそれであれば、世人の多くは目を見開いて驚おどろき、祝福するだろう。

　潮時、という言葉がある。

　アティフで改革の狼煙のろしを上げ、北の島とう嶼しよ地域でオータムたちを味方につけ、デザレフでは大聖堂の宝の密売事件を解決した。この街では、エーブという大いなる存在の深しん淵えんに迫せまった。王国にとっては、八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくと言ってよいはずだった。

　自分は神に成り代わることはできないし、そんなつもりもない。

　ならばむしろよくここまで来たと、誇ほこるべきなのかもしれない。

「考えておきます」

　声の調子から、いつものその場しのぎではなく、前向きな雰ふん囲い気きを感じ取ったのだろう。

　ミューリの尻尾しつぽが、ぴんと立っていた。

「ほ、本当に？」

　その驚おどろきように、苦く笑しようしてしまう。

「あなたが提案したのでしょう？」

「それは、そうだけど……」

　ミューリ自身、都合が良すぎて空想的だと思っていたのかもしれない。あっさり受け入れられてしまって、それはそれでなにかつまらない、とばかりに尻尾しつぽでベッドの上を掃はいているミューリに微ほほ笑えみ、こう言った。

「まあ、修道院は祈いのりの場所ですから、あなたのお昼ひる寝ねする場所はないと思いますが。それに、正教徒しか入れませんよ」

「はあ!?」

　ミューリは声を上げて唸うなり、肩かたに肩かたをぶつけてくる。

「兄様はいっつもそういう意地悪ばっかり！」

「意地悪ではありません。男女共同の修道院もありますが……あなたは信しん仰こうの徒ではないでしょう？」

「兄様がいつか私をお嫁よめさんにしてくれるってことなら信じてるよ！」

「そんな異教の信しん仰こうを持つ人は、神聖な修道院には入れません」

「兄様の馬ば鹿か！」

　そんなやり取りをして、最後に互たがいに疲つかれたようにため息をつく。凍こごえる寒い夜の海に放り出されたわけでも、火を放たれた小部屋に閉とじ込こめられたわけでもない。

　けれど、心にはそれ以上になにか、良くないもやみたいなものがかかっていた。

　ミューリが肩かたに嚙かみついているのは、それを認めたくないからかもしれない。

　私設の修道院で暮らそうなんて言い出すのも、ふわふわした夢の話で、目の前のことを見たくないからだ。

「晩ご飯はんを持ってきてもらいましょうか」

　きっとこの感覚を拭ぬぐい去さることはできない。

　ぽつりと言えば、賢かしこいミューリの返事は決まっていた。

「お肉たくさんもらって」

　そう言われたら、笑うしかない。

「食べ過ぎてはだめですよ」

「はあい」

　いつもの見みえ透すいたやり取り。

　けれど、今はそれがなによりも心ここ地ち良かった。

　この不安に似た漠ばく然ぜんとした思いは、世界の広さに対する恐おそれだろう。

　山を動かすこと能あたわず。

　自分たちからすれば天災のようなエーブにしたって、きっと万ばん能のうなのではないのだろうから。

　その夜は随ずい分ぶん早く毛布に潜もぐり込こんだ。

　デザレフからこの街に船でやって来て、息つく間もなく、炎ほのおを上げて回る石いし臼うすの中に放ほうり込こまれたのだ。大聖堂やシャロン、それにエーブたちの剝むき出だしの願いや欲望に当てられて、ふと気を抜ぬけば思っている以上に疲つかれていることに気がついた。

　それが見た目にも現れていたのか、いつもなら自分より先に毛布に潜もぐり込こみ、蠟ろう燭そくの火を消す間もなく眠ねむりこけているミューリが、しばらく起きたままこちらの髪かみを手で梳すいていたくらいだ。

　しかし、考えなければならないことはたくさんある。ハイランドがどんな結論を王から聞いてくるにせよ、ラウズボーンの動静には注意を払はらう必要があるし、この騒さわぎの大本だと何度も名指しされている以上、どうにかして事態の鎮ちん静せい化に役立ちたい。

　しかしどうすればいいのかは、全く見当もつかなかった。見通しの暗さの割にはどこか心中が穏おだやかだったのは、単に途と方ほうに暮れていたのだろう。

　そんなわけで、寝ね入いりばなに唯ゆい一いつあったのは、悪い夢を見るだろうなという確信だけ。

　むしろどんな悪夢を見るのか楽しみとさえ思うほどで、暗くら闇やみの中で不意にミューリから名前を呼ばれた時には、拍ひよう子し抜ぬけしたくらいだった。

　兄様、兄様、と必死にこちらを呼ぶミューリの夢。

　その程度で目を覚ましてやるものかと、寝ね返がえりを打った瞬しゆん間かんだ。

「兄様！」

　ばちん、と頰ほおを叩たたかれた。

「起きて、兄様ってば！」

　さらに肩かたを思いきり揺ゆすられ、目を覚ます。しょぼつく目でミューリを見やると、その表情にたちまち緊きん張ちようが満ちた。

「どうしました？」

　ミューリはベッドから降りて、木窓に駆かけ寄よる。

「今さっき、すごい慌あわてた様子の馬が何頭も屋や敷しきに着いたの」

「馬……？　え、馬!?」

　咄とつ嗟さにハイランドの名が頭に浮うかぶが、それならミューリは金きん髪ぱつと言ったはずだ。

「あいつはいなかった。でも、あいつについていった騎き士しさんはいた」

「騎き士しだけ？　まさか、道中で野や盗とうとか……？」

　毛布を剝はいで自分もベッドから下り、木窓から外を見る。確かに鉄の門もん扉ぴの前に、まだ真白い荒あらい息を吐はいている馬が四頭いる。

　ただ、篝かがり火びに目を凝こらせば、そのうちの二頭の鞍くらからは、王国の紋もん章しようを染そめ抜ぬいた飾かざり布が垂れている。ハイランドの乗った馬にはついていなかった気がする。

「その人たちは、屋や敷しきの中に？」

「うん。大声であの髭ひげの人呼んでたよ」

「ハンスさんですね。なにかあったのでしょう。私たちも──」

　と、身を翻ひるがえすかどうかの時、扉とびらを激しくノックされた。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様！」

　声量とノックの重量感から、ハンスではない。騎き士しだろう。

「はい」

　扉とびらを開ければ、案の定騎き士しが立っていた。上背があり、重い鎧よろいを支える立派な体たい軀くだ。馬を全力で走らせてきたことを示すように、短く刈かり上あげられた焦こげ茶ちや色の髪かみの毛けからは湯気がたっている。

　まだ肩かたで息をしている騎き士しは、空が落ちてきたかのような顔をしていた。

「ハイランド様から言こと伝づてであります！　王は我々の報告を待たず、ラウズボーンに対し勅ちよく命めいを出したとのこと！　我々は道中王の伝達吏りと行いき交かい、当方は枢すう機き卿きよう様にハイランド様のお言葉をお伝えする次し第だいであります！」

　シャロンたちの過去や、大聖堂の欺ぎ瞞まん。それにエーブの謀ぼう略りやくを目まの当あたりにし、この街ではもう一生分驚おどろいた。

　だからもう驚おどろくことなどないと思っていたのに、世界というのは、どこまでも広いのだ。

「王は教会との戦いくさを避さけるため、暴徒と化した徴ちよう税ぜい人たちを捕とらえるとの由よし！」

　息を吞のんだ。

「ついては軍を率いて徴ちよう税ぜい人から教会を守るとともに、和平交こう渉しようにあたるとのこと！」

　ほかならぬ王が、退ひいた。いや、おそらくはクリーベンド王子のことを無視しきれなかったのだろう。教会とクリーベンド王子の両面で戦いくさはできない。

　その判断を責めるわけにはいかないし、王国の安定のためには仕方のない判断だろうと思う。

　だが、許せないことがあった。

「王は、徴ちよう税ぜい人を暴徒とみなしたのですね？」

　徴ちよう税ぜい人は流れ者だ。どのように利用したところで、彼かれら孤こ独どくな人々を悼いたむ人はいない。

　暴徒とみなし、王国にとっても厄やつ介かい者なのだと教会に示すことで、緊きん張ちよう緩かん和わの道具にする。

　どんな使われ方をするか、容易に想像がつく。

「ハイランド様は、王に街の内情を知らせに引き続き馬上にあります。そのハイランド様が、仰おおせです！」

　騎き士しが、騎き士しらしい目を見せるや、声を潜ひそめて言った。

「徴ちよう税ぜい人たちを救って欲ほしい、と」

　父親たちに捨てられ、今度は後うしろ盾だてだったはずの王国に捨てられる。

　負け癖ぐせのついた犬は、その先ずっと負け続けると言われている。

　だが、シャロンたちは犬ではない。

　自分たちの力で再起の可能性を摑つかみ、過去に決着をつけようと足あ搔がいている勇者たちだ。

「当方はこれより、市政参事会に布ふ陣じんの手伝いに向かいます！　薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様にあられましては、ハイランド様のお帰りまで、街の状じよう況きようの把は握あくに努めよとのことでした！」

　声を張り上げる時の騎き士しは、視線を天てん井じように向けていた。

　ただ「布ふ陣じんの手伝い」という時だけこちらに意味ありげな視線を向けてきた。

　表に留まっている四頭の馬のうち、二頭は王の伝達吏りということなのだろう。彼かれらにはハイランドの真の想おもいを悟さとられてはならず、騎き士しは布ふ陣じんの手伝いとやらにかこつけ、可能な限り邪じや魔まをするつもりなのだ。

　しかし、王は軍まで差し向けているという。

「王の軍勢はいつ頃ごろ？」

「夜明けには街を包囲するとの由よし！」

　早い。

　クリーベンド王子を警けい戒かいしての行動ならば、察知され対策されるのを嫌きらい、秘密裏りに動いていたのだろう。

「わかりました……。御苦労様です」

「はっ！　失礼いたします！」

　騎き士しは叫さけぶように言って、踵きびすを返かえして廊ろう下かを駆かけていった。廊ろう下かの少し離はなれたところにはハンスが控ひかえていたが、さすが歴戦の老執しつ事じというわけか、慌あわてた様子はない。

「お出かけですか？　お召めし物ものは？」

　着き替がえる間も惜おしいと思ったら、ミューリが言った。

「豪ごう華かなやつ貸して」

　一度贅ぜい沢たくを覚えるとやめられないというが、よもやこんな場面で、とミューリを振ふり向むいた直後だ。

「せーしょくしゃの格好してうろつくつもり？　味方から背中を切りつけられるよ」

　冷静なのはミューリのほうだった。

「畏かしこまりました」

　と、ハンスが手を鳴らせば、隣となりの部屋に控ひかえていた下女たちがすっと現れる。

「さっすが」

「お褒ほめに預かり」

　ハンスはにべもなくそう言いつつ、口の端を少し吊つり上あげてミューリに笑いかける。

　意外に洒落しやれのわかるような人物らしいのと、ミューリは本当に誰だれとでもすぐ仲良くなれるのだと感心するような、呆あきれるような思いだ。

「兄様、着き替がえて。その間にどうするか考えるよ」

　ニョッヒラの山で鹿しかの巻き狩がりに出る時は、ミューリも一丁前に人を指示していた。

　目の前に為なすべきことを与あたえられると、こういう時には幾いく分ぶん心落ち着かせることができる。

「そうですね。考えましょう」

　軽けい率そつに動いてはならない。時間は限られ、できることはもっと限られている。

「考えましょう」

　自分に言い聞かせるように言うと、ミューリに背中を叩たたかれたのだった。
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　まずなすべきは、事態をシャロンに伝えることで一いつ致ちした。

　一方で、シャロンたちを街の外に逃にがすことも考えなければならない。王が夜明けに軍勢を似もつて街を包囲する算段なら、すでに騎き兵へいや斥せつ候こうが街を監かん視ししていてもおかしくなく、大人数でぞろぞろ平野を歩けば、夜といえどもたちまち見つかるだろう。ミューリが船に乗ってここに来るまでの間、身を隠かくすものがなにもない平野に落ち着かなげにしていたくらいなのだから。

　だとすると、海路以外に選せん択たく肢しはない。ハンスに言付けをし、港にいるはずのヨーゼフに連れん絡らくをつけてもらうよう頼たのんだ。ヨーゼフならば断ことわられまいとは思っても、船員が手配できるかはわからない。操船は大変な仕事だから、陸にいる間は飲めや歌えの大おお騒さわぎだ。

　ヨーゼフの配下の者たちの節度に祈いのりを託たくしながら、自分たちはその間にシャロンたちの下に向かうことにした。

「じゃあ行くよ、兄様。振ふり落おとされないでよね」

「……手た綱づなを握にぎってるだけでいいんですよね？」

　大きな街のために人目があまりにも多く、狼オオカミになったミューリの背中に乗って街中を横断するわけにもいかない。そこでハンスから馬を借り受けたのだが、不安な声が出てしまうのは、人のうろうろする日の暮れた街中を駆かけられるほど馬を操あやつる技術がないこと……ではない。

　手た綱づなを握にぎる自分の腕うでの間にいるのが、ほかならぬミューリであることだ。

「うん。私の命令聞かなかったら食べてやるって言ってあるから、私の言うことしか聞かないと思う」

　森の獣けものと直接話すようなことはできないと言うが、大まかな雰ふん囲い気きは伝わるらしい。

　ミューリが下から睨にらみ上げた時の、馬の哀あわれな鳴き声がまだ耳に残っている。

　ミューリに睨にらまれた馬は、それこそ死力を尽つくして走るだろう。

「じゃあ、行くよ！」

　ミューリがぱんと馬の首を叩たたくと、自分とミューリを乗せた馬が、夜のラウズボーンに駆かけ出した。

　時刻はニョッヒラならば宵よいの口くち、これくらい大きな街ならば、まだまだ酒場は閉まる気配のない頃ころのこと。豪ごう勢せいな屋や敷しきが立ち並ぶ地区でさえ、のんびり夜風に当たって酔よい覚ましがてら馬に乗る金持ちたちが少なくない。

　ミューリの牙きばを恐おそれる馬は、そんな彼かれらの鼻先をかすめるようにして、凄すさまじい速度で駆かけ抜ぬけていく。

「ミューリ、ミューリ！　速す──」

　言葉が宙に舞まったのは、賑にぎやかな通りに出た途と端たん、酒場でおこぼれに預かろうとしていたのかとぼとぼ歩いていた放し飼いの豚ぶたを、馬が躊ちゆう躇ちよなく飛とび越こえたから。胃いの腑ふが冷たくなる浮ふ遊ゆう感の後、どすんと衝しよう撃げきに見み舞まわれる。狼オオカミのミューリの背中に乗って街中を駆かけた時とは、比べ物にならない恐きよう怖ふだった。

　そもそも馬の背中からだと視界が高く、放り出されたら助かるまいと確信できる上に、馬ば蹄ていが石いし畳だたみを叩たたく衝しよう撃げきが尻しりの奥おくから頭を揺ゆらし、姿勢を保つなどという贅ぜい沢たくを許さない。手た綱づなをただがむしゃらに握にぎり、振ふり落おとされないようにしがみつくので精いっぱいだった。

　馬はこちらのでたらめな手た綱づなさばきなど蠅はえほどにも気にせず、ミューリが首を叩たたいたり鬣たてがみを引くのに合わせ、信じられない速度で駆かけていく。

　通りには昼間ほどではないが酔よっ払ぱらいや通行人がいて、彼かれらを避さけるたびに頭ず蓋がいの中身が耳から出そうになり、腰こしを抜ぬかした人の上を飛とび越こえるたびに、神の御ご加護を祈いのった。

　そうこうしていると突とつ然ぜん、後ろから突つき飛とばされたかのようにつんのめって、ミューリの後頭部に鼻先を思いきりぶつけてしまう。

「ん？　ほら兄様、なにしてるの、早く降りて」

「～～……」

　幸い鼻は無事だったが、手た綱づなを握にぎる手は緊きん張ちようで強こわ張ばり、再度ミューリに急せかされてようやく、降りることができた。

　馬が止まったのは、徴ちよう税ぜい人組合の会館の前だ。立派な入り口脇わきには篝かがり火びが焚たかれ、壁かべから道に向かって垂らされている王国の紋もん章しよう旗を照らしていた。

　しかし、この徴ちよう税ぜい人たちはまさに今、その王国から使い捨てられようとしている。

「シャロンさんが……いるといいのですが」

　馬から降り、膝ひざから崩くずれそうになるのを叱しつ咤たして、なんとか踏ふん張ばった。クラークのいるであろう孤こ児じ院ではなく先にこちらに来たのは、港が近いため、シャロンがいなかったらそのままヨーゼフに話をしに行くつもりだったからだ。

「いるみたいだよ。海鳥がこっち見て、屋根の隙すき間まから中に入っていったから」

　番犬ならぬ番鳥というところだろう。

「では、中に」

　と言いかけたところ、頭上の窓が開いた。

「鶏にわとり！」

　ミューリが周りの目も気にせず叫さけぶと、木窓から顔を出していたシャロンが無言で顔を引ひっ込こめ木窓を閉じる。ミューリの頭を小こ突づいていると、ほどなく扉とびらが開いた。

「何事だ？」

　右手に鞘さやのついた剣けんを持ったシャロンが現れる。鶏にわとり呼ばわりされて叩たたき切きりに来たというわけではなく、剣けんが必要になりそうな気配を察したのだろう。

　どう伝えようか、と迷ったのは一いつ瞬しゆんだ。

「王が街に兵を向けています」

　その表現が示す可能性は二つ。

　教会との間で戦いくさが起こったか、さもなくば。

「徴ちよう税ぜい人を、捕とらえるために」

　シャロンは一いつ瞬しゆん目を見開き、すぐに閉じる。ぎりぎりと音が聞こえそうなほど顔をしかめた後、無表情に戻もどる。

「王は、あなたたちを悪人に仕立て上げようとしています」

「教会との戦いくさだけならまだしも、第二王子の内乱を恐おそれたか」

　すぐにその結論に達していた。そもそも、状じよう況きようの構図を見ると、シャロンたち徴ちよう税ぜい人は第二王子のためにわざと教会との対立を煽あおっているのでは、と見えるし、シャロンはそのことに自覚的だった

「ですが、私たちはハイランド様から命じられています。あなたがたを助けろと。私たちには船の当てがあります」

　船の当てについては希望的観測だったが。ハンスに金を借りてでも船を用立てるつもりだ。

　視線を空に向けていたシャロンは、ゆっくりと視線を下ろしてこちらを見た。

「助ける？　なにを？」

　シャロンの問いに怯ひるんだのは、問いの意味が分からなかったのではなく、わかりすぎたから。

　徴ちよう税ぜい人たちは幼い頃ころに捨てられ、長じてようやく徴ちよう税ぜい権という道具を手に入れ、父親と話すきっかけを手に入れた。しかし大聖堂は扉とびらを開かず、欺ぎ瞞まんに満ちた対応で誤ご魔ま化かそうとした。その挙句、ほかならぬ王によって梯はし子ごを外され、奈な落らくに落ちようとしている。

　身勝手な権力者に翻ほん弄ろうされ続ける彼かれらの苦く悩のうは、自分には想像もつかない。

　それでも、言うしかなかった。

「シャロンさん。逃にげましょう」

「魂たましいを殺し、体だけで生きろと？」

　想像できた返答だが、シャロンの目を前に、それ以上の言葉を続けることはできなかった。

　恨うらみの炎ほのおですらない。

　それは、世のすべてに愛あい想そを尽つかした目だった。

「我々はこんな目に遭あってばかりだ。邪じや魔まになれば、捨てられる。ここに集った者たちには、己おのれの運命とまともに戦うことすら許されない」

　シャロンの後ろで、会館の木窓や扉とびらがうっすらと開き、徴ちよう税ぜい人たちがこちらの様子を窺うかがっている。それは好こう奇き心などではなく、敬すべき仲間になにかあったのかと見守る視線だ。

　彼かれらは単なる金銭で繫つながっているのではない。

「ですが、シャロンさん」

　なんとか口に出したのは、シャロンが次になにを言うのか、簡単に予測ができたから。

「逃にげずにどうするというのです。最後の剣けんを手に取って、大聖堂に討うち入いったとして、なにが変わりますか」

　その後は王の軍に包囲され、暴徒として捕とらえられ、裁きを待つ身となる。

　子供がパンを盗ぬすんだだけで片手を切り落とされるような世の中だ。シャロンたちの身になにが待つのか、楽観的になれるはずもない。

「なにも変わらんよ」

　そして、シャロンは言い放つ。

「だが、奴やつらの首を落とす時、すっとするだろうな」

　歪ゆがんだ笑えみにぞっとした瞬しゆん間かんだった。

「ひっくしゅ！」

　場ば違ちがいなくしゃみの音に振ふり向むくや、ミューリにぐいと押おされてたたらを踏ふむ。

　シャロンの前に立ったのは、鼻を擦こすっていたミューリだ。

「言いたいことを早く言いなよ。兄様が後々後こう悔かいの念に苛さいなまれようとも、慰なぐさめるのは私の仕事。だからへたな演技はしないでいい」

　そんなことを言うミューリに、呆あつ気けに取られる。

　弾はじかれたようにシャロンを見れば、シャロンは一いつ瞬しゆんだけ、孤こ児じ院で子供を前に見せた穏おだやかな表情を見せたような気がした。

「徴ちよう税ぜい人の全員が剣けんを持てるわけではない。孤こ児じもいる。せめて我々だけでも無念を剣けんに込こめなければ、我々は明日というものを二度と信じられなくなる」

「でも、今なら陽動なんてしなくたって、海から全員逃にげられない？　ヨーゼフおじさんの船は大きいし速いよ？」

　陽動、という言葉に目を見開かされた。大聖堂に討うち入いることで兵たちの注目を集め、その間に他の者を逃にがすつもりなのだ。恨うらみに凝こり固かたまった様子を見せたのも、シャロンの説得はそもそも無理だった、と自分に示そうとしていただけ。

　シャロンは、終始冷静だった。

「無理だな」

　冷たい口調にも、迷いがない。

「あの船は商船だろう？　櫂かいがついていても、あれだけ船体が丸いと大して速度は出まい」

　対して、兵たちが戦いくさで使うのはカマスのようにまっすぐで細い船体の、櫂かいが左右にびっしり伸のびた船だ。北の島とう嶼しよ地域の海で逃にげた時も、その手の船にまたたく間に追いつかれ、船の横腹を殴なぐられた。

「ましてや少なくない人を乗せるのだ。奴やつらの目を逸そらし、同時に積み荷を減らす必要がある」

　シャロンは、手にしていた剣けんを鞘さやごと地面に突つき立たてる。

　不退転の決意。

　大聖堂相手に戦うと決めた時点で、いつかこうなるとわかっていたのではないか。

　落おち着つき払はらったシャロンの顔を見て、ふと気がついた。

　そうではない。

　シャロンの顔には、もっと別の意味があった。

「シャロンさん」

　思わず、すがるようにその名を呼んだ。

「明日への希望を失わないでください」

　人の機き微びを見み抜ぬくことにかけては一流のミューリが、きょとんとしていた。

　真夏の太陽のようなミューリには、想像もつかないことだったからだろう。

「……どうやって？」

　その言葉で確信した。

　シャロンのこの落ち着きようは、いざとなれば鳥の姿に戻もどり逃にげればいいとか、派手に暴れ、捕つかまり、見せしめの道具になれば他の者は助かるという冷れい徹てつな計算の結果なのではない。

　そこには悲ひ壮そうな決意すらなく、どこまでも冷めた感情しか感じられなかった。

　シャロンはもう、世界に期待していないのだ。

　船に乗って逃にげたとしても、また見慣れた冷たい陸地が続くだけだと、諦あきらめているのだ。

「そういうところだけ聡さといのは、さすが神の僕しもべというところか」

　シャロンは皮肉げに笑い、肩かたをすくめた。

「どれだけこの世が残ざん酷こくでも、命がけで守ってくれる人がいるのだと見せられれば、少なくとも他の連中は希望を持てる。次の土地に行っても、明日に望みを託たくして生きることができるかもしれない。それが本当の意味で救いになるかどうかは……わからないがな」

　呟つぶやくように言ったシャロンは、希望を持っては、潰つぶされてきた。

　そのシャロンが、自分とミューリの間に視線を落とす。

　気がつけば、ミューリが自分の手を握にぎりしめていた。

「いや、救いになるだろうな」

　穏おだやかに笑うと、流れるように持ち上げた剣けんの鞘さやの先で、こちらの胸を突ついた。

「船のことは任せても？　港の船は商人か漁師のもので、税を巻き上げてきた我々徴ちよう税ぜい人の危機を助けてくれる奇き特とくな者は連中の中にいない」

　剣けん先さきから、シャロンの切な願いが流ながれ込こむかのようだった。

「もちろんです。それに、あなたも──」

　言葉を遮さえぎったのは、自分の手を振ふり払はらって前に出たミューリだ。

「私が手伝う。鶏にわとりだけでなにができるもんか」

　狼オオカミのミューリならば、ホロほどではなくとも人の兵士と渡わたり合あえるはず。今際いまわのきわには、シャロンを咥くわえてでも逃にげ去れるかもしれない。

　しかし、シャロンは首を横に振ふった。

　強く、何度も振ふった。

「これは私の物語だ。頼たのむ。私は私の手で、一度でも自分の道を切り開いたのだと、最後に確信が欲ほしいのだ」

　そして、殊こと更さら強く剣けん先さきで胸を押おされ、たたらを踏ふむ。

　シャロンとの間にはほんの数歩の距きよ離りしかないのに、永遠と見まがうばかりの距きよ離りがあった。

　シャロンの後ろにいる、徴ちよう税ぜい人たちの顔。

　彼かれらの苦しみを真に理解できるのは、彼かれらだけなのだ。

「船の件だけは朗報を期待している」

　シャロンはそうとだけ言って、踵きびすを返かえし会館の中に戻もどっていく。窓から顔を見せていた徴ちよう税ぜい人たちも一いつ斉せいに顔を引ひっ込こめ、扉とびらの向こうからシャロンの大声が聞こえてきた。

　シャロンを縄なわで括くくり、船に積つみ込こむことはできるかもしれない。しかし魂たましいまでもを縛しばることはできず、シャロンの魂たましいはラウズボーンの大聖堂に囚とらわれたまま。

　ミューリが離はなした手を握にぎり、開き、また握にぎる。

　ただ生きながらえるだけの家か畜ちくではなく、己おのれの翼つばさで空を飛び、己おのれの爪つめで糧かてを摑つかむ。

　シャロンの決断を翻ひるがえすことはできないし、それは誰だれにもしてはならない気がした。

「ミューリ」

　名を呼ぶと、ミューリは袖そでで顔を拭ぬぐってから振ふり向むいた。

「行きましょう。私たちにはまだできることと、やれることがある」

　シャロンを説得することは無理でも、お節せつ介かいならば神の僕しもべの十八番。

　大きく息を吸って、吐はいた。

　ヨーゼフが協力してくれたとしても、シャロンの見立てでは逃にげきれないとのことだ。

　しかし、自分にはまだ摑つかめる伝つ手てがある。

「悪あく魔まに魂たましいを売ってでも、という慣用句があるでしょう？」

　シャロンから託たくされた。

　おそらくは、シャロンがまだほんのわずかに期待する、微かすかな光の糸として。

　ミューリは目を見開き、ぐっと顎あごを引いたのだった。

　馬を走らせてすぐ、ラウズボーンの街に夜の鐘かねが響ひびき渡わたった。鐘かねの音は時刻を知らせたり、市の立つ日を伝えたり、貴人の訪問を歓かん迎げいしたりする一方、街の危機を伝えるものでもある。

　火事の報しらせ。外敵の襲しゆう来らい。

　市政参事会に王からの連れん絡らくが届き、市政参事会は非常事態宣言をしたのだ。今いま頃ごろ市庁舎前では宣言文が読み上げられているだろう。

　自分たちが向かっている先は、不気味な鐘かねの音が鳴り続ける街の中では、なおのこと不気味さが増す一角だった。かつての栄えい華がを想像させるだけに、却かえって空くう虚きよ感が漂ただよう場所。

　夜の闇やみに佇たたずむかつての麦の共同倉庫は、沈ちん黙もくを形にしたかのように闇やみの中に佇たたずんでいた。

「ヨーゼフさんの船だけでは、シャロンさんの言うとおり簡単に追いつかれるかもしれません」

「あいつが乗ってきたの、櫂かい船だっけ」

　それにエーブの伝つ手てがあれば、船を集めることは十分できるはずだ。船に費用が掛かかるというのなら、エーブの無限の資金がある。

「でも、聞いてくれると思う？」

　ミューリの小さな問いには、答えなかった。

　石段を駆かけ上り、扉とびらを叩たたく。

「エーブさん！　私です！　トート・コルです！」

　エーブのことだから街の賑にぎやかな場所で酒でも飲んでいるかと思ったが、あの性格からして、自分の寝ね床どこを無人にするとは思えない。

　案の定、扉とびらの覗のぞき窓から鋭するどい眼光が覗のぞいた。

「何用だ？」

「エーブさんの商あきないに大きく関わることです」

　他のどんな言い方よりも効果的だったに違ちがいない。護衛は少し目を見開き、「待て」と言って奥おくに消える。実際にはさほどの時間ではなかったろうが、じれったくなって扉とびらに再度手をかけようとしたところで、鍵かぎが外された。

「入れ」

「ありがとうございます」

　屋や敷しきの中は暗く、しんと静まり返っている。

　廊ろう下かには燭しよく台だいすら掲かかげられておらず、本当にエーブがいるのかと訝いぶかしむが、昼間に来た時と同じように廊ろう下かには風が流れていて、窓が大きく開け放たれているのだとわかった。

　それにしても、外に風はなかった気がするが、なぜここだけこんなに風通しが……と不思議に思っていると、四階のあの部屋にたどり着いた。

　エーブは縁えん台だいにいて、テーブルには蠟ろう燭そくと食事が並んでいた。

　港の明かりを眺ながめながら、傘かさ持ちの娘むすめと優ゆう雅がな夕食を楽しんでいたらしい。

「どうした。約束の時間にはまだ間があるが」

　エーブは話しながら、食べていたオリーブの実の種を縁えん台だいの向こう側に吐はき出していた。

「エーブさん、あなたの取引も、私たちの願いも、すべて砂上の楼ろう閣かくでしたよ」

　大きな椅い子すにだらしなくもたれかかるように座すわっていたエーブは、興味を引かれたように姿勢を正した。

「どういう意味だ？」

「王が兵を動かしています。今夜中には街が包囲され、徴ちよう税ぜい人を捕とらえると」

　騎き士しはこちらに希望を持たせるため、明け方と言った可能性がある。そうでなかったとしても、時間がないと伝えるのは取引の常じよう套とう手段だとロレンスから聞いている。

「ハイランド様が……あなたたちの企たくらみと、シャロンさんたちの動機を王に知らせに行く途と中ちゆうで、伝達吏りと行き会ったらしく、伝えに来ました。この鐘かねの音は火事の報しらせではありませんよ」

　エーブはこちらのことをじっと見つめた後、視線を逸そらした。

「……教会との戦いくさの回かい避ひ……だけではないな。あの腕わん白ぱく王子が内乱を起こすかも、という恐きよう怖ふに耐たえられなかったのか」

　テーブルの上で揺ゆらめく蜜みつ蠟ろうの柔やわらかい光に照らされ、エーブの目が金色に光る。

「この国の王は、代々頼たよりない。さすが羊の王国だ」

　吐はき捨すてるように言って、手元の布ふ巾きんを丸めたエーブは、テーブルの上に放り投げる。

　不ふ貞て腐くされた様子のエーブに、傘かさ持ちの娘むすめが葡ぶ萄どう酒しゆの入った甕かめを胸に抱だいておろおろしている。

「宴えん会かいは終わりだ。王がなにかを腹に決めたら、そう簡単には覆くつがえらん。そういう王に商人が近づくとろくなことにならない」

　人々が従う法でさえ、好きに作り出すことのできる身分なのだ。いくらエーブといえど、立ち向かえない相手ということだろう。

「エーブさん、お願いがあります」

　夜の海を眺ながめなにか考えているふうだったエーブに、声を向ける。

「だろうな。君が親切でこのことを伝えに来るとは思えない」

　意地悪く笑いかけてくるエーブに怯ひるんだが、シャロンたちの苦く悩のうを思えば今ここで気け圧おされている場合ではない。。

「船の手配をお願いできませんか」

　エーブは顔を港に向けたまま、目だけをこちらに向けてくる。

　人買いが人を値ね踏ぶみするかのような、冷たい眼めだった。

「徴ちよう税ぜい人たちを助けてくれ、とは言わないのか」

「私はロレンスさんと旅をして、長いことその下で働いていたのですよ」

　エーブは小さく笑った。

「ふふ。そうだな。交こう渉しよう事で下手に出るのは、自分の立場が上の時にしか意味がない。まあまあ合格点をやれる切り出し方だ」

「私の知り合いの船だけでは足りません」

　エーブは口をつぐみ、鼻を鳴らした。

「エーブさん、お願いします」

　一歩前に踏ふみ出だし、言った。

「どんな対価なら動いてもらえますか」

　船を用意できるかどうかならば、問うまでもなくできるはず。

　ならば要点は、エーブがそれに利益を見み出いだすかどうかだ。

「その身を売るとでも？」

　エーブの問いに動いたのは、ミューリだった。

「対価はあんたの命かもしれないって言ったら？」

　自分の予想もしなかったものを天てん秤びんに載せたミューリに、エーブは目を見開いてから笑った。

「くっく。あのどこか陰いん気きくさい老狼も、昔はこんな感じだったのだろうな」

　ホロのことを老狼と呼べるのは、世界広しといえどエーブだけだろう。

「その取引の申し出は、筋は悪くないが詰つめに欠けるな。本気を示すなら、一人で来るべきだった。そうしたら、私は真しん剣けんに考こう慮りよしただろう」

　護衛たちが束になってかかっても、狼オオカミのミューリを止めることは難しい。しかし、自分がエーブに言うことを聞かせるため、そんな乱暴を許すかどうかは状じよう況きよう次し第だいであり、今はその水準に達していない。

　エーブは静かに計算した結果、優ゆう雅がに微笑ほほえんでいる。

「自己の汚きたない利益に従って動いていたら、それに応じた汚きたない手段も平気だろうが、君は正義感で動いている。手段は限られるよ」

　どこか気の毒がるようにエーブは言ってから、短く付け加える。

「徴ちよう税ぜい人を助けることに、私の利益がなにもない」

　船を借りるのは無料ではなく、危険があるとなればなおさらだ。

　徴ちよう税ぜい人たちに財産があるとも思えない。

　ならば、こう言うしかない。

「私があなたのために働けば、費用はすぐに返せるのでは？」

　薄はく明めいの枢すう機き卿きようの名前には使いでがあるはず。

　そして、シャロンたち徴ちよう税ぜい人の命を、未来を助けられるのならば、汚よごれ仕事だって構わない。

「いくらか覚かく悟ごはしているだろうが、私ならばさほど汚きたない仕事はさせるまい、と踏ふんでいる顔だな」

　エーブが嬉うれしそうに微笑ほほえむと、言い知れぬ美しさと、恐おそろしさがある。

「悪いですか」

「悪くないよ。相手を見み極きわめようともせず飛とび込こむのは愚おろか者もののすることだ。それに、まあ、君の見立ては大体あっている」

「どうだか」

　ミューリが意地悪く言うと、エーブは肩かたをすくめる。

「彼かれという道具を最も効率良く使おうと思えば、正義という糧かてを与あたえたほうがいいからね。そうだろう？」

　ミューリは顎あごを引き、こちらをちらりと見る。悔くやしいがエーブの言うとおり、と思っている顔だ。

「普ふ通つうの人は、善と悪を程ほどよく持ち合わせている。だから、中ちゆう途と半はん端ぱな結果しか出せない。大聖堂の連中がいい見本だろう？」

　そう言うと、エーブは椅い子すから立ち上がり、軽く伸のびをする。

　夜の港を心底美しそうに眺ながめている、優ゆう雅がな貴族のように見えた。

「だが、君には信じ難がたいほどの信しん仰こう心がある。いや、私は信しん仰こう心ですらないと思っている。それは君の性格なんだ。曲がったことが許せない、この世は正しくあるべきだ、という思おもい込こみとでも言えるような」

「褒ほめていますか？」

「もちろん」

　エーブは答えると、テーブルの上から腸ちよう詰づめの薄うす切ぎりを一切れ手に取り、口に放ほうり込こむ。

「君という存在は、信しん仰こうでも正義感でもなんでもいいが、君の信じるものを炉ろにくべた時、鉄をも溶とかすことができる。そうやって、アティフからここまで、様々な曲がった物を叩たたき直なおしてきたはずだ」

「では、あなたが船を手配することくらい、安い取引なのでは？」

　そう告げた時だった。エーブはこちらを振ふり向むき、首を横に振ふる。冷れい徹てつな表情でも、意地悪な表情でも、間ま抜ぬけな取引を申し出ている若造に呆あきれている表情でもなかった。

　ひどく悲しげな顔をして、首を振ふったのだ。

「それは、ない」

「なぜですか！」

　徴ちよう税ぜい人を助けられるかどうかは、エーブにかかっていると言ってもいい。

　シャロンはもう明日になにも期待しておらず、せめて他の者たちが希望を持てるようにと、自らを犠ぎ牲せいにしようとしている。そんなシャロンから託たくされたのだ。

　踏ふみ出だすと、傘かさ持ちの娘むすめが助けを呼ぼうとするかのように口を開きかける。

　エーブはそれを手で制し、言った。

「君のような人物を取引に使えば、小こ銭ぜにを稼かせぐことは難しくない。だが、徴ちよう税ぜい人どもを船に乗せ、王が迫せまっている中を逃にがすことの対価となると難しいのだ」

「ですが──」

「そもそも、君はハイランド卿きようを王の下に走らせているのだろう？　そうなれば、私が逃にがしたことなど丸わかりではないか。今ならばまだ、私は私利私欲のために大聖堂の企くわだてを利用しようとした、怪しい守銭奴に過ぎない。だが、王が捕らえようとした獲物を逃がしたとなれば、明確な反逆者だ。私は向こう十年……いや、次代の王がこのことを忘れなければ、二度とまともにこの王国と商あきないをできなくなる」

　エーブは傘かさ持ちの娘むすめに微ほほ笑えみ安心させると、もう一度こちらを見る。

「それに、私は商人だ。天てん秤びんの傾かたむきを見つめ、そこから利益を引き出すことを生業にしている。だから、私は君を信用できないのだよ」

　君を信用できない。という言葉に息が止まった。他のどんな罵ば詈り雑ぞう言ごんが正しくとも、その言葉だけは正しくないと思ったからだ。

「ふふ。愕がく然ぜんとする顔、と題して飾かざっておきたいくらいだな」

　エーブの意地悪な笑えみに、頰ほおが熱くなる。

　そこを止めたのは、ミューリだった。

「兄様、私のせいだよ」

　振ふり向むいて、混乱した。

「え？」

「あいつが兄様のことを信用できないのは、私のせい。そうでしょ？」

　ミューリに言葉を向けられたエーブは、静かに佇たたずんでいた。

　なにか遠くにある眩まぶしい物を眺ながめるような、手に入らないなにかを見つめるような顔だった。

「ああ、そうだ。私は君の一番になれない。だから、信用ができない」

　エーブは自分より一回り、いや二回り近く年上のはず。もちろん才気活発なせいか、もういい歳としのはずなのに全く衰おとろえは見られない。むしろ子供の頃ころ出会った時よりもさらに生気がみなぎっていると言ったっていい。

　そのエーブが、老ろう婆ばのように、哀かなしげな笑えみを見せたのだ。

　演技、とさえ思わなかったのは、エーブ自身が、きっとそんな顔をしているとは自覚していなかっただろうからだ。

「だから、もしも君がそこの小こ娘むすめをあの湯ゆ煙けむりの中に送り返すのならば、君を信用しよう」

　エーブは悪意など欠片かけらも見せず、そう言った。明日も太陽が東から昇のぼるならば、という無意味な誓ちかいの言葉に近いくらい、当たり前のように言っていた。

「小こ娘むすめを山やま奥おくに送り返し、私の側に侍はべり、衣食住をともにし、私に忠誠を誓ちかうならば、少しは検討しよう」

　つけくわえたその言葉は、多分、本音を晒さらしてしまった照てれ隠かくしではないかと思った。

「でも、できないだろう？　それに、君とその小こ娘むすめの絆きずなは、距きよ離りで薄うすまるようなものではない。君が命の危機に陥おちいった時、思い出すのは私との契けい約やくではなく、間ま違ちがいなくそこの小こ娘むすめのことだ。そして生きて戻もどるためには、どんな手だって使うだろう。神に背そむいてでもな」

　言い返せなかったのは、容易に想像ができたから。

「そんな奴やつを手元には置いておけない。有用であればあるほどそうだ。有用であればしばらくはうまくいき、賭かけ金きんをどんどん積み上げていく。そして、ある日、本当に大事な分ぶん岐き点に差さし掛かかった時、君は私ではなくその小こ娘むすめを取る」

　エーブは静かに、肩かたをすくめた。

「私は命より大切な金と、君を同時に失う」

　自じ嘲ちよう気味に笑うエーブの横に、傘かさ持ちの娘むすめがそっと立つ。

　エーブはそちらを見て、優やさしく笑う。

　常に誰だれかが誰だれかを裏切り続け、昨日の大おお儲もうけを明日には吹ふき飛とばしてしまうかもしれない取引に身をやつす者ならではの考え方。

　けれど、そこには経験に裏打ちされた者だけが出せる、確からしさがあった。

「だから、だめだ。私は君に手を貸さない」

　エーブは論理の鉈なたを振ふりおろし、幕を閉じた。

「徴ちよう税ぜい人は助からない。そういう運命の奴やつらは確かにいる。私自身が、這はい上あがれたのは奇き跡せきだと実感している。珍めずらしいことではないのだ」

　それは追いうちではなく、エーブの優やさしさだとわかるせいで、なお顔が歪ゆがむ。

「君は苦く悩のうし、呻うめき、神に祈いのるがいい。その時には隣となりに献けん身しん的な娘むすめもいる。聖人伝そのままではないか。君の薄はく明めいの枢すう機き卿きようとしての質はさらに上がるだろう。トート・コル」

　名を呼ばれ、顔を上げた。

　そこにいたのは、子供の頃ころに出会い、様々に目をかけてくれたエーブだ。

「君はあの夢のような湯屋から外に出たのだ。それはなんのためだ。安あん穏のんとした夢に浸ひたるためではないだろう」

　ロレンスとも、ホロとも、ミューリとも違ちがう、励はげましの言葉。エーブは自分のことを憎にくんでいるわけでも、陥おとしいれようとしているわけでなく、ただひたすらに、公平なのだ。

「さあ、話は終わりだ。君は君の手の届く範はん囲いで足あ搔がくがいい」

　なにも言い返せない。シャロンの希望や、徴ちよう税ぜい人たちを救う手だてを持つ人物が目の前にいるのに、手を伸のばすことができない。

　暗くら闇やみの海に落ちた時に見上げた、船の縁へりの高さを思い出す。無理なものは無理なのだ、というあの感覚がよみがえる。

　救いがあるとすれば、ともに沈しずむことを厭いとわないミューリがいると、信じられることだろう。

「さて、せっかく君が早耳の情報をもたらしてくれたのだからな。私も仕事をしなければならない。失礼させてもらうよ」

　それは陰いん謀ぼうを企たくらんでいたエーブ自身が逃にげるためか。もちろんそれを非難することはできない。エーブと徴ちよう税ぜい人との間にはなんの繫つながりもなく、むしろエーブは自分よりよほど彼かれらの立場に近いのだ。傘かさ持ちの娘むすめに目配せをし、二人そろって歩み去ろうというエーブを止めることはできない。

　この街からさっさと逃にげることだって、責められはしない。

　え？

　ふと、胸中で呟つぶやいた。

　エーブは逃にげると言わなかった。仕事をしなければならないと言っていた。

　それで思い至ったのは、エーブが請うけ負おっていたという第二の契けい約やくの話だ。アルーゴたちを処分したい商会の本部の者たちから請うけ負おっていた、アルーゴたちを陥おとしいれるための話。

　しかし、今、この状じよう況きようで、大聖堂に向かうのかと思い、思わず口を開く。

「エーブさん、大聖堂に向かうのは危険です。シャロンさんたちが武器を手に持って向かっているはずですし、王の伝達吏りは市政参事会を動かして、街の兵を──」

　とまで言って、言葉が続かなかった。

　こちらを見たエーブの顔に、気け圧おされた。

「エーブ、さん？」

「っ」

　エーブは息を吞のみ、はっと我に返っていた。

　そして、顔を背そむける。ひどく失敗した、という横顔だった。

　今の顔はなんだ？　なぜ、こちらをあんな顔で見た？

　こちらの間ま抜ぬけなお節せつ介かいに苛いら立だつような、子供じみた性格なはずがない。

　意味があるはずだ。

　なぜ？　そもそもエーブはこの期に及およんで、なんの仕事をするつもりだ？

　しかも、それは間ま違ちがいなく、自分に知られてはならないことなのだ。

「そんな目で私を見るな、コル」

　困ったような笑えみのエーブ。

　だが、自分もその笑えみに騙だまされるほど間ま抜ぬけな羊ではない。

　自分に知られてはならないエーブの仕事とやらは、アルーゴたちの告発の話のはずがなかった。それならば自分はすでに知っているし、王国が戦いくさを回かい避ひしようと決断した今、アルーゴたちの告発が自分たちにとって悪い意味を成すとは思えない。

　ではエーブがほかに企たくらむこととはなんだ？

　じっとエーブの目を見つめる。脳のう裏りをよぎったのは、三頭の牛が角を突つき合あわせる状じよう況きようだった。徴ちよう税ぜい人たちから利益を引き出せない以上、エーブにとって利用価値があるのは、残るひとつしかない。

　大聖堂だ。

「コル」

　苛いら立だった様子のエーブに再度名を呼ばれ、弾はじかれたように振ふり向むいたのは、縁えん台だいの向こう、港の明かりにわずかに照らされた、暗い海。

　エーブは大司教たちが搾しぼり出した歪ゆがんだ親心を裏切り、声をかけた裏切りのための仲間のアルーゴたちさえも裏切っていた。その闇やみの深さは底なしに思えた。

　では、もう一段あって然しかるべきではないか？　こういう時のための策があって、然しかるべきではないか？　それも大聖堂にまつわることで。

　しかし、この状じよう況きようでエーブがのこのこ大聖堂に向かうとは思えなかった。大聖堂周辺はすでに大混乱に陥おちいっていたっておかしくない。なによりも、ハイランドがこの街で渦うず巻まく陰いん謀ぼうの話を王に持っていっているのだから、まさにその陰いん謀ぼうの主役であるエーブがそんなところをうろうろしていたら、要いらぬ疑念を向けられるだけだろう。

　それとも、逆に考え、大司教たちに庇ひ護ごを求める？

　近いと思ったが、違い和わ感かんがある。エーブがそんな殊しゆ勝しようなことをするだろうか？

　違ちがう。エーブならば間ま違ちがいなく大司教たちに恩を売ろうとする。その上で自分にも利益になるような策を拵こしらえるはず……と思って、気がついた。

「大司教様たちを、盾たてに使うつもりですか」

　エーブは表情を動かさなかった。眉まゆひとつ動かさないという言葉そのままに。

　だが、それは訓練された商人ゆえの無表情で、感情を読ませないという反射的な行こう為いが、逆にその胸中を詳つまびらかにする。

　正解だった。

　エーブは街から逃にげようとしているが、条件は徴ちよう税ぜい人たちとさほど変わらないのだ。

　そこで唯ゆい一いつ確実に逃にげられる策は、王が気を使わねばならない当の相手方である、大聖堂の大司教たちを抱かかえている場合のみ。しかもおそらくは、エーブが大司教たちに助けを求めるのではなく、徴ちよう税ぜい人たちの騒そう擾じようから大司教たちを救い出したという体にして、教会に恩を売るのだろう。

　だからつい、仕事と口にしてしまったのではないか。

　しかし、それでもなお謎なぞがある。

　エーブはどうやって、大聖堂から大司教たちを連れ出そうというのか？

　そこで詰つまったことが顔に出たのだろう。エーブの頰ほおが緩ゆるんだ。

「後で君たちに手紙を出してやる」

　勝者の余よ裕ゆう。

　いつなにがあるかわからない身の上の彼かれらは、常に周しゆう到とうに準備をしている。

　大聖堂から大司教たちを連れ出すようなことだって、ハイランドの借りいていた屋や敷しきのことを思い返せば難しくないだろう。なにせ大聖堂はこの街の中心にあり、おそらくはあの屋や敷しきよりもよほど歴史が古いのだから──。

「あっ！」

　二つのことが稲いな妻ずまのように繫つながった。

　そして、エーブの行動は早かった。

　すんでのところで身を捻ひねり、エーブの手を交かわせたのは、かつてロレンスからエーブという人物の獰どう猛もうさを聞いていたからだ。

　が、姿勢を崩くずし、尻しりもちをついたところに馬乗りになられ、エーブはそのまま胸むなぐらを摑つかんで体重をかけ、こちらの頭を床ゆかに打ちつける。流れるような動作に、衝しよう撃げきの中、感心してしまうほど。どうにか閉じないでいられた視界の中で、エーブが腰こしから短たん剣けんを抜ぬく様が見えた。

[image: ]

　こちらもまた、躊躇ためらう気はない。

「ミューリ！」

　獣けものが吠ほえた。

　エーブが短たん剣けんを抜ぬき終える間もなく、銀色の塊かたまりが体の上を通とおり抜ぬけたと思った直後には、エーブが縁えん台だいの床ゆかにあおむけになり、銀色の獣けものに押さえつけられていた。

「かはっ……ごほっ」

　息を吸い直し、頭をぶつけた眩暈めまいを落ち着かせる。傘かさ持ちの娘むすめを警けい戒かいしたが、娘むすめはエーブの様子に泣き出しそうになるだけで武器を手に取る様子はない。

「この建物に入った時から……ごほっ、妙みように気になっていたんですよ」

　立ち上がり、騒さわぎを聞きつけた護衛たちが廊ろう下かから部屋に入ってきたのを見やる。

　縁えん台だいで主人に嚙かみつこうとしている銀色の狼オオカミに、さしもの彼かれらも怯ひるんでいた。

「こんな静かな風のない夜です。なんで、この建物の中はこんなにも風通しがいいのかって」

『ウルルルル……』

　ミューリは護衛たちに向けて睨にらみを聞かせる一方、ちらりとこちらを見る。

　ミューリも気がつかなかったのだろう。

「この建物はこの地区の、古く、由ゆい緒しよのある建物です。しかも、かつてはここに大きな船を横づけにできた。つまり」

　エーブはその腕うでをミューリの足で押おし潰つぶされながらも、なお短たん剣けんを握にぎって離さない。その諦めの悪さに半ば感心しながら、言った。

「地下通路があるんですね？」

　大聖堂までの。

　こんな辺へん鄙ぴな場所に陣じん取どっていたのは、エーブの美意識なのかもしれないが、エーブの美意識とは、金かね儲もうけだ。

「エーブさん」

　その名を呼ぶと、短たん剣けんを握にぎる手に力がこもり、抜ぬけた。

　からん、と乾かわいた音の後、エーブが言った。

「お前たち、下がれ」

　その言葉に護衛たちは抗あらがおうとしたが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。

　ミューリが唸うなりながら牙きばを見せたのだ。賢けん狼ろうホロのような巨きよ体たいでないとはいえ、森で出会えば命いのち乞ごい以外のすべてが無意味だと思わせるには十分な見た目だ。

「……君のことを脇わきが甘あまいなどと高説垂れて、この様だ」

　エーブはため息交じりに言った。

「仕事、と口を滑すべらせたのが敗因か」

「何度も悪だくみで裏をかかれていましたから、いくら私でも警けい戒かいします」

　エーブは笑い、ミューリがそれを抑おさえつけるかのように力を込こめたらしく、ぐうと唸うなっていた。

「ミューリ」

　窘たしなめると、尻尾しつぽを大きく左右に振ふってから、不満げな目を向けてくる。

「命は助けてもらえるのか？」

　欠片かけらも哀あわれを請こう様子ではないが、ミューリが自分のことを嚙かみ殺ころしたがっていることはわかっているのだろう。

「あなた次し第だいです」

「……」

　信じられないことに、エーブは黙もつ考こうした。

　この状じよう況きようで、はい、と答えないところには敬意すら抱いだいてしまい、なぜか嬉うれしくなる。

「私になにをさせるつもりだ」

　返答如何いかんによっては自ら舌を嚙かんで死んでやる、と言わんばかりだ。

「シャロンさんたちは大聖堂に討うち入いっています。ならば、助けられますよね」

　エーブはミューリに伸のし掛かかられながら、恐おそろしく嫌いやそうな顔を見せた。

「……私はそうは思わないが、否と言えば私はこいつの餌えさになるのだろう？」

　立ち上がり、喉のどの奥おくを鳴らすミューリの首の後ろを撫なでながら、エーブを見下ろした。

「あなたは嫌いやでしょうが、それしか道がありません。大聖堂の扉とびらを開き、シャロンさんたちを中に入れ、ここに導いてあなたの用意した船に乗せる。大聖堂の聖職者たちが乗り合わせていれば、王は手を出せない。違ちがいますか」

「理り屈くつはな」

　エーブは言って、ため息をついた。

「やってみればいいさ。少なくとも私や君は問題なく助かるし、私も顔を見せれば連中との約束を果たせる」

　エーブは大司教たちを平気で裏切っておきながら、いざという時には助け出す契けい約やくも結んでいた。誰だれの味方でもなく、ひたすらに黄金のために。

「では、案内してください。ミューリ」

　ミューリはこちらを振ふり向むき、最さい後ごっ屁ぺのようにエーブの胸を一ひと押おししてから、前足を離はなす。

「ミューリ、クラークさんと子供たちをどうにかして連れてきたいのですが」

　彼かれらは孤こ児じ院で、状じよう況きようもわからずに街の危機を知らせる鐘かねの音に震ふるえているはずだ。

　ミューリはこんな場面なのに甘あまえたがりの犬みたいに首元を擦こすりつけてきて、撫なでろと催さい促そくする。ふわふわだが硬かたい不思議な毛並みを撫なでてやると、まあいいだろうとばかりに鼻を鳴らして言った。

『備えあれば憂うれいなしって言うでしょ、兄様。手紙を書いてよ。犬に持たせて走らせる』

　道で行き会うたび、ミューリは野の良ら犬いぬを威い嚇かくしていた。羊の化け身しんであるイレニアから教えてもらったことだという。いざという時に、町にいる動物を味方につけておくこと。

「エーブさん」

「わかったわかった。おい、聞いてただろ」

　エーブは投げやりに護衛に向かって言う。護衛はミューリが喋しやべったことが信じられなかったようで、文字通り震ふるえ上がっていた。慌あわてた様子で部屋の棚たなから紙とインクを取り出し、床ゆかに置いていた。

「ここに逃にがして欲ほしい人を呼びますが、構いませんよね？」

　エーブに確かく認にんすると、不ふ貞て腐くされるようにそっぽを向かれた。

「まったく、儲もうけにならないことばかりだよ」

　エーブは胡坐あぐらをかいて、不服げに言ったのだった。

　秘密の通路は、かつて麦を大量に保管するための半地下になった一階の、がらくたを積み上げた奥おくのさらに煉れん瓦がを積み上げた偽にせの壁かべの後ろにあった。

　近づくと明らかに風が流れていて、煉れん瓦がの隙すき間まがひゅうひゅうと小さな音を立てている。

『グルルル……』

　ミューリはのそりと近づき、前足の一いち撃げきで煉れん瓦がを蹴け散ちらすや、壁かべの向こうに現れた鉄てつ格ごう子しに巻きつく鎖くさりに嚙かみついた。

「おい、鍵かぎがあるのに」

　エーブの制止も聞かず、飴あめ細工のように鎖くさりを嚙かみちぎる。

「……良い鉄を使った鎖くさりだぞ……」

　そんな鎖くさりを嚙かみちぎれるなんて、という意味ではなく、高価な代しろ物ものになんてことを、という意味だろう。

「エーブさんたちが先に行ってください」

「……私の命知らずにも限度があるよ。襲おそうわけなかろう」

「どうでしょう」

　エーブはため息をついて、護衛たちに目配せをし、地下通路の中に先に入らせた。クラークたちが来た時のために、傘かさ持ちの娘むすめと偉い丈じよう夫ふが倉庫に残ることになった。

　エーブの側にミューリがいる以上、まず裏切るまい。

「まるで囚しゆう人じんだ。これでいいか？」

　うなずき、歩くようにと促うながした。

　地下通路は冷たく湿し気けてはいたが、何度も人が通っていたのか、手入れがされていた。ところどころの壁かべに設けられた燭しよく台だいにも、さほど古くない溶とけた蠟ろうがこびりついている。天てん井じようも高く、普ふ通つうに立って歩くことができるので、きっと古い時代には本物の戦いくさで使われたりもしたのだろう。

　誰だれも口を開かない中、そんな地下通路を歩きながら考えていたのは、エーブの言葉だった。

　大聖堂の扉とびらを中から開き、シャロンたちを匿かくまいつつ、地下通路を抜ぬけてエーブの用意させた船に他の徴ちよう税ぜい人たちも乗せて逃にげる。聖職者が乗っていれば王たちは手を出さないはず。

　理り屈くつは正しいはずだし、エーブもその点は認めていた。そもそもエーブはその方法で無事に逃にげおおせるつもりだったのだから。

　なのに、エーブは徴ちよう税ぜい人を加えた計画には否定的だった。

　今いま更さらなにかそこで策を巡めぐらせるとは思えない……いや、それは油断だろうか？

　前方を歩くエーブの後ろ姿からはなにも窺うかがえない。

　それに、やるしかないのだ。もう時間は残されていない。

「ん？」

　と、エーブが立ち止まる。ミューリもまた耳を立てていた。

「位置的に、大聖堂に向かう徴ちよう税ぜい人の集団だろうな」

　わずかに空気が震ふるえている。頭上を多くの人々が歩いているのだ。

「急ぎましょう」

　エーブは肩かたをすくめ、再び歩き出す。

　そこから小教区ひとつ分くらい歩いただろうか。地下通路の終わりには、入った時と同じような鉄てつ格ごう子しがあった。ミューリが嚙かみつき、鉄製の鍵かぎが歪ゆがみ、火花を散らしながら引きちぎられるのを、エーブは今度は黙だまって見ていた。

「宝物庫？」

　階段を上り、手にしていた蠟ろう燭そくで照らすと、銀ぎん杯ぱいや数々の宝ほう飾しよく品が棚たなに収められていた。

「帰りにいくつか持っていけば路銀の足しになる」

　エーブは軽口を叩たたき、護衛に目配せすると扉とびらの鍵かぎを開けさせていた。

「宝物庫の内側に鍵かぎ？」

「入り口は侵しん入にゆう口でもあるからな。大聖堂側から入るには、そっちの扉とびらだ」

　なるほど、とうなずく。

「さて、君のお気に召めす結果になるかどうか、神のみぞ知るってやつだな」

　大聖堂でそんなことを言うのはわざとだろう。

　エーブたちとともに宝物庫を出ると、石造りのひんやりとした廊ろう下かに出る。

　壁かべには聖典の一部が描えがかれていたり、教会の紋もん章しよう旗が飾かざられていたりする。

　そこからさらに階段を上り、頭上を塞ふさいでいた板をどけると、大聖堂で最も見み栄ばえする、礼拝を行う身しん廊ろうの説教壇だんの後ろに出た。真上を見やれば、天てん井じように描えがかれた天使が微ほほ笑えみながらこちらを見下ろしている。

「……」

　大聖堂が巨きよ大だいなのはもちろんわかっていた。しかし、内部は想像以上にがらんとしていた。

　ミューリを見やると、尖とがった狼オオカミの耳を前後左右に動かしながら、喉のどの奥おくで唸うなってエーブを睨にらんでいた。

「おい、睨にらむな。罠わなじゃない」

　やはり随ずい分ぶんがらんとしているのは気のせいではない。人の気配がないのだ。

「それに無人じゃない。どうせ筆耕室に籠こもっているんだろうよ。こっちだ」

　エーブの先導についていく。足音がひどく反はん響きようし、やや不気味に感じる。

　それに、どうしても気になるのは、遠くから聞こえる、地鳴りのような音だ。

「広場に役者が揃そろいつつあるんだろう」

　大聖堂の正面入り口のほうを見ていたので、なにを気にしているか気がついたのだろうエーブがそう言った。

「まあ、市政参事会の兵が徴ちよう税ぜい人と剣けんを交えるとは思えん。街の衛兵も徴ちよう税ぜい人たちと似たような、流れ者に毛の生えたような立場だからな。身の危険を引き受けてまで徴ちよう税ぜい人たちと戦わんだろう。王の軍が到とう着ちやくするまでは睨にらみ合あいのはずだ」

　そうであればいいが、と思っていると、身しん廊ろうから側そく廊ろうに出て、いくつも部屋が並ぶ廊ろう下かに出た。エーブは躊躇ためらいもせず左に折れて、扉とびらのひとつをおもむろに叩たたいた。

「私だ、エーブだ。開けるぞ」

　扉とびらの頭上には、神の御おん前まえに沈ちん黙もくせよ、という言葉を抱かかえた悪あく魔まの彫ほり物ものがある。

　エーブが扉とびらを開けると、インクと羊皮紙の濃こい匂においが漂ただよってきた。

「大司教、あんたに客だ」

　エーブに続いて部屋に入ろうとしたら、ミューリが体を擦こすりつけるような距きよ離りまで近づいて、一いつ緒しよに部屋に入ってきた。不意打ちを警けい戒かいしていたのだろう、と遅おくれて気がつく。

「客……？」

　そして、真っ白く大きなふわふわの塊かたまりがもぞりと動いたように見えた。長い白しら髪がと口くち髭ひげに、大きな肥満体を丸めて筆耕台に向かっていた、一人の老聖職者だった。

「これは……また珍ちん客きやくな」

　ミューリの姿に驚おどろいていたが、おとなしく腰こしを下ろしたのを見て、少しほっとしたようだった。

「こっちはもっと珍ちん客きやくだ。薄はく明めいの枢すう機き卿きようだぞ」

　大司教は目を見開き、こちらを見た。

「なん、と……そなたが……」

「トート・コルと申します」

　挨あい拶さつはしたが、どんな顔をすればいいのかわからなかった。この人物が大司教ならば、シャロンたちのことを知りながら様々な策を巡めぐらし、潔いさぎよく罪を認めることも、秘密裏りに話し合うことすらも拒きよ絶ぜつし、保身に汲きゆう々きゆうとしていた唾だ棄きすべき堕だ落らくした聖職者なのだ。

　しかし、大司教と呼ばれた老聖職者は、ニョッヒラの湯でよく見かける高位聖職者たちとなにも変わらなかった。一ひと癖くせありそうだが知識も経験も豊富で、聖職にはとても熱心。同じくらい酒と肉も大好きで、若者を凌しのぐ健けん啖たん家。

　悪人ではない。

　でも、善人でもないのだ。

「……ラウズボーン大司教区大司教、フライス・ヤギネ……だが……」

　ヤギネは困こん惑わくしたように、へそまで届くような長い白しら髭ひげを摑つかむ。

「エーブ君、なぜ、私の下に？」

「契けい約やくだよ。いよいよとなったらあんたを連れ出すという約束だ」

「いよいよ……？」

「鐘かねの音に気がついてないのか。王がこの街を包囲しつつある」

　ヤギネはやや驚おどろいたような顔をしたが、それですぐに椅い子すから立ち上がるわけでもなかった。

　疲つかれたようにため息をついただけだ。

「そうか。それで、彼かれはなぜここに？」

「私は徴ちよう税ぜい人の皆みなさんを助けたく思っています」

　口を挟はさむと、ヤギネがこちらを見た。

「大司教様、大聖堂の扉とびらを開かせていただきます」

「扉とびらを？　いや、待て、待ってくれ。王が街を包囲して？　だが、なんのために？　教会相手に戦いくさを決意したのか？」

　ヤギネはエーブを見て、エーブはやれやれとため息をついた。

「逆だ。徴ちよう税ぜい人があんたらを追おい詰つめようとしているせいで、王国は教会と戦いくさになることを恐おそれたんだ。王は徴ちよう税ぜい人を捕とらえに来たんだよ」

「ば、馬ば鹿かな……！　徴ちよう税ぜい人は王権の下に行動しているのに……それに、教会との和解だけならば、そんな必要はないはずではないか」

「徴ちよう税ぜい人が誰だれの後うしろ盾だてを得ているか考えな。あの腕わん白ぱく王子だぞ」

　老司教は目を見開き、額に手を当てた。

「クリーベンド王子か……あれはまだ王位を諦あきらめていないのか」

「あなたが司教座に執しゆう着ちやくするのもまた、同じでは？」

　エーブとヤギネの会話に、思いつく限りの棘とげを刺さした。

　エーブは皮肉げに笑い、ヤギネは肩かたをそびやかしている。

「……否定できない。だが」

「理由がある、と言いたいのでしょう。私はその手の話を聞き飽あきました。皆みな、それぞれに事情がある。あなたがここに一人で残っているのもそうでしょう？」

　残りの者たちはどうしたのか。

　とっくに逃にげ出だしていて、このヤギネが最後の責任を独りで引き受けている。

「……私は大司教だ。ここを離はなれるのは、神が私をお呼びになる時だけだ」

「呼びに来たのが私で悪かったな」

　エーブは肩かたをすくめながら言って、近くの書見台を拳こぶしでこんこんと小こ突づく。

「さっさと準備をしろ。契けい約やく通り船の手配はしてある」

「ま、待て。さっき薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どのが言っていたことは？」

　ヤギネはそう言って、こちらを見た。

　おそらくはシャロンたちのことが気になっているのだろう。

　そのどう見てもお人ひと好よしそうな顔に、言い知れぬ苛いら立だちを覚える。

「シャロンさんたちは、なにもかもに足あし蹴げにされ、明日を信じられなくなっています。それでも自身が犠ぎ牲せいになることで逃がせるだけの孤児や仲間を逃にがし、逃にげた仲間は誰だれかが助けてくれることもあるのだと希望を持てるようになる、と考えて剣けんを手に取っています」

　死を覚かく悟ごで大聖堂に討うち入いってなんになるのか、と問いかけた時、シャロンは言った。

　なにも変わらない。ただ、奴やつらの首を落とす時に、すっとするだろう。

　あの歪ゆがんだ笑えみは、演技ではなくシャロンの偽いつわらざる一面のはずだ。

　だが、シャロンが恨うらみの果てに対たい峙じしたのがこのヤギネであるとわかった時、どんな気持ちになるのかと想像すると、吐はき気けに似た哀かなしみの感情以外に湧わいてこない。

　ヤギネが目の下を黒くして悪態を吐はき続け、あらゆる手を使って生き延びようと足あ搔がく醜しゆう悪あくな悪人ならば、シャロンは心穏おだやかに剣けんを振ふるえるだろう。

　しかし、椅い子すに座すわりこちらを見るヤギネは、そんな悪人からは程ほど遠とおい。大聖堂には多くの聖職者やその見習い、下働きを請うけ負おう者が集つどうはずなのに、ヤギネ一人だけが残っていることからも明らかだ。

　それに、ヤギネ一人だけが善人寄りで、他がすべて悪人、ということもないだろう。大聖堂内部では何度も議論が戦わされ、教会組織の中でも王国では最大に近い大聖堂として、教会の立場を守りつつ、シャロンたちのことをどうにかしなければと、信しん仰こう心や良心、親心、それから地位への執しゆう着ちやく心しんなどももちろん交えて、知ち恵えを絞しぼったに違ちがいない。

　彼かれらには彼かれらの言い分がある。

　それはヤギネの悲痛な顔を見ればわかる。

　それでも、現実は誰だれも助かっていない。

　そして、今ならばまだ助けられる。

「大司教様、大聖堂の扉とびらを開けます。それからシャロンさんたちを中に導き入れ、地下通路を抜ぬけてエーブさんたちとともに海に逃にげます。良いですね？」

　ヤギネは口を強く引き結び、固かた唾ずを吞のむ。

　ここで大司教の許可を求める必要など、本来ならばない。ミューリに命じて睨にらみをきかせている最中に、勝手に開けてしまえばそれでよい。

　それでも許可を求めたのは、ヤギネに決断して欲ほしかったからだ。

　シャロンたちに対してどこまでも逃にげ続けるのではなく、目の前に立って欲ほしかった。

「大司教様」

　詰つめ寄よると、ヤギネは目を堅かたくつぶり、言った。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どの、言わせて欲ほしい」

「なにをです。今いま更さらこれ以上なにを言うのです！」

　そこまで逃にげ続けるのかと、呆あきれ果はてて叫さけんだ直後だった。

「逃にげる先に当てはあるのか？」

　虚きよを衝つかれた。

　そんなくだらない質問を、という驚おどろきと、自分の中に答えがない驚おどろきがあった。

「扉とびらを開け、徴ちよう税ぜい人たちを導き入れるのは、できる。地下通路を通り、このエーブ君の船に乗るのも、できる。だが……」

　ヤギネは話しながら考えるように、落ち着きなく長い白しら髭ひげを撫なでている。額に皺しわが寄り、頰ほおが紅潮し、助けを求めるように天てん井じようを仰あおいでから続けた。

「だが、そうだ……そうなったら、我々に行く先などない。それは、悪手だ」

「なぜです！」

　王は教会と争いたくない。ということは、大司教が船に乗っていればその船を襲おそうはずもない。どこに行こうとも自由なはずで、都合の良さそうな場所を見つけ、降りればいい。

「エーブ君……君も、同じ考えなのでは？」

　ヤギネは困こん惑わくしきったようにエーブを見る。エーブはため息をついて、こちらを見た。

「コル。見た目の話だよ」

「見た目？」

「徴ちよう税ぜい人たちが怒いかり狂くるって武器を手に取り、大聖堂に討うち入いった。扉とびらが開き、なだれ込こんだ。しかもその後、どんな奇き跡せきか、彼かれらは大司教を連れて港の船からまんまと逃にげ出だした。それを傍はたから見ている者たちがどう捉とらえると思うんだ？」

「……」

　愕がく然ぜんと、立たち尽つくした。

「どう見ても、大司教を人ひと質じちにとっての逃とう避ひ行こうだろう？　王は和解交こう渉しようが破は綻たんするのを恐おそれて、血ち眼まなこで、地の果てまで追いかけてくるぞ。王国側に瑕か疵しはない、と証明する必要があるからな。一方で、教会はどう出るかな？」

　エーブに振ふられ、ヤギネが苦しそうに答える。

「教皇様は……薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どのによる一連の活かつ躍やくを受けて、このまま座視しているわけにはいかないと、状じよう況きようをひっくり返すために王国との戦いくさに積極的だ。ならば……王国が和解の手を明確に差しのべてくる前に、火種に火をつけたいと考えるはずだろう」

　そこに、件くだんの徴ちよう税ぜい人と、王国にある大聖堂の大司教が同じ船に乗っているとの報告があったなら。

「間ま違ちがいなく沈しずめるな。私ならそうする。死人に口無しだ。教会は船を自分で沈めておきながら、平気で王国の仕業だと言うだろう。格好の獲物だよ」

　エーブは気楽な様子で言った。

「それに、だ」

　ヤギネはそう付け加える時、こちらを申し訳なさそうに見た。

　シャロンたちを助けられなくて申し訳ないと、謝あやまるかのように。

「扉とびらを開けて、私たちがなにもなく、あなたの案のように船に乗れると？」

　シャロンの恨うらみに満ちた目は、それがすべてではなくても、演技とは到とう底てい思えない。

「あなたの身の安全は、少なくとも私が──」

「違ちがう。薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どの。そういう意味ではない」

　ヤギネはついに立ち上がり、神に訴うつたえかけるかのような、哀かなしげな気き迫はくを込こめて言った。

「彼かれらが私を八やつ裂ざきにするのならばまだいい。だが、そうしてくれなかったとしたらどうするのだ？　私を八やつ裂ざきにもせず、同時に、彼かれらが私のような者と船に乗ることを良しとしないことだってある！　私には想像ができるのだ。彼かれらが私の前に立ち、怒いかりや、憐あわれみさえ見せない目で見つめ、地下通路に押おしやる様が。そして、彼かれらは通路を塞ふさぎ、王の軍勢を待つのではないかと！」

　シャロンは冷静で、冷れい徹てつだ。恨うらみの炎ほのおの横で、静かに天てん秤びんを見つめる目も持ち合わせている。

　たとえば大聖堂の扉とびらが開き、シャロンたちは自分の姿を見つけ、大司教を盾たてにして船に乗って逃にげようと持ちかけられる。シャロンのことだから、エーブやヤギネが言ったように、王からも教会からも狙ねらわれるまずい状じよう況きようのまま海に取り残される可能性に気がつくだろう。

　そうしたら、どうするか。

　簡単に想像がつく。

　シャロンのことだから、大司教を逃のがし、自分たちだけ大聖堂に残るだろう。

　そうして、囮おとりの役目を果たすのだ。

「扉とびらを開いてはならない。薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どの」

　ヤギネが前に出て、ミューリが唸うなる。

　しかし、ヤギネは狼オオカミのミューリのことなどまったく目に入っていないかのように、詰つめ寄よってくる。

「扉とびらを開いてはならない。扉とびらを閉じたままでいれば、まだ可能性がある。扉とびらを開いて、徴ちよう税ぜい人たちを中に入れてしまえば、彼かれらが大聖堂に討うち入いったという決定的な証しよう拠こを与あたえてしまう。そうなれば、王が取るべき手は処しよ刑けいしかない。暴徒の首をはねたからなかったことにしてくれと教皇庁に掛かけ合あうだろう。徴ちよう税ぜい人たちを救うには、扉とびらを閉じているしかない。そうすれば、私の手で徴ちよう税ぜい人を……いや、私の息子むすこや娘むすめたちを弁護する道も残っている！　それがわずかに残された希望なのだ！」

　保身のための作り話、というにはあまりに理り屈くつだっていた。

　だが、ここまで来て、シャロンたちを置き去りにするというのか？　助けられるかもしれない船まで、地下通路をたどってすぐだというのに？

　ヤギネがシャロンたちの弁護をする、というのも噓うそではなかろうが、それがどこまで通用するかは疑問だった。王としてはクリーベンド王子の内乱も警けい戒かいしているのだから、今後同じような問題が起きないため、王国中の徴ちよう税ぜい人たちに政策を知らしめなければならない。

　シャロンたちの首をはねる理由は、たっぷりある。

「ですが、では……私たちは……」

　言葉が続かず、息もうまく吸えなかった。

　ヤギネがこちらを見る。

　痛みを分かち合う、同どう朋ほうのような顔で。

「我々が娘むすめや息子むすこたちとどうしても対たい峙じできなかったのは、それが戦いくさのきっかけになることを恐おそれたからだ。我々が彼かれらと対話をしたなどとどこかから漏もれようものならば、たちまち、大聖堂が陥かん落らくした、と言われかねなかった」

　それゆえに、どれだけ卑ひ怯きように見えようとも、王国と教会の戦いくさという大きな悲劇に向かうよりもまし、と考えて策を巡めぐらせた。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どの」

　ヤギネは、大きく息を吸って、吐はいた。

「そこの狼オオカミは、人ならざる者では？」

　ぎょっとした。

　ミューリのことを知られた。ヤギネに危険な札を握にぎられた。

　強こわ張ばるこちらの顔を、ヤギネの澄すんだ青い瞳ひとみが優やさしく見み据すえている。

「やはりな。シャロンの父親は私だ」

　ヤギネは言って、ミューリを見ると片かた膝ひざを床ゆかに着いた。

「その目は、私を食い殺したいという目だ」

　ミューリは喉のどの奥おくで唸うなり、身を低く構えた。いつでも飛びかかれるようにというのは、ふりではないだろう。

「さしずめ、シャロンから話を聞いて、私が一方的に妻を捨てた冷れい血けつ漢かんとでも思っているのだろう。だが、言わせて欲ほしい。男女の仲には色々あるのだ」

「あんたが大司教じゃなければ、説得力もあったがなあ」

　エーブの茶々に、ヤギネは苦く笑しようを浮うかべる。

　そして、理解した。そうだ。そうなのだ。

　ヤギネとシャロンの母の仲が決けつ裂れつするのには、なにも聖職者のヤギネの身勝手な理由だけでなく、様々な理由があり得たはずだ。

「まあ……私が聖職者であるのが原因のひとつ、というのは確かだ。最初は互たがいの立場を思いやっていたはずのことが、いつの間にかこじれ、最後は互たがいに罵ののしり合っての醜みにくい別れになったよ。私は未熟で、愚おろかだった。今もそれは変わらないが……」

　噓うそを言っているようには見えなかった。身を低くしたミューリが、必死に自分の怒いかりを鼓こ舞ぶするかのように唸うなっていることからも明らかだった。

　シャロンの母親が、二度と人間と関わるまいと決意したのは本当なのかもしれない。

　でも、それは普ふ通つうに人と人との夫ふう婦ふでもあり得たような、ありふれた理由である可能性だって、当然ながら存在する。聖職者と人ならざる者の恋路だからといって、常に特別で奇跡的であるとは限らないのだから。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どの」

　ヤギネは立ち上がり、柔やわらかに微笑ほほえむと、胸から提さげていた教会の紋もん章しようを握にぎり、ゆっくりと頭を下げた。

「我わが娘むすめのために怒おこり、嘆なげき、こんなところにまで来てくれてありがとう。心から礼を言う」

　自分は目の前のヤギネに、なんと言えばいいのかわからなかった。

　自分のしていたことはすべてが無意味で、世界を混乱させるだけだったのではないかと思った。

「ちなみにエーブ君。シャロンが助けたいと思っている者たちを助けてくれる手伝いは、してくれるのだろうね？」

「宝物庫からいくらか代金をもらっても？」

「もちろん構わない。私が持ち出したことにしよう」

「それならできる。あんたの船で灯あかりをぼんぼん焚たいて引きつける横で、漁師の船でも調達するさ。当面の生活費も面めん倒どう見よう」

　ヤギネはうなずく。

「孤こ児じ院の子供たちは熱心な補司祭が読み書きを教えていたはずだ。君の商会で雇やとって損はない」

　その言葉にエーブが苦く笑しようしていた時のこと。

　部屋の外、廊ろう下かの向こうから人のざわめきが聞こえてきた。

『兄様』

　身分を隠かくす必要がなくなったと思ったのか、ミューリに呼ばれた。

「クラークさんたちですか？」

　ミューリがうなずくので、身を翻ひるがえして廊ろう下かに出る。ちょうど、身しん廊ろうから側そく廊ろうに顔を出したクラークと目が合った。

「枢すう機き卿きよう様！」

「クラークさん！」

　クラークはそれからすぐに後ろを振ふり向むき、なにかなだめるような仕草をしている。

　すると、制止を振ふりきるようにして人ひと影かげが現れた。

　手に木の棒や鍋なべを持った子供たちだった。

「俺おれたちが相手だ！」

「こら！　違ちがいます！　敵ではありません！」

　クラークは血気盛さかんな子供らをどうにかなだめようとしている。その様に、膝ひざが抜ぬけるほどほっとした。

「すみません、どうしてもついてくると言って聞かなくて……麦の共同倉庫で待つように言ったのですが」

「いえ」

「それはそうと……一体なにがどうなっているのですか？　シャロンたちは？」

　その問いに状じよう況きようを伝えようとしたのだが、頭が全く働かない。

　それに、細い、あまりにも細い希望の糸だけをシャロンたちに残し、クラークたちは逃にげろと言うのがあまりに辛つらかった。

「それが……」

「クラーク、だったな」

　後ろからヤギネの声が聞こえた。

「大司教様！」

「シャロンのためを思うなら、なにも聞かず、私たちの指示に従ってくれないか。君たちが無事に逃にげ出し、この先も生きていけるよう取り計らう」

　クラークはいきなり告げられ、口を半分開けたまま固まっていた。

「その子らが君の孤こ児じ院の子供たちか」

　ヤギネはそんなクラークをよそに、クラークを守ろうとする子供たちに微ほほ笑えみかけるが、子供たちは敵意に満ちた目を向けている。

　ヤギネは気にした風もなく微笑ほほえんだままだ。

「当面の生活費は、そこのエーブ君が面倒を見てくれる。ただ、それでも先のことを考えると不安だろうから、特許状を渡わたしておく」

　クラークはようやく喉のどに詰つまっていたものを飲み下したかのように、喉のど仏ぼとけをごくりと動かしてから言った。

「お待ちください、大司教様、なんの話なのか全く……それに、私は単なる補司祭です。特許状などというのは──」

「君はもう補司祭ではなくなるのだよ」

　ヤギネは悪戯いたずらっぽく言って、秘ひ蹟せきを授さずけるかのように手を伸のばした。

「ラウズボーン大司教区大司教、フライス・ヤギネの名において命ずる。汝なんじを神の庇ひ護ご、奇き跡せきの下に新しき修道院の院長に命じる」

「……え？」

「修道院建設の特許状を渡わたす。孤こ児じ院の運営はそこで行うといい。修道院ならば教会も難なん癖くせつけられまい。運営費は、エーブ君がきっと多額の寄付をしてくれるはずだ」

　振ふり向むくと、腕うでを組んで壁かべにもたれかかっていたエーブが、嫌いやそうに顔をしかめた。

「あんたがそこの小こ僧ぞうらに読み書きを教えて使えるものに仕上げてくれるなら、代価は支し払はらってやる」

　ヤギネは単なる思し索さくの徒ではなく、世事に通じた人物だった。

「さあ、準備をしなさい。聖典のように海を割って苦難から逃のがれるわけにはいかないが、大地の下を通って逃にげるのも似たようなものだろう」

　殊こと更さら明るく言って、ヤギネは手を叩たたいた。

「さあどうした。時じ宜ぎに適かなえ、と神もおっしゃっている。正しい行いも、正しい時、正しい場所でなければ悪行に変わり得る」

　今ならまだクラークたちは助かる。

　クラークは大司教に気け圧おされるようにうなずき、もたもたとではあったが、子供たちに指示を与あたえている。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どのはどうするかね」

　ヤギネに問われ、言葉に詰つまる。

「私としては、街に残されるシャロンたちのため、王か誰だれかを説得して欲ほしい。確か、王族の誰だれかを後うしろ盾だてにしていたような？」

「ハイランドだな。庶しよ子しの出だが、まあまあ実力はある。王国内に味方も多い」

　エーブの説明に、ヤギネは安心したように微笑ほほえむ。

「そうか。それはよかった。私のことはいくらでも悪しざまに言って、シャロンたちはどうしようもなく蜂ほう起きしたと言って欲ほしい。私は否定せず、同じことを教皇様に報告しよう」

　そうせざるを得まい。

　ゆっくりと、諦あきらめるようにうなずこうとした、その時だった。

「シャロンも逃にげるのではないのですか？」

　クラークだった。

「シャロンたちが街に残るって……ですが、シャロンたちはすぐそこにいるではないですか！」

　子供たちがぽかんとするのをよそに、クラークが駆かけ寄よってくる。

「クラーク君、それは──」

「大司教様！　なにをお考えなのです！　扉とびらを開けてください！　今ならシャロンたちを──」

　ヤギネに取りつき、胸むなぐらを摑つかむクラークを、エーブの護衛が引きはがそうともみ合う。

　そのやり取りは今しがたやった。無理なのだ、と自分は叫さけぶクラークを見ているしかなかった。

　自分は理で諭さとされ、うなずいた。

　しかし、クラークはシャロンを好いている。希望を持って地下通路を駆かけてきたはずだ。

　そして扉とびら一枚隔へだてたところで、引きはがされる絶望はいかほどのものか。

　クラークを呼ぶべきではなかったのか？

　そんなことを思っていたら、ぶらりと垂れ下がった手に、ごわごわした毛皮が当たった。

『……』

　ミューリが、赤い瞳ひとみをこちらに向けてくる。

　日は東から昇のぼり、川は流れ、山は動かない。

　そんなことを訴うつたえかける、静かな無言の瞳ひとみだった。

「大司教様！」

　クラークはそう叫さけぶと、廊ろう下かの真ん中に崩くずれ落おちてしまう。

　これが正しい選せん択たくなのだと、賢さかしらに言うことは可能だ。

　しかし人は理り屈くつのみで生きるわけではない。理り屈くつだけですべてが済むのなら、そもそもこんな状じよう況きようには陥おちいっていないし、人はそれほど賢かしこくはないのだ。

　自分が鳥のシャロンを肩かたに乗せ、貴族のような格好をして歩いた時の街の様子を思い出す。

　人々は高貴な身分だと勘かん違ちがいし、恐おそれをなして道を空けた。

　世の中はそういうことの積み重ねでできていて、この大聖堂がこれほどまでに巨きよ大だいで、豪ごう華かなのもまた、人のそういう性質のためにあるのだとアルーゴが言っていた。

　正しいことをしていれば、常に正しくある。

　そんなことはあり得ない。

　人が不完全である以上、世の中もまた不完全。

　そういう歪ゆがんだ石いし臼うすの間に哀あわれな誰だれかが挟はさまり、押おし潰つぶされていく。

　ヤギネは泣なき崩くずれるクラークを説得し、エーブは護衛たちに指示を出して逃にげるための準備を始めている。

　ミューリは側にいて、最後まで支えてくれようとしている。

　これはひとつの結末なのだ。

　納なつ得とくできないのは、自分の我わが儘ままなのかもしれない。

「さあ、立ちなさい。あなたはこれから修道院の院長だ。凛りんとしなければ信徒はついてきませんよ」

　ヤギネに促うながされ、クラークはのろのろと立ち上がる。

「さ、最後に……一目、シャロンを……」

　その呟つぶやきに、ヤギネは首を振ふる。ゆっくりとだが、断固としたように。

「それはできない。扉とびらを開ければ、それは戦いくさに繫つながってしまうのだ。たとえ私がそうではないと兵たちに宣言したとして、どれだけ信用してもらえるのだ。徴ちよう税ぜい人たちは武器を手に取って集結してしまっている。それはもう、討うち入いり以外のなにものでもない。悲しいが、我々人の目には、悪人が祈いのりの姿勢を取れば、それはもう敬けい虔けんな祈いのりの姿に見えてしまうし、逆も然しかりだ」

　クラークは目を閉じ、うなだれる。

「それに、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どのも味方をしてくれる。きっとシャロンたちは助かるだろう」

　どう考えたって、明確な返事などできようはずもない。

　けれども、こう答える以外になにか道があるのだろうか？

「お任せ、ください」

　ヤギネの疲つかれたような笑えみには、白を黒というようなことはできまい、と自分の性格を見み透すかした上で、申し訳なく思う感情が混じっているように見えた。

　自分はどれだけシャロンたちのために噓うそをつけるだろう。ヤギネを悪だと糾きゆう弾だんし、シャロンたちは仕方なく大聖堂にやって来たのだと言い張れるだろう。

　シャロンたちを助けるにはそうするしかないとわかっていても、噓うそをつくのが正しいのかという迷いがこの期に及およんである。

　それを認めてしまえば、教会という組織が悪あく弊へいを見過ごしてきたことにも一定の正しさがあると認めることになってしまう。

　なにより、そこまでしたって、シャロンたちを助けられるかは定さだかではない。

　くだらないと思う。

　大たい儀ぎだとか、見た目だとかばかりが優先され、人々の真の気持ちをそのまま人々に伝えることができないもどかしさに、なんと神の作られた世の中は不完全でくだらないのかと恨うらみたくなった。

「さあ、茨いばらの道ではありますが、これもまた神の与あたえた試練のはずです」

　ヤギネがクラークたちの行く末に範はんを示してくれたことだけが、救いだった。

　少なくとも彼かれらは無事に逃にげられるだろうし、この後の生活も心配はない。船で逃にげる他の徴ちよう税ぜい人たちも、修道院ならば匿かくまえるだろう。ミューリが夢物語の如ごとく語ったように、そこはある種の聖域であり、不ふ可か侵しんな場所なのだ。

　それゆえに横暴が極きわまることもある。自分も子供の頃ころにロレンスの旅についていき、そういう修道院を訪おとずれたことがある。

　クラークならば、まっとうな修道院にしてくれるだろうと思う。

　ヤギネとともに歩いていくその後ろ姿に、祈いのるしかない。

　それに、正式な修道院の施し設せつとして孤こ児じ院ができることは、シャロンの望みでもあるはずだ。

　大聖堂からの寄付金があったという話を、シャロンは気がついているが黙だまっている、とクラークは言っていた。きっと心のどこかでは大司教たちが正式に孤こ児じ院を認めてくれるのでは、と思っていたのではないかとも思う。

　大聖堂の前に集つどう徴ちよう税ぜい人たちの様子を想像する。

　シャロンはどんな顔をしているだろうか。

　仲間を鼓こ舞ぶするため、陽動として機能するため、市政参事会の兵たちに悪態をつき、石を投げ、剣けんを振ふり回まわしているだろうか。

　だが、彼かれらの胸中にあるのは恨うらみだけではない。そこには祈いのりがあり、その祈いのりはある種、実ろうとしている。クラークと子供たちは地下通路を渡わたり、他の徴ちよう税ぜい人たちと落ち合い、無事に逃にげるだろう。外側だけ見れば、シャロンの祈いのりを神が聞き届けたようにも見える。

　くだらない、と思った。

「コル。私たちも行くぞ。ここにいるのを誰だれかに見られると面めん倒どうだ」

　エーブに声をかけられ、うなずいた。ゆっくりと、罪人のように歩き出す。

　そして、身しん廊ろうに入り、説教壇だんの後ろにある色つき硝子ガラスで作られた神の絵を見上げた。

　どんっとくぐもった音が後ろから聞こえてくるのは、徴ちよう税ぜい人たちが大聖堂の扉とびらを叩たたいているのだろう。扉とびらは分厚い木で作られ、鉄で補強されている。破は城じよう槌ついでもなければまず破れまい。

　それでも扉とびらを叩たたくことで、注意を一身に引こうとしている。

　彼かれらの想おもいを無む駄だにしてはならない。

『兄様』

　エーブが地下通路に入り、ミューリに呼ばれる。

　再び、扉とびらが叩たたかれる音がする。

　その音を必死に無視するように、説教壇だんの後ろの秘密の入り口に向かう。

「気にするな」

　エーブが肩かたに当ててきた手の優やさしさが、逆に辛つらい。

　あの扉とびらを開けるべきではという想おもいと、開けてどうなるという想おもいが交こう錯さくする。

　それでも足は動き、隠かくし階段を下りていくと、地下の廊ろう下かでヤギネがクラークになにかを渡わたしていた。

「これは私の名前ではなく、先々代の大司教の名が入った特権状だ。万が一私が破門されたとしても効力を持つ。安心してくれ」

「……畏かしこまりました」

　クラークは膝ひざをつき、秘ひ蹟せきを授さずけられる信徒のように、羊皮紙の巻物を受け取っていた。

　修道院建設のための特権状の授じゆ与よ。

　本来ならばここにはシャロンがいて然しかるべきだった。

　そして和解と祝福の鐘かねが鳴る中、受け取るべきだった。

　その様を想像し、どうしようもなく胸が搔かき乱された。

「行きましょう」

　ヤギネがクラークを促うながす。

　宝物庫に続く扉とびらは開いている。

　すべてがひとつの結末に向けて動いている。

　その場に立ち尽つくし、どうしてもこのまま進むのが納なつ得とくいかなかったのは──。

「コル」

　エーブから呆あきれたような、怒いかりの混じった声で呼ばれる。

　ミューリにも服の袖そでを嚙かまれ、乱暴に引き寄せられる。

　ヤギネは申し訳なさそうにこちらを見る。

　自分だけがこの場で異質だった。

　だが、そこには理由があった。

「お待ちください」

　そう口にすると、エーブが天を仰あおぎ、ヤギネが目を見開き、クラークがいぶかしんだ。

『グルルル……』

　ミューリまでが唸うなり、袖そでが破れそうな勢いで引っ張ろうとする。

　それを止め、踏ふみとどまったのは、確信があったからだ。

「コル殿どの、あなたの苦しみはわかりますが……」

「違ちがいます、違ちがうのです」

「違ちがう？」

　頭を振ふり、目を閉じ、想像する。大聖堂を天から見下ろす鳥になったように、想像する。

　今、大聖堂の前には、へばりつくようにシャロンたち徴ちよう税ぜい人が陣じん取どっているだろう。その周りには市政参事会から差し向けられた兵たちが、長い槍やりを手に集まり、シャロンたちを牽けん制せいしているだろう。そのさらに外側では、市壁の遠くから王の軍勢が行進しているだろう。

　その状じよう況きようのすべてにおいて、誰だれもが不本意ながらそのような行動を取っているとしか思えなかった。すべては、大義名分という見た目のために。

　王は徴ちよう税ぜい人が悪いのだと示すため、シャロンたちは我々こそが捕とらえられるべき者だと示すため、市政参事会の兵たちは王の命令に従っていると示すため。

　では、自分は？

　本当に、その芝しば居いに付き合っていいのだろうか？

　いや、違ちがう。

　ここに理想などなく、もっと皮相的で、形けい而じ下かの、くだらない話に過ぎない。

　そして、見た目でどうにでもなる話ならば、まだ手はあるはずだった。

　つまり。

「このお芝しば居いは、別の見方ができませんか？」

　全員が、眉まゆをしかめた。

「一体、なにを……」

「別の見方？」

『……』

　自分よりもよほど世の中に通じている者たちが、揃そろって呆あきれた目を向けてくる。

　唯ゆい一いつ期待を込こめた目を向けてくるのはクラークだが、そこにあるのはシャロンを想おもう気持ちだけで、自分の能力に期待しているのではないだろう。

　それでも、一度思いついたことは消せなかった。

「修道院です」

　その呟つぶやきに、エーブとヤギネとミューリが顔を見合わせる。

「修道院ですよ。その特権状です」

　指差すと、全員の視線がクラークの手に集まる。

「あるじゃないですか。シャロンたちが大聖堂に集まる、正当な大義名分が！」

　その叫さけびに、エーブが頭を搔かいていた。精せい霊れいを見たんだと騒さわぐ酔よっ払ぱらいを見るかのような目だった

「コル、落ち着け、君は今、混乱してい──」

「おおおおおおおお[image: ]」

　咆ほう哮こうしたのは、ヤギネだった。

「神よ！　神よ！　そうか！　神よ、あなたは道を示されていたのですね！」

　ヤギネは天を仰あおぎ、巨きよ体たいを揺ゆらしながら駆かけ寄よってきて、警けい戒かいしたミューリが間に割ってはいる間も与あたえず、飛びかかってきた。

　抱ほう擁よう、と呼ぶこともできたろうが、それは突とつ進しん以外のなにものでもなかった。

「神よ！　私はあなたに感謝します！　この聡そう明めいなる若者を遣つかわしてくれたことを感謝します！」

　体が浮うくほどの力で抱だきしめられた後、ヤギネは振ふり向むいた。

「そうです！　その手がある！　大聖堂の扉とびらを開き、シャロンたちを受け入れても、どうにかなる道がある！」

　馬ば鹿かな、とエーブが声なく呟つぶやいたが、自分もまたヤギネの後に言葉を続ける。

「扉とびらを開いても、大聖堂は徴ちよう税ぜい人に屈くつしたとみなされませんし、徴ちよう税ぜい人たちは暴力を行使しに来たわけでもない、ということを示す場面が、ひとつだけあります！」

「正気か？　実際に徴ちよう税ぜい人は武器を手に取って、集まっている。これを蜂ほう起きだと言わずになんと言うんだ？」

　エーブの問いに、大きく息を吸って、答えた。

「請せい願がんですよ」

　人には向き不向きがある。エーブは自分にやりたいことがあれば、陰いん謀ぼうを張はり巡めぐらし、勝手に手元に転ころがり込こんでくるように考えるだろう。だが、世の中にはもっと、真正面からぶつかる方法もある。それは時として暴力的にもなる。

　なぜなら、それほど深い想いに突つき動うごかされているからだ。

「孤こ児じのために修道院を作って欲ほしいという請せい願がんです。王国において、教会は聖務を停止して数年も経たっている。散々待ったが、もう我が慢まんの限界だ。扉とびらを開いて我々の頼たのみを聞いて欲ほしい、神の名に懸かけてあなた方の慈じ悲ひを示して欲ほしいということであれば、少々荒っぽくなるのも仕方がないでしょう？」

「いや、それは……」

　たじろぐエーブに、ヤギネが言う。

「エーブ君。君の協力も要いる。王国の元貴族の君が、故郷に錦にしきを飾かざるために徴ちよう税ぜい人たちの後うしろ盾だてになったと言えば、教皇庁の受けも良くなる。意味は分かるだろう？」

　エーブはエーブ自身が語ったように、蝙蝠こうもりのように立ち位置を変えられる身だ。教会にとって厄やつ介かいな徴ちよう税ぜい人たちに、教会の味方となり得るエーブが深く食くい込こんでいるとなれば、ひとまず安心するのではなかろうか。

　いや、エーブが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしているのは、教皇庁が安心するようにかけ合え、というヤギネの言外の意味に気付いているからだろう。

「……儲もうかるんだろうな？」

　ヤギネは巨きよ大だいな太たい鼓こ腹ばらを突つき出して、諸もろ手てを挙げた。

「当たり前だろ！」

　身もふたもない言葉だが、ヤギネが急にこちらを見て、山さん賊ぞくみたいな笑えみを見せた。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どのがここにいるんだぞ！　修道院だろうが孤児院だろうが、あらゆる陣じん営えいから、御ご加護を求めて寄付が殺さつ到とうするだろう！」

　シャロンたちを助けるため、泥どろをも啜すする覚かく悟ごでエーブの下に赴おもむいた。

　ここで逃にげたら、噓うそだ。

「……私の名前は、ずいぶん影えい響きよう力があるそうです」

　エーブに向かい、おずおずとだが、そう言った。

　エーブは顔が真っ赤になるくらい目を見開くと、怒ど鳴なった。

「勝手にしろ！」

　やり込こめるのには慣れていても、やり込こめられるのは慣れていないのかもしれない。

　ヤギネは子供のように肩かたをすくめ、呆あつ気けに取られているクラークを呼び寄せた。

「主役は君だ。クラーク君」

「わ、私、ですか？」

「シャロンが好きなのだろう？　父親として、君なら任せられる」

　クラークは魚よりも目を丸くして、ヤギネを見ていた。

「だが、場を収めるには演出が必要だ。外の連中を完全に黙だまらせる一芝居が。案があるか？」

　意味ありげな視線を向けられる。

　翼つばさを広げれば森を覆おおうほどの黄金の翼つばさを持つ鷲わしと恋こい仲なかになった男だ。大司教になるまでには、奇跡のひとつやふたつ、演出したことがあるのだろう。

　そして自分の隣となりにいるのが誰だれか、思い出すしかない。

「……お任せください」

　答えると、ミューリが不満げに一鳴きしたが、首の後ろを撫なでて黙だまらせた。

　後でどんな我わが儘ままを聞かされるかと思うと気が滅め入いったが、このまま地下通路を抜ぬけて逃にげ出だすことを考えれば、どんな願い事だって聞いてやるつもりだ。

「よし、では準備にかかろう！　数年ぶりの聖務の再開だ！　請せい願がんを受け入れる準備をしよう！」

　前に進むために。

　決して運命に流されるだけではなく、そこに抗あらがうために。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どの、いや、コル君」

　ヤギネが、言った。

「ありがとう」

　まだわかりませんよ、と答えるしかなかったが、その自信のなさが気にくわなかったのか、ミューリは不満げにこちらのふくらはぎを甘あま嚙がみしたのだった。
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　さあそこで開かれた大聖堂の大きな扉とびら、か弱き孤こ児じたちのため、武器を手に取ってまで詰つめかけた者たちに、大聖堂が神の慈じ悲ひを見せた……。

　そんな語りの後に、弦げんが爪つま弾びかれて吹ふき抜ぬけに響ひびき渡わたる。大勢の客が、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの語りに聞き入っていた。

　しかし大聖堂は悪あく行ぎよう三ざん昧まいで、神に見放された悪の巣そう窟くつではなかったのか？　いぶかしむ者たちも少なからず。しかし、ああ、しかし。

　じゃららーん。

　ラウズボーンのどこに行っても見かける演目で、おそらく今はどこの町に行ってもそうだろう、ということだった。そんな話を聞くとまたぞろ食欲がなくなるが、代わりに自分の分まで食べてくれる者がいる。

「兄様、冷めちゃうよ」

「どうぞ」

　と、皿に盛られた羊肉をミューリの前に出すと、目を輝かがやかせてかぶりついている。

「私の驕おごりだぞ。慌あわてなくても食いきれるはずなかろうに」

　笑ったのはエーブで、新しい肉を頼たのんでいるのはハイランドだ。ハイランドは黄金の羊歯しだ亭ていの支配人に直々に注文し終えると、吹ふき抜ぬけに向かって設しつらえられた窓から聞こえてくる詩人の調べに、苦く笑しよう交じりに言った。

「それにしても、芸人というのはすごい技量の持ち主だ」

　それは吟ぎん遊ゆう詩し人じんの声にではなく、彼かれが歌っている奇き跡せきについてだろう。

「下らん芸も、見せ方によっては奇き跡せきに見える。教皇庁も王国も、あれを見せられたら黙だまらざるを得なかろう」

　エーブは言いながらミューリを見るが、ミューリは知らん顔で肉をがっついている。気づかないふりではなく、本当に気がついていないのかもしれない。

「大聖堂の中から、教会の大きな紋もん章しよう旗をたくさんの鳥が引っ張って飛んで出てきたのだろう？　その様を見られなかったのが心残りだ……」

　ハイランドは心底残念そうに言っている。

「しかもその様子を、街中の野の良ら犬いぬと豚ぶたと鶏にわとりが集まって祝福したというではないか？　辻つじで動物に芸をさせる者たちはいくらでも見かけるが、そんな壮そう大だいなものは見たことがない」

「ハイランド卿きよう。私の財さい布ふがどれだけ軽くなったかは、気に留めておいて欲ほしい」

　そういうことになっていて、事実には何層もの覆おおいがかけられている。

　最も外側の見た目では、徴ちよう税ぜい人が孤こ児じのために立ち上がり、大聖堂がそれを受け入れると神の祝福によって奇き跡せきが起きた、という物語になっている。

　そこを一枚めくると、エーブが資金を出し、芸人たちを搔かき集め、騒さわぎをどうにか収めるために奇き跡せきの演出を行った、ということになっている。これはハイランドを含ふくめ、王族たちに示した説明だ。そうしたのはミューリたちのことを隠かくす必要があるのと、なによりあれは奇き跡せきではないと教える必要があったから。教会とは今後も戦ってもらい、悪あく弊へいを正してもらわねばならない。神の奇き跡せきに怯ひるんで教会との戦いを躊躇ためらわれては本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　そして、最後の一枚をめくると、内幕はこうだ。

　ミューリが野の良ら犬いぬを使って動物を集め、野の良ら犬いぬから手紙を受け取ったシャロンがその馬ば鹿かげた見世物に賭かけることを承しよう諾だくし、シャロンは鳥を集めて奇き跡せきの演出が為なされた。

　人々が武器と松たい明まつを手に集まる中、大聖堂から空を飛ぶ紋もん章しよう旗が飛び出したのち、特権状を手に出てきたのはクラークとヤギネだった。クラークはヤギネから特権状を渡わたされ、それをシャロンへと手て渡わたした。

　一部の当事者以外、全員が困惑する中、この状況に新しい意味を無理矢理上書きした。

　請せい願がんは受け入れられ、神の慈じ悲ひが示された、と。

　そこには王国だとかなんだとか関係なく、神の教えに従えば必ず助けるはずの無む辜この子供たちのために、という建前がしっかりとそびえ立っている。

　そして、大聖堂の鐘かねが鳴らされるや、空から一羽わの白い鳩はとが舞まい降おりてきて、シャロンの肩かたに止まった。

　何が起こっているのかわからないままだっただろう市政参事会の兵たちが、ともかくもその場に平ひれ伏ふしたのは、神の意志を見て取ったから。

　あるいは、なにかすごいことが起きたのだと、混乱する自分自身を納得させたからだろう。

「残念なのは、今回は薄はく明めいの枢すう機き卿きようの名が轟とどろかなかったことか」

　ハイランドはやや冗じよう談だん交じりにそう言った。

　自分は方法を思いついただけで、そこには立ち会わなかった。

　けれど新しい修道院がやっていけるように、協力はしなければならない。

「それに、君は本当に職を引き受けてくれないのか？」

　ハイランドから悲しげな目を向けられると、言葉に詰つまる。

「クラークやシャロンたちもそれを望んでいるようだが」

「いえ、私はまだ、相応ふさわしくありません。あくまでも、後こう援えんを受けている、という体で」

　クラークは新しい修道院の修道院長に、そして、孤こ児じ院の院長になるシャロンは、修道院の副院長の職を自分に申し出てきた。

　修道院の建設には、エーブが資金を出し、ハイランドが土地を貸し、大聖堂の特権状が根こん拠きよとなっているが、王国と教会の間で微び妙みような立ち位置になるのは目に見えている。

　安易に利用されないように、要石になる存在が欲ほしい。

　それが薄はく明めいの枢すう機き卿きようという名前だ、ということなのだが、副修道院長拝命の件は固辞した。

　代わりに、修道院からは後こう援えんを受けて神学の道を志している、という体にした。

　参拝者が来て寄付が集まるようにと、聖遺物代わりに聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やく一冊を寄き贈ぞうさせられる約束になっている。

　それがあれば修道院の権けん威いが上がり、多くの聖職者が参考のためにやって来るだろうからと。

「それに、聖典の件だけでも、私は過大評価だと思っています。翻ほん訳やくは私一人だけの力ではなく、王国にいる多くの高位聖職者の方の協力のたまものですよ」

「書いても読んでくれる者がいなければな。君の文章はラウズボーンの街中で人気ではないか」

　それを広めたのはクラークなのだが……ということで、包囲網は閉じられる。

　自分はもうしばし、居い心ごこ地ちの悪さを感じ続けることだろう。

「それよりも、時間は大だい丈じよう夫ぶですか？　クラークさんとシャロンさんの出立は今日ですよね？」

「ああ、そうか。そいつの食いっぷりを見てるのが楽しくて忘れていた。まったく、建物を建てやすい土地であることを願うよ。金が出ていくばかりだ」

「旅籠はたごの建設や、門前市の特権は面めん倒どうを見る。悪くない収入になるはずだ」

「期待しておりますよ、ハイランド卿きよう」

　エーブとハイランドは腹ふく蔵ぞうなく、というにはやや棘とげのある感じだが、協力体制を取ってシャロンたちの修道院を支えてくれる。

「では、馬車を呼んでこよう」

　ハイランドが立ち上がると、エーブもそれに倣ならって立ち上がる。

「ほら、ミューリ」

「いい、いい。好きに食わせておけ」

「土産みやげに包ませよう」

　楽しげな様子のエーブとハイランドに、兄として恥はじ入いるばかり。

　二人が部屋を出ていってから、ため息をついてミューリを見やる。

「ミューリ、どうしてずっと不ふ機き嫌げんなんですか？」

　あの騒さわぎの直後は、むしろミューリは機き嫌げんが良かった。

　シャロンたちを助け、うまく話をまとめたことに大喜びだった。

　だが、それが突とつ然ぜん、数日前から不ふ機き嫌げんになっていた。

　自分の勘かん違ちがいでなければ、それは自分が修道院の副院長の職を断ってからだ。

「兄様の馬ば鹿か」

　そう言いながら肉を嚙かみちぎる様子に、自分の喉のど元もとが嚙かみちぎられたような気がして、思わず喉のどを撫なでてしまう。ミューリはごくりと肉を飲のみ込こみ、さらに新しい肉を手に取り、エーブがたっぷり用意してくれた黒胡こ椒しようをどさどさ振ふりかけながら言った。

「あの鶏にわとりと兄様の出で来き損そこないは修道院で一いつ緒しよに暮らすんでしょ!?　なんで私と兄様はそうできないの!?」

　やっぱり原因はそれか、と顔を背そむけた。

　ミューリは唸うなり、こちらを睨にらみながら肉を食べている。
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　答えは決まっていた。

「修道院は、祈いのりと思し索さくの場所です。あなたはそんなところで暮らせませんよ」

「なんで！」

「なんでって」

　呆あきれてため息をつき、手元の柔やわらかい亜あ麻ま布ぬのを手に取って、ミューリの顎あごに向けた。

「こんなふうにお肉は食べられませんよ。それでもいいんですか？」

　ミューリは顔の形が変わるくらい口いっぱいに肉を頰ほお張ばり、ぎゅいぎゅいと嚙かみしめている。

　当てつけでそうしているとわかるが、それはそれでミューリの元気な姿だ。

「それに、一いつ緒しよには暮らせても」

　そう言って、テーブルに肘ひじを置くと、隣となりに座すわるミューリに顔を近づけた。

「結けつ婚こんはできません。それでいいんですか？」

　ミューリはじっとこちらを見つめ、肉を嚙かみしめ、ごくりと飲み下す。

　唇くちびるは、三角に尖とがっていた。

「よくない。でも、兄様は私をお嫁よめさんにしたいから鶏にわとりからの頼たのみを断ったわけじゃないじゃない」

　正しい指し摘てきに苦笑いし、体を起こす。

「私はまだ思し索さくと祈いのりの場所に入るには早すぎます。それに、私は今回のことで自分のしてきたことの影えい響きようの大きさを痛感しました。それをほったらかしにはできませんし、自分が本当に正しいことをしているのかも、もっと熟考すべきだと思いました」

　言い訳の余地など一点もないと思っていた教会にも言い分があり、私利私欲にまみれた商人たちにさえ、考こう慮りよすべき言い分があった。

　世の中にはまだ、自分が知らなければならないことがあまりにもたくさんある。

「兄様の馬ば鹿か。正しいことをしたいなら、熟考なんて必要ないじゃない」

　そして当然、ミューリにも言い分がある。

「今すぐ私をお嫁よめさんにする以上に正しいことなんてある？」

　いつもと変わらない、お転てん婆ばなミューリ。

　疲つかれたように笑うと、たちまち睨にらまれる。

　運命に翻ほん弄ろうされる者たちがいて、抗あらがう者たちがいる。

　自分は無力な身に過ぎないが、できることはまだあるはず。

「でもまあ、今回の兄様はルワードおじ様ほどとはいかなかったけど、まあまあ格好良かったかな」

　ミューリは言いながら肉をねぶりきった羊の骨を放り投げ、からん、と皿が良いい音を立てた。

「兄様がこの先も格好良いいところ見せてくれるなら、旅のお供をしてあげる」

　旅に勝手について来たのは誰だれなのだ、などということは決して口にしてはならない。

　手にしていた麻あさ布ぬのを広げ、畳たたみ直してから、そっとミューリの口元に当てる。

「それは約束できませんが、情けないところはなくしていければな、と思っています」

　ミューリは当たり前のような顔で口元を拭ぬぐわれてから、こう言った。

「じゃあ、やっぱり私が側にいてあげないといけないね」

　にっと吊つり上あげられた唇くちびるの下では、鋭するどい牙きばがきらりと光る。

　この街での大おお騒さわぎで前に踏ふみ出だせたのは、間ま違ちがいなくミューリのおかげだった。結果、王国と教会が今すぐ戦いくさに突とつ入にゆうするようなことはなくなったし、シャロンとヤギネはきちんと話し合うことができた。

　そして自分もまた、苦いだけの現実を飲のみ込こまずに済んだ。

「そうですね」

「そうだよ。ずっと、ずーっとね」

　ミューリは楽しげに言って、けたけた笑っている。

　個室の壁かべに切られた窓からは、詩人の調べが聞こえてくる。

　椅い子すから立ち上がると、ミューリの手を取って軽く引いた。

「さあ、次の旅の準備です」

　ミューリは赤い瞳ひとみを輝かがやかせてこちらの手を強く握にぎり返し、勢いよく立ちあがる。

「次もおいしい物が食べられる街に行きたい！」

「遊びじゃないんですよ」

「遊んでるんじゃなくて、人生を楽しんでるの！」

「またどこでそんな言葉を覚えてきたんですか……？」

「ふーんだ」

　ミューリは悪戯いたずら娘むすめそのままに、歯をにっと見せて笑っている。

　明日も楽しくなるはずだと疑わないその笑え顔がおに、釣つられて笑わずにいるのは無理な話だ。

　扉とびらを開けて、廊ろう下かに出る。

　これからも困難はあるだろうし、苦しむこともあるだろう。

　けれども愚ぐ直ちよくにそのひとつひとつを乗のり越こえられるような、そんな気がしていた。

「ほら兄様！　次の冒ぼう険けんだよ！」

　なにせ自分には、こんなにも心強い味方がいるのだから。

　扉とびらを閉じ、腕うでにしがみつくようにしているミューリと歩いていく。

　部屋に残されたのは詩人の陽気な調べと、食べ尽つくされた羊の骨。

　なにかを暗示するようだと思いながら、それもいいかと思ったのだった。


あとがき

　引っ張ればどこまでも伸のびると噂うわさの原げん稿こうの締しめ切きりですが、今回自己新記録を更こう新しんしてしまいました。いつもお世話になっております。支はせ倉くらです。

　というか本当は『狼おおかみと香こう辛しん料りよう』の二十一巻より先に『狼おおかみと羊皮紙』の四巻を出す予定だったのですが、書きあげた原げん稿こうが微び妙みよう……ということでほぼ書き直すことになり、けれどそんなにすぐ書き直せないので、二十一巻用の書き下ろしを先に書いて出版して時間を稼かせぐ、という小細工を弄ろうしていました。

　そうして確保した時間だったのですが、書き直しに手間取り、猶ゆう予よは見る見るうちになくなり、今このあとがきは編集部で書いていたりします。関係者の皆みな様さま本当にすみません。

　けれど書き直したなりに中身は良くなった、と思っています！　ストーリーはほぼ変わっていないのに、いくつか要素を入いれ替かえるだけでこんなに変わるのか……と書いていて驚おどろきました。没ぼつにしたほうの原げん稿こうをどこかにアップして、読み比べてもらったりしたら面おも白しろいのではという気もします。

　で、原げん稿こうがそんな具合の一方、並へい行こうして『狼おおかみと香こう辛しん料りようＶＲ』なるものも制作中でした。（今も制作中ですけれど！）『狼おおかみと羊皮紙』のミューリとコルは出てこないのですが、ミューリの両親であるホロとロレンスが出てくるＶＲアニメーションです。去年末（二〇一八年末）から年明けにかけてはクラウドファンディングにも挑ちよう戦せんし、たくさんの支し援えんを頂きました、ありがとうございます！　その作業やグッズの手配などまだしばらく残っているのですが、良いい物作れそうなので自分もとても楽しみです。

　ただ、それらの作業に執しつ筆ぴつ時間が圧あつ迫ぱくされたので原げん稿こうが遅おくれたのは否いなめなく、悩なやましいところです。その上、他にも作りたい物ができたりして、ぐねぐねしています……。

　が、平成も終わることですし、気合入れて頑がん張ばりたいと思います！

『羊皮紙』も『狼おおかみ』のほうも、もう少し早く刊行できればと思いますので、引き続きよろしくお願いします。

　それでは次の巻でお会いしましょう！

支はせ倉くら凍い砂すな
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